
≠ 叫 バ 糾 謁 口 冠 ヰ か 〓 － 兄 溺 脚   

（ 謝 辞 傭 詩 仙 蔀 淋 咄 ・ 与 傭 肝 蔀 淋 咄 ・ う 傭 肝 謝 ゝ ）   

対 席 詩 瑚 熟 知 繭 滅 痙 蟄 向  （ 藤 避 半 画 ） 湘 同 一 ‖ 薪 か 〓 － 兄 溺 掛   

茄   淋  剖    

個 熟 N 一 朗 の 加   

茹 坤 柵   
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（ 巴  蔀 湖 軸 8 詩 粟 湛 8 葉 謡   

（ 恥 ）  露 盛 付 8 森 戸 占   

（ 〕 ）  叫 咄 パ 8 素 謡   

（ N ）  叫 叫 パ 符 じ ぐ レ バ 8 軸 鮎 せ 郎 沖 抽   

（ 〓  叫 化 ♂ 什 期 溶 8 葉 発   

（ － 〓  叫 叫 パ 8 親 茹   

〓 ○ ）  ト 市 来 叫 8 鞘 斎   

（ ∞ ）  蔀 咄 ヰ 一 代 刃 8 鞘 吾   

（ り ）  ⊥ 空 禦 讐 義 芸 道 謹   

（ ご  嘉 劫 ヰ 一 匹 ご 豊 吉 芸 謹   

（ の ）  叫 咄 パ 粗 筋 恕 細 台 虫 壷   

（ ひ ） ・ 項 血 「 〔 料 駄 忘 恩 珊 8 垣 青 票 完 封   

（ 恥 ）  露 盛 付 8 澄 語 義   

（ 〕 ）  叫 叫 パ 8 葉 謡   

（ N ）  叫 叫 パ 符 じ ぐ レ バ 8 軸 鮎 せ 郎 沖 抽   

（ 〓  叫 化 ♂ 什 期 溶 8 葉 芽   
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い エ ー 宗 ■ こ け    

謝 辞 憎 適 曲 蔀 湖 軸   

敏 籍 碑 咄 和 知 巴 森 岳 隔 如   

回 明 地 8 知 恵   

畿 掛 軸 許   

墓 相 藻 柵   

－ 主 計 〓 ≡   

－ 主 「 〓 モ 叫 け   

： ニ 上 （ 誉   

テ 憎 脾 蔀 湖 軸   

謝 辞 憎 適 曲 蔀 満 魂   

謀 臣 抽 蕗   

コ 仁 王 」 、 ニ ル   

＝ ミ 享 ≡ 一   

翠 野 慧 警 告 蒜 首 藤   

叫 叫 パ 囲 蘇 符 溺 ヰ か 〓 － 兄 溢 轍  （ テ 憎 脾 蔀 湖 軸 ）   

叫 叫 パ 囲 騎 符 溺 ヰ か l － － 鴇 畿 轍  （ 謝 辞 憎 遠 来 湖 軸 ）   

テ 憎 脾 帥 執 畿 轍   
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聯 郎 塘 芋    

聯 郎 塘 茸 － ．   

藻 清 朝 項 瑚 パ 柚 薙 符 溺 ヰ か 〓 － 兄 裂 轍 （ 謝 辞 側 近 酢 蔀 淋 地 ）  価 苔 淋 聖 帯 瀬    

嘲 則 雄 茸 N ．    

藩 清 朝 項 叫 パ 袖 幕 符 溺 ヰ か 〓 － 沈 溺 掛 （ テ 憎 脾 蔀 潮 軸 ）  健 吉 淋 聖 霹 泊    

聯 郎 塘 茸 ∽ ．   

テ 憎 脾 帥 跡 溺 掛  価 苫 淋 聖 詳 細    

聯 郎 塘 茸 牟   

藻 清 朝 叫 瑚 パ 粗 布 符 溺 ヰ か 〓 － 鴇 畿 轍  （ 米 穀 側 近 曲 蔀 湖 水 ）  翁 圃 姻    

脚 郎 塘 茸 ㌣    

藩 清 朝 叫 瑚 パ 粗 布 符 溺 ヰ か 〓 － 火 蓋 轍 （ テ 傭 帰 来 継 軸 ） 沖 宝 ． テ 亜 脾 帥 敏 溺 料   

■ 宣 】 ◆ こ ｛
   

へ こ ）
   

（ ↓ ）
  

ヘ エ ）
   

朗 ＝ 摺    

（ ＝ こ
   

へ に ）
   

N ． A    

（ ＝ こ
   

へ に ）
  

テ 傭 締 盟 料   

二 ニ ニ 】 ト ー 快   

穎 斡 憎 遠 来 湖 水 8 叫 瑚 パ 符 詔 ヰ か 軸 如 ・ 柵 摘 （ 穎 斡 憎 遠 来 淋 軸 溺 琵 ）   

う 亜 帰 来 淋 軸 8 詩 紫 蘇 適 敵 城 熟 蘇 耕 符 蟹 可 か 軸 如 ・ 柵 睡   

浮 薄 轟 適 酢 瑚 覿 恕 細 ノ 白 砲 金   

詩 栄 藤 適 帥 叫 熟 蘇 耕 ♪ 8 鞘 吾   

詩 架 湛 適 酢 瑚 由 恕 魂 8 堂 岳 葉 虫    

テ 傭 脾 8 腑 論 自 重 譲   

（ テ 亜 帰 来 継 軸 溺 琵 ）   

J ． 「  r 、 T ∴ ご 主 宰 二 斉 ≧ ∵ ニ 圭 一   
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一 ． N  忠 相 茸 財    

欲 盟 掛 d 荘 茫 ↓ 8 ∽ J 8 『 ∨ サ ー 丁 畿 相 和 腑 諦 「 浄 0   

（ 一 ） ≠ 叫 バ 糾 謁 口 冠 ヰ か 〓 － れ 溺 脚 （ 洲 許 傭 － 空 些 弼 曲 ）    

叫 化 伊 什 灘 蘇 8 荒 薄 せ ． 項 咄 バ ロ J ぐ レ バ 8 帥 鮎 せ 郎 沖 抽 ノ  詩 渇 什 8 溺 蔚 ノ  ≠ 叫 パ 神 前 蘇   

耕 8 彗 遍 克 詩 碑 サ ワ 符 溺 掛 「 汁 0  諦 舗 符 J ぐ レ バ 荘 沖 寄 遥 拝 ヰ 一 代 刃 日 付 8 鞘 頁 符 J ぐ レ パ ♂   

翁 相 和 苛 ∪ 津 0   

一 ． 一  望 似 皿 芸    

藻 滞 却 d 荘 ノ  個 熟 － ↓ 鼎 心 血 R 叫 叫 パ 親 曲 8 勝 轟 和 隋 ＄ か 汁 ＄ 8 苛 辞 半 凰 什 「 パ 『 普 碧 せ   

革 渾 滞 日 化 ♂ 瑚 号 稲 豆 ） ∨ 』 （ 個 熟 － ↓ 鼎 瓶 ～ N － 欄 瓶 ） 和 浦 和 「 謀 尚 「 パ ぐ レ か O  H 8 半 画 d   

年 卜 夢 蕪 d 叫 咄 パ 難 敵 翻 糾 沖 ノ  ≠ 瑚 バ 8 軸 鰍 せ 咄 実 弾 岸 盛 砂 寄 d 泄 針 d 価 か 拝 啓 亘 止 （ G   

和 隋 ＄ か 日 付 d ノ  号 「 d ♂  「 号 ≠ 罠 8 誤 さ 」  桝 槻 沖 ノ  対 話 和 苗 u 叫 化 ♂ 汁 直 覚 藩 せ 普 符 梓   

川 さ 叫 J  「 州 小 」  汁 H 荘 川 翻 堂 J バ ぐ レ （ H 什 桝 Ⅲ f 耶 「 パ ぐ レ か 0    

川 村 H 8 半 凰 荘 ノ 対 席 完 嘲 熟 軸 繭 塑 耕 帯 隣 荘 符 帥 止 叫 ノ  N － 欄 粗 肴 落 選 半 画 （ 個 熟 N N 鼎 瓶   

～ ど 欄 撫 ） 酔 浦 田 ヰ か 日 付 什 「 バ ぐ 蒜 0 巾 8 汁 昏 ゆ 国 8 畿 掛 d 戸 叫 叫 パ 難 敵 8 腑 醸 せ 抽 筋   

〓 － 九 ノ  ヰ 一 代 刃 8 堂 遍 荒 薄 亜 桝 昂 前 ヰ か 什 什 か 符 ノ  巾 8 市 米 桝 榔 河 畔 咄 R 爵 G 州 什 ＄ ノ  落   

選 半 風 砕 融 和 ↑ バ 士 （ 汁 各 8 鮎 茸 什 ヰ か 0   

（ u ）  与 傭 肝 脚 韻 溺 脚    

髄 ＞ 8 絆 諒 寓 語 什 ノ  詩 魂 森 岳 細 加 森 衰 滅 台 堂 岳 葉 虫 和 せ ケ 台 東 画 ↑ 料 も  諒 嘉 盲 J ラ 石 窟   

蘇 耕 日 付 8 鞘 諒 符 J ぐ ノ バ ♂ 畿 相 和 苛 ∪ 汁 0    

（ N ） ≠ 瑚 バ 神 前 一 r 一 遍 ヰ か 〓 － 刈 溺 脚 （ 、 」 ′ 傭 肝 蔀 甜 琳 ）    

叫 化 ♂ 什 灘 蘇 8 克 謡 せ ノ  叫 咄 パ 符 J ぐ レ バ 8 軸 鮎 せ 郎 沖 抽 ノ  落 果 薄 8 蔀 満 場 8 葉 芽 ノ  甚 蕗   

什 8 溺 蔚 ノ  落 果 薄 適 曲 叫 熟 諦 舗 8 堂 遍 上 汁 発 弾 せ 、 P 符 溺 掛 「 汁 0  蘇 舗 符 J T パ 荘 胆 宗 さ 蹄 ヰ   

一 代 如 月 什 8 鞘 諒 符 J ぐ ノ バ ♂ 墓 相 和 苛 ∪ 津 0   

雅 一 伸 上  盟 相 姦 緬   
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一 ． ∽  新 著 畔 軸 伸 誹 e 霜 8 師 帥   

（ 〓  〓 8 ≠ 河 珊 瑚 d 荘 ノ  ∽ ∪ 8 畿 似 R U ぐ レ バ ノ  脾 諒 先 発 せ 岸 盛 付 8 溺 計 戸 蔀 誹 8 堂 遜   

寓 語 什 鞘 吾 狩 化 8 吟 浦 代 什 符 国 劇 帯 泄 印 譜 甘 粕 什 昏 パ ぐ レ か 拝 啓 ノ  盟 栂 池 8 凋 溺   

8 一 三 皿 嚇 符 荘 蹄 J パ ぐ レ 貯 ぐ レ 0   

（ N ）  q Ⅷ 〕 せ 8 辻 ヾ U 牙 8 輝 咄 症 瓦 由 斎 藤  （ 価 蒔 ‥ ＞ ）  禅 帥 「 パ ぐ レ か 0   

（ 〕 ）  回 哨 悩 （ 価 蒔 ‥ 訳 ）  8 与 野 知 茫 ↓ 潮 N 市 荘 固 辞 帥 ＞ 「 パ ぐ レ か 拝 啓 ノ  ゆ 半 望 － 冨 沢   

符 蹄 か 貯 ぐ レ 亜 ゆ 碧 餅 か 0   

（ 心 ）  対 弊 耳 哨 望 d 叫 か 凋 溺 d 茹 ′  回 斬 罪 悩 8 ゆ 半 望 － 冨 沢 禅 和 声 Y か 0   

（ 巴  瀬 野 可 哨 せ 僻 芳 顛 8 鮮 碧 戦 ぐ レ 凋 溺 符 ∪ ぐ レ バ 荘 ノ  如 せ ヰ 肋 禅 郎 覿 「 旬 Ⅷ 〕 d 荘 貯   

N    

一 ． A  回 貞 弾    

中 盤 槻 8 畿 栂 池 8 固 定 禅 宗 茫 ↓ 8 什 訪 G d 餅 か 0   

一 ． ∽  山 型 相 対 錨   

（ 一 ） 溺 脚 茸 浄 沖 q 苅 桝 輝   

（ 山 ）  発 卦 叫 … 帥    

項 叫 パ 囲 薙 符 溺 ヰ か 〓 － 鴇 溢 轍  （ 謝 辞 側 近 蔀 淋 軸 ） ノ  項 叫 パ 囲 騎 符 溺 ヰ か 〓 － 鴇 翁 掛 （ テ   

憎 帰 来 繍 軸 ）  什 伊 符 単 作 語 割 ・ 単 作 固 定 什 「 ノ  ラ 亜 脾 帥 班 溢 似 8 車 テ 亜 帰 来 融 軸 什 面 壁 語   

割 ・ 刃 聖 固 定 什 「 津 0   

（ A ） 盟 脚 昂 避    

個 熟 N O 鼎 〓 血 － べ コ ～ － N 血 ∽ Ⅱ   

（ N ） 富 江 叫 錨    

前 脚 肘 掛 砂 帯 一 弾 莫 掌 団 ＞ ㈱ 野 砂 帯 普 小 浦 講 渉 苗 圧   
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国 訓 u ‥ u ヾ q － 丁 8 回 聯 餌  （ 溺 U ‥ 世 業 淋 半 ）    

召 U  ¶ ∨ 寸 － 丁 8 回 哨 咄 （ コ ‖ 孟 宗 ）   

召 N  印 加 白 加 東 （ ⊃ ‖ 孟 宗 ）   

召 一 個 雫 （ コ ＝ 孟 宗 ）   

“ ）  u ヾ q － 丁 8 点 忘 岬 聞    

溺 U ‖ 「 u ヾ q － 丁 口 訪 粥 沖 〓 神 託 （ 叫 再 化 鈴 汁 d ヰ 曽 ○  （ 一 〓 二 ‖ ○ ） ※ 諜 茸 再 討 バ 的 8   

訪 ≠ 仙 と 普 中 細 汁 冠 諭 d ヰ O 」   

N ）  碑 汁 u 托 〓 8 劉 滑    

溺 N ‥ 「 討 バ 的 8 訪 ≠ 仙 ㌢ 一 ‖ 柵 汁 u 託 つ 再 つ 抽 ヰ 普 ○  （ 一 〓 二 ‖ ○ ） 」   

の  回 塀 曲 8 知 辞   

洲 ＃ 傭 － 西 仙 蔀 舗 曲   

折 ≠ 仙 と 8 鼎 黎   

選 一 ‖ 「 聖 郵 8 討 バ 的 8 訪 ≠ 仙 と 8 肝 欄 加 付 訪 亙 〓 「 帥 ヰ O 」   

（ 一 輝 弾 苗 ＃ 「 パ ぐ レ か 0   

（ 、 こ  ≠ 代 伊 8 鼎 撃 符 J ぐ レ バ 荘 一 個 覿 N O 鼎 〓 血 ∽ ○ Ⅱ 桝 帥 備 付 「 バ ぐ レ か 0   

（ 0 0 ）  図 鮎 百 計 ぐ レ バ 一 回 哨 8 観 芳 帝 鮎 叫 m 弾 頭 暴 言 「 バ ぐ レ か 亜 ゆ 望 討 か 0   

国 鮒 N ‥ 碑 汁 u 托 〓 自 由 癒  （ 溺 N ‥ 唯 需 淋 半 ）   

国 耕 一 ‥ 訪 ≠ 佃 と 8 崩 東  （ 溺 一 ‥ 堆 需 淋 聖 ）    



国 訓 ∽ ‖ 訪 ≠ 仙 と 8 勒 白 面 〔 8 虐 細 説 山 喜 ↑ 六 づ 品 丸  （ 溺 ∽ ∵ 解 語 淋 半 ）    

遥 u  訪 ≠ 仙 と 8 坤 8 回 ニ 8 確 副 伸 「 バ 「 ′ か ＞ （ コ ‖ 畠 霊 ）    

国 訓 A ‥ 訪 ≠ 仙 と 什 8 回 向 ・ 群 知 8 東 洋 （ 溺 誉 価 需 淋 半 ）    

召 － 国 両 ・ 許 両 8 党 肖 （ 蒲 浮 回 哨 ） （ ⊃ ＝ 孟 宗 ）   

∽ ）  訪 ≠ 仙 と 8 坤 8 回 〔 8 種 糾 伸 帥 口 「 バ 〓 か 叫    

溺 川 ∵ 「 Ⅲ 〓 小 ． 討 バ 的 8 訪 ≠ 仙 と 8 坤 8 回 〔 8 任 那 蹄 化 伸 帥 口 「 バ 〓 か 叫 再 化 蹄 汁 d   

ヰ 普 ○  （ 一 ∪ 一 ‖ ○ ）  ※ 諜 茸 再 討 バ 的 8 訪 ≠ 仙 と 普 小 知 汁 溺 宗 d ヰ O 」   

A ）  野 ≠ 仙 と 什 8 刃 向 ∴ 試 論 台 東 謹    

選 † 「 討 バ 的 8 訪 ≠ 仙 と 什 8 国 副 ・ 詳 細 （ 群 併 せ 柵 ． 脚 柵 蹄 化 d 落 首 g 吟 E 牙 前 河 口   

罰 咄 淋 d 咄 か 類 由 ） 8 先 発 一 ‖ ∪ つ バ 訪 五 つ 「 帥 ヰ ○ （ 討 バ ー 牲 叩 か 伊 8 ヰ ス バ ロ ○ ）   

※ 罫 茄 再 討 バ 的 8 訪 ≠ 仙 と 替 小 知 汁 溺 菊 d ヰ ○   

※ 衿 津 帥 汁 荘 連 語 竜 健 脚 拝 辞 8 茹 坤 再 ． 「 甲 巾 8 存 」  口 ○ 伸 ∪ ■ ｝ バ ＜ 托 仙 つ O 」   



召 」  ゆ 津 8 欄 雫 （ ⊃ ‖ 畠 ∽ U ）   

召 」  い ヱ 嬰 甲 欄 莞 （ ⊃ ‖ ミ ∽ 巴   

寧 の  卸 癖 薩 両 （ ⊃ ‖ 孟 宗 ）   

． こ  衿 溶 ・ 功 労 8 脚 部    

溺 ご 「 衿 謡 ′ 攻 落 8 馴 鹿 （ 欄 熟 N O 甘 心 加 一 甲 声 耐 8 馴 鹿 ） 仲 訪 適 〓 「 帥 ヰ ○   

※ 9 什 亡 労 難 敵 8 茹 砂 再 淋 瑚 ヰ か 溶 8 中 州 川 ＞ 「 バ （ 托 仙 〓 O 」   

の ）  両 前 岸 岡    

溺 の ‥ 「 訪 諦 帥 〓 8 岸 岡 再 化 n d ヰ 曽 ○  （ 一 ‖ こ ‖ ○ ） 」   

国 帥 0 0 ＝ 功 港 8 脚 部  （ 溺 ご 聴 許 沖 洲 十 ）   

国 帥 ↓ ‥ 治 港 8 脚 部  （ 溺 ご 価 罫 淋 半 ）   

国 帥 の ‥ 両 前 岸 岡  （ 溺 の ‥ 価 需 淋 半 ）   



 



国 鮎 一 】 ‖ 訪 ≠ 仙 と 什 8 司 軸 ・ 性 向 8 束 沌 （ 溺 － ‖ 畔 業 師 半 ）    

寧 － 司 面 ・ Ⅳ 軸 8 党 議 （ 献 詳 回 砺 ） （ ⊃ 且 争 ミ ）   

国 鮎 一 N ‥ u V ヾ － 丁 8 回 哨 曲  （ 溺 山 ∵ 畔 苔 腑 蟄 ）    

召 山 一 ¶ ∨ 寸 － 丁 8 回 塀 咄 （ ⊃ ‖ 合 ミ ）   

A ）  訪 ≠ 仙 と 什 8 刃 向 ・ 祢 軸 8 束 発    

溺 － ‥ 「 討 バ 的 8 訪 ≠ 仙 と 什 8 刃 向 ・ 試 軸 （ ＃ 併 せ 柵 ． 脚 柵 鈴 化 d 吉 野 g 吟 E 牙 前 輪 ロ   

コ 叶 洲 d 柵 か 薔 盟 ） 8 束 諸 口 ∪ つ バ 訪 五 つ 「 帥 ヰ ○ （ 討 バ 再 伸 か 伊 8 ヰ ス パ ー 〓 ○ ）   

※ 諜 茸 再 討 バ 的 8 訪 ≠ 仙 と 督 小 知 汁 冠 苅 d ヰ 0 ・   

※ 衿 港 沖 汁 再 四 海 篭 慨 坤 梓 諦 8 茹 砂 再 ． 「 甲 州 8 存 」  口 ○ 伸 ∪ 一 ｝ バ （ 托 仙 つ 0 」   

山 ）  u ヾ ヾ － 丁 8 回 哺 曲    

溺 ∽ ‖ 「 u V ヾ － 丁 口 訪 琳 沖 〓 汁 托 （ 叫 再 化 鈴 汁 d ヰ 曽 0  （ 一 〓 二 ‖ ○ ） ※ 罫 茸 再 討 バ 的 8   

訪 ≠ 仙 と 菅 伊 匝 汁 冠 粛 d ヰ 0 」   



召 の ー 嬰 甲 岸 同 （ ⊃ ＝ 全 官 コ ）   

図 帥 一 A ‖ 訪 ≠ 仙 と 8 坤 8 回 〔 8 畦 誹 仲 仙 口 r ペ ニ か 叫  （ 溺 ∽ ‥ 催 苗 淋 州 十 ）    

召 ∽  車 代 か 8 坤 8 回 亡 8 確 錨 碑 ヰ か ト （ ⊃ ‖ 会 ミ ）   

の ）  両 前 岸 岡    

溺 の ‖ 「 折 節 帥 〓 8 岸 岡 荘 化 〓 d ヰ 曽 ○  （ 一 ∪ 一 ‖ ○ ） 」   

∽ ）  訪 ≠ 仙 と 8 坤 8 回 亡 8 確 訓 仲 仙 口 r バ 〓 か 叫    

溺 ∽ ‥ 「 Ⅲ n 小 ． 討 バ 的 8 訪 ≠ 仙 と 8 坤 8 回 亡 8 確 誹 沖 作 付 帥 一 ‖ r バ 〓 か 叫 荘 化 沖 汁 d   

ヰ 曽 ○  （ 一 ∪ 一 ‖ ○ ）  ※ 罫 義 一 仲 卸 バ 的 8 訪 ≠ 仙 と 督 小 知 汁 遜 苅 d ヰ O 」   

国 帥 一 ∽ ‥ 副 前 置 同  （ 溺 の ‥ 催 需 淋 州 十 ）    



溺 ロ ユ 囁 邪 欄 古 （ ⊃ ‖ 合 ミ ）   

溺 可  ゆ 荘 8 欄 雫 （ ⊃ ＝ 合 0 0 ）   

溺 山  姥 罫 8 欄 雫 （ ⊃ ‖ 合 ぃ 0 ）   

0 0 ）  確 胡 欄 白    

刃 ∞ ‖ 「 確 報 8 欄 点 画 訪 亙 〓 ↑ 如 ヰ ○  （ 一 〓 こ 〓 ○ ） 」   

可 ）  衿 淫 ・ 四 海 8 脚 部    

溺 ご 「 衿 津 ． 四 海 8 欄 黎 （ 欄 熟 N O 甘 心 血 一 甲 声 討 8 馴 鹿 ）  仲 舘 古 宇 二 L 汁 ヰ ○   

※ 9 什 〔 海 難 掛 8 茹 砂 再 軸 叫 ヰ か 淫 8 中 州 印 ＞ 「 バ ＜ 托 佃 〓 O 」   

国 鮎 一 「 こ 盟 翠 8 馴 鹿  （ 溺 ご 催 宗 淋 竿 ）   

図 帥 一 の ‥ 衿 浬 8 欄 苓 （ 溺 ご 価 需 淋 半 ）   

図 帥 一 缶 ‥ 確 報 欄 貞  （ 溺 ∞ ‖ 雅 語 淋 聖 ）    



N ． 一 升 辞 職 － 叩 仙 蔀 恥 曲    

（ 一 ）  ≠ 化 伊 什 灘 軒 8 東 洋   

一 ） ≠ 叫 バ ロ 茸 ヰ か 包 囲 8 糾 薙   

選 一 N ‥ 「 Ⅲ 〓 小 ノ ≠ 叫 バ ロ 茸 ヰ か 糾 沖 （ 叫 － 西 陣 ≠ 諦 ∪ バ （ き か 〓 什 蹄 化 ） 竜 討 〔 押 ヰ 諺 ○ （ 討   

バ 再 叩 か 伊 8 ヰ ス バ ロ ○ ） 」   

； ＝ 鼻 父 壷   

甚 治 ゆ 亜 8 滞 漂 口 汁 か ≠ 叫 バ   

ー ‖ 茸 ヰ か 粗 沖 彗 Ⅶ 避 冨 〔 伊 か   

苗 衿 ゆ 亜 8 謳 軒 〔 汁 か ≠ 叫 バ   

〔 茸 ヰ か 粗 沖 莞 図 J 汁 什 叫 托 耳 伊 か   

Ⅲ 瀬 苫 〔 置 衿 ゆ 亜 8 渾 河 口   

諸 学 ∪ パ オ か 沖 か   

頴 沖 昂 か 「 （ 匡 禦 讐 皇 軍 誌   

置 衿 ゆ 亜 8 滞 薪 一 ‖ 諸 学 ∪ パ オ か 沖 か   

平 瀬 芳 一 〓 ≠ た 〆 叩 ㍊ 一 斗 か き か   

汁 ト ・ 哲 ト ・ 霹 卜 莞 「 ノ か   

凋 沖 昂 か 「 （ 再 遜 ≠ 8 覇 六 註   

≠ 化 か 桝 越 年 か ぎ か 汁 ト ・ 哲 ト ・ 霹 ゝ 亘 ギ 品   

〓 ヰ き か 障 〓   

湖 N 刷 ． 冷 茸 詳 細   

仲 浣 d 云 ． 「 頴 帥 昂 伊 「 （ 年 率 倒 8 澤 口 芹 ぎ 涙 顔 補 色 滋 添 盲 韻 諺 J パ 料 ふ 丸 ふ 」  （ 彗 ． 旦 宗 ）   

望 如 伊 斡 （ ． H さ 符 「 ぎ 冷 凍 亜 8 鮨 蘇 符 汁 か 項 叫 パ 符 塑 ヰ か 囲 声 望 圏 J 押 付 仰 視 耳 討 か 」 ．   

「 渦 帥 昂 伊 「 （ 年 率 倒 8 澤 口 芹 項 化 伊 桝 斌 キ ム さ 示 釦 ゝ ・ 皆 ＞ ・ 溺 ＞ 望 ぐ レ か 」  （ 什 伊 符   

柏 p ↓ ㌔ ）  望 国 璽 砂 d 苅 ぐ レ バ ぐ レ か ○   

国 鮎 一 り ‖ ≠ 叫 バ ロ 茸 ヰ か 包 選 8 糾 苅 （ 選 一 N ＝ 堆 需 淋 半 ）   

瀞 回 砺   
○ 求   ∽ ポ  一 〇 ボ  一 ∽ ㌔  N O 辞  N ∽ ポ  0 0 ㌔  O u ボ  ー ○ ㌔  小 切 ㌔  ∽ ○ 求    

ー ○    



； ＝ 鼻 監 望   

皿 避 芳 一 ‖ 川 前 討 亡   

淵 帥 昂 〔 川 前 討 亡   

川 前 陪 「   

巾 8 吉   

粕 汁 一 遍 － N 8 国 哨 禅 割 符 ノ  髄 塾 掛 8 や □ 封 菩 什 「 パ 鎚 糾 「 パ ぐ レ か ノ  「 遍 国 営 か 糾 騎 8 劉   

滑 空 」  8 岡 吟 禅 高 熱 「 津 0   

「 通 園 碧 か 糾 繭 台 創 始 垂 」  8 同 時 宗 一 「 Ⅲ 碑 苫 符 糾 罷 討 馴 ご ノ  「 糖 帥 昂 符 抽 繭 転 義 ナ  「 糾 罷   

沖 「 」 ノ  「 舟 8 直 」  8 A U 符 吟 源 「 パ ぐ レ か 0   

‥ て し ミ い 、 苦 ミ ー 「 だ 一 が コ ‥ こ 〓 ． 〓 ∴ ＼ ∵ 圧 ． ご ご 、 ∩ ㌔ － ニ ー 空 、 〓 ふ 蒜 ミ ー ト 」 ぶ ‡ 汁 ． ナ ハ 、 〔 ミ が コ ‥ 庫 主   

神 「 パ ぐ レ か 茹 ゆ 符 対 脹 什 「 パ ぐ レ か 0   

b ）  「 渦 帥 昂 符 粗 筋 討 馴 ご    

【 神 事 こ  「 ぎ 治 功 亜 8 謹 滴 符 汁 か 項 叫 パ 符 塑 ヰ か 糾 沖 碧 国 J 津 什 碑 托 耳 討 か 」 ノ  「 渦 帥   

昂 ♂ 「 ＜ 匡 莞 讐 遠 買 謹 謹 桓 喫 響 望 慧 買 議 事 J パ ぞ ご ご 」 ノ  「 渦 帥 昂 ♂   

「 ＜ 荘 遍 僻 8 寮 符 荘 項 化 ♂ 禅 道 耳 か さ か 糾 ＞ ・ 皆 ＞ ・ 漂 ＞ 碧 ぐ レ か 」  8 ぐ レ 璃   

さ 普 禅 触 発 「 パ ぐ レ か 0    

【 神 事 N 】  「 ぎ 治 功 亜 8 謹 蘇 符 汁 か 項 叫 パ 符 塑 ヰ か 糾 沖 碧 Ⅱ 碑 苫 百 計 か 」 ノ  「 Ⅲ 轟 苫 符 軍   

治 功 亜 8 謹 済 符 謎 普 J パ ♂ か 沖 か 」 ノ  「 Ⅱ 碑 苫 符 項 化 ♂ 和 親 耳 か さ か 糾 ＞ ・   

皆 ＞ ・ 雫 ＞ 碧 ぐ レ か 」  8 ぐ レ 璃 さ ♂ 髄 芳 「 パ ぐ レ 沖 ぐ レ 0   

a ）  「 Ⅱ 誠 痩 貫 目 卿 箔 和 夫 」    

【 神 事 こ  「 ぎ 治 功 亜 8 謹 済 符 汁 か 項 叫 パ 符 社 ヰ か 糾 沖 望 Ⅲ 轟 苫 符 討 か 」 ノ  「 Ⅱ 覇 苫 符 置   

治 功 亜 8 謹 蘇 符 胡 哲 J パ ♂ か 沖 か 」 ノ  「 Ⅲ 碑 苫 符 項 化 ♂ 禅 認 耳 か さ か 糾 ＞ ・   

皆 ＞ ・ 頭 ＞ 望 ぐ レ か 」  8 ぐ レ 璃 さ 哲 和 尚 芳 「 パ ぐ レ か 0   

d ）  「 舟 8 直 」    

【 沖 薫 こ 】  召 － N 望 滑 可 哨 d 討 か 0   

c ）  「 糾 筋 沖 「 」    

【 神 事 二  「 ぐ レ 璃 さ ♂ 狩 ぐ ご  和 尚 芳 「 パ ぐ レ か 0   

国 鮒 N O ‥ 包 囲 督 伊 8 糾 繭 白 劃 癒  （ 選 一 N 8 回 羽 打 二 吟 遊 ）   

ー ー    



選 一 A （ 功 労 ） ‥ 「 詫 拙 8 尭 法  （ 一 ∪ 一 ‖ ○ ） 」   

国 外 N N ‥ 素 価 曲 8 諜 油 壷 強  （ 丑 一 A ‥ 世 業 淋 半 ）   

溺 一 A （ 衿 津 ） ‥ 「 諜 班 8 尭 法  （ 一 ∪ 一 ‖ ○ ） 」   

N ） 蔀 淋 曲 8 訟 滅 壷 法   

； ＝ P 冨 望   

洋 堆 「 バ 「 ′ か   

（ u J T u ヽ 卜 ‖ 叫 事 ・ ⇒ 恥 事 淋 甘 再 坤 沖 村 「 ノ ）   

酔 埋 「 バ 「 ′ か   

（ U J T u ヽ 卜 托 覚 叫 事 ・ ⇒ 恥 宗 淋 甘 ）   

弊 唖 「 バ 「 ノ か   

（ 、 ｛ － 丁 場 ヽ 卜 ． 弓 手 、 〈 ヽ 丁 亜 ）   

茫 剖 再 評 蝿 「 バ 「 ノ 汁 彗 ．   

濁 討 再 灘 堆 「 バ 「 ノ 障 「 ノ   

〓 ぎ 鮎 d 一 〓 許 城 「 汁 〓 什 篭 障 「 ノ   

滑 回 琳   

； ＝ 鼻 謡 望   

難 堆 「 バ 「 ノ か   

（ u 宇 愴 ヽ 卜 ‥ 叫 事 － ⇒ 副 手 淋 甘 再 叶 鮎 障 「 ′ ）   

＃ 堆 「 バ 「 ノ か   

（ U 享 愴 ヽ 卜 托 戦 叫 事 ・ ⇒ 恥 事 淋 甘 ）   

繁 雄 「 バ 「 ノ か   

（ 、 ∧ － 丁 愴 ヽ 卜 ． 弓 手 、 ｛ ヽ 丁 朋 ）   

空 事 再 鮮 蝿 「 バ 「 ノ 拝 観 ．   

薄 耕 一 沖 浮 城 「 バ 「 ノ 障 「 ノ   

〓 ぎ 剛 d 〔 梨 郷 「 汁 〓 什 戦 前 「 ノ   

瀞 回 粥   

砂 萌 d 荘 ノ 沿 海 荘 「 染 渡 「 パ ぐ レ か （ 〕 旨 Ⅵ ヽ 卜 ‥ 瑚 斉 ・ ⇒ 副 菜 鵜 せ 斉 坤 沖 村 ぐ こ 」 （ 誤 ． ↓ 芭   

碧 荷 作 ㌢ 化 心 血 鹿 六 扁 昌 一 新 品 器  「 茫 部 荘 難 球 「 パ ぐ レ 津 望 一 品 副 荘 難 戦 「 パ ぐ レ 狩 ぐ ご   

（ ひ の ． 0 0 ㌔ ）  d 市 符 恥 （ 狩 J パ ぐ レ か 0   

国 鮒 N 一 ‥ 蔀 弼 曲 8 諜 地 元 法  （ 溺 一 A ‥ 慨 需 淋 半 ）   

付 ○ ㌔   ○ 辞   

P 一 辞   

P の ㌔   

一 ． 〇 求
  

O 」 ㌔   

N O ま   一 〇 ㌔   

一 帖    

の ○ 辞   皐 ○ ㌔   

い ○ ㌔   

0 0 ○ ポ    一 〇 〇 ㌔   一 N O ポ   



淋 壷 叫 （ 劃 拙 宅 u J r 愴 ヽ 卜 ）   

淋 蜜 柑 （ 耳 拙 戦 、 〈 － 丁 愴 ヽ 卜 ）   

不 審 仲 （ 亜 淋 世 罫 ）   

巾 8 存   

d ）  「 舟 8 直 」   

【 空 二 二 】   

b ）  「 淋 藩 価  （ 巧 拙 望 ＼ 一 － 丁 や ぺ 卜 ） 」   

【 沖 轟 こ 】 溺 － 竺 〓 パ 衿 迩 ／ 凄 鮨 8 ぐ レ ヰ さ 普 望 「 染 渡 「 パ ぐ レ か （ り さ で こ r 加 東 ・   

⇒ 湖 芽 湘 せ 荘 砂 州 蹄 ぐ こ 」 川 津 荘 「 無 地 「 パ ぐ レ か （ ｝ 享 Ⅵ ぺ 卜 托 望 咄 喪 ・   

⇒ 湖 妥 池 崩 ）  桝 軸 芳 「 パ ぐ レ か 0   

【 神 事 N 】 衿 準 」 盟 讐 ぎ エ 苛 忘 苺  「 難 球 「 パ ぐ レ か  （ ＼ バ ー 丁 や ナ ㌢ ‥ ご て ご   

丁 亜 ） 」  桝 轍 芳 「 パ ぐ レ か 0   

C ）  「 不 審 碑   

【 空 一 二 】   

a ）  「 米 審 価  （ 丑 山 立 ∴ こ 干 や ぺ ト ） 」    

【 油 寺 ⊥ 】 溺 ナ ≡ 巧 ↓ 衿 滋 ． 功 誼 8 ぐ レ 残 さ 伊 望 「 染 渡 「 パ ぐ レ か （ リ 〒 ア ニ r 加 東 ・   

⇒ 繍 芽 湘 せ 荘 砂 州 狩 ぐ こ 」 帥 神 苑 「 誇 灘 「 パ ぐ レ か （ ｝ 享 Ⅵ ぺ 卜 筏 望 袖 幕 ・   

⇒ 繍 芽 湘 せ ）  翻 観 芳 「 パ ぐ レ か ○   

川 津 ノ  遥 － 号 望 旦 明 和 卸 符 ノ 敏 溢 掛 § ふ ロ ン 馨 什 「 パ 縄 印 「 パ ぐ レ か ノ  「 難 球 寓 語 翌 」 8   

同 吟 弾 扁 熟 「 津 0   

「 斡 堆 朱 薄 翌 」  8 同 峰 荘 ノ  「 米 審 価 （ 劉 哲 竿 ご ミ ニ 示 ） 」 ノ  「 淋 藩 価  （ 巧 拙 望 ＼ バ ー 丁 Ⅵ   

ぺ 卜 ） 」 ノ  「 不 審 価  （ 咄 鵜 仙 適 ） 」 ノ  「 舟 8 春 」  8 A U 符 吟 滴 「 パ ぐ レ か 0   

∽ ∪ 8 同 吟 8 糾 此 神 事 荘 茫 ↓ 8 什 訪 G d 討 戸  神 事 望 対 弊 餅 か 添 坤 荘 ノ  ヰ ス パ 8 神 事   

和 義 津 「 パ ぐ レ か 添 中 ロ 加 料 此 什 「 パ ぐ レ か 0   

； ＝ ム ー 票 望   
（ 咄 泄 匪 寄 ） 」   

溺 】 A 符 パ 衿 謹 ノ  凄 鮨 8 ぐ レ ヰ き 智 慧 「 茫 蟄 荘 緊 縛 「 パ ぐ レ 津 望 ． 溢 討 荘   

難 球 「 パ ぐ レ 蹄 ぐ レ 」  川 津 荘  「 H き 帥 d 市 勢 渡 「 神 目 什 望 蹄 ぐ ご  弾 傭 芳 「 パ   

ぐ レ か
0   

国 飾 N ㍗ 蔀 弼 曲 8 詳 堆 蕪 雑 （ 選 一 ム 8 回 塀 汁 亡 埠 斌 ）   

溺 － A 符 パ 衿 滋 ノ  抜 海 8 ぐ レ 鳴 き 普 ノ  帥 神 苑 見 知 望 浦 回 羽 d 討 か ○   

ー ∽    



溺 甲 （ 衿 津 ） ‥ 「 欄 皿 ． ≠ 化 伊 琶 杜 仲 べ 〓 か 団 円 ． ≠ 化 伊 什 － 茶 日 学 り 苫 慧 芳 芸 芸 壷 ＜ 伊 〓   

d ヰ 督 0 」   

山 こ  ≠ 化 伊 什 鮎 り ヰ 昂 頭   

、 ” － 衿 淫
  

※ 毀 溺 声 昂 召 弊 8 敏 和 甲 山 パ ぐ レ か 0   

※ 炒 浣 汁 G － ○ 訳 茫 ト 8 難 酢 碧 討 か 曲 聖 〓 ∪ ぐ レ バ 斉 憲 聾 耳 弾 「 津 ○   

冷 涼 望 ≠ 化 ♂ 什 転 用 ヰ 昂 召 符 ∪ ぐ レ バ ノ 仲 浣 d 声 「 － 昂 溺 」 （ ∽ 0 0 ． ¢ ㌔ ） ノ  「 N 昂 溺 」 （ 誓 ． A 芭   

碧 戦 ぐ レ 0  川 津  「 ○ 昂 召 」  8 面 忘 翌 恥 什 － － ． ひ ㌔ 討 副 「 パ 訪 戸  仲 浣 8 ↓ 塑 茫 卜 碧 N 昂 溺 茫   

↓ d 討 か 0   

染 渡 藻 琵 聖 帯 留 か 什 ノ 衿 謹 碧 ≠ 化 ♂ 什 転 化 ヰ 昂 溺 8 如 ぐ レ 亙 哨 叫 声 『 米 審 碑 （ 劃 軸 受 〕   

≒ ふ 丁 ↓ ト ） 』 8 溺 符 恥 （ ノ 崗 符 『 不 惑 碑  （ 亜 湘 帥 茸 ） 』 や 拙 宅 ≠ 化 ♂ 付 置 代 ヰ 昂 溺 望 歯   

ぐ レ 亙 哨 触 覚 戦 ぐ レ 斎 丑 碧 討 か ○  『 不 惑 碑  （ 亜 湘 仙 轟 ） 』 8 席 胡 8 個 符 ノ ≠ 叫 パ 弾 磁 謹 市 棚   

訂 パ ≠ 化 ♂ 什 転 用 ヰ 昂 召 弾 十 冷 茶 パ パ ぐ レ 沖 ぐ レ 衿 泊 望 ぐ レ か ー 溺 ノ  『 淋 壷 碑  （ 劃 溺 望 〕 旨   

Ⅵ ぺ 卜 ） 』 8 個 符 ♂ ノ  ≠ 化 ♂ 什 鮎 巧 ヰ 昂 召 和 洋 苅 墨 跡 （ 轟 蔀 「 パ ぐ レ か 衿 泊 ♂ ぐ レ か 〓 什   

望 亙 沖 か 0   

； ＝ ム ー 諾 垂   
u
求
  ○ ポ   

図 飾 N ？ ≠ 化 伊 什 鮎 り ヰ 昂 或  （ 溺 ∽ ‥ 巽 堆 先 発 望 ）   

国 訓 N ふ ‥ ≠ 化 伊 什 鮎 h ヰ 東 嶺  （ 溺 ∽ ‥ 価 需 淋 州 十 ）   

N u 求   N O ポ   一 切 求   一 〇 ポ   

一 心    

u u ポ   u O 辞   ふ
u
求
  ふ ○ ポ   



溺 ∽ （ 捷 謳 ） ‥ 「 欄 Ⅲ ． ≠ 化 伊 竜 砧 伸 べ 〓 か 団 円 ． ≠ 化 伊 什 － 諒 口 鮎 〓 ヰ 界 面 荘 云 應 東 （ 伊 〓   

d ヰ 普 L   

； ＝ ム ー 監 査   

○ ㌔   

㊥ 功 労   

凄 艶 望 ≠ 化 ♂ 什 転 用 ヰ 昂 溺 符 ∪ ぐ レ バ 一 坤 萌 d 荘 「 ∞ 昂 溺 」 訪 汁 莫 「 － 竺 昂 溺 」  （ － ド ○ 芭   

璧 応 ご 上 げ 化 一 三 禦 岩 こ 誌 ㍍ ↑ ベ ア 空 盟 慧 孟 芸 呂 こ 塑 心 中 学 ㌘   

津 球 菜 発 聖 符 甘 か 什 一 『 淋 塵 価 （ 司 哲 筈 ご ミ ニ 示 ） 』 荘 ひ 昂 溺 茫 ↓ 8 回 哨 軸 望 の 撃 砕   

取 昏 パ ぐ 蒜 8  

掛 か 蹄 化 一 磁 謹 碧 項 化 ♂ 什 巌 巧 ヰ 昂 溺 荘 津 戦 東 洋 符 汁 J パ 汁 価 ＜ 御 蹄 か ○   

図 鮒 N の ‥ ≠ 化 伊 付 随 n ヰ 義 盛  （ 溺 ∽ ‥ 慨 需 淋 半 ）   

ー ひ    
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※ 糧 溺 荘 昂 溺 弊 8 単 禅 溺 u ペ ニ か 0   

÷ ご ナ ト ご  二 王 ． ト 一 ∵ 、 こ h 〓 ‥ チ L “ ご い 主 〓 小 ∵ し ∵ 、 へ 叫 － 至 宝 ニ ナ 砕 「 肯 ． ＝   

※ 雑 溺 荘 昂 溺 弊 8 単 禅 溺 u ペ ニ か 0   

※ 砂 浣 汁 G － ○ 訳 茫 ト 8 光 帥 碧 討 か 慮 皿 符 ∪ ぐ レ バ 荘 蓋 琴 耳 弾 「 津 0   

国 訓 N 0 0 ‖ （ 罫 仰 ） ≠ 化 ♂ 付 随 h ヰ 鹿 東  （ 召 ∽ ‥ 訓 認 彗 声 発 車 ）   

国 飾 N ご ≠ 化 ♂ 付 随 n ヰ 昂 溺  （ 選 り ‥ 即 諾 竺 声 発 車 ）   

ー の    



選 一 0 0 ‥ 「 討 鈴 汁 荘 ． ≠ 化 伊 朴 叫 パ パ つ か 苅 斜 8 肝 鋪 口 謝 印 「 ペ ニ 帥 ヰ 普 ○  （ 一 ‖ こ 〓 ○ ） 」   

譲 印 「 バ 「 ノ か    

代 小 か 普 什 「 ノ 沖 一 帖    

譲 印 「 バ 「 ノ か    

咋 小 か 什 什 「 ノ 神 前 「 ノ    

叱 小 か 普 什 「 ノ 沖 ■ 鵬    

譲 印 「 バ 「 ノ 障 「 ノ   

譲 印 「 バ 「 ノ 前 「 ノ   

； ＝ 鼻 票 望  ○ ㌔   

評 側 部 － 畑 剛 ； ‖ P 冨 コ   

≠ 叫 ベ ロ ∪ つ バ 8 沖 洲 離 せ 側 沖 叫   

≠ 叫 バ 肝 鋪 8 譲 細 知   

仲 春 d 宗 一 「 化 小 か 普 什 ぐ レ 神 苑 義 和 「 パ ぐ レ か 」  （ 怠 ． の ㌔ ）  符  「 義 和 「 パ ぐ レ か 」  （ ∽ ∽ ． － 芭   

禅 ゆ 計 ヰ 一 巻 0 0 塑 什 片 瀬 8 蔀 副 軸 碧 叫 叫 パ 肝 諒 符 義 和 「 パ ぐ レ か 付 回 哨 「 パ ぐ レ か 0   

蟄 遊 撃 画 什 語 ス か 什 ノ  「 蔀 桓 「 パ ぐ レ か 」 ノ  「 せ せ 蔀 釦 「 パ ぐ レ か 」  8 塑 ゆ 碧 珊 ≠ 訓 ＜ 狩 J   

パ ぐ レ か 0   

叫 化 ♂ 8 欄 草 堂 口 車 か 什 ノ  ○ 鮎 適 8 蔀 副 軸 8 蔀 釦 掃 望 洋 苅 墨 剥 ぐ レ 0  正 和 阿 藤 d 討 か 〓   

什 普 小 繋 賛 沖 洲 吟 望 義 和 掃 8 丑 ト ロ 河 罪 「 沖 ♂ 8 付 則 沖 か さ か 0 翠 遊 撃 凰 什 8 岳 読 言   

放 ぐ レ バ 宗 一 「 義 和 「 パ ぐ レ か 」 ノ  「 せ せ 義 和 「 パ ぐ レ か 」  8 塑 ゆ 望 申 諭 d 珊 ≠ 訓 ＜ 狩 J パ ぐ レ   

か 文 字 符 宗 一 市 符 帥 荘 単 か さ 狩 普 J 津 0   

帥 津 包 囲 碧 か 8 柚 薙 8 劉 滑 空 符 単 か 什 一 遍 国 営 か 8 柚 罷 望 討 か 泌 8 拙 宅 京 釦 掃 荘 剥 ぐ レ   

嘉 面 碧 甘 か さ パ 訪 戸 蔀 碗 軸 8 叫 瑚 パ 肝 諒 符 溺 ヰ か 軸 鮎 符 饗 「 パ 包 囲 碧 か 8 柚 蘇 望 汁   

仲 狩 鞭 哺 禅 小 沖 パ ぐ レ か 〓 什 碧 小 菅 竜 神 か 0   

国 訴 印 「 バ 「 ノ か   

田 代 か か 什 か 「 ノ 神 前 「 ノ   

国 訴 印 「 バ 「 ノ 障 「 ノ   

滑 回 漑 二 書 ． U 辞   

国 帥 】 ○ ‥ ≠ 叫 バ 肝 鋪 8 誠 細 論  （ 剖 藍 牢 固 ・ 慨 苔 淋 半 ）    

国 帥 N ？ ≠ 叫 バ 肝 輔 8 穎 印 柵 （ 選 一 0 0 ‖ 雅 需 腑 聖 ）   

u 辞   一 〇 求   一 ∽ ㌔    N O ㌔    N ∽ ㌔    U O ポ    U u 求   

ー 」   
日 代 か か 苧 什 「 ノ 沖 一 帖 譲 印 「 バ 「 ノ か   

囚 化 か か 苧 什 「 ノ 神 苑 譲 印 「 バ 「 ノ 障 「 ノ   

ロ 滑 回 砺    

ー ○ ボ   ー ∽ ㌔    ∽ ○ ㌔   

一 ．
U   



砂 薪 （ 蓋 の の ）   

○ 弥 （ 合 一 ）   

u 軸 （ 謡 土   

の 軸 （ g の ）   

滑 回 哺 （ N 巴   

許 堀 割 適 仰  （ コ ‖ P 冨 ○   

0 軸 （ 」 器 ）   

皐 弥 （ 基 の ）   

N 軸 （ 0 0 諾 ）   

一 弥 （ の 窒 ）   

－ 一 瓢 適  （ コ ‖  ⊇ 巴   

阜 誹 拓  （ コ ＝  冨 ○ ）   

∽ 鮎 適  （ コ ＝ 一 巴 ）   

山 鮎 拓  （ コ ‖  3 巴   

N 鮎 拓  （ コ ‖  雪 N ）   

○ 鮎 適  （ コ ‖  器 ○ ）   

一 誹 適  （ コ ‖  岩 e   

国 訓 】 N ‥ ≠ 叫 バ 脾 鋪 8 諦 和 柵  （ 剖 避 州 ＋ 画 ・ ≠ 化 伊 8 脚 部 望 ）   

国 訓 雲 ‖ ≠ 叫 バ 脾 鋪 8 譲 和 柵 （ 選 一 0 0 ‥ ≠ 化 伊 8 欄 黎 望 ）   

一 〇 辞    N O 求   

ロ 譲 印 「 バ 「 ノ か   

田 代 小 か 付 か 「 ノ 神 前 「 ノ   

皿 譲 印 「 バ 「 ノ 陪 「 ノ   

冨   

討 論 細 「 バ 「 ノ か   

田 代 小 か 付 か 「 ノ 押 付 「 ノ   

国 論 細 「 バ 「 ノ 障 「 ノ   

0 0 ㌔    皐 ○ ㌔    u O ポ    の ○ ポ   

N 冨   

ー
0 0    

全 訳   

田 代 小 か 普 什 「 ノ 神 苑 譲 印 「 バ 「 ノ か   

田 代 小 か 普 什 「 ノ 神 苑 穎 印 「 バ 「 ノ 陪 「 ノ   

田 滑 国 劇   

□ 化 ㌦ か 普 什 「 ノ 沖 一 抽 封 印 「 バ 「 ノ か   

田 代 ㌦ か 普 什 「 ノ 神 苑 封 印 「 バ 「 ノ 釘 「 ノ   

ロ 滑 回 哨   

害 訳   
」 ○ 辞    0 0 ○ ㌔   

≡ 訳   

く
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⊂
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  く
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く
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淵 帥 昇 一 ‖ 川 前 伊 亡 （ N 宗 全   

Ⅲ 姫 冨 口 川 前 伊 亡 （ 一 た コ ）    

川 前 針 「 （ ご 一 ）   

妙 手 （ 蓋 霊 ）   

巾 8 露 （ 一 ▲ ）   

国 飾 】 ご ≠ 加 バ 肝 鋪 8 譲 和 知  （ 選 一 わ ‖ 包 囲 曽 中 神 茄 8 劉 滑 空 ）   

口 説 印 「 バ 「 ノ か    

田 代 小 か 什 伊 「 ノ 神 前 「 ノ    

口 説 印 「 バ 「 ノ 曹 「 ノ   

ー ∽    

田 代 小 か 苧 什 「 ノ 沖 一 抽 譲 知 「 バ 「 ノ か    

田 代 小 か 普 什 「 ノ 沖 一 抽 割 印 「 バ 「 ノ 曹 「 ノ    

図 譜 回 哨   



選 一 り ‥ 「 ≠ 加 バ 伸 「 バ 〓 バ ． 泄 「 仙 什 汁 料 仙 8 化 直 中 伸 執 C か ∩ 什 竜 胆 〓 d ヰ 替 ． （ 一 〓 二 ‖   
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淋 茹 8 溺 蔀   

聞 帯 什 8 溺 薪   

踪 認 什 8 J 伸 餅 「 ノ   

聞 司 什 8 J 伸 餅 「 ノ   

皿 冷 8 藷 親   

閲 溶 8 藷 辣   

＃ 帥 什 8 溺 廿 〔 覚 号 陪 「 ノ 〓 什   

｛ 8 赤   

茶 一 ‖ 障 「 ノ   

甜 回 砺   

㊥ ≠ 叫 べ 和 「 ペ ニ バ 執 C か 豪 智   

仲 浣 d 荘 ノ  「 ≠ 化 ♂ 什 8 巌 巧 「 溺 ・ 障 実 現 」  （ 筐 ． ∽ ㌔ ） ． 「 ≠ 化 ♂ 8 藤 森 」  （ 監 忘 衰 ） ノ  「 ≠   

化 ♂ 8 砂 肝 諒 」  （ ㌶ ． 〇 ㌔ ）  紆 化 望 恥 （ ． 労 ぐ レ d 「 ≠ 化 ♂ 8 隷 瑚 」  （ M ド ∽ ㌔ ）  什 罫 叫 ノ ≠ 化   

♂ 符 溺 ヰ か 豪 華 望 戦 ぐ レ 日 付 竜 山 曽 竜 神 か 0   

遍 国 営 小 8 袖 幕 8 劉 滑 空 d 荘 ノ  伸 べ 8 画 d H 8 ∽ 知 覚 卜 詩 d 討 か H 什 荘 淋 赫 d 餅 か   

望 ． 坤 浣 汁 G ♂ 包 囲 普 小 8 『 囲 罷 対 「 』 什 回 哨 「 津 蔀 副 軸 8 拙 宅 H さ 小 鱒 一 武 単 什 回 哨   

ヰ か 塑 砂 望 訓 （ 狩 J パ ぐ レ か 什 什 伊 符 ． 市 符 「 ≠ 化 ♂ 什 8 転 用 「 溺 ・ 離 農 轟 」  鱒 悌 童 沖   

回 哨 軸 望 戦 ぐ √ 遍 固 符 ≠ 瑚 パ 桝 囲 筋 「 パ （ さ か ＞ 望 号 狩 ぐ レ せ d ≠ 化 ♂ 8 什 8 荘 「 割 符   

豪 華 桝 執 C パ ぐ レ か 回 哨 軸 望 ぐ レ か 日 付 払 功 小 菅 望 沖 か 0  紬 津 ノ  『 囲 蘇 狩 「 』 d 荘 ． 「 ＃ 妙 什   

8 溺 計 G 竜 骨 狩 ぐ レ 日 付 」  桝 悌 馬 か 回 哨 軸 ♂ 芹 薄 雲 戦 ぐ レ ○   

回 訓 会 ‥ ≠ 珊 バ 和 「 バ 〓 バ 藤 C か 豪 智 （ 溺 N U ‖ 価 需 淋 竿 ）   

M 0 0    
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※ 仲 春 汁 G － 芸 文 ト 8 班 帥 望 餅 か 曲 皿 符 J ぐ レ バ 荘 蓋 聾 耳 弾 「 津 ○   

※ 仲 浣 毎 占 － ○ 訳 茫 ト 8 班 帥 碧 餅 か 慮 皿 符 J ぐ レ バ 荘 蓋 聾 耳 禅 「 津 0   

凱 ∵ 孟 ‥ （ 諜 叫 ） ≠ 叫 べ 和 「 ベ 〓 べ 執 G か 豪 智  （ 溺 N 山 ‥ 包 囲 菅 伊 紳 薙 8 劃 滑 空 ）   

凱 ∵ ミ ‥ ≠ 叫 べ 和 「 バ 〓 べ 執 ロ か 表 中 （ 溺 N 】 ‥ 包 囲 菅 伊 神 前 8 封 滑 望 ）   

N ∽    



溺 N A ‥ 「 ≠ 加 バ ー ‖ ∪ 〓 ベ ′  割 柵 朴 癖 C 汁 ⊂ 皿 荊 琶 芯 べ 蹄 （ 蹄 か 〓 什 琶 討 ⊂ 帥 ヰ 普 0  （ 巾 き 舟   

き 一 ‖ 二 ‖ ○ ） 」   

汁 （ 伊 J 汗   

昂 ゐ 伊 J 洋   

一 伸 什 卜 咋 前 号 J 汗   

前 号 J 汁   

滑 回 琳   

汁 （ 伊 J 汗   

罫 ゐ 伊 J 汗   

■ 伸 什 卜 化 前 号 J 汁   

前 号 J 汁   

滞 回 哨   

㊥ 割 柵 和 親 C 汁 ⊂ 皿 両 琶 芯 べ 蹄 （ 蹄 か 〓 什 8 知 癒   

・ ナ 仁 和 藤 ♯ 欄 溺    

； ＝ A － 票 巴   
○ 辞   

Ⅵ ． 幣 斎 場    

； ＝ A － 監 垂   

0 0 ま   N u ㌔   N O 求   一 切 ま   一 〇 ま   u
辞
  ○ 辞   

刊 相 和 執 C 津 G 皿 荊 望 顎 パ 対 （ 狩 か 〓 什 8 劉 滑 禅 ノ  ¶ ． 帯 筋 せ ノ  斗 ． 正 副 ノ  〇 ． 茄 副 8 布   

き 布 き 符 U ； パ 津 璃 訂 津 詣 池 ノ 妙 音 d 荘 「 汁 ＜ 餅 J 津 」  「 昂 亙 餅 J 津 」  禅 ゆ 肯 確 か 什 ノ   

帯 新 島 汁 占 伸 二 巨 細 癒 藻 廟 ＜ か ぐ レ 8 召 せ 茄 副 8 溺 碧 刊 柑 せ 皿 荊 禅 伊 パ 対 ＜ 狩 か 〓 什 望   

餅 か 什 8 回 羽 毛 碗 士 0  仙 か R ノ  「 汁 （ 餅 J 津 」  年 率 耐 ヰ か 什 圧 制 森 脇 崩 ＜ か ぐ レ 8 溺 8   

回 羽 空 中 望 訓 ＜ 一 江 掛 轟 催 頂 溺 符 ノ 蔀 副 拙 宅 割 柑 せ 皿 荊 禅 伊 パ 狩 ＜ 狩 か 上 汁 琵 符 餅 か 〓   

什 望 小 菅 碧 沖 か 0   

遍 国 営 い 8 囲 薙 8 劉 滑 空 d 宗 一 『 囲 薙 対 「 』 8 回 羽 叫 声 肯 璃 督 戦 U d 荘 餅 か 慧 ノ  割 柑   

せ 皿 前 禅 ♂ パ 対 ＜ 狩 か 〓 什 望 討 か 什 8 回 哨 碧 ノ  ¶ ． 斗 ． 〇 ． ヰ ス パ d 戦 ぐ レ 惑 丑 望 討 か 0   

図 帥 念 ‥ 割 柵 朴 痕 C 汁 ⊂ 皿 荊 琶 遊 べ 蹄 （ 蹄 か 〓 什 8 劉 滑 （ 溺 N A ‥ 世 業 淋 聖 ）   

一 〇 辞   ひ 宗   一 ひ 辞     N O ポ   

∽ ○    

い ○ 辞    い u 辞   

A O ポ   0 Ⅵ ま   



頴 沖 昂 口 川 前 伊 亡 （ N 完 全   

汁 （ 伊 か   

罫 舟 伊 か   

再 什 卜 叱 葺 「 ′   

陪 「 ′   

滞 回 砺   

Ⅲ 避 芳 口 川 前 伊 〔 （ 一 会 り ）    

u ． 廿 H 箭 甘   

． 1 Y 錨 討    

； ＝ ふ － 監 査   

○ ㌔   

川 前 陪 「 （ ご 一 ）   

砂 事 （ 蓋 霊 ）   

巾 8 存 （ 一 土   

国 鮒 ∽ ○ ‥ 割 雑 巾 執 C 汁 ⊂ 皿 両 篭 顎 バ 鈴 （ 鈴 か 〓 什 8 劉 滑   

（ 遥 N － ‥ 包 選 管 中 神 薙 8 利 潤 望 ）   

○ ポ   一 〇 ㌔   N O ㌔   0 0 ポ   ー ○ ポ   u O ㌔   の ○ ㌔   り ○ ボ   0 0 ○ 辞   

田 汁 （ 伊 J 沖   田 罫 舟 伊 J 汁   

∽ －
   

日 南 什 卜 叱 陪 普 J 汁   国 陪 普 J 汁   甲 瀞 回 嚇   

¢ ○ 宗  一 〇 〇 求   

の
  
⊂
⊃
  
≧
尺
  



神 妙 昂 石 神 前 伊 ⊂ （ N 冨 と   

渦 帥 昂 〔 川 前 伊 亡 （ 冨 望 ）   

口 碑 苫 口 川 前 伊 亡 （ 一 会 ↓ ）    

Ⅶ 諌 苫 〔 川 前 伊 亡 （ 一 会 ご    

ヽ ． 仁 和 藤 東 亜 東   

u 」 準 前   

川 前 譜 「 （ ご 一 ）   

川 茹 譜 「 （ ご 一 ）   

妙 音 （ 蓋 霊 ）   

妙 音 （ 蓋 の の ）   

巾 8 存 （ 一 土   

巾 8 存 （ 一 土   
○ 辞   一 〇 ポ   

口 汁 （ 伊 J 汁   

。
 

。
 
・
。
 
 
■   

日 計 （ 伊 か   

一 〇 ㌔   N O ま   0 0 ポ   ー ○ 辞   ひ ○ ま   の ○ ㌔   】 ○ ま   ¢ ○ ま   り ○ ま  一 〇 〇 ま    

N O ㌔   0 0 ㌔   － ○ ㌔   u O 辞   の ○ ま   】 ○ ㌔   ¢ ○ ま   り ○ ま  一 〇 〇 ㌔   

田 昂 々 伊 J 汁   日 南 什 と 叱 針 普 J 拝   趨 前 号 J 汁   田 甜 回 哺   

辺 昂 々 伊 か   
∽
N    

田 ■ 伸 什 と 代 前 「 ノ   田 村 「 ノ   田 瀞 回 羽   



溺 N ご 「 幣 箭 せ せ 圧 師 藤 一 ‖ 脚 珊 鈴 ヰ 蔑 － 丁 什 再 化 8 汁 u 鈴 伊 8 托 什 細 〓 帥 ヰ 普 0  （ ？ ∪ 押 d   

口 ○ ） 」   

k こ 幣 箭 せ ． 圧 執 蘇 口 脚 珊 鈴 ヰ 洗 － T    

O 幣 箭 せ 「  圧 執 薄 口 脚 珊 鈴 ヰ 洗 － 丁   

嘩 野 望 璧 慧 芸 芸 道   

訃 臍 ず ぐ 8 加 持 表 面   

辞 師 笥 ・ 乗 藩 笥 亜 8   

閲 前 部 蜃    

閲 ≠ 古 癖 ふ さ ト 白    

芽 読 む 叱 8 ） さ 、 ∧ －    

≠ 瑚 バ せ 8 ゝ 諭 什   

8 相 識   

≠ 瑚 バ 市 部 軸 苧 か 卸 蒔   

一 〓 州 珊 和 男 一 斗 か 茹 せ 藩 妙   

衿 滞 卦 一 ナ 8   

瑚 報 謝 面 詰 鴫   

苛 淳 一 ‖ h か ≠ 胡 バ   

諒 鎧 8 前 溶   

巾 8 存   

瀞 回 哨   

仲 浣 d 荘 ノ  「 項 瑚 パ せ 8 ＞ 国 井 8 減 衰 」  （ 琵 ． 0 0 芭  什  「 執 直 せ ㌢ 8 瑚 高 畠 毀 」  （ 琵 ． A 芭   

碧 司 前 輪 8 塑 ゆ d 碁 符 戦 ぐ レ 0   

包 囲 普 か 囲 薙 8 増 強 翌 符 中 津 望 ノ  市 符 汁 帥 荘 甘 か き 蹄 普 J 津 0   

； ＝ 声 涙 望  ○ 辞   

図 鮒 竺 ‥ 帯 箭 せ せ 圧 執 蘇 口 脚 珊 鈴 ヰ 洗 － 丁  （ 溺 N ？ 偲 需 淋 半 ）   

∽ ∽    



溺 N の ‖ 「 □ 謂 8 ≠ 叫 バ 和 泄 「 ＜ ． 柵 、 P 「 ペ コ 鈴 ひ 汁 5 口 数 糊 蹄 ヰ 洗 － 丁 什 再 化 8 汁 ひ 蹄 伊 8   

柁 什 細 〓 帥 ヰ 督 0  （ ？ ∪ 押 d 一 ‖ ○ ） 」   

； ＝ 阜 － 票 望   

≠ 叫 バ ー 〓 J 「 ノ バ 8 郭 寓   

≠ 化 か 岬 尉 ■ 恥 ヰ か 茄 せ   

森 妙 8 前 涛    

≠ 化 か 8 諏 叫 せ 昏 緬   

弊 制 8 u □ q Ⅷ 卜 8 茄 溶    

叫 慧 芸 道 謀 議 虚 血   

一 ‖ J 「 ノ バ 8 益 州 詳    

滞 8 欄 粗 せ 扇 智 8 益 州 叛   

≠ 瑚 バ 甘 8 並 面 廿   

8 喜 溺 止 （ 亡   

謳 8 二 u T ヾ ヾ ト 8   

茄 せ 轟 肝 8 前 清   

治 対 面 一 寸 8   

瑚 緬 談 論 料 転   

苛 浮 口 肘 か   

≠ 叫 バ ■ 珊 鮪 8 前 涼   

㊥ 口 碑 8 ≠ 叫 バ ー 〓 酎 糊 鈴 ヰ 洗 － 丁   

妙 音 d 荘 ノ  「 叫 化 ♂ 和 樹 謁 確 か 茹 せ 露 妙 8 茹 溶 」  （ q P N ㌔ ）  彗 市 符 ㊥ 〓 0  項 咄 パ 弾 「 パ   

ぐ レ バ 覿 C 攣 扇 単 什 「 パ 「 叫 化 ♂ 什 8 転 用 「 抽 ・ 離 農 轟 」  弾 悌 馬 パ ぐ レ か 国 柄 触 覚 戦 ぐ レ H   

什 （ 勺 N 0 0 ） R 塗 説 「 祥 ♂ 8 什 郎 沖 か き か ○ 粕 汁 ノ 「 謝 8 一 」 り て ヾ ヾ ト 8 濁 せ 森 妙 8 茹 溶 」   

（ 澄 ． の ㌔ ） ノ  「 サ 坤 づ 甘 藍 慧 迂 是 芸 義 正 ＜ G 」  （ ∽ A ． ∽ ㌔ ）  翌 日 き 百 済 ぐ レ d ぐ レ か 0   

遍 国 営 か 糾 繭 8 劉 滑 空 口 車 津 望 ノ  市 符 汁 帥 前 車 か き 村 営 J 津 0   

琴 ＝ 雪 ノ 讐 ・ u 辞   

∵   

苫 吉 ］ 写 ・   

い   

竺 澄 明 胃 衰   

図 帥 ∽ N ‥ □ 誼 8 ≠ 叫 バ ー 〓 陸 棚 鈴 ヰ 洗 － 丁  （ 溺 N の ‖ 世 業 淋 聖 ）   

ー 〇 辞   ○ ポ   の ○ ㌔   ∽ ○ ㌔   ー ○ 辞   u O ま   N O 辞   

∽ A    

0 0
○ 辞
  q O 辞   



溺 巴 ‥ 「 皿 吟 再 ≠ 化 ♂ 朴 諭 Ⅱ 「 バ 〓 か 普 ♂ 「 き 蹄 〓 什 細 u 什 仰 望 討 ⊂ 帥 ヰ 普 ○  （ 一 ‖ こ ‖ ○ ） 」   

； ＝ 鼻 ≡ ） ○ 辞   

溺 g ‥ 「 ≠ 化 ♂ 一 r 一 対 8 h u 蹄 筋 「 対 陣 ヰ か r t 什 竜 討 ⊂ 帥 ヰ 普 ○ （ 討 バ ー 牲 叩 か ♂ 8 ヰ ス バ ロ ○ ） 」   

（ “ ） ≠ 加 バ 8 藻 沌   

一 ）  ≠ 化 ♂ ノ 8 筋 「 叫   

N ） ≠ 化 伊 朴 翰 Ⅱ 「 バ 〓 か 什 細 山 〓 什 篭 討 か 督   

h （ 伊 か   

什 仲 代 伸 餅 か   

両 什 と 化 障 「 ノ   

障 「 ノ   

滑 回 哨   

； ＝ 鼻 父 壷   

≠ 化 小 冊 苫 「 ノ 汁 戸   

J 訂 ∪ 汁 ニ ヰ か    

押 倒 桝 小 神 前 「 ／ 訪 匝 脚 ）   

＞ ぎ 障 「 ノ 前 作 ほ 帥 抑 桝 「 障 「 ノ   

茸 河 d 針 d 叩 か 叫 d   

せ か ヰ か 前 代 酔 「 （ 「 J 一 斗 か   

叫 耕 一 〓 h か 勘 「 せ ≠ 化 か    

苧 か 8 藩 叫 普 一 斗 8 滑 落   

一 ～ ふ 8 h 山 前 帯 「 卸 桝   

ヰ か ‖ 什 再 障 「 ノ   

巾 8 彦   

ゆ 革 頭 声  「 狩 ぐ ご  （ 合 ． の ㌔ ）  慧 如 ♂ 斡 ＜ 一 日 さ 盲  「 苅 什 ㌢ 化 狩 ぐ ご  （ ∽ ∽ ． 」 宗 ）  望 労 ぐ レ d   

ぐ レ か 0   

砂 浣 d 宗 一 「 項 化 ♂ 弾 コ コ ぐ レ 神 戸  ∪ 訝 ∪ 津 G ヰ か 」  （ 怠 ． づ 詳 ）  望 如 ♂ 恥 （ 一 日 定 已 ハ  「 ⊥   

～ A 8 汁 山 狩 筋 「 糾 弾 ヰ か 日 付 芹 狩 ぐ ご （ 嬰 P － 宗 ） 什 「 叫 淋 符 汁 か 勘 「 せ 項 化 ♂ 碧 か 8   

塗 価 普 耳 8 滑 蕗 」  （ 柏 P ひ 宗 ）  望 洋 ぐ レ d ぐ レ か 0    

図 触 二 芸 ‥ ≠ 化 ♂ 仰 向 Ⅱ 「 バ 〓 か 什 細 山 r t 什 竜 討 か 普  （ 溺 巴 ‥ 偲 賞 牌 聖 ）    

雷 桝 圏 N ・ 表   

阜 ∽ 宗   U O ポ   N ∽ 辞   N O ポ   一 ∽ 辞   一 〇 宗   ∽ ㌔   阜 ○ ポ   0 Ⅶ ボ   

図 凱 二 ㌫ ‥ 叫 ん ご て ま 皇 帝 「 旛  （ 溺 g ‥ 慨 需 淋 半 ）   

○ ポ    ∽ 軍   一 〇 宗   一 ∽ 辞   N O 辞   N ∽ ポ   U O 辞   U ∽ ボ   ー ○ ポ   ー ∽ 済   ∽ ○ ㌔   

∽ ひ    



溺 巴 ⊥ ‥ 「 諭 認 「 バ 〓 か 菅 伊 「 さ 蹄 つ 什 細 ∪ 汁 什 仰 ′ り 皿 埠 再 化 8 汁 小 村 東 洋 d 「 洋 学 ○ （ 討   

バ 再 叩 か 伊 8 ヰ ス パ ー 〓 ○ ） 」   

山 ） ≠ 化 伊 仰 向 認 「 ペ ニ か 菅 伊 「 き 蹄 〓 什 細 ∪ 汁 什 仰 8 東 洋   

タ
  

； ＝ 一 － N 一 望   

≠ 叫 ｛ 〔 欄 相 法 伊 か   

≠ 瑚 バ 六 毎 か 即 事 示   

轟 音 8 添 ぎ 莞 汁 仙 「 一   

国 歪 曲 8 宙 辻 莞 ＋ 吟 d 針 「 一   

汁 寄 せ 閲 諦 什 8 溺 森 口 扇 単 篭 伊 か   

甫 琳 苫 口 図 ∪ ベ 「 ノ か   

≠ 化 か ㌢ か 皿 鷲 津 ヰ 蹄 「 ／   

≠ 篭 ㌢ ㌢ 〔 ヰ 鴫 か   

再 ㌢ 8 〓 什 口 罫 頭 篭 譜 ぎ 葺 「 ノ   

益 異 「 汁 〔 ≠ 諦 ∪ ベ （ ぎ か ト 篭 「 一 針 「 ノ   

｛ 8 存   

瀞 回 琳   

坤 浣 d 斉 ． 「 項 瑚 パ 符 汁 か 押 寄 せ 訴 苔 8 熱 さ 望 汁 仰 ぐ レ 」  （ ご ． ひ ㌔ ）  望 萌 市 松 ぐ √   

国 馳 ∵ 器 ＝ ≠ 化 伊 伸 諭 Ⅱ 「 バ 〓 か 菅 伊 「 さ 前 〓 什 細 ∪ 汁 什 仰 8 蕪 諸   

（ 溺 巴 ⊥ ‖ 価 需 淋 州 十 ）   

○ ㌔   一 〇 辞   N O ポ   0 0 辞   － ○ 辞   

∽ の    

切 ○ ま    の ○ 辞   」 ○ 辞    0 0 ○ 辞   



溺 一 】 ‥ 「 坤 範 ′ 試 潔 8 ＞ 什 化 8 汁 ひ 蹄 ∪ 秘 計 つ 対 陣 r ペ ニ 抽 斗 普 ○  （ 一 〓 二 ‖ ○ ） 」   

砂 事 （ 孟 宗 ）   

淋 毒 而 （ 劃 対 戦 U 、 丁 せ ヽ ト ）   

（ 冨 一 ）
  

淋 奮 仰 （ 不 対 覚 、 〈 － 丁 愴 ヽ ト ）   

（
u
｛ コ ）
  

； ＝ ム ー 票 望   

団 J 汗 什 仰 益 郊 「 汗 ニ ．   

翌 年 坤 J 汗 ニ ヰ か   

抑 8 計 J 汗 ＞ 什 謳 「 （ 「 パ r ノ か   

汁 叫 一 ‖ 朴 直 如 拙 （ 〝 か r 一 再 ヰ か   

帥 沖 一 帖 計 「 ′ 仙 J （ ポ r 一 再 ヰ か   

甜 か 汁 （ 旨 か 陪 「 ノ   

蒼 回 琳   

不 審 仰 （ 咄 淋 世 事 〓 N 冨 N ）   

甚 鎮 什 8 芸 才 ⊂   

祢 潔 8 ＞ 什 8 耳 秘 抄 つ 叫   

妙 音 d 荘 ′  「 洲 8 討 J 津 ＞ 什 誕 「 （ 「 パ ぐ レ か 」  （ 誌 ． ∞ 芭 ノ  「 妙 神 苑 討 ぐ レ 仙 ∪ ヰ か へ か ぐ レ   

荘 ヰ か 」  （ 浣 ． 〇 宗 ） ノ  「 汁 押 六 軒 示 談 （ ぅ 仰 ぐ エ 叫 ヰ か 」  （ N A ． 〇 ま ）  望 司 前 輪 8 彗 ゆ 什 抒 J パ   

ぐ レ か
0   

蔀 副 軸 8 津 遵 藻 発 翌 口 車 か 什 ノ  『 淋 藩 碑 （ 認 拙 宅 〕 」 丁 Ⅵ Å 卜 ） 』 d 荘 「 妙 沖 ヤ 叛 伊 ぐ レ 仙 ∪   

（ ぅ か ぐ エ 叫 ヰ か 」 ノ  「 神 州 口 紅 が 鋸 （ ゥ か ぐ エ 叫 ヰ か 」  8 彗 砂 望 直 8 画 汁 G ♂ 訓 （ ′  「 国 J 押   

付 碑 口 金 毀 「 津 G ノ  聾 耳 ゆ J 津 百 中 か 」 ノ  「 卸 8 討 J 津 ＞ 什 謹 「 （ 「 バ ぐ レ か 」  荘 南 ぐ レ ○   

田 圃 J 汁 什 仰 益 毀 「 汁 亡 ． 淳 一 ヰ 坤 J 汗 〔 ヰ か   

田 汁 叫 口 打 直 如 拙 へ か 「 一 再 ヰ か   

田 甜 か 肘 （ 旨 か 障 「 ノ   

巾 8 存 （ 志 望   

図 鮒 ∽ ご 弥 潔 8 ＞ 什 8 耳 叫 砂 つ 叫 （ 溺 一 】 ‥ 訟 蛎 道 詑 声 望 ）   

○ ㌔   一 〇 辞   N O ㌔   山 ○ ㌔   ム ○ 辞   u O 辞   の ○ ボ   ｝ ○ ㌔   

国 鮒 ∽ の ‥ 祢 潔 8 ＞ 什 8 耳 価 砂 ラ Ⅱ  （ 頭 一 山 ‥ 慨 需 淋 半 ）   

一 ∽ ㌔   一 〇 ㌔   N 口 演   

∽ 」    

日 脚 8 針 J 汁 ＞ 什 謳 「 （ 「 バ 「 ノ か   

白 妙 神 苑 針 r ノ 仙 J （ 〝 か 「 一 再 ヰ か   

由 瀞 回 聯   

N u ま   

0 0 ○ ま   ¢ ○ ㌔  一 〇 〇 ポ   

u u ㌔   u O 求   



； ＝ 鼻 宗 巴   
小 山 熱 口 か   

咋 小 町 チ 什 ウ 沖 正   

小 山 執 口 か   

化 か 小 什 か 「 ノ 神 前 「 ノ   

化 か か 普 什 「 ノ 押 一 牡   

丹 小 敵 口 前 「 ノ   

小 山 熟 「 前 「 ノ   

溺 N 一 ‥ 「 ≠ 叫 バ 伸 「 バ 〓 バ ′  岸 茹 ＃ 妙 曽 小 知 相 中 き バ 〓 か ′  紳 沖 小 き バ 〓 か 什 痕 C 帥 ヰ 督 ○   

（ 一 〓 二 ‖ ○ ） 」   

N ）  岸 茹 菅 小 知 相 中 き バ 〓 か 什 覿 C か 督   

仲 浣 d 云 ． 辞 典 普 い 如 硝 い さ パ ぐ レ か （ 「 化 小 小 菅 什 ぐ レ 神 苑 舟 山 執 C か 」 ノ 「 舟 山 覿 G か 」 ）   

付 回 哨 「 洋 画 ． 「 化 小 い 什 ♂ ぐ レ 沖 狩 ぐ レ 」  付 回 哨 「 洋 画 ′  如 硝 い さ パ ぐ レ 蹄 ぐ レ  （ 「 化 〆 い 普   

什 ぐ レ 神 苑 舟 山 覿 G 蹄 ぐ レ 」 ． 「 舟 山 覿 C 狩 ぐ レ 」 ）  付 回 哨 「 洋 画 碧 河 耗 〓 ∽ 璃 U d 討 か ○   

滑 回 堀  辺 ○ ゝ ポ   

図 ≠ 叩 麗 ‥ 岸 茹 菅 小 知 相 中 き バ 〓 か 什 執 G か 菅  （ 溺 N 一 ‥ 慨 需 淋 半 ）   

○ 求   

∽ ∞    



溺 N u ‥ 「 ≠ 瑚 バ ー ‖ ∪ つ バ ． 細 浦 一 ‖ 益 鮮 d 叫 か ＞ 荘 托 き d ヰ 曽 ○ （ 討 べ 荘 帥 か 伊 8 ヰ ス バ ロ ○ ） 」   

“ ）  ≠ 叫 バ 随 益 詳 d 仙 か ゝ   

河 茄 曲   

置 衿 浄   

踪 潔 8 ト   

計 ＞   

同 等 － 釧 恥 笥   

蔀 南 軍 ■ 淳 軌 笥   

苅 叫 潔 ・ 生 誕 囲 8 諦 脾   

州 側 バ 川 前 S 茄 d   

許 錨 8 知 愴 ヾ u   

脚 州 帥 益 如 欺   

ヽ ∨ 愴 － サ ヾ 丁   

巾 8 ▲ 醇   

芥 一 〓 「 ノ 障 「 ノ   

瀞 回 塀   

； ＝ ふ － 票 望   ○ ㌔   一 〇 求   

仲 春 d 宗 一 「 語 義 軸 」  （ ∃ ． ∽ ㌔ ） 一 「 釦 ＞ 」  （ 遥 ． 母 ざ ） ノ  「 ぎ 冷 凍 」  （ 票 ． ∽ ㌔ ）  狩 化 望 戦 ぐ √   

梁 球 葉 詩 聖 符 甘 か 什 一 代 8 画 d ♂ ト 諦 〕 市 前 職 訂 い 狩 ぐ 蒜 ′  『 泄 重 商  （ 卦 叫 抄 巧 〕 旨 Ⅵ   

ぺ 卜 ） 』 ノ  『 淋 塵 価  （ 不 対 望 ＼ パ ー T u ぺ 卜 ） 』 d 宗 一 「 蔀 瑚 認 ・ 聾 諸 国 8 諦 伸 」  翌 日 き ふ   

符 ∪ ぐ レ d 松 （ ノ 磁 泊 ♂ 塵 ぐ レ バ ぐ レ か 席 報 符 紡 ぐ レ パ ≠ 化 伊 弾 認 耳 パ ぐ レ か 蔀 瑚 認 せ 昏 蒜 圃 8   

諦 伸 碧 郵 辻 村 益 毀 益 ≠ 什 「 パ 市 棚 止 耳 い き パ ぐ レ か 〓 什 碧 小 菅 望 沖 か ○    

国 鮒 ∽ ？ ≠ 鵬 バ 伸 品 評 d 叫 か ＞ （ 溺 N ？ 価 賞 牌 州 十 ）   

N O 求   い ロ ボ    ー ○ 訳    ひ ○ ㌔    の ○ 辞    」 ○ ㌔   

∽ り    

む ○ ㌔    り ○ 辞   
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※ 仲 浣 汁 G － ○ 訳 茫 ト 8 光 軸 望 討 か 曲 皿 符 ∪ ご パ 荘 芸 撃 耳 弾 「 津 0   

※ 仲 浣 汁 G ； 訳 茫 ト 8 光 軸 望 討 か 曲 皿 R U ご パ 斉 憲 畢 耳 弾 「 津 0   

国 帥 竺 ‥ （ 罫 叫 ） ≠ 叫 べ 伸 益 対 d 仲 か ＞ （ 溺 N ？ よ 誰 率 先 法 垣 ）   

国 帥 害 ‥ ≠ 叫 べ 伸 高 梨 d 如 か ゝ （ 溺 N り ‥ 訟 涙 道 詑 声 望 ）   

A O    



※ 凋 溺 正 一 ） － ㊤ 什 刃 萩   

図 仙 川 巴 ‥ 農 兵 ≠ 叫 バ 紳 蒲 苫 如 拙 泄 8 堂 玉 葉 肖 （ 溺 会 ‥ 祇 需 淋 半 ）   

瀞 回 琳   堂 遜 「 バ 「 ノ か   

P N ㌔   P － ㌔   

溺 会 ‥ 「 岸 鎮 ≠ 叫 バ 糾 蒲 嘗 卸 側 泄 （ 淫 ≠ 竜 淋 帥 ∪ バ 砧 〓 「 汁 ⊂ ． 益 対 陣 「 汁 亡 ． 諦 茹 茄 清 和   

幡 l ■ ｝ 汁 ⊂ ヰ か 茹 ）  陣 営 ∪ バ 〓 帥 ヰ 曽 ○  川 津 ． 討 バ 曲 8 訪 ≠ 仙 ト ■ 汁  渇 耐 ． 農 兵 ≠ 叫   

バ 糾 苅 苦 独 朝 粥 朴 堂 遜 「 バ 〓 帥 ヰ 普 ○  （ 巾 き 舟 き 一 〓 こ 〓 ○ ）  帥 汁 ． 堂 遜 「 ペ ニ か 卸   

再 ． 訪 訪 h 巾 8 堂 遜 回 浮 （ 造 紬 ）  和 代 川 口 ＞ ＜ 托 仙 〓 ○  ※ 刃 聖 8  「 茄 淋 剖 8 ≠ 叫 バ 糾   

蒲 ヰ 一 代 封 ・ 蔀 叫 ヰ 一 代 封 8 藷 糊 」 和 代 嘲 満 ＜ 托 仙 〓 O 」   

（ ∽ ）  ≠ 叫 バ 糾 薙 箭 耕 8 堂 遜 先 箱   

一 ） 農 兵 ≠ 叫 バ 糾 前 置 知 咄 湘    

㊤ 醜 碧 8 奏 法   

㊥ 世 」 遜 乗 法   

対 円 ノ  「 露 蕗 叫 叫 バ 柚 蘇 潜 、 沖 朝 湘 」  学 芸 芝 蛋 芯 血 缶 狩 野 甲 望 汁  帖 義 自 警 墨 色 「 堂   

遍 「 パ ぐ レ か 」  付 回 哨 「 バ 〓 か 0   

「 詩 岳 叫 瑚 パ 柚 繭 薩 払 加 藤 」  早 野 挙 茅 渇 仰 制 訂 汁 葦 泊 ノ  坤 寄 d 荘 争 ． 」 宗 砂 山 「 皆 J バ ぐ レ   

か 」  付 回 哨 「 パ ぐ レ か ○   

； ＝ 鼻 票 巴   

図 鮒 の N ‖ 岸 盛 ≠ 叫 バ 神 南 苦 知 血 細 5 由 碧 壷 誌  （ 溺 会 ‥ 慨 苔 淋 半 ）   

； ＝ A 一 党 垂   

堂 遜 「 バ 「 ノ 針 「 ノ   

m N ． － ㌔   

A －    

菖 J バ 「 ノ か    

▲ ▲ ． 」 ボ
  



※ 禍 溺 荘 一 ） － ㊤ 什 剖 謀   

※ 禍 遍 在 一 ） 人 0 什 司 謀   

N ） 津 什 ≠ 8 ∪ 化 〓 由 良 鹿    

㊤ 州 柑 旨 8 東 洋   

㊥ 彗 遜 藻 強   

「 津 什 項 8 ∪ 化 ぐ レ 8 内 応 」  8 堂 遍 上 米 発 弾 御 許 符 諜 泄 d 荘 ． 砂 立 岩 ） 傘 亘 声 望  「 竺 遍 「 バ   

ぐ レ か 」  付 回 哨 「 バ ぐ レ か 0    

「 鮨 什 項 8 ∪ 化 ぐ レ 8 内 応 」  8 鑓 替 8 藻 発 弾 仙 訂 浄 罪 泄 d 荘 ． 砂 宗 8 ∽ 〇 ． の 宗 碧 「 替 J パ   
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H き 弾 誇 球 先 発 空 尉 符 什 〓 山 一 『 不 審 仲  （ 咄 湘 曲 事 ） 』 d 荘 N 朝 粥 什 伊 符 砂 浣 汁 G 彗 遍   
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『 米 審 価  （ 巧 拙 望 ＼ パ ー 丁 や ヽ ト ） 』 d 斉 「 酎 槻 碧 狩 ぐ レ 」 認 知 ♂ 戦 ぐ レ 碧 ノ  「 旬 化 ♂ 8 由 k   

凍 せ 難 熟 8 ＞ 碧 単 パ ぐ レ か 」 せ 「 謎 耳 津 ぐ レ 望 ノ 蔀 軸 ヰ 一 代 封 符 伯 仲 碧 狩 ぐ レ 」  鱒 芹 澤 苦 戦   

ぐ レ
0   

『 不 審 佃  （ 咄 渦 曲 論 ） 』 d 荘 ノ  「 玩 柵 望 狩 ぐ レ 」  望 帯 符 戦 ぐ レ 0   

国 ≠ ∵ 芸 ＝ 蔀 叫 ヰ 一 代 知 和 堂 遜 r バ 〓 鈴 〓 描 掛  （ 遥 麗 よ ‥ 雅 需 淋 州 ＋ ）   

A 0 0    



陣 幕 （ 一 ヨ N ）   

淋 壷 叫 （ 剖 卸 覚   

じ 手 心 ヽ ト ） （ 一 誌 ）   

淋 壷 叫 （ 耳 卸 覚   

、 〈 － 丁 せ ヽ ト ） （ の N ）   

不 審 岬 （ 朝 粥 仲 罫 ）   

（ 一 切
0 0
土
  

巾 8 存 （ 一 切 土   

回 飾 謡 ‥ 蔀 瑚 ヰ ー 〔 封 和 堂 遜 「 バ 〓 蹄 〓 越 取  （ 溺 山 千 山 ‥ 詫 堆 朱 詩 聖 ）   

○ ま   一 〇 ま    N O ポ   0 0 ボ   

回 （ ≠ 慧 冨 遠 道 琶 蓬 諭 蔓 東 諭 「 バ 「 ノ 障 「 ノ 前 代 8 描 阻 d ） 替 相 戦 障 「 ノ   

田 ≠ 化 か 8 直 治 ゆ せ 謳 熟 8 ト 彗 智 バ 「 ノ か   

早 野 彗 ぎ 二 ご 品 昌 益 ゞ ・ 哲 卜 党 争 バ 「 ノ か   

田 誠 一 ヰ 汁 「 ノ 彗 ． 蔀 叫 ヰ 一 代 封 口 柑 叫 現 前 「 ノ   

印 識 一 斗 汁 「 ノ 覚 ． 帯 琳 苫 前 描 阻 d ヰ 一 代 封 仰 望 遜 d 仰 曹 「 ノ   

田 識 一 斗 汁 「 ノ 彗 ． 茹 現 せ 悍 加 ・ 対 国 都 8 昂 頭 胡 8 神 事 覚 牌 甘 障 「 ノ   

日 誠 一 ヰ 汁 「 ノ 彗 ． ヰ 一 代 封 8 凋 前 代 ． 菩 荊 d 叩 か ヰ 一 代 封 莞 障 「 ノ   

甲 サ 慧 旨 粛 正 、 」 ノ 仙 「 ノ 汁 昏   

■ 巾 8 存   

A O ポ   
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図 鮒 謡 ‥ ゆ 藤 堂 遜 「 汁 つ ． 帥 汁 再 選 遜 仲 店 ヰ 「 汁 つ 蔀 叫 ヰ 一 代 封  （ 溺 岩 ‥ 准 筈 淋 州 十 ）   

溺 岩 ‥ 「 討 バ 曲 8 訪 ≠ 仙 と 一 ‖ 溺 「 バ ． 茹 尉 堂 遜 「 バ 〓 か ヰ 一 代 封 8 甘 d ． 堂 遜 □ 膵 ・ 呵 詳 ヰ   

堂 遜 昂 溺 篭 和 ⊂ ペ ニ 蹄 〓 什 細 ひ 素 叫 ヰ ー 〔 封 ． 討 か 〓 荘 ． 茹 酎 荘 堂 遜 「 バ 〓 沖 〓 篭 ．   

d 叫 さ ■ 嶋 堂 遜 「 汁 〓 ヰ ー 〔 封 荘 化 さ d ヰ 普 0  茹 尉 諦 Ⅱ 「 バ 〓 貯 〓 篭 ． ゆ 藤 詫 Ⅱ 劃 帖   

8 討 か 叫 再 ′  許 Ⅱ 「 汁 茹 押 付 錯 問 「 バ 訪 哺 沖 （ 托 仙 〓 0  （ 討 バ 荘 帥 か 伊 8 ヰ ス バ ロ   

○ ） 」
  

N ）  ゆ 藤 堂 遜 「 汁 つ ． 帥 汁 再 堂 遜 仲 店 ヰ 「 汁 つ 蔀 叫 ヰ ー 〔 封   

昏 蒜 固   

昏 蒜 回 避 学 〔 苅 叫   

川 蝉 旦 苅 叫 認   

藻 淋 蔀 叫 佃   

対 敵 苅 叫 前 芹 卸   

側 淋 認 富 来 叫 箭 鞘   

刈 田 粗 ‖ 叱 坐 圃   

川 田 柑 〓 代 坐 圃   

【 党 費 嬰 鱒 河 8 壁 面 】   

巾 8 存 8 苅 叫 箭 鞘   

悍 帥 苅 加   

入 几 － ヾ ヾ u －    

茄 淋 ≠ 叫 バ ヰ 弐 － 丁 ヾ ゝ ≠ ト   

ー 罫 苅 叫   

訃 拓 ・ 訃 詳 報 来 朝   

茹 一 ‖ 曹 「 ノ   

滑 回 砺   

伸 幸 d 宗 一 「 聾 蒜 圏 」 （ 浣 ． 晦 ざ ） ′ 「 寧 章 票 翌 真 義 碩 」 （ 監 ． ∽ ㌔ ） ノ  「 関 旦 蔀 咄 認 」 （ 誓 ． ∽ ㌔ ）   

「 － 昂 蔀 咄 」  （ 望 ． － ま ）  望 戦 ぐ レ 0 一 対 d ノ  「 再 訂 狩 ぐ ご  （ N ∽ ． N ㌔ ）  伊 芹 苅 吉 松 ぐ レ 0   

〓 き 禅 染 渡 先 発 空 車 押 付 H か ノ  『 沖 藩 価  （ 固 守 竿 ご こ 二 ㌫ ） 』 d 荘 「 関 旦 蔀 瑚 認 」  望   

再 訂 戦 ぐ レ ○  『 油 壷 佃  （ 劉 封 竿 ご ミ ニ G ） 』 声 蓮 藻 d 伊  「 関 旦 蔀 咄 認 」  8 彗 遜 望 斡 （ 一   

価 小 百 里 適 軸 丑 伊 訓 士 h 什 亘 ふ 〓 － 鴇 碧 汁 仰 ぐ レ 〓 什 碧 ひ 普 碧 沖 か 0  粕 汁 ノ  「 罫 － 押 ・ 斎   

藤 遠 来 咄 」  伊 斡 （ ノ  『 沖 塵 価  （ 劉 聾 筈 ご こ エ 示 ） 』 符 紡 ぐ レ バ 声 昂 溺 苫 堂 彗 碧 汁 仰 ぐ レ 〓   

什 普 ㌢  叫 化 伊 望 罫 獣 行 狩 J 神 曲 ゆ 8 塗 説 符 〓 － 九 望 討 か 〓 什 碧 小 菅 碧 沖 か 0   

『 沖 藩 価  （ 巧 拙 慧 ＼ バ ー T u ヽ 卜 ） 』 d 荘  「 再 訂 狩 ぐ ご  碧 如 伊 戦 ぐ レ ○   

『 不 惑 価  （ 亜 粥 匪 諭 ） 』 d 宗 一 「 昏 蒜 圏 」 ノ  「 寧 華 讐 翌 長 壷 誠 」 ノ  「 － 昂 嘉 加 」  望 洋 苅 苦   

戦 ぐ レ
0   

； ＝ ム ー 宗 望   ○ ㌔   
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※ 砂 浣 汁 G － ○ 訳 茫 ト 8 瑞 帥 望 討 か 曲 Ⅲ 符 ∪ ぐ レ バ 荘 蓋 聾 耳 桝 「 津 0   

※ 砂 浣 汁 G － ○ 訳 茫 ト 8 班 帥 望 討 か 愚 Ⅲ R U ぐ レ バ 荘 蓋 聾 耳 禅 「 津 0   

国 飾 ⊇ ‥ （ 諜 仰 ） ゆ 藤 世 」 盃 「 汁 〓 ． 帥 汁 荘 堂 盃 朴 品 ヰ 「 汁 つ 蔀 叫 ヰ 一 代 封   

（ 召 】 ？ 架 堆 東 洋 聖 ）   

国 訓 ∃ ‥ ゆ 藤 堂 盃 「 汁 〓 ． 抽 汁 再 堂 盃 朴 品 ヰ 「 汁 て 蔀 叫 ヰ 1 〔 封   

（ 溺 】 ？ 発 光 藻 詩 聖 ）   
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溺 二 岩 － N ‥ 「 ヰ 一 代 対 陣 彗 遜 「 汁 つ 付 則 沖 バ 〓 か 瀾 阻 再 化 8 汁 小 針 〓 什 d ヰ 普 ． （ 訓 伊 裾 〓 伊   

8 一 ∪ 一 r t O ） 」   

∽ ） ゆ 酵 素 加 ヰ ー 〔 封 仰 望 遜 「 汁 〓 瀾 阻   

錨 耐 弾 拙 「 バ 「 ノ か   

許 址 瑚 柵 覚 針 か   

＼ 灘 轟 せ d 針 か    

錨 耐 難 壌 「 バ 「 ノ か 篭 ． 什 ∪ 什    

口 替 せ 罫 溺 桝 席 せ 「 汗 「 ノ    

詳 蛛 瑚 袖 再 釘 「 一 党 ． ≠ 化 か   

S 熟 知 せ 毒 召 止 （ 戸 替 瑚   

8 汁 昏 一 〓 苅 【 ヰ 汁 「 ノ   

巾 8 u 小 難 城 「 汗 「 ノ   

什 即 沖 バ 「 ノ か   

潮 済 ・ 調 軒 前 代 桝    

⇒ 鞘 「 陪 ■ ヰ き ■ 鵬 付 か 陪 「 ノ   

河 坪 重 曹 豊 孟 ㌫   

佃 脾 d 針 か ＼ 鮮 傭 「 汗 「 ノ   

皿 吟 8 昂 弐 桝 茶 巾 汁 「 ノ   

炒 浣 d 云 ． 「 舟 8 山 が 斡 撼 「 津 ぐ レ 付 則 沖 パ ㌻ か 」  （ 緊 ㌫ 衰 ） ． 「 染 渡 瑚 印 荘 狩 ぐ 宣 ′  叫 化   
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百 済 T d モ 蒜 0   

『 不 惑 叫  （ 咄 湘 仙 轟 ） 』 d 荘 ． 「 巾 8 u 小 津 遵 「 津 ぐ レ 」  望 芥 R 戦 ぐ レ 0   

； ＝ N ㍉ 篭 一  〇 ㌔   

寧 斯 道 ‥ ゆ 湛 蔀 叫 ヰ 一 代 対 陣 彗 遜 「 汁 〓 瀾 阻  （ 溺 岩 － N ‥ 価 業 師 半 ）   

甜 回 哨   

苫 荘 園 攣 ． ∽ ㌔
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※  砂 漠 毎 占 － ○ 誤 文 ト 8 米 価 望 討 か 曲 皿 符 J ぐ レ バ 斉 憲 撃 耳 弾 「 浄 0   

※  仲 浣 汁 G － ○ 誤 文 ト 8 班 帥 望 討 か 曲 皿 符 J ぐ レ バ 斉 憲 琴 耳 禅 「 浄 0   

国 帥 竺 ‥ （ 許 叫 ） ゆ 藤 苅 叫 ヰ 一 代 封 仰 望 遍 「 汁 つ 越 取  （ 溺 ∽ ？ N ‥ 弊 社 先 発 望 ）   

国 馳 ∵ 害 ‥ ゆ 酵 素 瑚 ヰ 一 代 封 伸 世 」 遍 「 汁 つ 崩 由  （ 溺 ∽ ？ N ‥ 巽 堆 先 発 望 ）   
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溺 冨 － ご 「 蔀 瑚 ヰ 一 代 N 8 堂 遜 伸 劃 帖 r 鈴 竜 ㌢ 苅 尉 堂 遜 「 ペ ニ 鈴 つ （ 劃 帖 化 訪 ≡ ‖ 露 営 遜   

「 バ 〓 蹄 〓 ）  潤 駐 在 互 d ヰ 菅 ○  （ 帥 蹄 幅 由 一 ∪ 一 ‖ ○ ） 」   

A ） 蔀 瑚 ヰ 一 代 N 8 堂 五 和 劃 帖 r 蹄 竜 ㌢  苅 斜 里 遜 「 バ 〓 鈴 〓 越 取   

； ＝ N － 遥 N 一   

≠ 化 か 8 ゆ 渾 普 衿 滞 竜   

洋 堆 「 バ 「 ノ 曹 「 ノ 前 代 8   

関 取 d ． ヰ （ 」 ‖ 再 挙 姻 覚 障 「 ノ   

≠ 咋 空 軍 挙 げ 印 ヰ 滞 熟 8 ト   

篭 智 バ 「 ノ か 前 代 8 植 野 d ノ   

ヰ （ 」 ‖ 再 昏 鼎 戦 前 「 ノ   

群 翠 P こ 芝 ㌫ 岩 蒜 ゝ ・   

旨 卜 篭 智 バ 「 ノ か 前 代 8   

植 野 d ． ヰ （ 。 〔 再 昏 柵 篭 障 「 ノ   

堂 遜 「 汁 「 ノ 彗 ノ   

苅 叫 ヰ 一 代 リ ー 〓 伯 仲 覚 曹 「 ノ   

堂 遜 「 汁 「 ノ 篭 ． 甫 滋 衰 爵    

関 取 d ヰ 一 代 知 和 堂 遜 d 叫 曹 「 ノ   

堂 遜 「 汁 「 ノ 篭 ． 恭 賀 せ 障 加 ・   

対 召 朋 8 昂 頭 部 8 神 事 彗 陣 廿 障 「 ノ   

堂 遜 「 汁 「 ノ 慧 ． ヰ ー 〔 N 8 鞘 前 代 ．    

輩 都 d 叩 か ヰ 一 汗 £ 孟 亡   

仲 萌 d 元 ． 「 叫 化 伊 8 磁 海 曹 冷 製 望 斡 嘩 「 パ ぐ レ 狩 ぐ レ 狩 化 8 躇 缶 d ． ヰ （ J 〓 前 転 柑 望 狩   

ぐ ご  （ 会 ． N ㌔ ）  望 市 符 戦 ぐ レ 0  「 蔀 咄 ヰ 一 代 刃 R 伯 仲 望 狩 ぐ ご  （ － 〇 ． 悼 辞 ） ． 「 商 事 吉 村 饉 由 d   

ヰ 一 代 刃 禅 堂 適 d 仲 村 ぐ ご  （ の ． ∽ ㌔ ） ． 「 亜 認 せ 儒 如 ・ 斜 召 購 8 昂 溺 報 8 神 事 望 牌 計 狩 ぐ ご   

（ の ． － 芭 ． 狩 化 萱 純 愛 8 嬉 野 禅 慨 馬 か 回 哨 軸 伊 望 ㌔ 宍 卜 割 前 ヰ か O   

H き 禅 染 渡 先 発 彗 符 尉 符 付 目 か ． 『 淋 藩 柵  （ 年 嵩 塗 〕 享 も ⊥ ト ） 』 d 荘 「 蔀 咄 ヰ 一 代 刃   

符 伯 仲 碧 狩 ぐ ご ． 「 亜 認 せ 儒 如 ・ 対 召 購 8 昂 溺 報 8 神 事 望 勝 計 狩 ぐ ご 狩 化 8 聾 柵 曇 8 嬉   

野 彗 ゆ 計 ヰ パ 蕃 ∽ ○ 訳 禅 Ⅱ 昏 パ ぐ レ か 0   

『 淋 壷 柵  （ 巧 拙 望 ＼ パ ー 丁 Ⅵ 斗 卜 ） 』 d 伊  「 亜 認 せ 儒 帥 ・ 対 溺 購 8 昂 溺 報 白 油 壷 亘 感 南   

村 ぐ ご ． 「 南 端 吉 村 庵 由 d ヰ 一 代 刃 禅 堂 適 d 仲 村 ぐ ご ． 「 蔀 咄 ヰ ー 巧 メ ロ 脂 碑 望 お 士 」  甜   
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『 不 惑 血  （ 亜 湘 拙 論 ） 』 d 茹 ． 「 叫 化 伊 8 磁 薄 哲 治 謳 望 無 坤 「 パ ぐ レ 狩 ぐ レ 狩 化 8 躇 野 d ．   

ヰ （ J 〓 前 転 柵 望 狩 ぐ と  望 市 R 戦 ぐ レ 0   

固 執 ∵ 讐 ‥ 蔀 加 ヰ 一 代 N 8 堂 五 郎 劃 帖 r 蹄 竜 伊 ． 苅 尉 堂 遜 「 バ 〓 鈴 〓 植 野   

（ 溺 冨 － ご 雅 需 淋 竿 ）   

滑 回 哨   

巾 8 存    

u 辞   一 〇 求   】 u 求   N O 求   N u 求   山 ○ 求   山 u ㌔  － ○ ㌔  － 仙 波   u O ㌔   

ひ A    



※  砂 浣 汁 G － ○ ㌔ 茫 ト 8 班 帥 彗 討 か 曲 Ⅱ 符 J ぐ レ バ 荘 蓋 撃 耳 和 「 汁 0   

図 鮒 0 0 ご 蔀 叫 ヰ 一 代 封 8 彗 遜 和 訓 帖 「 蹄 篭 ㌢  鐘 尉 堂 遜 「 バ 〓 蹄 つ 嬉 野   

（ 選 こ 中 ム ‥ 詫 班 藻 詩 聖 ）   

ひ ひ    



溺 念 ‥ 「 週 旦 苅 加 頚 ヰ 薪 淋 苅 叫 脚 d 湘 諦 r ベ 〓 か ー 昂 蔀 叫 和 宮 ∪ ベ 〓 帥 ヰ 普 ○ 帥 汁 ′ 彗 遜 r   

汁 〓 什 竜 討 亡 抽 斗 普 0  （ 巾 き 巾 き 一 ∪ 一 〓 ○ ） 」   

（ ∽ ） － 尋 蔀 馴 8 堂 遜 藻 誌   

一 ）  期 首 8 束 琵   

砂 薪 （ 畠 霊 ）   

Ⅶ 郭 苫 口 川 前 伊 亡 （ 一 会 ｝ ）   

瀾 帥 昂 口 川 前 伊 亡 （ N 芸 e   

川 前 針 「 （ ご 一 ）   

巾 8 存 （ 一 e   

坤 浣 d 元 一 」 世 忘 「 「 望  「 替 J バ ぐ レ か 」  （ 」 ド ∽ ㌔ ）  付 回 哨 「 パ 亘 蒜 0 ・   

包 囲 普 小 袖 薙 8 劉 滑 空 符 単 か 什 一 計 ヰ 普 d 荘 討 か 望 ． 「 頴 帥 昂 帯 出 繭 伊 澤 ご ノ  「 抽 南 村   

「 」  符 訪 耳 か  「 菖 J パ ぐ レ か 」  8 塑 砂 碧 剥 ぐ レ ○   

； ＝ 鼻 票 望   

図 帥 琵 ‥ 鞘 首 8 藻 法  （ 溺 念 ‥ 謹 選 督 中 神 繭 自 利 癒 垂 ）   

○ 辞   一 〇 ㌔   N O ㌔   u O ㌔   － ○ 辞   ∽ ○ 辞   の ○ ㌔   ｝ ○ 辞   0 0 ○ ㌔   ¢ ○ ポ  ー 〇 〇 ㌔   

国 馳 ∵ 監 ‥ 期 首 8 先 議  （ 溺 念 ‥ 世 業 淋 竿 ）   

ロ 哲 ∪ バ 「 ノ か   

ひ の    
田 碧 か 障 「 ′   田 滑 回 哺   



※ 禍 溺 一 汁 一 ）  什 副 菜   

N ） 堂 遜 藻 洋   

朔 帥 昂 口 神 前 伊 亡 （ N 冨 土   

□ 避 冨 口 神 前 伊 亡 （ 一 会 ご    

仲 浣 d 元 一 ∞ 叫 亡 茫 卜 望  「 狩 ぐ ご  （ 0 0 ー ． ひ ㌔ ）  付 回 羽 「 パ ぐ レ か 0   

遍 国 営 小 袖 駆 8 劉 滑 空 符 甘 か 什 ． 計 璃 普 d 荘 討 か 望 ． 「 甥 帥 昂 符 粗 筋 討 ぎ 一 「 袖 幕 蹄   

「 」  符 訪 耳 か  「 討 か 」  8 塑 ゆ 望 剥 ぐ レ 0   

神 前 前 「 （ ゴ 一 ）   

砂 亭 （ 会 霊 ）   

巾 8 存 （ 一 土   

； ＝ ム ー 冨 望   

国 別 笥 ‥ 堂 遜 葉 虫  （ 溺 念 ‖ 包 囲 曽 中 神 苅 8 劉 滑 空 ）   

○ ㌔   一 〇 ㌔   N O ㌔   0 0 ㌔   皐 ○ ㌔   ∽ ○ 訳   の ○ 辞   」 ○ 辞   

寧 洲 監 ‥ 彗 遜 葉 虫  （ 溺 烏 ‥ 祇 苗 淋 州 ＋ ）   

□ 伊 か   

ひ 」    
口 前 「 ノ   田 滑 回 瑚   

¢ ○ ポ   ∽ ○ 辞  一 〇 〇 宗   



溺 念 － ご 「 － 昂 蔀 叫 和 堂 遜 「 紆 〓 植 野 荘 苛 d ヰ 普 ○  （ 討 べ 再 伸 か 伊 8 ヰ ス バ ロ ○ ） 」   

（ 一 〇 ） － 市 来 叫 8 判 嘉   

一 ） － 市 来 加 科 彗 遜 「 鈴 亡 由 岳   

※  妙 音 汁 G － ○ 訳 茫 ト 8 班 帥 望 討 か 曲 Ⅲ 符 ∪ ぐ レ バ 斉 憲 撃 耳 即 「 津 ○   

≠ 化 か 聞 識 一 斗 か 昏 柵 戦 前 「 ノ   

対 許 せ 哲 卜 前 代 一 ‖ ≠ 化 か 碑   

誹 一 斗 か 〓 什 篭 d 叩 か   

≠ 慧 ㌫ 劫 一 斗 か 〓 什 口 塑 「 バ   

型 野 望 慧 苫 忘 芸 蔓 廟 監 ミ 誓    

≠ 化 か 桝 誹 一 斗 か ‖ 什 一 ‖ 滞 罰 覚 針 か   

登 玉 8 「 （ 手 篭 蘇 「 ノ 止 か 「 ノ   

萱 紗 戦 訓 「 ノ   

≠ 化 か 戦 障 〔 き か 警 、 P 河   

巾 8 春   

炒 蔀 d 荘 ノ  「 叫 化 伊 禅 識 耳 か 詠 柵 彗 蹄 ぐ ご  （ 怠 ． A 芭  望 革 帯 訓 ＜ ノ  〓 さ 符  「 難 病 せ 皆 ＞   

蹄 化 符 叫 化 伊 弾 識 耳 か 日 付 望 d 砕 か 」  （ 3 ． 晦 景 ）  望 洋 ぐ レ d ぐ レ か 0   

難 球 荒 詩 聖 口 車 か 什 ノ  『 泄 壷 血  （ 平 》 望 ＼ パ ー T u ぺ ト ） 』  符 訪 ぐ レ バ ノ  「 叫 化 伊 弾 道 耳 か   

詠 楓 望 如 〓 」  8 画 面 亘 r  詰 告 諭 訂 云 ふ 志 ＜ 狩 J バ ぐ レ か ○   

○ ポ   ； ＝ N 一 芸 皇   

翠 洲 冨 ‥ － 昂 蔀 叫 仰 望 遍 「 ぬ モ 鹿 苗  （ 溺 烏 － ご 詳 班 藻 詩 聖 ）   

翠 洲 冨 ‥ － 昂 蔀 加 科 彗 遜 「 ぬ ± 鹿 苗  （ 溺 烏 － ご 祇 需 淋 竿 ）   

滑 回 胴 囲 …   
ひ ∞    



溺 烏 ⊥ ‥ 「 － 昂 蔀 叫 仲 里 遜 「 汁 嬉 野 再 互 d ヰ 替 ○  （ 討 バ 再 帥 か 伊 8 ヰ ス バ ロ ○ ） 」   

N ） － 辱 蔀 柵 仰 望 遜 「 バ 亡 か 崩 由   

； ＝ u 冨 ）   

淋 閲 罰 ・ ヾ u ヾ 代 V q ・   

丁 ヾ 寸 － 口 苛 （ 汁 き   

計 ト ・ 旨 卜 什 仲 山 汁 き   

皿 冷 8 詮 罫 8 汁 き   

蔑 Ⅷ ∨ ≠ ヽ ¶ せ   

岸 養 鋪 辞 8 汗 き   

閲 側 聞 「 汁 「 ′ 汁 き   

皿 冷 白 忌 芸 聖 ㌣ と 前 8 汁 k   

仰 汁 u 托 「 ′ 拓 8 遜 ≠ 8 汁 き   

別 帯 柳 瀬 せ   

剥 落 8 遜 馴 8 汁 き   

詩 ≠ 8 汁 き   

小 鴨 璧 〓 淋 国 粋 鞘 僻   

事 認 仙 ヰ 祥 「 ′ 汁 き    

皿 冷 8 前 頭 醐 猫 伊 汁 「 ′ 汁 き   

弄 卸 白 汁 蕗   

巾 8 詩   

譜 回 砺   

砂 寄 d 壷 ． 「 辞 倒 8 拝 啓 」  （ 餌 〇 ． ↓ ㌔ ） 望 如 ♂ 戦 （ ． H さ 符 「 叫 汁 山 花 ぐ レ 適 8 適 切 8 拝 啓 」   

（ 監 忘 衰 ）  什  「 皿 吟 8 跡 罰 せ ＞ 罰 8 拝 啓 」  （ N P ひ 芭  慧 可 塑 砂 d 労 ぐ レ d ぐ レ か 0   

染 渡 葉 発 翌 符 単 か 什 ． 『 米 審 叫  （ 卦 正 さ ∴ こ y や ぺ 卜 ） 』 d 荘 「 帝 倒 8 沖 料 」 茫 掌 8 ㈱ 仁 ゆ   

望 ． 荷 什 ㌢ 化 8 曲 皿 d 直 8 諭 捏 G ♂ 南 ぐ レ 塑 ゆ 和 訓 「 パ ぐ レ か 0   

粕 汁 ． 「 ≠ 化 ♂ 符 郷 国 脾 詩 碑 疎 密 軌 ヰ 津 ぐ レ 拝 啓 」  8 塑 ゆ 望 ． 『 不 惑 叫  （ 亜 腑 帥 諭 ） 』 符   

紡 ぐ レ バ 直 8 画 捏 G ♂ 剥 ぐ レ 塑 砂 和 訓 「 パ ぐ レ か 0   

図 鮎 ∵ 冨 ‥ － 昂 蔀 柵 仰 望 遜 「 バ 〓 か 娼 由  （ 召 烏 ⊥ ‖ 准 需 淋 州 十 ）   

ひ ¢    
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※ 炒 浣 毎 占 － ○ 訳 茫 ト 8 班 帥 払 勅 封 か 慮 皿 符 ∪ ぐ レ バ 荘 蓋 琴 耳 弾 「 汁 0   

※  砂 浣 汁 G － ○ ㌔ 茫 ト 8 艶 帥 望 討 か 曲 皿 R U ぐ レ バ 斉 憲 琴 耳 弾 r 津 0   

国 鮒 ∽ N ‖ （ 罫 仙 ） － 市 来 叫 和 堂 遜 「 ペ ニ か 植 野  （ 溺 念 ⊥ ‥ 群 雄 尭 法 垂 ）   

国 東 州 竺 ‥ － 昂 蔀 叫 陣 営 遜 「 ペ ニ か 植 野  （ 溺 念 ⊥ ‥ 詫 堆 朱 法 垂 ）   

の ○    



溺 畠 ‥ 「 － 昂 蔀 加 口 ∪ つ べ ． 溢 斜 彗 遜 「 ベ 〓 か 竜 彗 玉 田 輝 ・ 回 輝 せ 堂 遜 番 頭 仲 店 せ 「 汁 〓 什   

細 〓 帥 ヰ 督 0  討 か 〓 再 ． 滴 斜 再 堂 遜 「 ベ 〓 蹄 〓 竜 ノ  d 伸 さ 罷 彗 遜 「 汁 つ 什 細 つ 帥 ヰ   

督 ○  （ 小 さ 座 さ 一 〓 二 ‖ ○ ）  帥 汁 ． 彗 遜 8 却 帖 竜 討 か 叫 再 ． 滴 斜 8 堂 遜 番 頭 伊 砂 昏 べ   

苺 丑 一 ‖ 弾 ≠ 仲 〓 細 ゝ （ 柁 仙 〓 0 」   

∽ ） 堂 遜 却 帖 口 ∪ 〓 ベ    

㊤ 彗 遜 8 潜 紬   

袖 遊 芸 〔 堂 遜 「 汁 「 ノ   

粗 造 澄 － ‖ 再 堂 遜 「 曹 「 ノ   

堂 遜 「 汁 「 ノ 什 印 首 相 「 ノ   

廿 普 か 陪 「 ノ   

瀞 回 哨   

； ＝ A － 票 望   ○ ㌔   

堂 遍 8 海 神 8 妙 音 d 荘 ノ  「 訝 碧 か 狩 ぐ レ 」  （ ∽ ∽ ． ∽ ㌔ ）  望 知 伊 恥 （ ノ  ‖ さ 符  「 堂 遍 「 津 ぐ レ 付   

紐 訝 狩 ぐ レ 」  （ 柏 」 ． 柏 ㌔ ）  望 労 ぐ レ d ぐ レ か 0   

国 鮒 器 ‖ 堂 遜 8 添 細  （ 溺 畠 ‥ 准 需 淋 州 十 ）   

の ー    



頭 金 ‥ 「 茄 淋 剖 正 ′  ≠ 叫 ベ r せ ヰ 〓 抽 小 托 什 癖 C 抽 斗 普 0  （ 一 ‖ こ 〓 ○ ） 」   

（ 一 一 ）  ≠ 硝 ベ 8 崩 藤   

一 ） 藻 淋 訓 辞 ≠ 叫 べ 「 せ ヰ 〓 抽 小 托 什 執 C か 普   

； ＝ 鼻 父 壷   
小 山 執 ［ か   

代 小 か 普 什 「 ノ 沖 一 帖 小 山 藤 〔 か   

叱 小 か 付 か 「 ノ 沖 貯 「 ノ   

代 小 か 普 什 「 ノ 沖 一 帖 巾 u 酪 口 障 「 ノ   

巾 u 熱 〔 釘 「 ノ   

廿 普 か 蹄 「 ノ   

甜 回 琳   

仲 宗 d 芹 ノ 「 化 が か 普 什 ぐ レ ト Y 罷 舟 山 覿 G か 」 （ N P ↓ 芭 什 「 化 が か 什 伊 ぐ レ 沖 村 ぐ ご （ 諾 ． ↓ 芭   

8 塑 ゆ 碧 国 前 掃 d 戦 ぐ レ 0   

斡 鱒 帯 革 写 せ 年  『 淋 壷 咄  （ 且 出 立 ∴ こ y や ↓ 卜 ） 』 d 「 小 山 覿 C か 」  「 化 が か 普 什 ぐ レ 神   

苑 舟 山 執 C か 」  8 塑 砂 望 珊 ♯ ノ  南 ぐ レ 0   

遍 国 営 い 柚 蒲 8 封 滑 空 口 車 か 什 ノ 川 筋 掛 川 骨 相 ぐ エ 抽 化 「 舟 山 執 C か 」 ノ  「 化 が か 普 什 ぐ レ 神   

苑 ふ ∴ 芸 鼎 C か 」  8 塑 ゆ 碧 南 ＜ 河 戸  「 舟 山 覿 C 抒 〓 」  8 塑 示 亘 東 ＜ 抒 か 惑 丑 望 ㊥ 示 さ   

か
0   

図 仙 川 監 ‖ 茄 淋 訓 辞 ≠ 叫 べ 「 せ ヰ つ 抽 小 柁 什 執 C か 菅 （ 刃 金 ‥ 雅 苔 淋 州 十 ）   
0 ∽ 率   山 ○ ㌔   付 ∽ ポ   N O 辞   一 ∽ ㌔   一 〇 ㌔   

の
N    



国 帥 ∵ 冨 ‥ 藻 淋 剖 荘 ≠ 叫 バ 「 せ ヰ 〓 帥 小 托 什 執 C か 菅  （ 溺 畠 ‥ 包 囲 曽 伊 神 苅 8 劉 滑 空 ）   

澗 帥 昂 口 川 筋 伊 亡 （ N 冨 土  g ポ   

淋 重 砲 （ 劃 卸 覚 u J 「 愴 ヽ 卜 ）   

（ 冨 一 ）
  

淋 直 面 （ 不 対 覚 、 ∧ － 丁 や ヽ 卜 ）   

（ 望 コ ）
  

□ 諌 冨 口 川 前 伊 亡 （ 一 会 」 ）   

耳 轟 和 （ 咄 淋 世 事 ） （ N 冨 N ）   

図 軋 ∵ 器 ‥ 茄 淋 剥 荘 ≠ 叫 バ 「 せ ヰ つ 仲 小 托 什 覿 G か 菅  （ 頭 蓋 ‥ 詳 光 栄 詩 聖 ）   

川 前 障 「 （ ご 一 ）  g ポ   

砂 蕩 （ 会 霊 ）   

巾 8 存 （ 志 望   

砂 扇 （ 会 霊 ）   
○ 求   

○ 求   一 〇 ㌔   N O ㌔   

ロ 小 山 熱 ［ か   

現 代 小 か 什 か 「 ノ 神 前 「 ノ   

田 舟 山 科 〔 陪 「 ノ   

臼 滑 回 哺   

ロ 小 山 熱 ［ か   

田 代 小 か 什 か 「 ノ 神 前 「 ノ   

ロ 小 山 蒔 〔 障 「 ノ   

日 清 回 哨   

一 〇 ポ   N O ま   0 0 辞   阜 ○ ポ   ∽ ○ 訳   の ○ ポ   】 ○ 訳   0 0 ○ ボ   り ○ ㌔  一 〇 〇 ㌔   

山 ○ 求   阜 ○ ポ   ∽ ○ ま   の ○ ポ   

の ∽    

田 代 小 か 普 什 「 ノ 押 一 帖 小 山 碑 〔 か   

田 代 小 か 普 什 「 ノ 沖 一 帖 小 山 熱 〔 陪 「 ノ   

回 廿 亘 ふ ぬ 亡   

巴 化 小 か 普 什 「 ノ 沖 一 帖 小 山 蒔 ［ か   

田 代 小 か 普 什 「 ノ 沖 一 帖 小 山 熱 〔 陪 「 ノ   

回 古 学 か 陪 「 ノ   

】 ○ ポ   0 0 ○ 誤   り ○ ま  一 〇 〇 ま   



溺 ∴ 岩 ‥ 「 茄 淋 剖 d ≠ 叫 バ 仲 苛 蹄 U バ 〓 バ ． 卸 一 ‖ 蹄 か 〓 什 ． 国 か ‖ 什 再 互 d ヰ 菅 ． （ ？ U 押 d   

一 ‖ ○ ） 」
  

N ） 藻 淋 剖 d ≠ 叫 バ 和 識 U バ 〓 バ ． 卸 一 ‖ 蹄 か ‖ 什 ． 国 か 〓 什   

国 帥 笥 ‖ 茄 淋 剖 d ≠ 加 バ 仲 罰 U バ 〓 バ ． 洲 一 ‖ 鈴 か 〓 什 ′  固 か 〓 什  （ 溺 g ‥ 慨 需 腑 聖 ）   

； ＝ ふ － 票 望   

堺 録 寺 前 亜 覚 障 「 ノ 前 代 ． ≠ 化 か 観   

相 伸 一 〓 誹 ぎ か 猷 罫 覚 陪 「 ノ ‖ 什    

料 師 話 頭 ヰ 陥 藩 ． 猷 罫 〔 J 「 ノ バ 簿 師   

ヰ 昏 倒 皿 粁 ≠ 彗 間 「 ノ 〓 け 河 化 ′    

入 代 － 汁 － d 8 前 世 〔 欄 皿 取 付 〓 什   

苅 側 「 ヰ 斗 ト ヾ 喋 沖 ． 辛 醍 並 等 前 代 ≠ 化 か   

淋 ぎ d 8 草 江 一 〓 塑 ヰ か 国 論 現 前 「 ノ ‖ 什   

柵 － ワ 「 バ ≠ 化 か 禦 堅 抽   

ヰ か ぎ か 茹 笥 戦 前 「 ノ ‖ 什   

「 ノ 鴫 什 「 ノ u 什 叫 口 ≠ 化 か 問   

罪 苧 J バ （ ぎ か ＞ 莞 「 ノ 曹 「 ノ ‖ 什   

≠ 叫 バ 帯 蘇 琳 覚 冷 伸 べ ベ 什   

替 二 砂 神 前 「 ノ ‖ 什   

甜 皿 坤 現 計 托 小 岬 J （ ぎ か   

前 ヰ 霹 静 観 針 「 ノ ‖ 什   

包 囲 8 ＞ 彗 ≠ 化 か 淋 ぎ 桝   

帥 苧 「 ノ 皿 d 智 バ （ ぎ 障 「 ノ 〓 什   

培 淋 諦 醇 ヰ 培 淋 露 悪 口 ≠ 化 か 渥 ぎ ー 〓   

茸 「 バ 8 描 潤 覚 伊 叫 〔 針 「 ノ ‖ 什   

昂 「 ノ 砧 ニ ヰ 如 赫 「 8 叫 苧 障 「 ノ   

什 ‖ 小 彗 間 （ ∵ ≠ 叱 正 亘 還 既 刊 8   

薄 柵 口 伊 古 村 「 ノ 苧 、 P 河 針 ‖ 什   

巾 8 存   

耳 口 前 「 ノ   

滑 回 哨   

妙 音 d 宗 一 「 鳳 癒 芸 票 讐 や 硲 藤 一 崗 罫 符 ∪ ぐ レ バ 霜 帥 せ 落 潮 皿 訂 冊 碧 ㊥ ぐ レ 日 付 狩 化 一   

よ 代 － 辻 － d 8 萌 攣 符 割 皿 野 村 日 付 」  （ ∽ P ひ ㌔ ） 望 如 ♂ 恥 （ 一 日 さ 符 「 昂 ぐ レ 跡 8 せ 知 歯   

〔 8 咄 曽 狩 丁 作 目 ふ 亘 応 （ 一 斗 化 伊 碧 昌 判 8 落 城 符 討 計 狩 ぐ 宣 ご r 語 対 日 什 」  （ ∽ ド 0 0 〈 芭   

什 「 柵 」 r 「 パ 叫 化 伊 禅 師 罷 ヰ 即 さ か 曲 認 碧 狩 ぐ レ 日 付 」 （ ∽ － 、 ． ひ 芭 払 功 国 前 輪 d 斉 ぐ レ d ぐ レ か 0   

遍 国 営 か 糾 薙 8 劉 滑 空 符 甘 か 什 一 糾 騎 望 せ 狩 ぐ エ 抽 化 「 ぐ レ 叫 什 ぐ レ 山 什 叫 符 叫 化 伊 弾 韻 曽   

J パ （ さ か ＞ 望 ぐ レ 狩 ぐ レ 日 付 」  8 撃 砕 望 訓 （ 狩 か 惑 丑 望 由 占 一 義 蕾  「 糾 薙 狩 「 」  符 訪 ぐ レ   

バ 恵 〓 こ 翠 許 （ 8 塑 ゆ 和 訓 「 パ ぐ レ か 0   

○ 求    ∽ ㌔   一 〇 ポ  一 ∽ 辞   N O ポ   N ∽ ま   ∽ ○ 辞   u ∽ 辞   A O ポ   ム ∽ 辞   

の A    
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※  仲 浣 汁 G 岩 ㌔ 茫 ト 8 難 帥 碧 討 か 曲 皿 符 ∪ ぐ レ バ 斉 憲 撃 耳 禅 「 津 ○   

※ ゆ 寄 汁 G 三 選 蜃 ↑ 白 光 軸 塗 料 か 曲 ． 皿 R U ぐ レ バ 斉 憲 畢 耳 禅 「 津 ○   

図 ≠ ∵ 冨 ‖ （ 罫 仙 ） 茄 淋 剖 d ≠ 叫 バ 伸 罰 ∪ バ 〓 バ ． 飾 一 r t 蹄 か 〓 什 ． 国 か ‖ 什   

（ 溺 ∽ ロ ‖ 画 題 督 伊 糾 蒲 8 封 滑 望 ）   

国 鮒 冨 ‥ 茄 減 却 d ≠ 甜 バ 伸 識 ∪ ペ ニ バ ． 卸 口 紆 か 〓 什 ． 固 か ‖ 什   

（ 溺 g ‥ 包 囲 督 伊 糾 苅 8 封 滑 空 ）   

の ひ    



N ． N  l 号 即 畔 蔀 淋 曲   

選 一 の ‥ 「 Ⅲ 茄 一 計 ≠ 仙 ㌢ 伸 諸 学 ∪ バ 伊 中 神 か ＞ 一 陣 〓 帥 ヰ 菅 ○  （ 討 バ 荘 叩 か 伊 8 ヰ ス バ ロ ○ ） 」   

（ 一 ）  ≠ 化 伊 什 灘 添 台 東 法   

一 ） ≠ 加 バ ロ 茸 ヰ か 包 囲 8 糾 蒲   

甲 郭 芳 口 苗 汚 通 説 §    

津 耕 一 〓 諸 学 J バ か か 沖 か   

凋 帥 昂 か 「 （ 再 適 例 8 東    

■ 〓 再 革 袴 ゆ 朋 8 津 薪 〔   

諸 学 J バ か か 沖 か   

甲 空 室 H ご 罠 料   

誠 一 ヰ か ぎ か   

汁 ゝ ㌧ 哲 ゝ ・ 漂 ＞ 覚 「 ′ か   

凋 沖 昂 か 「 （ 再 遜 ≠ 白    

霜 口 再 ≠ 化 か 冊 甜 【 ヰ か   

ぎ か 汁 ゝ ・ 皆 ＞ ・ 漂 卜 覚 「 ′ か   

「 ノ ヰ ぎ か 陪 「 ′   

砂 浣 d 荘 一 「 頴 帥 昂 伊 「 （ 荘 遍 倒 8 零 符 荘 ぎ 治 凍 亜 8 薔 淋 符 韻 普 ∪ パ 伊 p 沖 か 」   

（ 会 ． づ ざ ）  什  「 漉 帥 昂 伊 「 （ 荘 適 例 8 零 符 荘 項 化 伊 桝 謎 耳 小 さ か 釦 ＞ ・ 醤 ＞ ・ 漂 ＞ 碧   

ぐ レ か 」  （ 会 ． の 芭  望 ノ  苅 耗 刃 彗 ゆ d 再 訂 戦 ぐ √   

国 訓 一 ≡ ‥ ≠ 瑚 バ ロ 茸 ヰ か 包 囲 8 糾 薙 （ 選 一 の ‥ 価 需 淋 半 ）    

； ＝ A － 更 ヨ   

○ ㌔    u 宗   一 〇 ㌔  一 切 辞   N O ㌔   N u ㌔   0 0 求   山 肌 辞   与 ○ ポ   ー ∽ ㌔   ∽ ○ 辞   

の の    



； ＝ ふ 一 三 3   

澗 帥 畢 ‖ 川 前 計 ニ   

口 碑 冨 口 川 前 計 ニ    

粕 汁 ノ  溺 － の 8 国 柄 和 則 百 ノ  執 感 応 岩 芯 □ 封 馨 什 「 パ 鎚 糾 「 パ ぐ レ か ノ  「 遍 圃 管 か 抽 騎 8 劉   

滑 空 」  8 同 吟 桝 扁 熟 「 汁 O   

「 包 囲 普 か 抽 駆 8 劉 滑 空 」  8 岡 持 荘 ノ  「 Ⅱ 轟 苫 符 抽 駆 討 で ご ／  「 滑 沙 昂 符 囲 騎 討 で ご ノ  「 袖 幕   

蹄 「 」 ノ  「 舟 8 直 」  8 A J R 吟 遊 「 パ ぐ レ か ○   

∽ J 8 吟 源 8 加 納 此 沖 寺 荘 茫 J 8 什 訪 G d 討 戸 沖 寺 望 対 輝 討 か 亜 ゆ 荘 ノ ヰ ス パ 8 沖 寺 和 衷   

汁 「 パ ぐ レ か 亜 砂 符 餌 此 什 「 パ ぐ レ か ○   

b ）  「 源 帥 昂 百 抽 癒 蒜 占 」    

【 野 寺 こ  「 瀬 帥 昂 ♂ 「 ＜ 串 寧 朝 8 霧 符 斉 田 衿 砥 堀 白 油 添 盲 由 尋 J パ ふ ふ 丸 ふ 」 ノ  「 瀬 帥   

昂 ♂ 「 ＜ 荘 適 切 8 罪 符 荘 ≠ 化 ♂ 弾 識 耳 か き か 対 ＞ ・ 皆 ＞ ・ 頭 ＞ 望 ぐ レ か 」  8   

ぐ レ 鳴 き 普 桝 轍 芳 「 パ ぐ レ か ○    

【 沖 苓 N 】 「 Ⅱ 轟 苫 符 ぎ 冷 凍 亜 8 泊 蘇 符 韻 普 J パ ♂ か 沖 か 」 ノ  「 Ⅱ 轟 苫 符 ≠ 化 ♂ 桝 識 耳 か   

き か 対 ＞ ・ 皆 ＞ ・ 頭 ＞ 望 ぐ レ か 」  8 ぐ レ 鳴 き ♂ 傭 芳 「 パ ぐ レ 蹄 ぐ √   

a ）  「 Ⅱ 誠 痩 買 〓 卿 師 和 夫 」    

【 神 事 こ 「 Ⅱ 轟 苫 符 ぎ 撞 砲 術 8 溶 溶 符 謎 普 J パ ♂ p 沖 か 」 ノ  「 Ⅱ 轟 苫 符 ≠ 化 ♂ 桝 韻 耳 か   

き か 対 ＞ ・ 皆 ＞ ・ 頭 ＞ 望 ぐ レ か 」  8 ぐ レ 戦 き 普 弾 憧 芳 「 パ ぐ レ か 0   

d ）  「 舟 8 直 」    

【 沖 章 二 】  溺 － N 望 浦 回 哨 d 討 か ○   

C ）  「 粗 筋 狩 「 」    

【 沖 寺 こ  「 ぐ レ 戦 き ♂ 蹄 ぐ ご  桝 観 芳 「 パ ぐ レ か ○   

川 前 陪 「   

P 0 0 ま   

国 鮎 一 〇 一 ‥ 謹 選 督 小 8 柚 繭 白 血 痕  （ 選 一 の 8 回 聯 h 亡 冷 涼 ）   

一 P 0 0 求   N P 0 0 辞   ひ P 0 0 ま   ∽ P 0 0 ま     ム P 0 0 求   

の 」    

の P 0 0 ま   」 P 0 0 求   



選 一 0 0  （ 四 海 ） ‥ 「 謝 堆 8 東 洋  （ 一 ∪ 一 ‖ ○ ） 」   

選 一 0 0  （ 衿 詣 ） ‥ 「 梨 郷 8 東 洋  （ 一 〓 こ ‖ ○ ） 」   

N ） 蔀 弼 咄 8 聖 油 壷 法   

； ＝ ふ － 三 ゴ   

鮮 城 「 バ 「 ノ か （ u 、 丁 愴 ヽ ト ∴   

叫 寄 ・ ⇒ 謳 寄 耕 せ 再 叫 鮎 軒 「 ノ ）   

詳 地 「 バ 「 ノ か （ u 、 丁 愴 ヽ 卜 托 現   

瑚 辛 ∴ 芝 鱒 芽 淋 せ ）    

常 並 「 バ 「 ノ か （ ヽ 〈 － 丁 愴 ヽ 卜 ．   

句 、 丁 ヽ 〈 ヽ 丁 朋 ）   

茫 剖 露 洋 紙 「 バ 「 ノ 拝 観 ．   

渇 科 再 栄 城 「 バ 「 ノ 前 「 ノ    

〓 ぎ 叫 d ■ ‖ 諜 址 「 汁 ‖ 什 覚 曹 「 ノ   

滑 回 哨   

； ＝ 】 一 讐 主   

幹 地 「 バ 「 ノ か （ u 、 丁 愴 ヽ ト ∴   

瑚 寄 － ⇒ 舗 寄 耕 せ 再 叫 鮎 障 「 ノ ）   

辞 城 「 バ 「 ノ か （ u 、 丁 愴 ヽ 卜 托 党   

側 辛 ・ ⇒ 粥 寄 淋 せ ）    

詳 城 「 バ 「 ノ か （ ヽ 〈 － 丁 愴 ヽ 卜 ．   

句 、 丁 ヽ 〈 ヽ 丁 朋 ）   

茫 剖 再 詳 城 「 バ 「 ノ 拝 観 ．   

漣 耐 再 津 城 「 バ 「 ノ 釘 「 ノ    

〓 ぎ 鮎 d 一 ‖ 詳 城 「 汁 ‖ 什 篭 障 「 ノ   

瀞 回 哺   

砂 浣 d 荘 ／ 衿 謹 荘 「 染 渡 「 パ ぐ レ か （ 〕 旨 や 斗 ト ∴ 瑚 稟 ・ ⇒ 聯 芽 鵜 椙 年 押 印 貯 ； 」 （ 諾 ． ひ 芭   

碧 苅 什 ㌢ 化 弾 Ⅱ ＄ パ 訪 G ． 控 誕 荘  「 染 液 〓 ＼ パ 〓 摘  （ 、 パ ー 丁 や 斗 卜 ． ¶ 旨 土 工 丁 亜 ） 」   

（ ∽ の ． 〇 ㌔ ）  認 知 ♂ ㊥ （ ． 「 宍 剖 荘 斡 球 「 パ ぐ レ 符 碧 ． 蓮 斜 荘 難 球 「 パ ぐ レ 蹄 ぐ と  （ ∽ － 一 － ㌔ ）   

望 労 ぐ レ d ぐ レ か ○   
図 帥 一 己 ‥ 宗 純 咄 8 許 油 壷 法  （ 選 一 0 0 ‥ 雅 需 沖 洲 十 ）   

図 帥 一 冠 ‥ 重 野 讐 孟 蒜 墓 誌  （ 選 一 0 0 ‥ 堰 賞 牌 聖 ）   

○ 宗   一 〇 ㌔   N O ボ   U O ㌔   阜 ○ 求   u O ま   の ○ ま   」 ○ ボ   ∞ ○ ㌔   り ○ ま  一 〇 〇 ㌔   

一 〇 ㌔    一 切 ㌔    N O ボ    N u ま   u
ボ
  

の ∞    

0 0 辞    O u ㌔   



； ＝ 鼻 管 玉   

淋 畜 叫 （ 劃 卸 覚 U J T 愴 ヽ ト ）   

淋 重 砲 （ 耳 拙 宅 、 ∧ － 丁 喩 ヽ ト ）   

不 審 叫 （ 咄 淋 出 廿 却 ）   

巾 8 存   

d ）  「 舟 8 産 」   

【 淋 寺 ⊥ 】  溺 － ∞ ロ バ 衿 謹 ノ  凄 艶 8 ぐ レ 璃 さ 普 ノ  川 津 斉 劃 糾 碧 浦 回 哨 d 討 か ○   

b ）  「 淋 壷 坤  （ 巧 拙 望 ＼ パ ー T u ヽ 卜 ） 」   

【 油 壷 こ 】 溺 － ∞ ロ バ 治 潜 ノ 砧 詣 8 ぐ レ 璃 さ 普 碧 「 染 渡 「 パ ぐ レ か （ ソ テ で こ ∴ 加 東 ・   

⇒ 湖 芽 湘 せ 卒 砂 州 沖 ； 」 抑 神 前 「 染 渡 「 パ ぐ レ か （ ｝ き u ヽ 卜 筏 望 咄 奏 ・   

⇒ 副 菜 湘 せ ）  禅 侮 芳 「 パ ぐ レ か ○   

【 沖 寺 N 】 衿 潜 ノ 砧 謹 8 ぐ レ 残 さ 普 碧 「 染 渡 「 パ ぐ レ か  （ ＼ パ ー T u ヽ ト r ‥ 「 〒 ＞ ⊥   

丁 礪 ） 」  禅 轍 芳 「 パ ぐ レ か ○   

C ）  「 不 惑 唖   

【 空 、 〓 】   

a ）  「 糖 蜜 坤  （ 劉 哲 竿 ご ミ ュ 示 ） 」    

【 淋 薫 こ 】 溺 － ∞ ロ バ 冷 涼 ノ 砧 潜 8 ぐ レ 璃 さ 伊 彗 「 染 渡 「 パ ぐ レ か （ ソ テ で こ r 加 東 ・   

⇒ 郷 芽 湘 せ 年 押 印 貯 ； 」 粕 汁 茹 「 染 渡 「 パ ぐ レ か （ ｝ き や ヽ 卜 筏 彗 咄 奏 ・   

⇒ 副 菜 湘 せ ）  禅 観 芳 「 パ ぐ レ か ○   

川 津 ノ  溺 － ∞ 8 回 明 和 袖 口 ノ  執 議 轍 8 u ロ ン 署 什 「 パ 難 鞘 「 パ ぐ レ か ノ  「 染 渡 素 麺 垂 」   

8 閑 吟 禅 高 熱 「 津 O   

「 染 渡 尭 虫 垂 」  8 閑 吟 斉 ノ  「 淋 重 商  （ 劉 9 竿 ご ミ ニ J ） 」 ノ  「 米 審 叫  （ 巧 拙 望 ＼ バ ー T u   

ヽ 卜 ） 」 ノ  「 不 惑 坤  （ 咄 湘 帥 寄 ） 」 ノ  「 舟 8 春 」  8 企 J 符 抄 源 「 パ ぐ レ か 0   

∽ J 8 閑 吟 8 加 料 此 沖 寺 荘 宍 ↓ 8 什 訪 ロ d 討 ロ ノ  沖 寺 碧 轟 弊 討 か 亜 砂 斉 ノ  ヰ ス パ 8 沖 宇   

和 義 津 「 パ ぐ レ か 茹 ゆ 符 加 料 此 什 「 パ ぐ レ か ○   

国 訓 一 芸 ‥ 蔀 弼 曲 8 詫 漉 尭 法  （ 溺 一 0 0 8 回 聯 汁 ⊂ 吟 塘 ）   

（ 亜 湘 帥 苛 ） 」   

溺 － ∞ 符 パ 衿 謹 ノ  砧 謹 8 ぐ レ 璃 さ 普 碧 「 文 部 斉 弊 球 「 パ ぐ レ 津 望 ノ  茄 副 荘   

染 渡 「 パ ； 沖 ； 」  抑 符 鼓  「 H さ 押 d 符 染 渡 「 神 目 什 碧 貯 ぐ と  禅 繭 芳 「 パ   

ぐ レ か ○   

○ ポ   ∽ ポ   一 〇 宗   一 ∽ ポ    N O ポ   

の ∽    

N ∽ 辞    u O ポ   ー ○ ポ   ー ∽ ポ   



選 一 A ‥ 「 欄 P ≠ 化 伊 竜 杜 仲 バ 〓 か 団 円 ′ ≠ 化 伊 什 － 芯 一 ‖ 鮎 り ヨ 璧 苧 芸 完 議 ＜ 伊 〓 d ヰ 曽 O 」   

∽ ） ≠ 化 伊 什 砧 〓 ヰ 昂 溺   

； ＝ A 一 〇 ∽ 巴   

○ ポ   

治 謹 望 叫 化 ♂ 什 巌 代 ヰ 昂 溺 符 ∪ ぐ レ バ ノ 妙 音 d 荘 こ 昂 溺 」 （ 当 ． 」 や 巴 ノ 「 竺 昂 溺 」 （ － 」 ． 」 や 巴   

望 戦 ぐ √  穎 斡 側 近 伽 蔀 湘 軸  （ P － 色  付 芹 苅 「 パ ♂ ノ  汁 帥 荘 甘 か き 沖 ぐ √   

〓 き 禅 斡 嘩 末 発 翌 口 車 か 什 ノ  衿 謹 望 叫 化 ♂ 什 巌 H ヰ 昂 溺 8 如 ぐ レ 回 哨 軸 荘 『 米 審 叫 （ 劃   

糾 ヰ 〔 こ y や ヽ ト ） 』 8 対 ロ 戦 （ ノ 悔 符 『 不 惑 碑  （ 咄 鵜 匪 寄 ） 』 や 叫 望 叫 化 ♂ 付 置 代 ヰ 昂   

溺 望 貯 ぐ レ 回 哨 軸 望 ㊥ ぐ レ 惑 丑 望 討 G ノ  「 ○ 昂 溺 」  什  ご 昂 溺 」  d 空 運 料 酪 克 蒜 0   

‖ 8 蚕 豆 荘 穎 誇 哺 適 伽 8 蔀 湘 軸 符 沖 跡 d 討 か 望 ノ 穎 誇 憎 適 伽 8 蔀 謳 軸 茫 卜 符 斡 堆 朱 詳   

符 汁 か 帥 脚 彗 汁 仰 ぐ レ 〇   

四 誕 望 叫 化 伊 什 転 丹 ヰ 昂 溺 符 ∪ ぐ レ バ ノ 砂 浣 d 荘 「 竺 昂 琵 」 （ 崇 ． ひ ㌔ ） ノ 「 ひ 昂 溺 」 （ － 甲 虫 ま ） ノ   

「 」 昂 溺 」  （ － 0 0 ． 箪 訳 ）  望 恥 （ ノ  ひ ～ 」 昂 溺 d 妙 音 8 き 雷 ㌔ 禅 Ⅱ 掛 か 0  洲 誇 憎 適 曲 蔀 湖 軸   

（ P － 巴  什 芹 丼 ヰ か 什 ノ ー 帖 昂 溺 茫 ト 8 彗 ゆ 望 汁 粛 符 南 （ 狩 J パ ぐ レ か O   

ぃ き 禅 染 渡 上 汁 発 営 口 甘 か 什 ノ  『 淋 壷 叫  （ 劉 中 耳 ご こ 二 王 ） 』 d 荘 ノ 硯 謹 望 叫 化 ♂ 什 巌   

巨 ⊥ ⊥ 壬 ≡ れ 汁 ± 亘 ≡ － ． ト 丁 三 ＝ 〓 ご 丁 ご こ 軍 丁 淳 樟 一 丁 － ′ 、 し ト 、 、 ‥ h ． 圧 一 】 ∵ け ↓ ． ： け 庭 卜 ． 」 コ ≡ 幸 学 ぎ ∵ 三   

羽 聴 覚 戦 （ ノ  徹 宵  『 不 惑 叫  （ 亜 難 曲 読 ） 』 や 糾 彗 叫 化 ♂ 付 置 H ヰ 虚 頭 重 茄 モ 孟 芸 事 蒜   

か
0    

国 訓 一 房 ‥ ≠ 化 ♂ 作 品 h ヰ 鹿 痙  （ 選 一 A （ 衿 津 ） ‥ 誰 某 蕪 雑 望 ）   

」 ○    



※ 雑 溺 荘 昂 溺 弾 8 敏 和 溺 u パ ぐ レ か ○   

仲 薪 （ 吉 山 ∽ ）   

淋 壷 叫 （ 劃 卸 慧    

u 享 愴 ヽ ト ） （ 阜 阜 N ）   

淋 重 砲 （ 不 対 鷲   

、 ∧ － 丁 や ヽ ト ） （ 一 望 ∽ ）   

車 重 叫 （ 側 淋 酔 顔 ）   

（ 一 霊 堂   

巾 8 存 （ ∽ 遼 ）   

図 飾 一 冨 ‥ ≠ 化 伊 什 砧 〓 ヰ 昂 溺  （ 溺 一 A （ 衿 淫 ） ‥ 発 光 先 発 望 ）   

○ 辞    一 〇 ㌔   

．   

ロ ○ 罫 召  口 一 罫 召  m 岩 界 面 二 讐 意 表 】  甲 芸 器 』  白 雲 彗 讐 ㌣ 什  自 壷 回 晒    

N O ポ    U O 辞    阜 ○ ㌔    ∽ ○ ポ    の ○ ま   

」 －
   

り ○ 辞   一 〇 〇 ポ   



□ N 昂 国 定 J   

竺 義 盛    

※ 難 溺 荘 昂 国 粋 8 単 禅 溺 u パ ぐ レ か 0   

； ＝ ム ー 巳 垂   

一 〇 ㌔   ∽ 辞   ○ ㌔   
図 鮎 一 志 ‥ ≠ 化 伊 什 鮎 〓 ヰ 忠 盛  （ 選 一 A （ ゆ 滞 ） ‥ 詫 址 葉 発 望 ）   

○ 辞    一 〇 辞    N O ㌔    0 0 ㌔   － ○ ㌔    ∽ ○ ㌔    の ○ ㌔    」 ○ ㌔    か ○ ㌔   

国 鮎 一 弓 ‥ ≠ 化 伊 什 鮎 〓 ヰ 東 面  （ 選 一 A （ ゆ 謡 ） ‥ 慨 需 淋 竿 ）   

崇 孟 遠   

望 孟 壷   
」
N    

田 － 昂 召   

竺 義 盛   

臼 ∽ 昂 頭    田 の 昂 頭   

■ 一 〇 昂 国 交 ト ロ 譜 回 琳   
rV
 

U■
l 
 

i芦
  



選 一 ？ 「 ≠ 化 ♂ 什 8 紗 那 竜 和 〔 バ 〓 か 什 紬 〓 抽 斗 替 ○  （ 一 ∪ 一 ‖ ○ ） 」   

A ）  ≠ 化 伊 什 8 紗 那   

砂 寄 （ 合 ミ ）   

沖 重 砲 （ 剖 卸 b 〈    

u 宇 愴 ヽ 卜 ） （ 景 【 巴   

淋 壷 仲 （ 不 対 篭   

、 ｛ － 丁 愴 ヽ ト ） （ 一 山 一 ご   

耳 壷 仲 （ 祁 淋 伸 品 ）   

（ 〓
O u
）
  

巾 8 詩 （ 諾 ひ ）   

仲 浣 d 元 一 「 霹 苑 如 ロ バ ぐ レ か 」  （ S ． 晦 ざ ）  認 知 伊 戦 ぐ レ 0  「 細 長 「 つ 〇 撫 」  （ N 0 0 ． づ ざ ）  什 ゆ 計   

ヰ 、 ∵ け ソ 三 － こ ． 二 ‥ 千 言 ～ 」 亡 ∵ ． ． ∩ ∵ ＼ ∵ け 踪 「 ． ． ． ∩ ∵ ＼ ∵  ⊥ ト  「 仁 ∵ ． ． ∩ ∵ 、 ∴ 二 “ － － ‥ ご 七 ■ ＝ ハ ト   

什 化 帥 J パ ぐ レ か 0   

‖ き 禅 津 城 葉 発 彗 符 甘 か 什 ノ  『 油 壷 叫  （ 劃 山 忘 ∴ こ y や ヽ ト ） 』 d 宗 一 「 如 ロ バ ぐ ノ 蹄 ぐ ご   

碧 N 」 ． き 蒜 走 覿 謹 園 （ 一 ≠ 化 伊 8 妙 謝 望 如 ロ バ ぐ レ 蹄 ぐ レ 什 執 C か 国 柄 触 覚 せ せ 戦 ぐ レ 0   

国 帥 一 一 ヲ ≠ 化 伊 什 8 砂 誹 （ 選 一 ？ 瀞 芯 妄 誌 垣 ）   

○ ㌔   一 〇 ㌔   付 ○ ㌔   山 ○ ㌔   － ○ 辞   ひ ○ ㌔   の ○ ま   」 ○ 辞   

国 訓 一 志 ‥ ≠ 化 伊 什 8 紗 那 （ 選 一 ？ 唯 需 淋 竿 ）   

田 和 亡 バ 「 ノ か   日 南 両 種 亡 バ 「 ノ か   田 印 〔 バ 「 ノ 陪 「 ノ   団 滑 回 砺   

」 ∽    

0 0 ○ 辞   ∽ ○ 辞  一 〇 〇 ポ   



溺 N N ‥ 「 討 鈴 拝 辞 ． ≠ 化 伊 和 叫 パ パ つ か 満 耐 8 肝 鋪 一 ‖ 穎 印 「 ペ ニ 帥 ヰ 曽 ○  （ 一 ‖ こ ‖ ○ ） 」   

； ＝ A － ○ ミ 】   

封 印 「 パ 「 ノ か   

化 か か 普 什 「 ノ 神 苑   

封 印 「 バ 「 ノ か    

化 か か 什 か 「 ノ 神 前 「 ノ   

化 か か 普 什 〓 神 苑    

封 印 「 バ 〓 障 「 ノ   

封 印 「 バ 「 ノ 障 「 ノ   

灘 朝 拓 仰   

； ＝ ㌢ ∽ ∽ 巴   

図 譲 印 「 バ 「 ノ か   

田 代 か か 付 か 「 ノ 神 前 「 ノ   

国 封 印 「 バ 「 ノ 障 「 ノ   

≠ 叫 ベ ロ ∪ つ バ 白 帥 迦 高 点 丸 山   

≠ 叫 バ 肝 輔 8 淡 細 論   

砂 萌 d 荘 ． 「 化 小 爪 曽 什 ぐ レ 神 苑 蔀 釦 「 パ ぐ レ か 」  （ 舎 ． 0 0 ㌔ ）  望 如 伊 戦 ぐ レ 0  「 義 和 「 パ ぐ レ か 」   

（ 当 ． ひ ㌔ ） 望 H き 符 労 ぐ レ d 訪 戸  蕃 ヨ ㌔ 8 回 哨 触 覚 諒 釦 什 回 哨 「 パ ぐ レ か 0 － 叫 d 義 和   

「 パ ぐ レ 狩 ぐ レ 什 ヰ か 回 僻 地 伊 － ひ ㌔ 茫 卜 前 輪 割 前 「 パ ぐ レ か 0   

到 達 半 固 什 8 語 簸 d 元 ． 市 符 帥 荘 留 伊 き 村 営 J 津 0   

米 韓 憎 適 酢 蔀 副 軸 （ P － ゴ  什 芹 澤 ヰ か 什 ． 「 義 和 「 パ 士 ふ 」  什  「 作 画 小 菅 什 ぐ レ 神 苑 義   

和 「 パ ぐ レ か 」  8 塑 ゆ 碧 琳 ≠ d 荘 伊 か 碧 ノ  南 （ 狩 J パ ぐ レ か 8   

〓 き 和 瓦 雷 管 巾 8 糾 薙 8 劉 滑 空 符 留 か 什 ノ  『 Ⅱ 碑 苫 符 柚 繭 討 6 』 慧 ． 市 符  「 義 和 「 パ   

ぐ レ か 」  什 ぐ レ 山 国 哨 望 戦 ぐ √  － 溺 d ノ  『 神 蘇 狩 「 』 d 斉  「 義 和 「 パ ぐ レ か 」  8 回 哨 荘 市 符   

号 抒 ＜ ． ト 溺 d 蔀 釦 「 パ ぐ レ 抒 ぐ レ 什 ぐ レ 山 国 哨 望 g ㌔ 監 卜 弾 Ⅱ 浮 か 0 遍 圏 普 か 袖 幕 酔 柚 耳   

パ ぐ レ 抒 ぐ レ 倖 硝 百 計 ぐ レ バ 諒 釦 覿 8 南 ぐ レ 〓 什 望 小 菅 望 N か 0   

国 帥 一 一 N ‥ ≠ 叫 バ 肝 鋪 8 謝 細 論  （ 割 遊 撃 固 8 催 苔 耕 半 ）   

国 鮒 一 〓 ‥ ≠ 叫 バ 帰 館 8 謝 細 論  （ 溺 N N ‥ 催 需 耕 半 ）   

∽ 辞   一 〇 ポ   一 ∽ ㌔    N O ポ    N ∽ 辞    0 0 ボ    0 Ⅵ ボ   

日 代 か か 苧 什 「 ′ 沖 一 帖 封 印 「 バ 「 ノ か   

田 代 か か 学 什 「 ′ 沖 一 帖 封 印 「 バ 「 ノ 針 「 ノ   

ロ 滑 回 粥   

」 A    

与 ○ ボ    ー ∽ ポ   



淵 帥 昂 口 川 前 伊 亡 （ N O ∽ 巴   

Ⅲ 避 雷 〔 川 前 伊 亡 （ 一 N 一 〇 ）    

川 前 ぬ 「 （ 会 堂   

回 訓 〓 】 ‥ ≠ 加 べ 肝 鋪 8 誠 細 細  （ 溺 N N ‥ 包 囲 普 伊 8 神 前 8 封 滑 空 ）   

仲 蔀 （ 今 ロ ミ ）   

巾 8 吉 （ 一 〇 ）   
口 説 知 「 バ 「 ノ か   

田 代 小 か 付 か 「 一 汁 前 「 一   

口 謝 知 「 バ 「 一 軒 「 ノ   

○ ま   一 〇 訳   N O 訳   0 0 訳   ヰ ○ 辞   ∽ ○ ま   の ○ ま   

」 ひ    

田 作 劇 か 普 什 「 一 汁 一 帖 譲 印 「 バ 「 ノ か   

日 代 小 か 普 什 「 一 汁 詫 謝 知 「 バ 「 一 針 「 一   

日 滑 回 哨   
｝ ○ ま    わ ○ 辞   ¢ ○ ㌔
 一 〇 〇 ボ   



図 帥 〓 ひ ‥ 項 咄 パ d 泄 「 咄 什 汁 槻 咄 8 化 直 か 桝 覿 G か 普  （ 溺 N ∽ ‥ 遍 国 営 か 柚 蒲 8 劉 滑 空 ）   

溺 N ］ ‥ 「 ≠ 叫 バ 和 「 バ 〓 バ ． 減 「 仙 什 汁 柑 仙 8 化 小 伊 和 親 C か 〓 什 竜 倒 〓 d ヰ 督 0  （ 一 〓 こ ‖   

○ ） 」   

N ）  ≠ 叫 バ 8 泄 「 仙    

㊤ ≠ 叫 バ d 淋 「 仙 什 汁 柑 仙 8 化 小 小 舟 執 C か 曽   

翔 沖 昂 口 川 前 伊 亡 （ N 日 課 ）   

； ＝ 卑 官 ∋   
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「 津 G 一 審 耳 ゆ J 津 G ヰ か 」  （ － の ． の ㌔ ） 桝 蔀 ヰ か 什 ノ き ♯ 曹 前 芹 澤 苫 許 認 8 ＞ 什 醤 「 （   

「 パ ぐ レ か ＞ 望 ぐ レ か 日 付 彗 小 学 竜 神 か ○  謝 辞 憎 適 曲 東 湖 咄  （ P 当 ）  什 芹 澤 ヰ か 什 一 難 ♯   

「 卸 8 討 J 津 ＞ 什 謹 「 （ 「 パ ぐ レ か 」  8 塑 ゆ 鷲 別 ぐ √   

H さ 桝 斡 嘩 葉 発 翌 符 甘 か 什 ノ  『 淋 藩 叫  （ 巧 拙 望 ＼ パ ー 丁 Ⅵ ヽ 卜 ） 』 ノ  『 不 惑 叫  （ 亜 湘 仙 寄 ） 』   

d
ノ
 
「 卸
8
討
J
津 ＞ 什 泊 「 （ 「 パ ぐ レ か 」
 
望 ㊥ ぐ レ 蹄 化 ノ
 
『 淋 憂 唖
 
（ 且 出 立 ∴ こ
y
や ↓ 卜 ） 』
 
汁
G
伊 蹄 認
8
＞ 什
8
耳 叫 砂 ぐ レ 望 閲 狩 回 哨 触 覚 戦 ぐ レ 惑 丑 望 甘 か さ か
0   

； ＝ 鼻 ○ 主   ○ 辞   

巾 8 吉 （ g 盟   

国 別 一 N 阜 ‥ 性 潔 8 ＞ 什 8 耳 柵 砂 〓 叫  （ 溺 N ∽ ‥ 誰 某 東 洋 望 ）   

○ 辞   一 〇 辞   N O 辞   U O 辞   A O 辞   u O ポ   ¢ ○ 辞   」 ○ 求   か ○ 辞   ¢ ○ 辞   

国 別 一 N 】 ‥ 柘 認 8 ＞ 什 8 耳 叫 砂 〓 叫  （ 遥 N ∽ ＝ 雅 需 淋 半 ）   

召 国 J 汁 什 仲 基 累 「 汁 亡 ． 浮 ■ 斗 坤 J 汁 亡 ヰ か   

田 汁 糾 口 匝 伊 州 抑 （ 〝 か 「 ノ 再 ヰ か   

ロ 静 か 恥 （ 旨 か 針 「 ノ   

一 〇 求    一 切 ポ    N O ポ    N u ポ    0 0 ま   u
辞
  

0 0
∽
   

田 抑 8 伊 J 汁 卜 作 調 「 （ 「 バ 「 ノ か   

白 妙 沖 ■ 鵬 伊 「 ノ 仙 J （ 〝 か 「 ノ 再 ヰ か   

田 浦 回 琳   

O u ま    ふ ○ 求   



選 一 † N ‥ 「 諦 口 蔀 劇 ヰ か 蔀 恥 曲 8 前 曲 昂 溺 ． ♂ 「 ＜ 再 来 継 拙 宅 諦 一 ‖ 灘 雅 号 伊 ≠ 鷲 津 さ か 昂 頭   

再 選 番 目 血 d ヰ 亘 r   

選 一 ご 「 訪 ≠ 仙 と 8 落 粟 湛 8 昂 溺 一 ‖ 訪 【 ｝ か 蔀 淋 曲 8 先 発 陣 訪 － 望 ∵ 「 沖 ヰ √  （ － ∪ 云 ○ ） 」   

（ ひ ） 蔀 弼 曲 8 詩 魂 藤 色 奏 法   

一 ） 蔀 淋 拙 宅 蕗 錮 藤 ． 難 敵 一 ‖ 〓 か 菅   

N ）  諦 一 ‖ 前 曲 ヰ か 蔀 弼 曲 8 前 曲 昂 溺   

○ 昂 普 か の 昂   

の 市 警 空 い 昇   

一 い 昂 普 巴 ∽ 昇   

一 監 理 号 P こ 品   

〓 昂 普 巴 り 昇   

一 り 昂 茫 帯   

滑 回 哨   
； ＝ A 一 更 ∋   

苅 洲 淋 坤 8 「 ノ ヰ ぎ か 覚 ． 詳 堆 「 バ √ ノ か   

（ U J 「 愴 ヽ ト こ ∧ － 丁 旬 享 、 〈 ヽ 丁 吋 叩 e ） 汁 昏 ．    

洋 梨 蘇 ． 乗 組 拙 宅 〓 陪 〓 藻 洋 d 針 か   

苅 課 軸 8 「 ノ ヰ ぎ 普 再 淳 閑 詳 ．   

対 敵 一 ‖ 「 ノ か 彗 ． 対 淋 8 拝 啓 詩 「 「   

苅 粥 叫 8 「 ノ ヰ ぎ 普 再 淳 射 落 ．   

梨 郷 「 バ 訪 中 ヰ ． 対 敵 口 「 ノ か   

国 帥 一 N の ‥ 諦 口 蔀 劇 ヰ か 蔀 恥 曲 8 前 曲 昂 或  （ 選 一 † N ‥ 雅 需 淋 半 ）   

； ＝ 一 － N 冨 一   

∽ 辞    一 〇 ま    一 ∽ ㌔    N O 求    N ∽ 求    い ○ 求    い ∽ ㌔    － ○ 求    － ∽ ま    ∽ ○ ㌔   〇 辞   

ゆ 草 生 汁  「 〓 嘉 貰 ふ ー り 昂 」  （ 彗 ． ひ 芭  望 芥 符 恥 ＜ ． ‖ さ 符  「 － 竺 昂 賢 帝 」  （ N ひ ． り 芭   

望 洋 ぐ レ d ぐ レ か ○   

「 蔀 満 軸 8 ぐ レ 璃 さ 曽 置 詩 累 薄 ． 津 渡 「 パ 放 か ヰ ． 灘 掛 符 ぐ レ か 」 彗 坤 寄 8 蕃 の 塑 両 肘 鹿   

パ ぐ レ か 0   
国 鮒 一 N ∽ ‥ 蔀 弼 拙 宅 誇 張 鮮 ． 難 敵 一 ‖ 〓 か 菅 （ 選 一 コ 雅 需 淋 半 ）   

瀞 回 哺   

巾 日 吉   
○ 辞   一 〇 辞    N O ㌔    い ○ 求   － ○ 辞    ∽ ○ 求    の ○ ㌔    」 ○ 辞   

∞
A    



頭 蓋 ‥ 「 労 8 咄 淋 仰 望 遜 「 ベ 〓 帥 ヰ 督 ○  （ 討 バ 【 甚 帥 か 伊 8 ヰ ス バ ロ ○ ） 」   

※  砂 浣 汁 G 岩 宗 茫 ト 8 班 帥 碧 餅 か 慮 皿 符 J ぐ レ バ 前 霊 草 耳 桝 「 津 ○   

； ＝ 鼻 ○ 彗 ）   

落 崩 藤 サ ヾ 兄 u Ⅷ u   

再 叫 J ≠ h ノ ぎ 伊 「 ′ 封 u － 」 r   

落 対 薄 汚 仰 u Ⅷ u （ 傭 抑 蔀 加 ）   

「 ノ ヰ ぎ か 堂 遜 「 バ 「 ′ 障 「 ′   

瀞 回 琳   

詩 粥 森 － 仰 仙 叫 熟 前 部 8 堂 玉 藻 詩   

聖 遜 「 ベ 〓 か 舶 腑   

悼 扇 d 荘 ノ  「 ぐ レ 璃 さ ♂ 堂 遜 「 パ ぐ レ 狩 ぐ ご （ 琵 ． 0 0 ㌔ ） 望 如 伊 戦 ぐ レ O 「 荘 川 J 叫 か さ 餅 ぐ レ 封 u   

－ 」 ∑  （ 怨 i ざ ） 碧 如 か 愉 ＜ ノ  「 淳 諸 藩 ♯ ヾ 兄 心 Ⅷ 兄 」  声 0 0 芭  「 落 果 藤 適 臓 u Ⅷ ≠ （ 憎   

臓 蔀 軸 ） 」  （ P ↓ ㌔ ）  什 狩 J パ ぐ レ か O   

H さ 庫 染 渡 荒 発 聖 符 単 か 什 ノ  『 淋 直 面  （ 劃 山 蕗 ∴ こ y や ぺ 卜 ） 』 d 荘 ノ  「 落 果 藤 適 酢 u 〕 l   

兄 （ 傭 曲 蔀 瑚 ） 」  8 堂 遍 軸 望 戦 ぐ √  「 浮 薄 藤 － 叩 曲 u Ⅷ u （ 亜 鮎 蔀 瑚 ） 」  荘 ノ  浮 薄 藤 蔀 謳   

軸 8 ぐ レ 狩 ぐ レ 難 敵 望 蟹 浄 d 餅 か 津 昏 ノ 蟹 浄 軸 宗 旨 黙 雷 剥 ぐ 品 亡 ゆ d 堂 遍 「 パ ぐ レ か 日 付 碧 山   

号 ふ ご T ぴ 0 － J サ  『 不 惑 価 （ 咄 湘 仙 諭 ） 』 d 荘 「 荘 川 J 叫 か さ 餅 ぐ レ 封 u － 旨 」  8 堂 遍 触   

覚 再 訂 戦 ぐ レ ○   

憎 頂 聖 符 単 か 什 ノ  仲 萌 符 ト 8 憎 頂 河 化 朝 湘 8 堂 遍 塑 砂 望 せ 狩 ＜ ノ  「 ぐ レ 璃 さ ♂ 萱 遍 「 パ   

ぐ レ 狩 ぐ ご  碧 戦 ぐ レ 裏 面 碧 争 ぃ さ ノ  H さ 伊 8 朝 湘 8 堂 遍 荘 肝 符 赤 亜 頂 竜 骨 ㌣ d 餅 か ○   

国 訓 一 N 0 0 ‥ 堂 遜 「 ベ 〓 か 舶 腑  （ 溺 会 ‥ 誰 某 東 洋 望 ）   

固 鮒 一 N ご 堂 遜 「 ベ 〓 か 朝 粥  （ 溺 会 ＝ 堰 需 耕 半 ）   

ロ ㌔   

0 0
ひ
   



※  妙 音 汁 G － ○ ㌔ 茫 ト 8 班 帥 望 討 か 曲 皿 R U ぐ レ バ 荘 蓋 撃 耳 弾 「 津 0   

図 鮎 一 道 ‥ 堂 遜 「 バ 〓 か 舶 細  （ 溺 会 こ 咋 仙 8 傭 欄 望 ）   

m の    



溺 巴 ‥ 「 詩 鞘 藤 新 潮 再 ． 互 昂 帥 d 陸 棚 托 什 計 測 沖 d ヰ 替 ○  （ 一 〓 二 ‖ ○ ） 」   

； ＝ ふ － 宝 5   

♯ 隙 A 昂 軸 d   

♯ 愈 声 茶 粥 d   

♯ 愈 室 罫 軸 d   

♯ 癒 三 界 軸 d   

♯ 癒 重 昂 軸 d   

♯ 隙 む 昂 茫 霜 叫 d   

滑 回 琳   

N ）  洋 梨 轟 諦 細 元 云 應 鵬 d 疫 痢 苺   

油 壷 叫 （ 剖 知 覚    

u 、 丁 愴 ヽ ト ） （ 宣 N ）   

淋 壷 叫 （ 不 対 覚   

、 ヤ ー 丁 せ ヽ ト ） （ 一 日 一 ご   

耶 壷 叫   

（ 咄 淋 帥 茹 ） （ 一 言 豆   

砂 浣 d 荘 ノ  「 欄 癒 こ 芸 聖 汁 d 」  （ ∽ N ． ∞ ㌔ ）  払 功 蜘 ♂ 戦 ぐ レ 0   

誇 嘩 葉 碧 空 d 荘 ノ  米 審 佃 博 硝 荷 作 ノ  ♯ 藤 ↓ 昂 賢 帝 和 事 睡 ヰ か 塑 ゆ 彗 戦 ぐ レ 0   

巾 8 存 （ 諾 巴 N 衰   

砂 宗 （ 合 ミ ） g 辞   

国 別 一 望 ‥ 詩 粥 轟 新 潮 再 云 虚 血 d 短 軸 専  （ 溺 巴 ‖ 詫 堆 蕪 発 聖 ）   

国 別 一 g ‥ 落 果 藤 新 潮 再 互 昂 沖 d 酎 糊 哲 （ 溺 巴 ‥ 世 業 淋 半 ）   

○ ㌔   
○ ㌔   

一 ・ 会 〝 一 日
b
㌔
   

日 ♯ 隙 － 昂 軸 d    

団 ♯ 隙 0 0 昂 叫 d   

一 〇 辞   

N O ㌔    u O ま    A O ㌔   u O ㌔    の ○ ㌔   

回 ♯ 蘇 0 0 昂 茫 霜 叫 d  田 瀞 回 琳   

田 ♯ 駐 印 昂 叫 d   

∞ ↓    

田 ♯ 蘇 の 昂 叫 d   

】 ○ ポ   0 0 ○ 訳   

団 や 詳 】 昂 叫 d   

り ○ 訳  一 〇 〇 ㌔   



溺 念 ‥ 『 「 落 果 藤 ♯ ヾ 兄 u Ⅷ Ⅵ 」  再 耳 昂 沖 d 彗 遜 仙 き べ 〓 紳 ヰ 替 ○ 』   

溺 皇 ‖ 『 「 詩 魂 藤 ♯ ヾ 兄 u Ⅷ Ⅵ 」 8 堂 遜 Ⅲ 詳 荘 化 き ＜ 伊 〓 d ヰ 普 ○   

紳 ヰ 普 ○  （ 一 〓 二 ‖ ○ ） 』   

； ＝ N 宗 一    

一 山 罫 匠 当   

一 u 昂 ～ 一 ∽ 昇   

一 竺 硝 ～ 一 」 昇   

一 」 昂 ～ 一 り 昇   

一 三 世 巴 覇   

譜 回 聯    

∽ ） 詩 魂 藤 ♯ ヾ 兄 u Ⅷ Ⅵ 8 彗 玉 藻 沌    

㊤ 堂 遜 Ⅲ 弾   

㊥ 互 昂 紳 d 世 」 遜 「 ベ 〓 か 菅   

労 ぐ レ d 訪 ロ ． 〓 8 N U 8 昂 溺 報 d り ○ 宗 禅 取 尽 か 0   

ゆ 軍 望 汁  「 ㌫ 扉 ～ － ↓ 昂 」   

砂 萌 d 茹 ． ご Ⅱ 」  （ 畠 ． 0 0 ㌔ ）  望 知 ♂ 恥 ＜ ． 「 N Ⅲ 」  （ － P り ㌔ ）   

国 帥 一 山 N ‥ 堂 遜 口 弾  （ 溺 皇 ‥ 価 需 淋 半 ）   

； ＝ N ⊇ 一   

N O 辞   一 ∽ 済   一 〇 宗   u O 辞   N ∽ ポ   ひ ま   〇 ㌔   

図 帥 一 霊 ‥ 苛 界 鍾 d 彗 遜 「 バ 亡 か 替  （ 溺 念 ‥ 価 需 淋 刑 十 ）   

（ 芸 ． ひ ㌔ ）  望 軸 ♂ 恥 ＜ ． 「 － 」 昂 ～ － 竺 昂 」  （ ∽ 〇 ． A ㌔ ）  望 H さ 符   

0 0 0 0    

望 H さ R 労 ぐ レ d ぐ レ か D   

紳 汁 什 南 口 8 世 」 遜 荘 討 ［   

与 ひ 辞   一 ○ 辞   父 選   



適 合 ‥ 『 コ 甚 帥 ∪ ≠ か き 討 〓 封 u － 享 」 8 彗 遜 Ⅶ 弾 再 化 さ （ 伊 〓 d 叫 菅 0  帥 汁 什 南 Ⅲ 8 世 」 遜   

再 討 ⊂ 帥 叫 菅 ○  （ 一 〓 こ 〓 ○ ） 』   

適 合 ‥ 『 「 詩 粥 藤 ♯ ヾ 丸 u Ⅷ Ⅵ 」  仲 ♯ 藤 ≡ 糾 E 霹 ♂ 彗 遜 「 バ 〓 帥 叫 替 0  （ 一 ∪ 一 ‖ ○ ） 』   

A ）  ■ 甚 帥 ∪ ≠ 如 き 討 〓 封 u － 」 丁 8 堂 玉 藻 発    

㊤ 堂 遜 Ⅲ 浮   

㊥ 梢 藤 ≡ 糾 茫 霹 口 堂 遜 「 ベ 〓 か 曽   

炒 森 六 某 r  「 ⊥ ［ 」  （ 畠 ． N 宗 ）  碧 如 ♂ 閻 （ ． 「 N Ⅲ 」  （ － P ¢ 宗 ）  ひ 両 日 き 符 労 ぐ レ d ぐ レ か 0   

ゆ 寄 d 芹 ． 「 竺 遍 「 パ ぐ ノ 狩 ぐ レ 0  州 汁 ゆ 蒔 8 堂 遍 旬 間 ♂ 貯 ぐ と  （ 琵 ． ∽ 芭  什 粛 啓 パ 戦 ぐ ノ ○   

○ 求   

； ＝ 一 ゝ 一 望    

国 耕 一 】 ム ‥ サ 鮮 ∽ 昂 仁 斎 一 ‖ 世 」 遜 「 ペ ニ か 曽 ｛ 頭 金 ‥ 偲 需 淋 半 ）   

u
辞
  

国 訓 一 諾 ‖ 堂 遜 Ⅶ 浮 （ 適 合 ‥ 世 業 腑 聖 ）   

付 ○ 辞   一 ひ ㌔   

∞ ∽    

－ u ㌔   

付 ひ ㌔   

－ ○ 辞
  O u 求   0 0 辞   

堂 遜 「 バ 「 ノ 障 「 ノ ○ 叫 汁   

ゆ 薄 8 堂 遜 瑚 袖 か 障   

「 ノ   

0 0 O t O 辞   



溺 g ‥ 『 「 再 帥 ∪ ≠ h ノ さ 討 〓 封 u － し ∑  再 互 昂 帥 d 彗 遜 仙 さ バ 〓 帥 ヰ 菅 0 』   

一 じ 昂 茫 彗   

一 じ 昂 ～ 一 ∽ 昇   

一 ∽ 昂 ～ 〓 昂   

〓 昂 ～ 一 ¢ 昇   

一 巴 鱒 茫 扇   

瀞 回 琳   

㊥ 互 昂 帥 d 彗 遜 「 バ 〓 か 菅   

坤 寄 d 芹 ． 「 － 竺 昂 ～ － ■ 、 〓 帝 」  （ 澄 ． 晦 茶 ）  彗 知 伊 恥 ＜ ． 「 － ゴ 昂 ～ － 竺 昂 」  （ 当 ． 」 ㌔ ）  彗 H さ 符   

労 ぐ レ d 訪 戸  H 8 N J 8 昂 溺 軸 d 若 ㌔ 弾 Ⅱ 啓 か 0   

； ＝ 一 一 三 望   

○ 辞   
国 飾 一 ∽ の ‥ 茸 昂 帥 d 彗 遜 「 バ 〓 か 菅 （ 溺 g ‥ 価 需 淋 半 ）   

∽ ○    



溺 ∽ の ‥ 『 「 詩 親 藩 適 伽 u Ⅷ Ⅵ （ 傭 伽 蔀 叫 ） 」 荘 五 昂 州 d 堂 遜 仙 き べ 〓 帥 ヰ 菅 ○ 』   

溺 ∽ ？ 『 「 詩 醐 藤 拓 仙 u Ⅷ u ｛ 傭 伽 蔀 叫 ） 」 8 堂 遜 Ⅲ 浮 荘 化 き （ 伊 〓 d ヰ 菅 ○  帥 汁 什 南 口 8 せ 」   

遜 荘 討 亡 帥 ヰ 督 0  （ 一 〓 二 ‖ ○ ） 』   

∽ ） 詩 謝 辞 － 叩 椰 u Ⅷ u （ ≠ 仰 蔀 叫 ）  8 彗 遜 藻 法    

㊤ 彗 遜 Ⅲ 弾   

一 〇 昂 区 部   

一 〇 昇 ～ 一 ∽ 昇   

一 ∽ 昂 ～ こ 昇   

一 」 昇 ～ 一 り 昇   

一 り 昂 茫 覇   

瀞 回 哺   

； ＝ 一 冨 一   

㊥ せ 」 遜 昂 溺   

ゆ 寧 頭 声  「 － ↓ 昂 ～ － り 昂 」  （ 票 ． － ㌔ ）  望 如 ♂ 松 （ ． 「 － り 昂 空 荷 」  （ － の ． 晦 宗 ）  翌 日 さ 符 労   

∵ ∴ ソ ニ ご 一 ト 「 ご に ・ し ミ 三 ≡ 、 ニ ∵ 、 ∵ 壬 こ こ 心 一 丁 「 、 」 ∧ ∴    

仲 宗 d 元 ． 「 ひ Ⅲ 」  （ S ． － ㌔ ）  望 如 ♂ 恥 （ ． 「 A Ⅲ 」  （ － P ∽ ま ） ． 「 の Ⅱ 」  （ P O ㌔ ）  望 ‖ さ 符   

労 ぐ レ d 訪 戸  越 8 汁 相 和 淳 栄 藤 － 西 陣 u Ⅷ u （ 憎 曲 蔀 加 ） d 巌 代 ヰ 回 哨 軸 望 戦 ぐ レ 〓 什 竜   

山 管 彗 沖 か 0   

図 帥 一 麗 ∴ 世 」 遜 昂 溺  （ 溺 ∽ の ‥ 価 業 淋 州 ＋ ）   

国 耕 一 当 ‥ 世 」 遜 Ⅲ 弾  （ 溺 ∽ ？ 価 業 淋 半 ）   

り ー    



国 会 ‥ 『 「 詩 親 藩 ♯ ヾ 兄 心 Ⅷ u 」 仰 望 遜 「 ベ ． 蔀 弼 拙 8 Ⅲ 替 小 知 べ 諦 観 仙 き べ つ 帥 ヰ 替 ○  （ 一   

‖ こ ‖ ○ ） 』
   

譲 印   

傭 兵 よ 鱒 印   

埴 弥   

せ せ 朝 議   

月 謝   

瀞 回 哺   

落 果 藤 － 仰 仙 叫 熟 薪 耕 ノ 8 判 詩   

詩 親 藩 ♯ ヾ 丸 d Ⅷ u メ 自 由 畠   

図 帥 一 岩 ‥ 「 詩 魂 轟 ♯ ヾ 兄 u Ⅷ Ⅵ 」  仰 望 遜 「 べ 蔀 弼 拙 8 Ⅲ 替 小 知 拝 謝 和 痕   

（ 溺 宣 ‥ 世 業 淋 聖 ）   

； ＝ N ⊇ ）   

「 淳 諸 藩 ♯ ヾ 鴇 u Ⅷ 旬 」 弾 彗 遜 「 津 蔀 湖 軸 8 皿 哲 小 知 津 蔀 如 掃 什 「 パ 一 悼 浣 d 荘 一 「 蔀   

和 」  （ 血 道 ． ∽ ㌔ ）  認 知 ♂ 恥 ＜ 一 「 せ せ 詭 如 」  （ 崇 ． ∽ ㌔ ）  碧 H さ R 労 ぐ レ d 訪 G 一 日 8 N U d   

ヨ 衰 弾 Ⅱ ＄ か 一 対 一 割 蔀 什 ぐ レ 山 国 哨 荘 粛 ＄ パ や 蹄 ＜ 一 砂 浣 吉 相 蔀 和 瓶 8 訓 ぐ レ 日 付 碧 小   

菅 慧 沖 か 0   

粕 汁 一 「 浮 薄 落 水 ヾ 丸 正 ≠ u 」  符 嘲 営 「 パ ぐ レ か 嬉 野 符 ∪ ぐ レ バ 一 睡 寄 d 荘 「 対 称 什 障 産   

ヰ 津 ぐ レ 哲 － ご  （ ∽ ∽ ． ひ ㌔ ） 一 「 柵 砂 符 詩 魂 藤 料 嵐 山 虚 毎 号 ふ 」  （ 誓 1 ． の ㌔ ）  抒 化 慧 戦 ぐ レ ○   

ゆ 薄 膜 e 日 付 什 「 パ 荘 一 「 適 酢 8 柵 仲 南 蔀 」  （ 会 ． ∽ 芭  望 如 ♂ 恥 ＜ 一 日 さ 符  「 ≠ □ 旬 Ⅷ   

卜 8 謝 腑 」  （ 定 ． 〇 芭 せ 「 刃 Ⅵ ヾ U 8 萌 堂 8 謝 腑 」  （ ∽ ∽ ． の 望  什 ぐ J 甘 一 ヰ 一 代 刃 8 牙   

嚇 符 溺 ヰ か 日 付 望 洋 ぐ レ d ぐ レ か 0   

○ 辞   ひ ㌔   一 〇 ㌔    一 ひ 辞   N O ボ    N ひ ボ   

り N    

0 0 辞    0 ひ ボ   ー ○ 辞    － ひ 辞    ひ ○ 求   



選 畠 ‥ 『 「 詩 粥 鮮 ♯ ヾ 兄 u Ⅷ u 」  口 嘲 旨 「 バ 〓 か 描 阻 荘 互 d ヰ 曽 ○  （ N U 帥 d O ） 』   

傭 欄 8 削 蒜 托 だ 討 入 か 冨 囲 一 ． 票   

； ＝ N ∽ 3   

踪 認 〔 融 レ バ 並 等 彗 陪 「 ノ 普 か   

沖 托 小 什 討 一 札 ヰ 汁 「 ノ 普 か   

傭 欄 8 糾 小 針 托 か 莞 d 叩 か 普 か   

襲 撃 烹 苫 違 泌 「 ペ 「 ノ か 普 か   

粗 仲 〔 落 閑 俗 間 砧 〓 ヰ か 替 か   

詳 堆 前 代 d 苅 粥 咄 沙 ル   

対 河 口 「 ノ 陪 「 ノ 普 か   

堂 過 重 塗 如 壷 語 草 ふ   

踪 （ 口 淳 射 落 拓 柵 u Ⅷ q   

（ 傭 帖 蔀 加 ） 莞 陪 「 ノ 普 か   

巾 8 存   

国 珊 一 合 ‥ 「 詩 鞘 鮮 ♯ ヾ 刈 u Ⅷ Ⅵ 」  口 噺 宮 「 バ 〓 か 瀾 阻  （ 溺 畠 ‖ 雅 需 耕 聖 ）   

○ 辞   一 〇 ボ   一 ∽ 辞    N O 辞    N ∽ ボ    U O 辞    U u ㌔   ∽ ボ   

り ∽    

．lゝ
  ⊂
〉
  

i犀
  



溺 怠 ‖ 「 「 落 果 藤 ♯ ヾ 兄 u Ⅷ Ⅵ 」  口 ゆ 藤 帖 e 〓 什 荘 苛 d ヰ 普 ． （ ？ U 帥 d O ） 」   

u □ q Ⅷ 卜 8 謝 腑   

カ サ ヾ u 8 蔀 萱 8 謝 淋   

洗 叫 ヾ サ ユ ズ 三 野 寧 許 汁   

諦 碍 8 謝 ≠   

蔀 洲 ㈱ 咄 什 8 献 満 山 竺 汀   

傭 苅 什 8 淋 満 山 聖 汀   

岸 蕪 什 8 淋 満 説 話   

荊 繍 軸 8 妙 高 描 隷 開 聞 凶 ひ ． N ㌔   

「                  十   

淋 諦 前 頭 8 博 加    

持 帥 8 柵 仲 甫 苅   

； ‖ N 昌  ○ ポ   

汁 汁 ⊂ 朋 8 沖 洲   

巾 8 存   

訪 せ J 8 謝 淋  遜 N ． の ㌔   

国 鮒 一 三 ‥ 「 落 果 藤 ♯ ヾ 兄 u Ⅷ u 」  口 ゆ 藤 帖 e 〓 什  （ 溺 会 ＝ 唯 需 淋 半 ）   

ひ ㌔   一 〇 ㌔   一 ひ ポ   N O ㌔   N ひ ㌔   0 0 辞   0 ∽ ㌔   － ○ ㌔   

］ ． 〇 ポ
  

∽ A    

ー ひ 辞   ひ ○ ポ   



溺 ∽ N ‥ 『 コ 舛 帥 ∪ ≠ 中 き 討 〓 封 u － 旨 」  朴 堂 遜 r バ ． 蔀 弼 曲 8 Ⅲ 督 小 知 バ … 訓 和 仙 き べ 〓 帥 叫   

督 ○  （ 一 ∪ 一 ‖ ○ ） 』   

N ） 一 陣 押 ∪ ≠ ㌢ き 討 〓 封 u － 旨 ノ 8 鞘 詩   

譲 印   

せ せ 譲 印   

埴 観   

せ せ 割 譲   

欄 訴   

譜 回 瑚   

国 訓 一 缶 ‥ コ 陣 帥 ∪ ≠ 如 き 討 〓 封 u － 享 」 仰 望 遜 r ベ 蔀 弼 咄 8 Ⅲ 督 小 知 汁 穎 和 痕   

（ 溺 ∽ N ‥ 慨 苔 淋 州 十 ）   

； ＝ 一 － 皇 望   

○ 辞   

「 荘 抽 J 項 か さ 討 ぐ レ 封 u － 旨 」  禅 堂 遜 「 津 蔀 湖 軸 8 皿 碧 か 如 神 葬 桓 締 付 「 パ ノ 砂 萌 d   

声 ． 「 鶉 紅 」  （ ∽ の ． － ㌔ ）  望 如 伊 ㊥ ＜ ノ  「 せ せ 茸 和 」  什 討 計 確 料 什 ⊥ 岩 軍 陣 Ⅱ 掛 か 一 山 ∴  且   

茸 什 ぐ レ 山 国 羽 斉 藤 各 パ 甘 狩 ＜ ノ  砂 萌 苫 狩 義 和 掃 8 訓 ぐ レ 日 付 碧 小 菅 碧 沖 か 0   

川 津 ． 「 声 抽 J 項 か さ 討 ぐ レ 封 u － 旨 」  R 嘲 曽 「 パ ぐ レ か 湛 野 口 じ ぐ レ バ ノ  砂 萌 d 荘  「 婦 悼   

符 詩 諸 藩 弾 転 用 確 か 普 － ご  （ 芝 ． － や こ ノ  「 対 称 什 障 琵 ヰ 津 ぐ レ 普 － ご  （ 当 ． ひ ㌔ ） ノ  「 梁 埠 抒 化   

d 蔀 繍 軸 望 難 敵 符 ぐ レ 狩 ぐ 蒜 ノ ー ご  （ 柏 P の ㌔ ）  抒 化 聖 戦 ぐ レ 0   

労 符 ノ  「 声 抽 J 項 か さ 討 ぐ レ 封 u － 旨 」  口 幅 e 日 付 禅 制 訝 津 葦 泄 d 荘 ノ  「 烏 口 旬 Ⅷ 卜 8 謝   

淋 」  （ 会 ． 吟 茶 ） ． 「 適 酢 8 神 妙 謁 蔀 」  （ ∽ の ． り ㌔ ） ノ  「 轟 鞘 8 謝 湘 」  （ 誌 ． 〇 ㌔ ）  狩 化 碧 戦 ぐ レ D 柑   

砂 R 溺 「 パ 存 ノ  荘 川 J 項 か さ 討 ぐ レ 封 u － 旨 符 嘲 営 「 パ ぐ レ か 描 野 口 伊 悌 馬 か き バ ぐ レ 津   

望 ノ  彗 遜 軸 荘 柑 仲 南 蔀 R 剥 ぐ レ 溺 ケ 禅 劉 「 パ ぐ レ か 日 付 望 郎 沖 か さ か 0   

∽ ポ   

り ひ    



溺 竺 ‖ 『 「 再 帥 ∪ ≠ h ノ き 討 〓 N b － 」 ∑ 一 ‖ 戦 き 「 バ 〓 か 崩 由 荘 云 d ヰ 亘 ○  （ N U 帥 d O ） 』   

； ＝ 一 一 】 】 巴   

踪 潔 〔 観 山 〃 茄 認 法 曹 「 ′ 苧 か   

対 称 什 尉 詫 ヰ 汗 「 ′ 苧 か   

傭 欄 8 糾 小 計 淋 莞 d 叩 か 苧 か   

穎 避 五 閲 彗 沖 洲 「 バ 「 ′ か 苧 か   

傭 欄 8 削 小 計 托 小 什 尉 入 か 苧 か   

柵 砂 ■ ‖ 洋 梨 薙 和 尚 〓 ヰ か 苧 か   

詳 堆 宙 叱 d 来 臨 加 重   

対 敵 〔 「 ′ 軒 「 ′ 苧 か   

廿 一 率 芋 菩 聖 竺 泣 孟   

踪 （ 〔 浮 粥 薄 汚 朴 u Ⅷ u   

（ 傭 仰 苅 叫 ） 現 前 「 ′ 苧 か   

巾 8 存   

国 鮎 一 会 ‥ 「 再 帥 ∪ ≠ h ノ き 討 〓 知 u － 享 」  口 嘲 旨 「 バ 〓 か 崩 由  （ 溺 巴 ‥ 雅 需 淋 半 ）   

○ 求   

∽ の    

の
  
⊂
〉
  
≧
尺
  



溺 竺 ‖ 「 「 再 帥 ∪ ≠ h ノ き 討 〓 封 u － 」 T 」  口 ゆ 藤 帖 e ‖ 什 再 互 d ヰ 督 ． （ ？ U 帥 d O ） 」   

； ＝ 一 一 山 N 3   

u □ q Ⅷ ト 8 甜 淋   

刃 愴 ヾ u 8 斉 萱 8 甜 淋   

弐 Ⅷ ∨ 坤 ヽ 句 8 茹 古 詩 汁   

許 鮨 8 識 加   

苅 淋 軸 什 8 淋 諜 罫 芹   

傭 荘 什 8 渥 満 山 聖 汀   

岸 荘 什 8 淋 満 山 聖 汀   

苅 粥 咄 8 沖 荘 蹄 誌   

湘 宗 罫 頭 8 縦 軸   

率 伸 8 珊 砂 轟 苅   

淳 鞘 硲 ♯ ヾ 沌 u Ⅷ u ） 8 萌 苛   

巾 8 存   

図 耕 一 会 ‥ 荘 帥 ∪ ≠ h ノ き 討 〓 封 u － 」 ∑  口 ゆ 藤 帖 e 〓 什  （ 遥 ∽ △ ‥ 偲 需 淋 半 ）   

○ ㌔    ∽ ㌔   一 〇 辞   一 ∽ ボ   N O 辞   

∽ 」    

N ∽ 辞   0 0 ㌔    0 ∽ 訳   － ○ ボ   ー
  

（
n 
 

≧
戸
  



溺 ∽ ご 『 「 詩 朝 鮮 － 仰 仙 u Ⅷ Ⅵ （ 傭 伽 嘉 叫 ） 」 和 彗 遜 「 バ ． 蔀 弼 曲 8 皿 普 小 知 バ 譲 和 仙 さ バ 〓 抽   

ヰ 普 0  （ 一 ‖ こ ‖ ○ ） 』   

国 別 一 会 ‥ 「 落 果 藤 － 仰 伽 u Ⅷ u （ 唯 仰 蔀 加 ） 」 朴 彗 遜 「 バ ． 蔀 弼 曲 8 皿 普 小 知 バ 謝 和 「 バ 〓   

か 普  （ 溺 ∽ ご 価 需 淋 竿 ）   

山 ） 詩 朝 鮮 － 仰 仙 u Ⅷ Ⅵ （ 傭 仰 蔀 鵬 ） ノ 8 鞘 岳   

穎 印   

せ せ 穎 印   

咄 師   

せ せ 判 読   

刊 詭   

瀞 回 哺  閤 珊 遡 N 」 求   

「 詩 累 轟 適 酢 u ≠ q （ 傭 帥 乗 咄 ） 」 弾 世 l 遍 「 汁 蔀 継 軸 8 皿 普 小 知 付 議 和 締 付 「 パ ′ 砂   

萌 d 荘 ノ  「 義 和 」  （ ∽ P 」 ㌔ ）  望 如 ♂ 恥 （ ノ  「 せ せ 義 和 」  （ 当 ． ひ ㌔ ）  翌 日 さ 符 労 ぐ レ d 訪 戸   

H 8 N U 8 昂 溺 軸 d 霊 ㌔ 酔 計 苗 か 0  汁 筏 「 ノ  「 せ せ 割 義 」  （ 0 0 ． ひ ㌔ ）  「 割 義 」  （ A ． ∞ ㌔ ）  8   

回 羽 弾 ゆ 計 確 か 什 － ∽ ． ㌔ 桝 Ⅱ 苗 ． 直 8 側 湘 符 芹 ス パ せ せ 割 添 付 ぐ レ 山 国 哨 彗 戦 ぐ レ 0   

労 符 ノ  「 落 果 轟 適 酢 u Ⅷ u （ 傭 伽 蔀 叫 ） 」  符 聯 宮 「 パ ぐ レ か 嬉 野 符 ∪ ぐ レ バ ノ 砂 萌 d 荘 「 茹   

謝 辞 埠 「 パ ぐ レ か 普 か 」  （ 諾 ． の ㌔ ）  碧 何 重 苫 符 戦 ぐ レ 0   

「 詩 粟 轟 適 酢 u リ ー Ⅵ （ 憎 酢 蔀 咄 ） 」  符 臓 e 〓 什 弾 制 訝 汁 布 泄 d 荘 ノ  砂 寄 d 荘 「 蔀 継 軸   

8 炒 芯 衝 藁 」  （ 笠 ． A 芭 ノ  「 蔀 甜 8 謝 腑 」  （ ひ ひ ． の 芭 ． 「 苛 偵 知 8 萌 萱 8 謝 腑 」  （ S ぷ ㌔ ） 聖   

戦 ぐ レ
0   

A b 哀   

一 ひ 求   一 〇 辞   N O 求   

∽
0 0    

U O ㌔   N ひ ま   与 ひ ま   与 ○ ㌔   



溺 ∽ T ㊥ ‖ 『 「 詩 朝 鮮 － 西 剛 u Ⅷ Ⅵ （ 傭 剛 蔀 叫 ） 」 8 竺 遜 Ⅲ 詳 再 化 さ （ 小 〓 d ヰ 普 0 帥 汁 什 南 Ⅲ 8   

彗 遜 再 討 亡 帥 ヰ 普 0 （ 一 〓 二 ‖ ○ ）  対 ロ 彗 遜 「 ペ ニ 小 U 「 ヰ か 閣 阻 再 苛 d ヰ 普 0 （ 一   

〓 こ ‖ ○ ） 』
   

渇 耐 諜 堆 「 バ 「 ノ か   

詳 堆 瑚 紺 碧 伊 か ＼   

米 審 せ d 伊 か    

靭 帯 ・ 翠 軍 記 崩   

⇒ 粥 「 闊 一 斗 ぎ 詫 陪 か 闊 「 ノ   

諭 卸 せ 霜 柵 慧 伊 か   

傭 脾 d 伊 か   

小 台 存   

瀞 回 砺   

固 帥 一 会 ‥ 「 落 果 藤 － 西 剛 u Ⅷ Ⅵ （ 傭 仰 蔀 加 ） 」 一 ‖ 嘲 旨 「 バ 亡 ふ 由 甫   

（ 遥 ∽ T ㊥ ‥ 世 業 淋 半 ）   

； ＝ 一 望 ）   ○ ㌔  一 〇 ㌔   N O 辞   0 0 ㌔   合 ㌔   g ㌔   昌 ま   3 演   芸 宗   冨 ㌔  岩 ○ 辞   

…
－
－
‾
‾
【
‾
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溺 ∽ ？ 『 「 詩 魂 藤 － 叩 仙 u Ⅷ Ⅵ （ 傭 仙 蔀 叫 ） 」  口 ゆ 藤 帖 e 〓 什 再 互 d ヰ 曽 ○  （ 】 ∪ 帥 d O ） 』   

∵   

弐 Ⅷ ∨ ≠ も 孟 宗 汁 薗 P 芸   

¶   

； ＝ 一 ⊇ ）   

尚 〓 「 卸 8 甜 湘   

蒜 棚 卸 8 宗 萱 8 甜 淋   

「
 m  

霹 貰 藍 警 遍 攣 一 歩   

皿                  …   

国 訓 一 台 ‥ 「 落 朝 鮮 － 叩 仙 u Ⅷ Ⅵ （ 傭 仙 蔀 加 ） 」  口 ゆ 藤 帖 e 〓 什  （ 溺 ∽ ∽ ‥ 雅 需 淋 聖 ）   

傭 苅 什 8 謝 満 山 聖 汀   

岸 蕊 什 8 淋 満 山 聖 汀   

苅 淋 軸 8 沖 荘 甫 轟   

淋 宗 昂 召 8 博 加   

持 椰 8 粗 妙   

計 せ J 8 甜 湘   

巾 8 存   

宗 糧 8 甜 淋   

↓ ○ 辞   の ○ 辞   u O 辞   皐 ○ ポ   U O ポ   N O 求   一 〇 求   ○ ポ   

ー 0 0    



溺 琵 － N ‥ 「 討 べ 的 8 訪 ≠ 仙 と 荘 ． u て ヽ 、 ｛ － u 仰 望 遜 「 汁 〓 什 篭 討 亡 帥 ヰ 菅 O 」   

溺 琵 ‥ 「 u て ヽ 、 バ ー u 伸 旨 ∪ バ 〓 帥 ヰ 菅 ○  （ 一 〓 二 ‖ ○ ） 」   

（ ∽ ）  u て ヽ 、 バ ー u 8 堂 遜 尭 法 ・ 瑠 岳   

一 ）  u て ヽ 、 バ ー u 8 期 首 尭 法   

㊤ u て ヽ 、 バ ー u 8 堂 遜 先 議   

坤 浣 8 の 塑 蜃 し 亘  「 ぐ レ ぐ レ ト 1 」   

坤 浣 8 」 塑 蜃 し 亘  「 ぐ レ ぐ レ 沖 」  付 回 羽 「 バ ぐ レ か ○   

； ＝ 鼻 ○ ミ ）   

（ ⊃ ＝ 謡 巴   

国 耕 一 畠 ‥ u て ヽ 、 バ ー u 8 竺 遜 東 洋 人 溺 の ？ N ‥ 雅 語 淋 聖 ）    

国 帥 一 会 ‥ u て ヽ 、 パ ー サ 8 鞘 皆 朱 法  （ 溺 琵 ‖ 価 需 淋 州 ＋ ）   

付 回 哨 「 バ ぐ レ か ○   

ー ○ －
   



溺 〓 ㌫ ⊥ ∵ 「 訪 ≠ 仙 と 竜 Ⅵ て ヽ 、 バ ー u 陣 営 遜 「 バ ． 〓 督 竜 d ヰ 菅 0 」   

N ）  Ⅵ て ヽ 、 バ ー u ノ 8 鞘 岳   

譲 和   

せ せ 譲 知   

義 和 掬 符 ∪ ぐ レ バ 荘 ． 「 せ せ 割 茄 」  （ ∽ ． － 芭 ． 「 割 茄 」  （ N ． ∽ 芭  8 塑 砂 碧 器 粥 符 号 狩 ぐ √   

噺 宮 「 パ ぐ レ か 嬉 野 符 ∪ ぐ レ バ 斉 ． 「 泄 「 舟 山 杓 普 l ↑ ． こ  （ ∽ ∞ ． ∽ 芭  望 如 伊 恥 ＜ ノ  H き 符  「 対   

価 符 淋 肯 き 洋 学 n 」  （ ∽ P ∞ ㌔ ）  慧 労 ぐ レ d ぐ レ か 0   

や 滞 睡 e 日 付 符 ∪ 〓 パ 痘 ． 「 肺 轟 哲 認 8 汽 汁 」  （ 莞 ㌫ 草 ）  望 如 料 由 ＜ ． H き 符  「 － 沌 曲 8   

粕 炒 」  （ ∽ － ． 程 誤 ）  什  「 荊 榔 閉 8 謝 湘 」  （ N ∽ ． ∽ ㌔ ）  望 洋 ぐ レ d ぐ レ か 0    

国 別 一 望 ‥ u て ヽ 、 バ ー u 和 宣 遜 r バ ． 蔀 恥 曲 8 皿 菅 小 知 バ 譲 印 「 バ 〓 か 菅   

（ 溺 の 山 － ？ 雅 語 淋 半 ）   

一 〇 ま    一 切 ま   N O ま    N ∽ 歩    い ○ ポ   

ー O N    

O u ポ    ー ○ 求   一 切 宗    u O 求   



溺 冨 － り ‥ 「 u て ヽ 、 バ ー u 一 ‖ ゆ 藤 ． 帖 e ‖ 什 再 互 d ヰ 普 ○  （ N U 帥 d O ） 」   

溺 の 中 ム ‥ 「 訪 ≠ 仙 と 亘 J ご ⊥ 、 バ ー u 朴 世 」 遜 「 ペ ニ か 8 再 蹄 咤 d ヰ 曽 ○  （ N U 帥 d O ） 」   

； ＝ 一 － 】 の N ）    

u □ q Ⅷ ト 五 勒 8 謝 湘   

u T う 」 － 慨 － 8 謝 腑   

緬 仰 8 鼎 砂   

軒 畿 8 謝 肺   

腑 試 Ⅶ 浄 ・ 昂 溺 8 識 油   

岸 其 什 8 閻 添   

景 Ⅷ ∨ ≠ ヽ 旬 8 諒 廿 許 汁   

瀬 高 苧 環 8 許 汁   

巾 8 存   

源 「 小 山 托 警 か   

対 価 口 甜 廿 ぎ 洋 学 か   

対 8 祢 （ 托 警 か   

汗 軸 汗 軸 培 圃 d   

せ J ｛ 「 ノ 洋 学 か    

芋 駄 己 面 坤 ヰ 汁 〓 卑 ふ   

巾 8 存   

； ＝ N ∽ 巴   ○ 辞   

国 帥 一 望 ‖ ≠ て ▲ 、 バ ー u 朴 世 」 遜 「 ペ ニ か 崩 南  （ 溺 の 中 上 ‥ 世 業 淋 竿 ）   

国 帥 一 ∽ N ‥ ≠ 丁 ▲ 、 バ ー u 口 ゆ 藤 嶋 巳 〓 什  （ 溺 冨 － り ‥ 堰 需 淋 竿 ）   

○ ポ   

一 〇 辞   一 ひ 辞    N O ㌔    N ひ 辞    u O 辞    u u 辞   ひ 宗   

u 宗   一 〇 ポ   一 切 ポ   N O ポ   

ー ○ ∽    

N ひ ㌔   u O 辞   u u 辞   － ○ 辞   － ひ 辞   

■
ゝ
  

Cn
  ≧
戸
  



； ＝ A 一 冨 ゴ  ○ 辞   

N ． 叫 、 三 郷 岬 選 曲   

選 〓 ∵ 「 計 ひ 小 8 ＞ d 汁 （ 糾 伸 ヰ か 8 蕪 雑 d ヰ 普 ． （ N U 帥 d 口 ○ ） 」   

（ 一 ）  与 傭 脾 8 脾 鋪 8 葉 虫   

一 ） 淳 ≠ 8 ∪ 川 H ＝ q － ヾ u ヾ   

難 敵 d 捏 （ 副 ヰ ＞ 符 ∪ ぐ レ バ ノ  砂 萌 d 荘 「 訪 硯 仙 ㌢ 」  （ 害 ． 晦 試 ） ノ  「 仰 汁 山 花 ぐ レ 」  （ 会 ． づ 欝 ）   

学 斡 耳 ＼ 十 甲 声  「 訪 衿 仙 ト こ 荘 当 ． ∽ 蔓 ‖ 聴 帥 J 津 0   

難 敵 d 8 妙 鋸 符 ∪ ぐ レ バ 8 鞘 責 付 「 パ ノ  砂 幕 d 荘  「 津 （ 仙 ㌢ 融 望 d 伸 べ ぐ レ か 」  （ の ∽ ． N 宗 ）   

認 知 ♂ 戦 ぐ レ 望 ノ  「 ♂ J 什 糾 弾 「 津 ぐ レ 」  ♂ 誓 ． A ㌔ 酔 Ⅱ ＄ か O   

H さ 和 束 淋 軸 8 染 渡 上 米 謡 聖 符 単 か 什 ノ  『 蔀 淋 軸 8 ぐ レ 璃 さ ♂ 望 ノ  染 渡 「 パ ぐ レ か 津 ＄ ノ  淳   

粟 薄 ノ  蔀 満 軸 望 ぐ レ 蹄 ぐ レ 寓 語 d 討 か 』 8 難 敵 d ノ  「 ♂ J 什 糾 弾 「 津 ぐ レ 」  彗 せ せ 戦 ぐ レ 0    

一 〇 辞    N O 辞    ］ ○ ま    ー ○ ポ   

図 耕 一 ∽ 】 ‥ 難 敵 d 汁 （ 訓 ヰ ＞  （ 溺 ∽ ‥ 雅 語 淋 聖 ）   

ー O A    
u O ポ    の ○ ㌔    」 ○ ㌔    わ ○ ㌔   ∽ ○ ポ   一 〇 〇 ボ   



溺 の ‥ 「 針 山 小 8 ＞ 什 8 妙 訓 口 ∪ 〓 バ ． 化 8 h 小 口 細 〓 帥 ヰ 曽 ○  （ 一 ‖ こ ‖ ○ ） 」   

妙 音 （ 合 ∽ 」 ）   

苅 縄 軸 8 「 ノ ヰ ぎ 什 彗 ノ 浮 城   

「 バ 「 ノ か 汁 き ノ 淳 崩 落 ． 苅 裾 創    

彗 「 ノ 前 「 ノ 先 発 d 伊 か （ 二 霊 ）   

苅 淋 軸 8 「 ノ ヰ ぎ 普 再   

詩 閑 森 ． 剣 酎 一 ‖ 「 ノ か 彗 ．   

卿 淋 8 汁 き 昂 「 「 ノ （ 一 3 ）    

苅 舗 曲 8 「 ノ ヰ ぎ 普 再 溶 射 鉢 ．   

栄 城 「 バ 計 か ヰ ．   

対 敵 〔 「 ノ か （ ゞ 冨 ）   

巾 8 存 〇 N ）   

； ＝ ム ー 荒 土   

汁 （ ≠ と 洲 抑 ひ 丞 d 仰 バ 「 ノ か   

か J 什 州 帥 碑 「 什 「 ／   

針 鮎 亡 州 帥 碑 「 汁 （ 闊 「 ノ   

古 学 か 障 「 ノ   

滞 回 哨   

田 汁 （ 仙 と 刑 仰 望 d 伸 べ 「 ノ か  田 か J 什 糾 問 「 汁 〓 田 針 鮎 亡 州 仙 碑 「 汁 （ 前 「 ノ  回 古 学 か 障 「 ノ m 瀞 回 琳   

国 耕 一 諾 ‥ 対 敵 d 8 妙 訓 示 ∪ 亡 六 自 由 畠  （ 溺 の ‥ 蔀 恥 咄 8 難 波 尭 法 皇 ）   

○ ポ   一 〇 ま   N ロ ㌔   い ロ 辞   － ロ ㌔   切 口 辞   の D ㌔   」 ○ ポ   ∞ ○ 摂   り ○ ま  一 〇 〇 ㌔   

滑 回 琳 （ 一 冨 ）   

国 帥 一 ∽ A ‥ 野 師 d 8 妙 訓 口 ∪ 〓 バ 白 望 壷  （ 溺 の ‥ 堰 苔 淋 竿 ）   

ー ○ ひ    

、
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⊂
〉
  

≧
F 
 



溺 ； ‥ 「 表 中 H 什 せ 国 ∪ バ 〓 か 〓 什 荘 討 〔 帥 ヰ 普 0  （ 一 ‖ 二 ‖ ○ ） 」   

針 叫 亡 州 帥 碑 「 汁 （ 障 「 二 〓 N ）   

N ） 表 中 H 什 ・ 図 ∪ ペ ニ か 〓 什 一 ‖ ∪ つ バ    

㊤ 豪 と d つ か 〓 什 せ 国 ∪ バ 〓 か 〓 什 8 劃 滑   

仲 萌 （ 合 ∽ 】 ）   

汁 （ 仙 と 鎚 篭 d 仲 ｛ 「 ノ か   

（ N ∽ の e   

か J 什 如 拙 碑 「 汗 「 二 冨 】 ）    

炒 浣 d 云 「 対 ぐ ご  （ 謡 ． N 宗 ） 望 戦 ぐ レ 伊 8 8 ノ  「 討 か 」  （ N ド ∽ 宗 ）  伊 琶 講 究 卜 醇 Ⅱ 啓 パ ぐ レ か O   

H さ 醇 胎 糾 ノ 8 賀 寿 竺 符 甘 か 什 ノ  『 伊 J 什 糾 弾 「 汁 ぐ レ 』 什 郎 沖 パ ぐ レ か 適 齢 d 荘 「 討 か 」   

望 如 伊 恥 （ ノ  悔 盲  『 汁 （ 仙 ㌢ 謝 碧 d 価 パ ぐ レ か 』 什 郎 沖 パ ぐ レ か 適 曲 R 荘 「 討 か 」  認 知 伊   

骨 相 ぐ レ 0 鋸 「 汁 ぐ レ 日 付 望 討 か 符 伊 普 普 計 か 璃 ノ 訓 望 d 価 パ ぐ レ 沖 ぐ レ 適 曲 弓 扇 単 ・ 囲 8 月   

付 和 荘 沖 か 適 齢 望 せ せ 戦 ぐ レ 日 付 望 小 菅 望 沖 か 0   

古 学 か 曹 「 二 急 告   

図 鮎 一 ∽ ご 豪 車 代 什 せ 国 ∪ バ 〓 か 〓 什 8 劃 滑 （ 溺 ； ‥ 紗 那 ノ 8 虫 義 幸 ）   

国 飾 一 芸 ‥ 表 中 H 什 せ 固 ∪ ペ ニ か ‖ 什 8 劃 滑 （ 溺 ； ‥ 妙 糾 ノ 8 虫 義 挙 ）   

； ＝ 皐 ○ 笥 ）    

瀞 回 哺 （ U O ）   
○ ま   一 〇 ま   N O 辞   U O 求   － ○ ま   

日 計 か   

ー ○ の    
四 障 「 ノ   

∽ ○ 辞   の ○ 辞   」 ○ 求   0 0 ○ ま   

田 瀞 回 琳   
り ○ 求  一 〇 〇 ま   



溺 〓 ‥ 「 表 中 竜 討 か 什 仙 ヰ 国 ∪ 押 付 仙 一 〓 謙 一 〓 益 鮮 「 帥 ヰ 普 ○  （ 討 べ 再 伸 か ＞ ロ ヰ ス バ ○ ） 」   

； ＝ 皐 ロ ∽ ゴ   

訪 u 伊 8 ン   

仲 汁 u 托 「 ノ   

沖 托 ホ   

傭 蒲 8 諦 脾   

閲 軒 ヰ 諦 脾 茫 草 8 汁 卜   

脚 州 帥 ヰ ヽ ∨ 愴 － サ ヾ 丁 8 苗 州 津   

芥 口 托 ぎ ■ 〓 か 苗 累 再 「 陪 「 ノ   

古 学 か 障 「 ノ   

黎 回 琳   

㊥ 表 中 ヰ 国 ⊂ 日 付 和 益 鮮 ヰ か ＞   

仲 春 d 荘 ノ  「 故 山 が 8 ＞ 」  （ 宗 ． N 宗 ）  碧 市 符 訓 （ ノ  ‖ さ 六  「 対 托 虎 」  （ ∽ P の ㌔ ）  什  「 憎 薪   

8 頴 脾 」  （ N P N ㌔ ）  望 労 ぐ レ d ぐ レ か 0   

妙 鞘 ノ 8 鞘 碧 空 符 甘 か 什 ノ  『 伊 州 G 鞘 和 「 汁 （ 蹄 ぐ レ 』 什 『 計 普 小 河 ぐ レ 』 8 剋 符 紡 ぐ レ バ ノ   

市 符  「 故 山 小 8 ＞ 」  せ  「 憎 薪 8 持 帰 」  狩 化 ノ  直 ＞ 符 金 製 ヰ か 塑 砂 碧 南 （ ノ  「 市 符 謎 云   

♂ 金 製 荘 「 蹄 ㌻ 」  8 彗 ゆ 望 訓 ぐ レ 惑 丑 彗 単 か き か 0   

国 飾 一 芸 ‖ 哀 中 ヰ 国 ⊂ 〓 什 伸 益 鮮 ヰ か ＞ （ 溺 〓 ‥ 紗 那 ノ 自 由 義 幸 ）   

国 飾 一 ∽ 0 0 ‥ 蚕 車 ヰ 国 ⊂ 日 付 和 益 毀 ヰ か ＞ （ 選 一 一 ‥ 雅 賞 牌 聖 ）   

○ 宗   一 〇 ま    N O 訳    山 ○ 辞   － ○ 求    ∽ ○ 辞    の ○ 求    」 ○ 辞   

ー O 」    

m O 摂    り ○ ポ   



描
  
日
  
尚
  
亜
  
錮
  
ス
  
扁
  
園
  
抽
  
頴
  
卦
  
四
  
 

淋
  
－
ゝ
  
保
  

潮
・
  

朝
・
  
□
  

国
  

I 
I 

尚
  
 

日
  

浮
  

ニ
キ
  

軸
  

藩
  
 

ヰ
←
  

寸
  

岡
  

咄
  
‾
「
コ
  
蔀
  
 

ヰ
  

代
  

＼
ノ
  

＼
」
  

」．】コ 潮・  

1l
  

＼
ノ
  

＼
丸
  

＼
ノ
  

同
  
む⊃
  ー
］ 
ー］
  ー
］ 
00 
 （
．D
 ト
つ 
  

溺 一 N ‥ 「 事 淋 8 W 再 討 ⊂ 帥 ヰ 替 ○  （ 一 〓 二 ‖ ○ ） 」   

図 帥 一 望 ‥ 「 事 泊 8 W 再 討 ⊂ 帥 ヰ 替 O 」  （ 溺 一 N ・ 皿 野 洲 Ⅲ 鮮 ）  口 訪 ■ ｝ か 同 時 望 8 回 聯 苓 膵   

【 ⊃  ＝ N 一 己 N 】   

∽ ）  茹 淋 8 朋   

坤 浣 d 芹  「 討 か 」  （ さ ． 〇 や 巴  望 戦 ぐ レ 伊 8 8 ノ  「 計 哲 小 村 ぐ レ 」  （ g ． N ㌔ ）  伊 芹 澤 吉 松 （ ノ  川   

津  「 蹄 ぐ レ 」  （ 野 の ㌔ ）  付 回 哨 「 津 適 酢 伊 － ○ 宗 皿 皿 割 前 ヰ か ○   

国 帥 一 書 ‥ 茹 泊 8 朋 篭 討 か 督  （ 溺 一 N ‖ 世 業 淋 竿 ）    

； ＝ ム ー ○ 笥 ）   

ー ○
0 0    
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溺 0 0 ‥ 「 爛 熟 再 減 「 〓 d ヰ 普 0  （ 一 〓 こ ‖ ○ ） 」   

A ）  傭 薪 再 減 「 〓 普   

砂 宗 （ 合 ひ u ）   

瀞 回 哺 （ 一 望   

沖 （ N 〇 一 土    

油 （ N O N u ）   

坤 革 亘 牢  「 芹 ぐ ご  （ 票 ． － ㌔ ）  望 市 符 訓 （ ノ  ‖ さ 盲  「 か J ふ 」  （ N p 」 ㌔ ）  望 労 ぐ レ d ぐ レ か 0   

泊 粁 翌 符 甘 か 什 ノ  粁 叫 8 軸 碧 泊 叫 汁 G ♂ － 撃 箪 巨  「 斉 ア 」  串 竺 中 学 鱒 ；   

棚 欄 彗 符 甘 か 什 ノ  亜 欄 碧 卜 碧 か 符 ∪ き パ ノ  「 芹 ぐ ご  8 彗 ゆ 碧 ↓ 碧 か 蚕 豆 碧 甘 か き か 0   

（ ⊃ ＝ 鼻 ○ 笥 一   

一 〇 訳   ○ 訳   

国 飾 一 の N ‥ 爛 熟 再 減 「 〓 普 （ 遥 0 0 ‥ 価 需 淋 州 十 ）   

国 飾 一 己 ‥ 傭 表 器 芯 竺 「 〓 脊  （ 溺 0 0 ‥ 地 相 聖 ）   

ロ 再 「 ノ   

N O 辞    い ○ 辞    皐 ○ ま    ひ ○ 辞    の ○ ポ    リ O 辞    ∞ ○ ま   

凸 「 ノ 「 ノ 沖   

ー ー ○   

田 山 ノ J u   田 滞 回 琳    



、 」 J 傭 の 欄 脾 （ 芸 ○ ）   

、 － J 傭 ∽ 欄 脾 （ 望 コ ）    

、 － J 傭 － 欄 脾 （ 霊 色   

、 － J 傭 0 欄 脾 （ 雷 ∽ ）   

、 」 J 傭 N 欄 脾 （ 霊 0 ）   

、 － J 傭 一 朗 脾 （ 霊 色   

砂 蔀 （ 合 ∽ q ）   

甜 回 礪 （ e   

一 〇 宗    N O 辞    0 0 ポ   

国 訓 一 芸 ‥ 憫 薪 荘 泄 「 〓 曽  （ 溺 0 0 ‥ 憫 欄 聖 ）   

B 再 〓   田 「 ノ 「 ノ 沖   

ー ○ 辞    ∽ ○ ポ    の ○ 宗   一 O ボ   

ー ー ー    
田 山 ′ J u   田 瀞 回 粥   

¢ ○ 辞   一 〇 〇 辞   



選 一 ？ 「 ヽ V u － 斗 ヾ 丁 仲 代 ト l d 南 u 〓 什 竜 胆 〓 d ヰ 普 ○  （ 一 〓 こ ‖ ○ ） 」   

∽ ）  ヽ V u － 斗 ヾ 丁 ・ 満 都 劃 訓 8 堂 遜 口 ∪ 〓 ベ    

㊤ ヽ V u － 斗 ヾ 丁 仲 代 〓 d 南 u 〓 什 竜 胆 〓 替   

皿 吟 8 曽 師   

皿 吟 8 対   

沖 托 か 8 対   

堀 井   

化 〓 d か （ 蒲 胡 痢 帥 帥 ）   

巾 8 存   

蘇 古 村 r ′   

滑 回 琳   

砂 浣 d 元 一 「 甲 埠 8 灘 」  （ 怠 ． N ㌔ ）  碧 如 伊 訓 （ 一 日 さ 符  「 商 才 抒 ぐ レ 」  （ ∽ P 」 ㌔ ）  望 洋 ぐ レ d   

ぐ レ か 0   

憎 欄 翌 符 甘 か 什 一 骨 欄 慧 卜 碧 か 符 ∪ さ パ 市 符  「 甲 鞍 8 灘 」 d 彗 遜 「 パ ぐ レ か 彗 ゆ 望 訓 （   

抒 か 0   

国 帥 一 芸 ‥ ヽ V u － 斗 ヾ 丁 仲 代 〓 d 南 u 〓 什 宅 間 〓 替 （ 溺 一 ？ 准 需 淋 州 十 ）    

； ＝ A － ○ 笥 一   
○ ま   一 〇 ま   N O ポ   

ー ー N    

い ○ ㌔   与 ○ ㌔   ∽ ○ ま   



国 鮒 一 票 ＝ ヽ V u － 柳 ヾ 丁 和 代 〓 d 南 山 〓 什 竜 胆 〓 督  （ 溺 一 ？ 傭 欄 望 ）   

D 皿 串 8 哲 細   

田 代 〓 d か （ 諦 胡 甜 加 帥 ）   

○ 訳   一 〇 求    N O 訳    U O 求   

田 皿 串 8 潮   

田 巾 8 存   

皐 ○ 辞    ∽ ○ 辞    の ○ 辞   

ー ー ∽    
田 河 托 小 8 対   

日 落 首 障 「 ノ   
q O ま    ∞ ○ 求   

甲 傭 薄   

田 瀞 回 鵬   
（
D 
 

⊂
）
  

≧
戸
  

⊂
）
  

⊂
）
  

⊇
戸
  



選 一 の ‥ 「 傭 義 岩 石 丁 ワ 、 ヾ u － サ ヾ 丁 和 溶 u 茹 砂 ． 化 8 h u 蹄 Ⅲ 冨 d 南 山 〓 什 竜 倒 〓 d ヰ 曽 ○   

（ ∽ ∪ 帥 d 口 ○ ） 」   

診 端 8 〓 付 和 当 人 か   

縦 帯 8 〓 付 和 盟 入 か   

醇 昇 せ 討 q 〔 J 〓 ｛ 当 入 か   

獅 「 一 首 桝 ヰ か   

跡 諭 ヾ － ト 桝 ヰ か   

叫 推 せ す － ト 和   

鴫 d V □ － 「 ヰ か   

計 － ト ス ー ℃ 桝 J （ か   

≠ 寸 ヾ 丁 〔 馴 旨 ヰ か    

u □ q せ 芯 引 － 薪 桝 郡 卜 托 ニ ．   

柵 伸 餅 卜 托 ニ ヰ か   

巾 8 辞   

職 苅 茫 享 d 再 癖 古 館 〓   

瀞 回 粥   

㊥ ヽ ヾ u － サ ヾ 丁 鱒 傭 苅 正 字 d 溶 u 茹 砂 白 森 岳 皿 琵   

図 飾 一 笥 ‥ ヽ ヾ u － サ ヾ 丁 神 職 苅 E 掌 d 南 山 茹 坤 8 南 遜 皿 苫  （ 溺 一 の ‥ 堰 需 淋 半 ）   

仲 浣 d 宗 一 「 討 幕 せ 離 農 符 ∪ ぐ レ バ 畿 ス か 」  （ ∽ P N ㌔ ） 什 「 醇 酪 8 日 付 和 由 了 ㌫ 」  （ ∽ P O ㌔ ）   

望 可 塑 ゆ d 訓 （ 一 日 さ 缶  「 憎 薪 茫 掌 d 斉 藤 計 蹄 ぐ ご  （ N ∽ ． 悼 辞 ）  碧 労 ぐ レ d ぐ レ か 0   

； ＝ 鼻 ○ 笥 ）   

ー 一 心    

一 切 辞    N O 辞   N 切 辞    U O ポ   U 切 辞    与 ○ ポ   



選 一 ご 「 満 都 劇 誹 仲 ≠ 祁 ∪ ベ 〓 か 茄 ゆ ． 化 8 汁 ひ 蹄 皿 苫 d 溶 ひ ‖ 什 篭 倒 〓 d ヰ 替 0  （ u  U 沖 d   

O ） 」   

対 耕 作 ゝ － 、 「 せ 跡 則 軸 桝 ヰ か   

帥 価 什 ゝ － 、 「 せ 師 加 帥 桝 ヰ か   

ヰ ー ト 聞 「 汗 〔 ′ 叫 糖 桝 叫 （   

ヽ ∨ Ⅵ － 斗 ヾ 丁 聞 ヰ か   

胡 抽 聞 付 か   

柑 避 喋 ヰ 訪 翌 朝 満 都 什 「 バ 蘇 小   

知 営 巴 F こ じ － 、 「 せ 跡 洲 帥 桝 ヰ か   

巾 8 春   

満 胡 脚 刑 帥 桝 芯 J バ 「 ノ 針 「 ノ   

滑 回 哨   

㊥ 満 都 劇 如 白 森 岳 面 罵   

砂 浣 d 斉 ノ  「 蒲 報 幽 副 和 布 J パ ぐ レ 狩 ぐ ご  （ 筈 ． 0 0 ㌔ ）  払 功 市 符 訓 （ ノ  ‖ さ 六  「 朔 蘇 什 ゝ － ≠   

せ 跡 糾 弾 ヰ か 」  （ N P ↓ ㌔ ）  ひ め 斉 ぐ レ d ぐ レ か 0   

； ＝ ふ － ○ ∽ コ   
国 鮒 一 芸 ‥ 満 都 劇 訓 8 南 遜 皿 苫 （ 選 一 ご 世 業 淋 竿 ）    

○ ポ   N O ま   一 〇 ㌔   0 0 ま   

ー ー ひ    

∽ ○ ㌔   A O 宗   」 ○ ㌔   の ○ ㌔   



溺 N ご 「 嘲 宮 「 ペ ニ バ 泄 「 つ d ヰ 普 ○  （ 一 〓 二 ‖ ○ ） 」    

図 帥 一 芸 ‖ 「 洋 梨 藤 ♯ ヾ 兄 u Ⅷ u 」  口 嘲 旨 「 バ 泄 「 普 ∪ 汁 普 （ 溺 N ご 慨 罫 淋 竿 ）    

； ＝ 一 N 巴   

詳 報 蘇 － 叩 脚 叫 熟 前 非 ノ 8 鞘 嘉   

詳 報 藤 ♯ ヾ 兄 u Ⅷ u （ 堂 玉 「 ペ ニ か ≠ 化 伊 8 智 ）   

落 果 湛 ♯ ヾ 兄 ゃ り l ≠ 禅 堂 遍 「 パ 源 「 普 J 村 営 禅 汁 ヰ 訂 浄 罪 湘 d 宗 一 仲 浣 d 荘 「 什 パ ♂  

源 「 ぐ レ 」  （ S ． 帖 ㌔ ） 望 戦 （ ノ  「 源 「 ぐ レ 」  （ 帖 ∽ ． の ㌔ ） 翌 日 き R 労 ぐ レ d 訪 戸  妙 音 8 3 ㌔ 前 輪   

碧 泄 「 ぐ レ 付 回 哨 「 パ ぐ レ か ○   

泄 「 ； 什 覿 C 押 通 曲 百 小 台 虚 由 禅 相 克 譜 再 転 嘉 含 羞 ′  「 対 称 什 単 ㌢ 狩 d 崗 ス か 普 l m こ   

（ さ ． ひ ㌔ ）  碧 如 ♂ 戦 （ ノ  「 鴫 醇 d 仲 村 ぐ レ 献 呈 せ 鞘 野 望 d 叫 か 」  （ ∽ － ． ∽ ㌔ ） ノ  「 甲 埠 8 笥 血   

狩 誠 日 昌 ラ ワ 叩 か 普 ふ 」  （ 帖 ひ ． 〇 訳 ）  翌 日 き 符 労 ぐ レ d ぐ レ か O   

「 浮 粟 轟 ♯ ヾ 丸 正 Ⅷ 止 」  符 噺 宮 「 パ 相 計 J 神 目 付 和 津 璃 訂 津 葦 湘 d 宗 一 「 対 称 碧 か 笹   

津 」  （ 諾 ． 〇 ㌔ ）  望 如 ♂ 恥 （ ノ  「 相 計 か 狩 ぐ レ 」  （ 隻 ． ひ ㌔ ）  ♂ 戦 ぐ 蒜 功 一 「 憎 薪 ノ 苛 （ 8 望 源 「   

（ 狩 J 津 」  （ 帖 0 0 ． の ㌔ ）  ♂ 芹 澤 吉 松 ぐ √   

u 求    一 〇 求   一 u ボ    N O 辞    N ∽ 辞    U O 求    U ∽ ㌔    皐 ○ 辞    皐 ∽ 辞    u O 求   

ー ー の    



溺 N 0 0 ‥ 『 「 詩 粥 藤 ♯ ヾ 兄 u Ⅷ u 」 一 ‖ 嘲 宮 「 バ 普 廿 ∪ 汁 〓 什 竜 討 〔 沖 「 汁 普 ○  （ N U 抽 d 口 ○ ） 』   

溺 N T N ‥ 『 「 詩 親 藤 ♯ ヾ 兄 u Ⅷ u 」 電 源 「 〓 什 紬 ひ 8 荘 村 境 d ヰ 督 ○  （ N U 抽 d 口 ○ ） 』   

； ＝ 〓 N 一   

汁 淋 彗 、 S ′ 沖 汁   

傭 苅 ） 苛 （ 8 彗 減 「 （ 障 J 拝   

す － 卜 （ 坤 丁 几 ・ 諜 報 憎 ） d   

尉 h 〃 〓 什 莞 培 障 （ 陪 J 汁   

岸 蕊 8 汁 ト 8 ト 什 伊 「 ノ 仙 J   

桝 ヰ か 汁 山 一 ‖ 障 J 汁    

岸 妊 8 苛 側 〔 馴 旨 ヰ か 汁 小 口 障 J 汁   

対 d 〓 小 〓 小 尚 〓 ヰ 〓 什 莞 障 （ 障 J 汁   

訪 山 伊 8 ト 什 ♯ ヾ 沌 8 〓 付 和 州 仙 「   

汁 〔 ． 「 ノ J 「 ヒ ‖ 馴 旨 ヰ か 汁 望 〓 曹 J 汁   

相 計 か 陪 「 ノ   

巾 8 存   

； ＝ 一 芸 一    

汁 価 什 認 と 障 d 尉 入 か 普 か   

常 「 「 ノ 汁 托 伊 覚 d 叩 か 普 か   

存 8 傭 欄 8 対 価 什 尉 入 か 普 小   

嶋 孫 d 叫 障 「 ノ 討 見 せ   

鋪 磐 彗 d 叫 か 普 か    

皿 吟 8 苓 叫 陪 観 G 篭 d 叫 か 普 小   

汁 ト 8 ぐ 什 篭 「 ノ 小 「 ノ 小   

針 〓 什 琳 詳 沖 パ （ ぎ か 普 か   

－ ト 托 什 d 叫 陪 「 ノ   

尉 q 彗 d 叫 か 普 か   

訪 山 直 角 こ こ 茅 宿 料 一 〓    

淋 か 鮎 d 柑 、 P 「 バ 訴 ぇ か 普 か   

巾 8 存   

圃 耕 一 ⊇ ‖ 「 詩 朝 鮮 ♯ ヾ 兄 u Ⅷ Ⅵ 」  口 嘲 宮 「 バ 相 計 じ 汁 〓 什  （ 溺 N T N ‥ 世 業 腑 聖 ）   

国 耕 一 コ ‥ 「 詩 崩 落 ♯ ヾ 兄 u Ⅷ u 」 一 ‖ 嘲 宮 「 バ 相 計 ∪ 汁 〓 什  （ 溺 N 0 0 ‥ 世 業 淋 聖 ）   

○ ポ   一 〇 ㌔    N O ㌔    0 0 ポ    A O ㌔    u O ポ    の ○ ㌔    ｝ ○ ㌔   

○ 辞   一 〇 辞    N O ㌔   

ー ー 」    

り ○ ㌔   u O ボ    の ○ 摂   0 0 辞    与 ○ 求   



溺 山 N ‥ 「 嘲 宮 「 バ 〓 バ 減 「 〓 d ヰ 菅 ○  （ 一 〓 二 ‖ ○ ） 」   

N ）  再 伸 ∪ 山 ㌫ ノ き 討 〓 封 u － 」 丁 （ 世 」 遜 「 バ 〓 か ≠ 化 伊 8 智 ）   

国 訓 一 記 ‖ 「 斉 川 ∪ ≠ い き 討 〓 封 u － 」 T 」  口 嘲 宮 「 バ 減 「 菅 ∪ 洋 学 （ 溺 山 N ∴ 慨 需 淋 竿 ）   

什 パ か 源 「 「 一   

輝 「 「 一   

山 ′ J 小   

針 叫 亡 泄 「 （ 障 「 一   

派 「 （ 障 「 ノ   

廿 苧 か 陪 「 ノ   

滑 回 砺   

； ＝ 彗 ○ ま   

へ 汁 州 ・ し 】 ∴ 」 こ ご ー ． ∴ T ⊥ こ 〓 ニ ≡ ∵ ． 〔 、 √ － … 「 、 ∵ し ＼ 〓 、 い － 心 ＼ ド 」 コ 」 ＼ ド 聖 こ ∵ ‥ ヘ ー 一 ご ナ ． ． 〇 －   

「 什 パ 伊 源 「 言 （ 会 ． 針 芭 望 恥 （ ′ 「 泄 「 三 （ 芦 N 芭 彗 〓 ヤ 已 〓 労 ぐ レ d 訪 戸 仲 宗 8   

謡 ㌔ 前 撫 望 泄 「 ぐ レ 什 回 羽 「 パ ぐ レ か 0   

泄 「 ぐ レ 什 熟 C 津 － 沌 曲 市 布 8 植 野 禅 津 璃 訂 津 諜 泄 d 芹 ． 「 対 敵 什 単 ㌢ 狩 d 障 ス か 普 伊 」   

（ 謡 ． q 宗 ）  望 如 伊 戦 （ ． 「 皿 吟 8 苛 仲 村 障 観 望 d 叫 か 普 伊 」  （ 崇 ． 0 0 訳 ） ． 「 峠 霜 d 仲 村 ぐ レ   

嘩 与 望 慧 慧 烹 ㌶ ㌫ 」 （ 巴 ． N ㌔ ） 望 〓 さ 百 済 ぐ レ d ぐ レ か 0 浮 薄 藤 ♯ ヾ 丸 u Ⅷ u ノ 8 鞘 頁 什   

芹 丼 「 パ ′  「 対 称 什 単 ㌢ 狩 d 障 ス か 普 か 」  符 回 哨 望 耕 せ ヰ か 藩 丑 望 瑚 「 ぐ レ 0   

「 浮 薄 藤 ♯ ヾ 鴇 u Ⅷ u 」  符 嘲 営 「 パ 槻 肯 J 津 〓 什 禅 津 ヰ 訂 津 葦 泄 d 斉 ． 「 料 榔 望 唇 九   

拝 」  （ の ド ○ 宗 ）  碧 如 伊 恥 （ ． 「 爛 熟 ノ 却 （ 8 望 泄 「 （ 狩 J 津 」  （ ∽ － ． 」 宗 ） ． 「 槻 肯 か 狩 ぐ レ 」   

（ － P ひ ㌔ ）  伊 芹 苅 苫 戦 ぐ レ 0   

切 ま    一 〇 ㌔   一 ∽ ま   N O ま    N ∽ ま    0 0 ボ    0 切 ま    A O ポ   ー 切 辞    ∽ ○ 辞   

ー ー
0 0    



溺 山 山 ‥ 『 「 荘 川 ∪ ≠ h ′ き 計 〓 封 u － 」 ∑ 口 嘲 旨 「 バ 普 廿 ∪ 汁 〓 什 竜 討 亡 川 「 洋 学 ○  （ N U 鍾 d   

一 ‖ ○ ） 』
  

溺 】 N － N ‥ 『 「 荘 鍾 ∪ ≠ か き 討 〓 封 u － 」 ∑ ． 電 源 「 〓 什 細 u 8 蕪 村 鴫 d ヰ 普 ○  （ N U 鍾 d O ） 』   

国 訓 一 道 ‥ 「 荘 鍾 ∪ ≠ h ′ き 討 つ 封 u － 」 ∑  口 嘲 旨 「 バ 相 計 ∪ 汁 〓 什  （ 溺 じ ご 世 業 淋 半 ）    

； ＝ 竺 g 一    

汁 渥 什 智 と 前 d 尉 入 か 普 か   

賛 「 「 ノ 沖 持 直 莞 d 叩 か 普 か   

弄 8 傭 欄 8 対 価 什 尉 入 か 普 か   

h ′ 託 と d 竹 前 「 ノ 尉 現 せ   

誠 由 冨 号 q 叩 か 卑 ふ   

皿 吟 8 苓 竹 前 尉 q   

莞 d 叩 か 普 か   

汁 ト 8 ぐ 什 莞 「 ノ 小 「 ノ 小 闊   

‖ 什 碑 港 沖 バ （ ぎ か 亘 ふ   

－ ト 托 什 d 竹 前 「 ノ   

尉 q 莞 d 叩 か 普 か   

固 飾 一 3 ‥ 「 荘 川 ∪ ≠ h ′ き 討 〓 封 u － ≒ 」 電 源 「 〓 什 細 山 越 由  （ 溺 ∽ N － N ‥ 慨 業 淋 竿 ）   

淋 か ㈹ 縄 P r 指 摘 津 ㌢ か 闇 閻 冨 ㌔   

； ＝ 念 岳   

計 粘 亘 ㌫ ′ 沖 汗   

傭 苅 ～ 苛 （ 8 覚 淋 「 （ 障 J 汗   

q － ト （ 叫 「 丘 ■ 蒔 胡 爬 ） d    

嶺 山 ハ 〓 什 竜 骨 障 （ 針 J 汗    

岸 薫 8 汁 ト 8 ト 什 伊 「 ′ 仙 J   

桝 ヰ か h 山 一 〓 前 J 汗   

唇 寧 望 悪 軍 嵐 菖   

ヰ か h 望 ‖ 障 J 拝   

謝 d 〓 小 n 小 誌 〓 ヰ   

〓 け 覚 針 （ 障 J 汗   

計 u 伊 8 ト 什 再 伸 J ≠ 8 〓 什   

和 則 抑 「 汗 ⊂ ． 「 ′ J 「 ヒ ‖ 喘 旨   

ヰ か h 望 ‖ 陪 J 汗   

相 計 か 前 「 ′   

巾 8 存   

巾 8 存   

の ○ ポ   」 ○ ㌔   N O ポ   一 〇 ポ   切 ○ 辞   A O ボ   0 0 辞   

一 〇 ま   N O ボ   山 ○ ボ   ー ○ ま   u O 求   の ○ 辞   」 ○ ボ   わ ○ ま   り ○ ポ   

ー ー り    



溺 聖 ∵ 「 嘲 旨 「 バ 〓 バ 減 「 〓 d ヰ 督 ○  （ 一 〓 二 ‖ ○ ） 」   

国 訓 一 謡 ‥ 「 詩 粥 轟 － 西 仙 u Ⅷ Ⅵ （ 傭 仙 蔀 瑚 ） 」 一 〓 噺 旨 「 バ 減 「 督 ∪ 汁 督  （ 溺 】 ∽ ‥ 世 業 淋 州 十 ）   

山 ） 詩 粥 轟 － 叩 仙 u Ⅷ Ⅵ （ 傭 仙 蔀 叫 ）  （ 堂 遜 「 ペ ニ か ≠ 化 伊 8 智 ）   

什 ｛ か 淑 「 「 一   

派 「 「 ノ   

、 い ノ J 小   

針 叫 亡 淋 「 （ 障 「 一   

姫 「 （ 陪 「 一   

昔 普 か 障 「 ノ   

瀞 回 瑚   

； ＝ 一 望 一  宗   

＋
  

「 落 果 藤 － 仰 帥 u Ⅷ ≠ （ 哺 曲 蔀 瑚 ） 」  禅 堂 遜 「 パ 源 「 普 J 津 普 和 洋 璃 訂 津 希 泄 d 荘 ． 仲   

萌 d 荘  「 什 パ ♂ 泄 「 ぐ レ 」  （ 畠 ． 0 0 ㌔ ）  碧 恥 （ ． 「 源 「 ぐ レ 」  （ ∽ の ． － ㌔ ）  翌 日 さ 符 労 ぐ レ d 訪 戸   

仲 浣 8 笠 ㌔ 前 掃 碧 源 「 ぐ レ 付 回 朗 「 パ ぐ レ か 0 直 8 蘇 舗 什 語 苅 「 パ ♂ 泄 「 ぐ レ 付 回 羽 中 か 塑   

砂 望 剥 ぐ レ 0   

泄 「 ぐ レ 什 執 C 津 適 曲 符 巾 8 躇 静 和 洋 璃 訂 津 葦 泄 d 荘 ． 「 対 称 什 単 ㌢ 沖 d 耐 ス か 普 小 」   

（ 巴 ． ひ 宗 ）  碧 如 ♂ 恥 （ ． 「 直 8 憎 椙 8 対 称 什 耐 ス か 普 小 」  （ 0 0 ド の ㌔ ） ． 「 嶋 簿 d 叫 蹄 ぐ レ 尉   

官 せ 鞘 攣 望 d 叫 か 」  （ N ド N 芭  碧 H さ 符 労 ぐ レ d ぐ レ か 0  直 8 宗 舗 什 語 苅 「 パ ． 「 直 8 憎 椙   

串 対 価 什 酎 ス か 普 p 」  8 面 扇 亘 応 手 昌 量 感 謹 コ 遠 ㌫ 0   

「 詩 諸 藩 適 曲 u Ⅷ 兄 （ 憎 曲 蔀 瑚 ） 」  符 聯 営 「 パ 織 計 J 神 目 付 和 津 璃 訂 津 葦 泄 d 荘 ． 「 対   

称 碧 か 神 津 」  （ 遥 ． 讐 已  ≠ 遅 脚 ♂ 恥 （ ． 「 故 山 直 8 ＞ 什 詩 鞘 湛 適 曲 u り l ≠ （ 憎 曲 蔀 瑚 ）  8   

日 付 和 鋸 「 神 戸  ぐ レ J 「 汁 符 聯 宮 中 か 汁 u 符 蹄 J 津 」  （ 0 0 〇 ． N ㌔ ）  ♂ 語 薄 墨 戦 ぐ レ 0   

一 〇 辞   u
ポ
  一 切 ポ    N O 辞    N u ポ    U O 辞   

一 帖 O    

U u 辞    令 ○ 辞    令 ∽ 求   



溺 ∽ の ‖ 『 「 詩 弔 辞 － 岬 仙 u Ⅷ Ⅵ （ 傭 帥 蔀 加 ） 」  口 嘲 宮 「 べ 菅 廿 ∪ 汁 〓 什 竜 討 ⊂ 帥 「 汁 菅 ○  （ N U   

沖 d O ） 』   

溺 ∽ ？ N ‥ 『 「 詩 粥 藤 － 叩 仙 u Ⅷ u （ 傭 仰 蔀 加 ） 」 竜 減 「 つ 什 細 ひ 8 一 汁 鈴 鴫 d 叫 菅 ○  （ N   

U 帥 d 口 ○ ） 』   

国 訓 一 コ ‥ 「 詩 鞘 藤 － 岬 仙 骨 Ⅷ Ⅵ （ 憫 仰 蔀 加 ） 」  口 馴 宮 「 べ 相 計 ∪ 汁 〓 什  （ 溺 岩 ‥ 世 業 淋 聖 ）   

国 訓 一 ⊇ ‖ 「 詩 鞘 藤 － 叩 仰 u Ⅷ Ⅵ （ 傭 仰 蔀 加 ） 」 竜 減 「 つ 什 細 ひ 植 野  （ 溺 ∽ ∽ － N ‥ 雅 需 淋 聖 ）   

（
  

； ＝ 一 試 一   

汁 価 什 認 卜 障 d 鮮 入 か 普 か   

繋 「 「 ノ 汁 托 直 覚 d 叩 か 普 か   

弄 8 傭 欄 8 汁 輝 什 鮮 入 か 苧 か   

嶋 簿 d 竹 前 「 ノ 尉 現 せ   

鞘 世 慧 d 叩 か 普 か   

皿 吟 8 苓 竹 前 鮮 q 篭   

d 仲 か 単 ふ   

汁 ト 8 ぐ 什 彗 「 ノ 小 「 ノ 小   

針 〓 什 桝 弊 沖 ｛ （ ぎ か 苧 か   

－ ト 托 什 d 竹 前 「 ノ 鮮 q   

覚 d 佃 如 肇 ふ   

計 u 小 8 ト 慧 屋 沖 口 淋 か   

伸 d 柵 － P 「 バ 由 で ク 甲 普 か   

巾 8 春   

； ＝ 一 ∽ 巴   

汁 淋 篭 中 神 汁   

亜 荘 ） 苛 （ 8 篭 淋 「 （ 障 J 汁   

≠ － ト （ 斗 丁 托 ・ 満 胡 惟 ） d   

尉 レ ハ 〓 什 竜 骨 前 （ 障 J 汁   

岸 底 8 汁 ＞ 8 ＞ 什 針 「 ノ 佃 J   

桝 ヰ か 叶 山 一 ‖ 障 J 汁   

岸 蕪 8 苛 朝 〔 馴 宮 ヰ か   

叶 小 一 〓 前 J 汁   

対 d r H 小 「 H か 尚 「 り ヰ 〓 什   

篭 前 （ 葺 J 汁    

訪 u 小 8 ＞ 什 淳 弔 辞 拓 帖 u Ⅷ u   

（ 傭 ㈱ 苅 鵬 ） 8 〓 什 桝 錨 「 汁 戸   

「 ノ J 「 ヒ ‖ 喘 旨 ヰ か 叶 山 一 ‖ 前 J 汁   

相 計 か 葺 「 ノ   

せ 望 厚  証 一 ． 芸   

N O ま   一 〇 ま   ○ ㌔   

○ ㌔   一 〇 ㌔   N O ㌔   u O ㌔   A O ㌔    ひ ○ ㌔   の ○ ま   q O ㌔    0 0 ○ ㌔   り ○ ㌔   

ー N －    

り ○ ま   A O ㌔   ¢ ○ ㌔   ∽ ○ ポ   U O ㌔   



溺 山 ヲ 「 u て ヽ 、 バ ー u 陣 営 ∪ バ 〓 帥 ヰ 督 ○  （ 一 ‖ 二 ‖ ○ ） 」   

A ）  u て ヽ 、 ｛ － u   

≠ て ぺ ＼ パ ー u 8 閑 替 弟 発 弾 制 訝 拝 辞 泄 d 芹 ノ  「 荘 ぐ ご  （ 0 0 ． 冨 ） ノ  「 ぐ レ ぐ レ ト 、 」  （ 0 0 r O 誉  什 狩   

J パ ぐ レ か 0   

． ≠ 「  r 、 ∵ ∴ ＼ … ＝ 点 ニ ニ 「 バ 一 、 ハ 陳 ＼ ‥ こ ・ 斗 ∵ ご 十 い ヽ や 一 丁 い 、 こ ・ ・ し ∵ ＼ け け ． ■ ヒ ・ 〕 ‥ 三 い ・ ヒ ∵ バ ∵ ・ 一   

計 津 詣 池 d 宗 一 「 荘 ぐ ご  （ 畠 ． 会 ） ノ  「 ぐ き レ ト Y 」  （ ∽ ∽ ． 簑 ）  什 抒 J パ ぐ レ か 0   

≠ て ⊥ ＼ パ ー u 胃 聯 宮 「 パ 淋 「 ぐ レ 営 口 U ぐ レ バ 津 璃 訂 拝 辞 泄 d 置 ノ  「 什 パ ♂ 淋 「 ぐ レ 」   

（ A 0 0 一 0 0 宗 ） 望 如 ♂ 惚 ＜  「 淋 「 ぐ ご  （ ∽ 〇 ． ¢ ㌔ ）  什 砂 計 確 か 付 き 0 0 ○ 宗 望 蝉 「 ぐ レ 付 回 哨 「 パ ぐ レ   

か
0   

； ＝ A － ○ 笥 ）   

図 鮎 一 ⊇ ‖ u て ヽ 、 バ ー u 8 期 首 藻 諸 （ 溺 麗 ‥ 壮 需 淋 竿 ）    

ー N N    



溺 岩 － 】 ‥ 「 嘲 旨 「 バ 〓 バ 泄 「 〓 d ヰ 督 0  （ 一 〓 二 ‖ ○ ） 」   

遥 岩 － N ‥ 『 u て ヽ 、 バ ー u 口 嘲 旨 「 バ ． 汁 仙 蹄 ヾ 辻 督 小 皿 吟 伸 亜 か 廿 琶 ∪ 〓 押 付 細 〓 帥 ヰ 督 ．   

一 ∪ 一 ‖ O 」   

図 鮒 一 道 ‥ 「 u て ヽ 、 バ ー u 」  口 嘲 旨 「 バ ． 汁 仙 鈴 q 社 告 小 皿 埠 伸 亜 か 廿 竜 ∪ 〓 押 付 細 小 菅   

（ 嘲 旨 「 汁 〓 什 8 討 か ≠ 化 ♂ 8 車 ）  （ 遥 冨 － N ‥ 価 需 耕 州 ＋ ）   

什 バ か 糖 「 「 ノ   

糖 「 「 ノ   

れ ′ J 小   

針 鮎 亡 糖 「 （ 陪 「 ノ   

糖 「 （ 障 「 ノ   

古 学 か 障 「 ノ   

瀞 回 琳   

国 別 一 望 ‥ 「 u て ヽ 、 バ ー u 」  口 嘲 旨 「 バ 准 「 〓 普 （ 嘲 旨 「 汁 ‖ 什 8 討 か ≠ 化 伊 8 中 ）   

（ 遥 岩 － 】 ‖ 世 業 腑 聖 ）   

； ＝ N 一 己   

○ 辞   

； ＝ N 一 己   

一 帖 ∽    



N ． 上  皿 阻 州 川 駐   

（ 一 ）  洲 詫 傭 － 叩 蔀 副 曲 8 ≠ 甜 バ ー ‖ 溺 ヰ か 帥 如 ・ 糊 帖  （ 洲 巽 傭 適 蔀 恥 曲 溺 ∽ N ）   

【 ⊃  ＝ N ｝ 岩 コ   

一 ）  柵 、 P 柵 仲 8 甫 蔀    

㊤ 砧 訪 （ N 0 0 ご ♯ ）   

【 匪 狩 軸 由 】   

ニ ヲ ニ 賢 い ≡ 三 ． 、 竺 一 皇 二 」 ± ・ 汗 ご ． ÷ ⊥ ∴ ナ 、 〓 こ － 肴 ト 」 エ ー ≡ 〓 ニ … ニ ー 八 ト 、 、 ㌣ け 「 ご ご ↑ ㌣ 直 「 、 ○ ト 「    

ぐ レ
0    

適 敵 弾 蟹 妙 什 「 津 蒔 岩 渕 禅 覿 「 ＜ 対 ロ 寄 州 J パ 拓 「 ぐ レ 0   

【 匪 狩 軸 如 】    

坤 嬰 草 子 ㌣ ご ご こ ざ 霹 ＜ 討 ふ ㌣ 廿 ノ  ＼ パ 代 － 辻 － d 伊 淋 G せ ヰ ぐ レ 0    

茄 瀞 剖 碑 ＼ ぺ 封 荘 上 代 － 辻 － 禅 河 馬 津 川 州 淋 J パ 汁 ぐ レ 什 仙 さ パ ぐ レ か 碧 ノ  淋 哨 や 〓 採 熟 望 小    

さ 汁 G 一 事 汁 ぐ レ 皿 d 如 小 さ か 日 付 望 餅 か ○    

＼ イ 封 8 執 弾 碧 莱 G 刊 南 ○  上 代 － 辻 － せ 叫 化 伊 磋 さ d 8 斡 囁 d 8 苓 聾 荘 器 碑 符 汁 滑 0   

【 匪 狩 抽 由 】    

砂 労 符 H ↑ i － Ⅵ － 禅 鮎 刷 「 パ 荷 「 ぐ √    

発 符 H て ユ ー Ⅵ － 望 狩 ＜ ノ  ＼ ル 爪 － 辻 － d 彗 遍 d 仲 村 ぐ √  上 代 － 辻 － づ 箪 苧 中 空 学 年    

H て ユ ー Ⅵ － 望 餅 か 普 側 部 符 謁 褐 「 パ ぐ レ か O    

T ヽ て 符 節 帥 望 餅 か 什 一 人 代 － 辻 － 呼 号 普 サ バ 牌 か 日 付 符 対 ロ 割 南 0    

帯 筋 甘 せ う 仙 ぐ レ 叫 化 伊 禅 磋 さ パ ぐ レ バ 伊 蔀 禅 対 J パ ＜ さ 狩 ぐ レ 0   

【 匪 狩 軸 由 】    

栄 ぐ レ 緑 顕 せ ノ  堺 緑 ・ 辻 － 7 て ー 旨 彗 狩 ぐ レ 献 策 望 恥 ＜ ノ  ヽ ヤ 代 － 辻 － せ 叫 化 伊 磋 さ d 囁 ＜ 8    

符 割 紺 碧 餅 か ○    

叫 化 伊 望 柑 砂 符 堺 耳 か 巌 罫 勝 義 禅 「 パ 拓 「 ぐ レ 0    

昂 ぐ レ 緑 符 存 命 司 禅 ∪ 耳 パ 拓 「 ぐ レ ○    

テ 憎 薄 ＞ 憎 弾 指 ト Y パ ぐ レ か 望 ノ  柑 、 ㌢  柑 仲 口 跡 ト Y か 陸 棚 詩 碑 勝 轟 「 パ 荷 丁 ぐ レ 0    

赫 亜 罫 符 喘 由 藩 岳 － 7 て ー 旨 ノ  前 亜 露 和 牌 轟 「 パ 荷 「 ぐ レ 0 相 継 知 荘 昂 溺 帥 前 亜 符 「 パ 喘    

ご ‥ 享 け 〓 き ニ ー ∵ 悼 ヾ ∵ 「 〇 ． 軸 「 ∵ ．   

㊤ 雫 岩 （ 笠 寺 ）   

㊥ 吟 淋 料 弥 蒜 溺 （ 、 ぺ 封 ・ 呂 苓 ）   

㊥ 軽 油 料 論 森 岳  （ 銅 価 二 諾 苓 ）   

ー N A    



山 ） 甫 琳 冨 糾 癒    

㊤ － 押 掛 ≠ 此  （ N N N 苓 ）   

N ） ≠ 化 伊 8 敵 現 前    

㊤ 和 学 恕 融  （ 霊 由 辛 ）   

【 仙 狩 軸 如 】    

適 伽 ≠ 脹 狩 化 8 南 端 粗 筋 禅 適 せ 「 パ 詳 「 ぐ レ 0    

適 曲 ≠ 脹 8 紗 癒 元 ． 蓉 斎 8 ト 判 和 郎 沖 か 什 湿 淋 苫 d 狩 ぐ レ 0    

湯 前 望 訓 （ 適 酢 ≠ 脹 什 芦 通 園 瀞 斡 碧 堂 遍 d 碑 狩 〓 望 ． 叫 瑚 パ せ 前 知 薩 伊 戦 （ 堂 遜 d 叫    

か 汁 u 符 「 パ 拓 「 ぐ レ 0    

湯 壷 望 訓 （ 適 曲 ≠ 止 せ 芦 聾 通 園 静 観 望 彗 遜 d 仲 村 ぐ レ 望 ． 叫 化 伊 碧 ∽ ＞ ぐ レ か 8 d 彗 遍 d    

叫 か 汁 u 符 「 パ 河 「 ぐ レ 0   

【 世 相 袖 垣 】    

撞 謹 碧 聯 営 d 叫 か 汁 山 狩 薄 叫 薄 晰 せ ヽ ス ∨ 丁 碧 餅 か 什 汁 ぐ レ 0    

治 謹 伊 聯 営 d 叫 か 汁 小 幕 □ 8 ヽ ス ∨ 丁 望 卸 さ 苑 汁 ぐ レ 0    

加 よ 法 学 覇 も 品 型 厨 克 て 「 ス ∨ 丁 8 戦 （ 荘 個 □ 8 □ せ d ． 藩 ぐ レ バ ぐ レ か 滋 荘 聯 宮 d 仲 村 ぐ レ 0  片    

口 符 伊 遜 南 「 パ 苅 「 ぐ レ 0   

【 仙 狩 抽 由 】   

－ 沌 曲 轟 8 汁 ひ 狩 ． 強 要 d 彗 遍 d 叫 か 蕪 雑 望 狩 ぐ レ 0  ぐ レ U d 伊 諜 d 伊 尉 官 符 苛 （ 日 付 8 d    

砕 か 諒 恕 料 J （ ∪ パ 拓 「 ぐ レ 0    

泄 叫 望 相 識 d 叫 か 茹 温 和 謁 蔀 「 パ 拓 「 ぐ レ 0    

叫 化 伊 8 尉 官 濁 せ 謹 叫 8 疎 茹 認 望 薪 亙 狩 茹 認 d 苛 狩 訝 さ パ 訪 戸  吟 普 〔 〓 r － （ ぐ レ 0    

蹄 認 符 適 曲 論 せ 図 咄 講 望 狩 （ ． 叫 化 伊 和 樹 さ パ E 普 耳 符 （ ぐ レ 0  淳 淋 蘇 錯 覚 料 卸 8 南 8    

弛 ぐ レ 付 目 か 打 倒 ぐ レ 0   

【 仙 狩 抽 如 】   

・ 控 圃 狩 化 学 献 呈 8 d 叫 か 茹 碧 甘 沖 ぐ レ 0   

・ 淳 圃 普 か 困 泄 望 諒 出 欲 さ ． 洗 － 旨 障 宝 望 渦 詩 仙 さ か 狩 化 ． 耐 罷 ヰ か 〓 什 望 d 叫 狩 ぐ レ 0   

淋 「 （ 軸 ス か 淳 圃 止 （ 竺 戸 廿 鱒 y さ パ 苅 「 〓 0   

・ 丹 南 買 ∵ Y W V U 狩 化 テ 佃 ぐ レ 叫 化 伊 望 崗 ス か 樹 胆 望 せ 狩 ぐ レ 0 柑 ケ 「 パ 隙 ス か 伊 8 禅 適 せ   

「 パ 拓 「 ぐ レ 0   

・ 淳 圃 符 昂 平 和 殿 御 「 パ 拓 「 ぐ レ 0   

㊥ 新 郎 d 8 ヽ ス ヾ 丁  （ 一 一 ？ 辛 ）   

㊥ 醐 丑 諒 恕  （ N 宣 辛 ）   

一 帖 ひ    



A ） 蔀 藩 ・ 間 藤    

㊤ 剖 竜 湘 諦 ヰ か 裔 郡 （ 笠 寺 ）   

【 匪 狩 抽 由 】    

う 通 学 同 庫 蓮 せ 「 パ 打 「 ぐ レ 0  普 普 G U 草 間 和 知 ∪ 宣 百 ＜ ぐ レ 0    

対 召 せ 妥 Ⅱ 符 塑 軒 d 叫 か 与 適 華 8 諒 罰 弾 品 せ 「 パ 荷 「 ぐ レ 0    

〕 の ∽ Ⅲ ノ  N 心 昂 溺 柵 砂 d 叫 か う 適 睾 亜 F 山 8 罫 罰 弾 荘 せ 「 パ 荷 「 ぐ レ 0  園 罫 落 選 8 浄 か    

ぐ レ 回 「 せ 与 適 睾 岡 8 刊 和 狩 化 望 溺 随 什 狩 J パ ぐ レ か 8 d ノ  園 瀞 乱 8 謝 淋 和 渕 睡 ヰ か 0   

【 匪 狩 抽 由 】    

帯 筋 せ 托 望 埠 富 轟 弾 弾 菊 ヰ 8 符 琳 渡 「 パ ぐ レ か 0    

執 筆 同 庫 品 せ 「 ノ  剖 帽 ヰ か 轟 醇 d 柑 － r 「 パ 圧 軸 d 叫 か 汁 ひ 符 「 パ 打 「 ぐ レ 0    

埠 落 8 伯 仲 上 米 謡 ノ  割 出 惑 溺 側 芽 d 圧 軸 d 碑 か 罫 罰 狩 化 禅 学 － ト ス ー ℃ 鯛 d 諒 幾 筋 溶 「    

パ 訂 「 ぐ レ 0    

芦 剛 粗 適 せ 甫 新 島 8 藩 恕 尭 強 面 モ 0    

蔀 藩 寄 ・ 聾 軸 寄 8 難 敵 鞘 溺 弾 ノ  国 粋 弾 品 せ 「 欄 ∽ 国 対 代 印 避 冨 符 苛 J パ 存 「 ぐ レ 0   

【 匪 狩 抽 由 】    

弾 聾 適 藩 科 せ 瑚 零 落 甫 荘 汁 酌 醤 ヰ か 8 d ノ  湘 轟 Ⅲ 弾 並 せ 「 パ 荷 「 ぐ レ 0    

同 市 認 8 学 資 適 藩 禅 宗 ♯ 轟 聖 戦 ぐ 蒜 功 ノ  ≠ 化 ♂ 8 蜘 閻 昂 溺 什 蜘 狩 か 浄 ＄ ♯ 蟄 せ 符 「 パ 茹    

「 ぐ レ
0    

固 辞 認 8 学 資 適 藩 砂 弾 ノ  軒 溺 同 d 8 柚 科 せ ♯ 部 ・ ♯ 薄 8 轍 発 弾 d 碑 か 汁 ひ 戸 「 パ 茹 「    

ぐ レ
0    

学 資 遠 藤 科 せ 瑚 零 落 甫 和 国 薄 認 d 荘 狩 ＜ 首 認 8 諒 罰 d 柚 耳 か さ か 汁 u 符 「 パ 荷 「 ぐ レ 0   

【 匪 狩 軸 由 】    

直 撃 剖 8 汁 小 六 園 瀞 輝 昏 熟 8 欄 撃 砕 ト ナ 旬 ノ  南 部 墨 跡 置 弾 蘭 ＜ 「 パ 打 「 ぐ レ 0    

芦 福 岡 静 観 弾 与 哺 薪 倒 湘 抽 d 蒋 沖 か 汁 u 符 「 パ 茹 「 ぐ レ 0    

甫 茸 藤 森 郡 似 せ 与 憎 粋 8 聞 落 輝 狩 化 ノ  甫 預 団 8 川 筋 禅 謝 淋 仙 ヰ パ 茹 「 ぐ レ 0   

㊥ 、 ≡ 西 岡 瀞 （ 一 ∽ N 弄 ）   

㊥ 圧 恥 ・ 恥 藤 （ 会 可 弄 ）   

㊥ 同 渦 潮 昏 熟 （ コ 可 弄 ）   

一 帖 の    



∽ ） 蔀 加 認    

㊤ 諦 甜 弾 （ N 冨 苓 ）   

【 軌 狩 軸 由 】    

褐 且 蔀 叫 認 8 昂 溺 構 如 せ 一 罫 近 来 叫 ・ 芽 Ⅲ 蔀 瑚 禅 謝 淋 「 パ 荷 「 ぐ √    

廿 Ⅲ 臣 控 8 辞 噛 禅 「 パ ぐ レ か 望 韻 普 J パ ＜ き か 蔀 咄 認 竜 骨 狩 ぐ √  廿 昂 Ⅶ 托 耳 d 伊 伊 仙 や    

「 如 昂 頭 韻 耳 か き か 什 汁 ぐ √   

【 帥 狩 軸 由 】    

＞ 認 轍 聴 牌 備 d 宗 純 蒸 せ 荘 Ⅷ ∨ や 碧 南 ＜ 狩 J パ 「 抽 ぐ ′  狩 普 狩 普 ＞ 認 d 価 狩 ぐ √    

漣 轟 せ d 狩 普 狩 普 ＞ 認 d 仲 村 ぐ レ 竜 一 ≠ 化 ♂ 碧 N ＞ 訪 G 韻 耳 か き か 抽 d 隷 轟 諒 嬰 望 d 仲    

村 ぐ √    

≠ 化 ♂ 望 テ 仙 ぐ レ 小 雨 荘 ＼ パ ー T u ヽ 卜 禅 剖 帖 ヰ か ＞ 望 戦 ぐ レ 碧 一 尚 m 二 甲 茫 J 白 ＼ バ ー T d 荘    

開 且 蔀 叫 認 符 ＞ 認 d 仲 村 ぐ レ 津 啓 一 壷 仰 許 ＄ か 日 付 望 d 仲 村 ぐ √   

【 仙 狩 軸 如 】    

ト 8 ≠ 望 藻 源 東 城 脚 伸 一 ↓ 8 ≠ 払 功 鎧 且 蔀 嘲 認 禅 堂 遍 「 パ ぐ レ か 竜 一 ↓ 8 ≠ 符 仰 汁 山 花 ぐ レ    

聖 堂 覚 猷 遍 佃 き 戦 雲 壷 d 仲 村 ぐ レ 0    

開 且 来 叫 認 禅 堂 遍 「 パ ぐ レ か 払 功 直 営 割 付 詩 ス パ 彗 選 挙 望 訓 ヰ 鴫 か 0  粕 汁 一 哉 丑 d ♂ 諒 恕    

符 汁 J パ 帯 沖 鳩 せ 湘 塘 払 巧 粕 直 粕 小 河 8 荘 擢 事 d 柵 蹄 ぐ レ ○   

【 仙 狩 抽 由 】    

鎧 且 蔀 咄 認 8 弾 竜 骨 狩 ＜ 一 藻 源 来 嘲 似 せ 鎧 且 辛 蔀 叫 潔 荘 華 紗 望 剥 ぐ √  事 睡 代 紋 G 符 剥    

耳 か 日 付 望 d 仰 か 蔀 咄 認 望 畏 轟 仙 き き 亮 一 柑 、 P 「 パ 轟 応 軒 昂 ヰ か 日 付 碧 d 仰 か 0    

う 海 藻 対 審 鮎 望 戦 ぐ レ 碧 一 国 河 狩 化 碧 叫 か ㌢ 什 胚 覇 似 き パ ぐ レ か 蔀 叫 認 禅 歳 せ 「 パ 荷 「 ぐ √    

蕪 村 対 審 畏 禅 如 傭 「 パ 〓 か 望 一 茶 符 鎧 且 単 蔀 叫 蘇 鎚 荘 粗 ケ 「 パ 冠 耳 か き か 什 細 沖 か 蘇    

鎚 望 号 狩 〓 0  討 且 来 咄 頚 百 ＞ き 如 士 且 惑 示 料 討 か 8 d 一 旬 8 直 8 轟 毀 禅 謝 湘 仙 ヰ パ 荷    

「 ぐ √   

㊥ 溺 望 昂 溺  （ 竜 苓 ）   

㊥ ＞ 潔 （ 一 合 苓 ）   

㊥ 抽 遜  （ 芸 事 ）   

一 帖 」    



の ） 豊 謀 圃    

㊤ 新 郎 浮 （ 謡 苓 ）   

【 仙 蹄 軸 如 】    

瀞 咄 8 ＞ ≠ ネ 癒 謹 も 面 詰 ． 藩 対 d 蹄 琵 狩 耳 さ 罵 狩 い 狩 ぐ エ 沐 発 弾 停 咄 「 パ 拓 「 ぐ レ 0   

【 軌 抒 軸 由 】    

詳 粒 聾 蒜 圃 「 普 狩 ぐ レ 8 d ． 南 端 冨 恥 苗 慧 汁 仰 ぐ レ 0    

謝 辞 憎 避 荘 蔀 繍 軸 伊 珊 （ 克 ＞ 望 ＋ 吟 什 荘 ぐ レ ト 一 対 ぐ レ 8 d ． 伊 u せ 「 南 端 苫 符 粗 筋 「 パ 荷    

「 ぐ レ 0  直 蛍 功 什 芹 ス パ ＞ 圃 茸 蹄 化 伊 剥 ぐ レ 0    

け 斡 8 聾 蒜 国 庫 扁 J パ 荷 「 ぐ レ 0   

【 仙 蹄 軸 如 】    

劉 帖 ヰ か 聾 蒜 圏 符 ＞ か 8 口 端 埠 ヰ か 0  聾 蒜 圏 8 弾 禅 道 せ 「 パ 荷 「 ぐ レ 0    

聾 蒜 圏 8 － 頭 畿 望 や 狩 ぐ レ 0   

【 仙 蹄 軸 如 】    

褐 且 掌 蔀 叫 轟 鎚 8 － 昂 蔀 叫 8 軍 船 望 訓 ぐ レ 0  ＼ パ ー 丁 寿 ＞ 望 ヰ ス パ 蔀 叫 鼎 遍 符 蹄 J パ 「 帥    

u O  褐 且 蔀 叫 翌 付 回 前 瓶  （ ∽ ○ 〔 二 止 ＼ 昂 溺 ）  R 「 パ 荷 「 ぐ レ 0    

二 〕 T J ∴ ∴ ワ 禅 Ⅷ 票 買 ∵ 土 壁 諏 咄 南 五 二 L F ぐ 托 亘 ． 開 且 蔀 叫 翌 斉 田 加 ぐ レ J 謁 ぐ レ d 堂 遍 d    

坤 蹄 普 J 祥 0  詣 立 至 東 亜 意 融 謹 塑 蚕 豆 亘 茄 （ ． 溶 ぐ レ 津 （ パ 伊 南 ト 一 汗 ぐ レ 0    

泊 8 ＞ 罰 8 拝 啓 卜 昂 蔀 叫 禅 堂 遍 「 津 碧 ． 昂 Ⅱ 碧 宥 和 仙 さ パ ぐ レ 津 G ． 昂 溺 望 貯 普 ぐ レ 狩 化    

溶 ぐ こ 〓 （ 普 J 津 0  髄 脹 R 詠 槻 狩 昂 符 堂 遍 d 叫 か 汁 u 符 「 パ 拓 「 ぐ レ 0    

咄 湘 帥 寄 碧 空 遍 「 せ ヰ ぐ レ 灘 蔀 樽 槽 ト Y パ 荷 「 ぐ レ 0  開 且 蔀 叫 認 8 － 市 来 叫 荘 瑚 蕃 望 付 さ 狩    

ぐ レ
0    

デ に ′ ∴ 二 ＝ ミ ニ 三 ÷ サ ヾ ∵ 二 ノ い で ㌦ て ∵ け 、 ∧ 二 蒜 「 さ こ ∴ 、 さ 、 ∵ こ ． ． ∵ ． こ 二 「 〓 ＝    

瑚 苔 狩 「 d 貯 昂 溺  〓 ～ N 昂 溺 ）  韻 普 J パ （ さ か 亜 望 討 か 汁 ぐ レ 0  応 対 8 － 昂 蔀 叫 荘 ．    

≠ 許 仰 望 汁 槻 筏 J 津 G 叫 化 伊 望 沙 罫 d ♯ 寸 ∨ 付 旨 「 津 G 什 ． 卸 商 符 堂 遍 d 叫 か 什 ぐ レ 小    

柱 「 ． ． り ｛ 汁 ＼ ハ ㌻ ＝
   

化 ㌢ 蹄 ヰ 一 代 封 慧 討 か 普 汁 （ 計 ふ こ γ 璃 ． 単 五 〓 ＼ 汁 拍 こ け 「 パ ふ ユ 冊 沖 h 〓 三 好 ～ ． 卸 澱 符 聖    

二 「 q 丹 ＼ ハ 〓 ＝   

㊥ ＞ 周 ≠ 罫 柵  （ 】 0 0 専 ）   

㊥ 鼎 遜  （ N 】 ご ♯ ）   

㊥ － 昂 蔀 叫 （ 〓 u 寺 ）   

ー N 0 0    



0 0 ） 詫 ≠ 藤    

㊤ 醸 J 癒  （ 一 ？ 辛 ）   

可 ）  巾 8 存 8 ≠ 珊 バ 柚 瀧    

㊤ 示 盤 醜 薩  （ 冨 苓 ）   

【 批 狩 軸 由 】    

蔀 叫 認 d 荘 ↓ ‥ ∽ ○ 普 小 樽 圏 「 パ ぐ レ 津 望 ノ  ラ 爛 熟 荘 陣 薪 昂 溺 碧 翫 ぐ レ 0  落 果 森 高 耕 伊 榊    

粗 筏 望 ノ  陣 薪 昂 溺 伊 佃 （ 「 パ 河 「 ぐ レ 0    

佃 盤 串 側 望 討 か 津 ＄ ノ  佃 ＄ 符 陣 蒋 d 叫 か 什 柵 」 P O    

蔀 満 地 口 汁 か 陣 ↓ 薪 8 如 亜 占 望 威 か 璧 一 重 ぐ レ バ ぐ レ か 薔 伊 丁 か 8 d 一 岸 渇 8 対 ロ 伊 爵 辻    

r パ 伊 小 J パ 荷 作 小 菅 0   

【 仙 蹄 軸 由 】    

衿 津 8 叫 適 幕 湘 票 田 〔 こ 〓 （ ぐ √  識 淳 重 曹 小 一 叫 適 奔 騰 8 鰍 琳 － F 狩 化 妙 ＃ 重 訂 藩 叫 普 耳    

パ 河 「 ぐ レ 0    

蒔 側 R 浴 苛 ヰ か 罪 8 粗 筋 和 親 湘 仙 ヰ パ 河 「 ぐ √  叫 適 斉 粥 せ ノ  妙 ＃ 普 小 敵 翠 碧 蹄 （ 割 柵    

符 蹄 J 津 0    

叫 適 芽 湘 せ 瑚 適 昂 溺 8 璧 掃 芹 討 か 望 一 義 茹 d 癒 （ 憂 唖 普 耳 蹄 耳 さ 苑 彗 遜 d 祓 抒 士 0   

【 仙 狩 抽 由 】    

項 瑚 パ 粗 布 せ 乗 咄 ヰ 一 代 刃 R J ぐ レ バ ノ  Ⅲ 埠 d 盤 上 蹄 ぐ レ 什 吟 普 小 河 ぐ レ 0  苛 汚 せ 轟 糧 普 か    

轟 粛 さ 百 瀬 豆 ↑ 一 恵 ↑ 亘 0   

【 帥 蹄 抽 由 】    

塵 叫 蹄 望 仰 望 適 d 叫 か 汁 山 一 － ∞ ‥ 0 0 ～ － り ‥ 0 0 抽 d 剥 普 J パ 河 「 〓 0    

聾 蒜 圃 謎 普 G 蔀 叫 8 昂 溺 弾 構 如 「 パ 拓 「 ぐ レ ○ 項 化 伊 和 知 ぐ 墓 相 溺 謎 耳 小 き き 罷 ノ  串 倒 弾    

苅 「 津 〓 0    

＼ パ ー 丁 弾 苅 「 パ 〓 か 望 ノ  昏 蒜 電 8 溺 圏 昂 溺 碧 貯 （ 敵 脹 拝 辞 切 望 狩 ぐ √   

㊥ 加 － 押 斉 義 朝 8 彗 紬 （ ∽ N 苓 ）   

㊤ 堂 遜 番 頭  （ N の 辛 ）   

一 帖 ¢    



【 軒 狩 軸 由 】    

叫 化 伊 8 肝 鞘 癖 柵 せ 蔀 湖 軸 8 蟹 軒 狩 化 ノ  う 亜 薄 8 灘 痛 覚 誹 さ パ ぐ レ か ヽ ゝ － 皇 亘 ㌫ 竺 口 斗    

粗 0    

亜 苅 薄 瑚 符 蟹 ヰ か 剃 粗 碧 餅 か 0  憎 辻 8 丑 卜 托 耳 d 狩 （ ノ  「 ∪ 耳 せ ＃ 妙 弄 桝 坤 符 ∪ 耳 小    

さ か 茹 抒 8 哲 0   

【 世 狩 軸 如 】    

せ 亜 肝 符 伊 野 妙 和 江 「 パ 苅 「 ぐ レ 0  勘 脹 荘 沖 苗 碧 汁 仰 ぐ レ 0    

妙 叫 8 蕗 知 管 n 伊 せ 亜 芥 川 d 芥 妙 伸 筋 薄 「 パ 拓 「 ぐ レ 0    

叫 小 鴨 哲 G 8 せ 亜 肝 符 荘 芥 妙 鷲 敷 槻 0  訪 勘 膿 汁 G 伊 ノ  氷 淋 廿 8 郎 笹 津 ゝ 〓 い 一 弾 叫 化    

伊 符 妙 ス 仙 ヰ 浄 ぐ レ 0   

【 軒 対 地 由 】    

亜 伽 蔀 瑚 8 弾 望 紅 百 村 ぐ レ 0    

糖 蜜 仲 托 慧 酪 （ 符 亜 伽 蔀 嘲 望 狩 （ ノ  荘 川 J 叫 か さ 餅 ぐ レ 封 u － 旨 せ 浮 架 藤 水 上 丸 正 Ⅷ d    

符 ∪ ぐ レ バ 8 諒 ≠ 閉 伊 せ 狩 （ 割 柵 0    

憎 伽 蔀 咄 符 伯 仲 望 狩 （ ＞ さ 狩 ぐ レ 8 d 謝 肺 仙 ヰ パ 拓 「 ぐ レ 0 － ∞ ‥ 0 0 帥 d 托 什 訪 告 声 帯    

溺 符 砂 計 狩 ぐ レ 8 d ノ ー り ～ N  O 昂 帥 d 符 「 パ 拓 「 ぐ レ 0    

蔀 相 識 8 汁 u 符 や ＞ 弾 d 皿 8 苛 秘 説 （ 灘 蔀 狩 8 哲 剃 粗 0  茸 紗 碧 訓 （ パ 伊 汁 ぐ レ 8 d ノ  牙    

勒 桝 謝 腑 仙 ヰ パ 拓 「 ぐ レ 0    

炒 苅 符 落 果 藤 ♯ ヾ 鴇 u Ⅷ 旬 桝 鞘 榔 「 パ 拓 「 ぐ レ 0 亜 薄 哲 小 輩 嬰 8 狩 ぐ レ 諦 鞘 慧 謝 腑 ヰ さ 罵 ノ    

粗 、 ㌣ 「 パ 藩 耳 か 0  う 亜 茹 南 側 欄 8 浮 親 藩 8 画 茹 認 桝 勝 轟 「 パ 荷 「 ぐ レ 0  来 瑚 認 8 汁 u 帯    

織 P 』 灘 符 韻 J パ 伊 小 声 か 茹 認 望 餅 か 什 粗 、 P O  昂 溺 梶 帥 ヰ 一 代 封 せ u 妙 8 茹 薄 狩 化 伊 餅    

か 什 汁 ぐ レ 0   

㊤ 辞 職 ノ 8 割 細  （ 一 0 0 苓 ）   

㊥ せ 悩 薄 8 帯 紗 （ 冨 苓 ）   

㊥ 詩 弔 辞 （ 一 〇 N 苓 ）   

ー ∽ ○    



（ N ） 、 ナ 憫 肝 蔀 弼 郎 8 詩 粥 藤 － 沌 仰 瑚 熟 前 部 口 茸 ヰ か 帥 沖 ・ 柵 帖 （ 、 J ′ 憫 肝 蔀 甜 郎 溺 の N ）   

【 ⊃  ＝ 竺 ○ 】   

N ） 詩 弔 辞 ♯ ヾ れ u Ⅷ Ⅵ    

㊤ u □ q Ⅷ ト  （ g 苓 ）   

一 ）  落 果 藤 諦 湘 8 包 旨    

㊤ 申 請 耕 8 五 胡 （ 巴 苓 ）   

【 批 狩 抽 由 】    

耳 ㌢ 普 せ ヾ 観 望 、 P 語 狩 8 d ノ  封 u ヾ 〕 8 皿 望 ＋ 冷 却 価 副 （ 汁 u ＞ 弊 和 議 せ 「 パ 河 「 ぐ レ O   

． こ L ユ ニ ′ ． （ ヾ ・ ・ 」 ． 、 さ 、 ′ ； ‡ － － ぶ 巾 「 ． り ㌻ 「 丁 ＝   

【 匪 狩 帥 由 】    

≠ □ 戊 Ⅷ 卜 弾 謝 淋 「 パ 再 「 ぐ レ 0  哺 d 耳 管 弾 薄 甘 か 汁 小 村 落 妙 せ ノ  袖 幕 単 8 劉 茸 ♯ 寸 ∨    

≠ 亜 8 冷 風 望 討 か 什 汁 ぐ レ 0    

訓 憎 割 符 狩 か 什 聯 宮 「 狩 ぐ レ 叫 化 ♂ 望 遠 沖 か 0  融 傭 欄 d ♂ 泄 「 苗 か 烏 口 q Ⅷ 卜 せ ヰ ー や    

旨 諒 野 望 討 か 什 汁 ぐ レ 0   

【 批 狩 軸 由 】    

芹 ≒ 詩 ♯ ヾ ． （ ） ・ † 、 け へ ↑ 州 ・ し 」 ∴ 一 、 こ ご ー ． （ ） － － L さ ． － E 三 三 ざ て ． 、 ヰ 一 竺 ■ 十 〔 け 「 ． り 【 ニ ≡    

「 パ ぐ レ 狩 普 J 津 0  ＞ 憎 昂 符 埠 普 G せ ヰ （ 裂 焉 「 パ 再 「 ぐ レ 0    

訂 ＞ 「 パ 価 津 望 ノ  化 8 汁 山 狩 轟 錯 覚 討 か 普 埠 普 か 璃 ノ  代 目 冒 頭 耳 ヤ 粕 汁 ぐ レ 8 普 ♂ 吟 普 か    

狩 ぐ レ 0  節 ＞ 側 部 価 8 澤 口 岡 澤 認 偵 d 鎧 焉 望 討 か 什 汁 ぐ レ 0    

叫 化 ♂ 8 酎 山 側 薄 口 討 か 8 荘 「 荘 川 J 叫 か さ 餅 ぐ レ 封 や ー ≒ 」 8 拝 啓 ノ  詩 製 麻 劃 ヾ 鴇 や Ⅷ    

烏 口 ∪ ぐ レ バ 荘 皆 か 狩 普 J 津 0 直 8 轟 耕 符 ∪ ぐ レ パ ♂ 頭 畿 茹 薄 「 パ 荷 「 ぐ レ 0    

」 ↑  r 、 「 ・ ） … ト ・ し 丁 ． り へ ↑ ≡ 」 ∵ け ≠ － 〕 芋 ∵ 「 一 〕 山 こ ′ 主 ≡ ． り ー ” 一 ご 宇 三 二 汁 ∴ ‥ け ≠ ： ∵ 丁  ≠ こ け    

荊 畿 「 パ 荷 「 ぐ レ 0   

【 匪 狩 軸 由 】    

彗 基 軸 許 せ 傭 薪 什 8 溺 蔀 望 汁 （ 導 管 か 狩 ぐ レ 0    

諦 轡 丑 哨 望 憎 薄 口 汁 J パ オ 価 （ 併 u O    

へ ー 州 ・ し 】 ∴ 一 、 こ ご ー ． （ ∵ ⊥ L さ 蹟 、 － 帖 － 霊 け 芹 ■ 某 識 ♯ ・ ＼ （ ） ⊥ ． ＼ さ ． 臣 丁 ÷ ざ て ． ： 、 ． ニ ー 一 （ 三    

ヰ 璃 符 伸 べ 8 轟 雑 d 放 せ U 8 茹 溶 狩 化 弾 苛 神 苑 ノ  聯 営 軸 望 遠 沖 か 8 d 罪 障 ぐ レ 普 0   

㊥ 封 u ヾ u  （ 一 ？ 苓 ）   

㊥ 諒 茹 茄 薩  （ サ 苓 ）   

ー ∽ －
   



山 ）  荘 帥 ∪ ≠ か き 討 〓 封 u － 」 丁    

㊤ 堂 遜 昂 頭  （ 巴 苓 ）   

【 仙 狩 軸 由 】   

． ハ 寸 ・ ・ 、 ． 」 帝 王 づ 「 、 ○ ‥ 「 「 ∵ リ   

． ハ 寸 ・ ・ ＼ 」 ‥ ご ≡ ＝ 丁 仁 「 、 「 、 」 、 ． ； 一 昔 － ↑ 小 母 宗 ㍉ ～ へ 」 「 し 廿 ユ ニ ＝ 一 ニ ュ 二 三 「 樟 〓 ・ し 、 O 」 ∵ し 、 ○ 沖 「    

ぐ レ
0    

岸 蕗 や 難 敵 8 軸 知 和 召 ＜ 椒 浬 鷲 敷 C か さ 狩 ぐ レ O   

． ハ 寸 ・ ・ 、 ． 」 「 ご ． ハ ♯ 、 L へ ＝ 「 エ し し 廿 ＼ ＝ ミ 芯 樟 「 、 ○ ‥ 〓 、 ∵ ＝ ． ハ 寸 こ ． 」 さ ー 一 誉 † － E 】 エ ． 廿 八 － り    

柵 伸 輔 描 望 サ ワ d 一 湘 再 話 8 諦 墓 碑 謝 臓 ヰ か 汁 山 狩 塗 価 普 耳 望 号 狩 ぐ レ 0    

封 Ⅵ ヾ 〕 符 副 森 伸 せ 朝 湘 脾 8 東 湖 軸 狩 化 憎 同 五 8 ＞ 望 ぐ レ か 望 一 難 耐 8 朝 覇 対 化 弾 皆 か    

～ 「 「 l 「 州 ・ 〕 ＼ ＝ － て 工 匠 さ 、 ± （ 「 ご 、 ． 樟 ． ハ 寸 ・ ・ 、 ． 」 へ ＝ 「 、 ○ ‥ 「 「 ∵ リ   

【 仙 狩 軸 如 】    

堂 道 側 芹 南 袖 廟 亘 庵 ＜ 一 訓 憎 稲 荷 障 宝 対 称 望 如 ∪ 碧 か ヰ ゴ 血 料 亘 ぷ 毎 号 0    

訓 哺 欄 遍 8 静 弟 8 軸 画 ㊦ や 〕 l u 諦 鮮 碧 餅 か 什 汁 ぐ レ 0  せ 哺 薄 什 8 織 誤 狩 化 せ 哺 脾 諸 声 ∪    

狩 碧 か 諒 野 望 d 砕 か 什 汁 ぐ レ 0    

軸 同 細 望 ヰ 州 ＜ ノ  醇 如 五 勒 伊 堂 蕃 碧 戦 ぐ レ 0  諦 雑 一 ≠ □ q Ⅷ 卜 弾 謝 淋 「 一 醇 辻 吉 村 茹 認 什    

「 パ 荷 「 ぐ レ 0    

詩 学 8 堂 き 毯 噛 ＜ 一 斗 萌 弾 細 山 討 吟 野 営 「 津 ぐ レ 叫 化 伊 符 荘 義 和 d 仲 村 ぐ レ 0    

廿 昂 Ⅱ 荘 聯 富 軸 望 や 狩 ＜ 酎 現 金 ≠ 碧 ぐ レ 狩 ぐ レ 8 d 一 片 昂 Ⅲ 符 伊 津 ＜ 咄 ㌢ 8 叫 化 伊 望 淋 沖    

か 汁 山 狩 醇 廿 吉 村 ≠ □ q Ⅷ 卜 弾 苛 J パ 荷 「 ぐ レ 0   

【 仙 狩 軸 如 】    

蔀 瑚 丑 畠 中 癒 ㌫ ～ ∞ 昂 沖 d 遜 認 「 パ ぐ レ か 望 ノ  荘 沖 J 叫 か さ 餅 ぐ レ ン u － 旨 荘 ⊥ 〓 鱒 沖 d 聖    

戦 ＜ 叫 化 伊 望 9 什 G 8 昂 溺 望 d 価 パ 「 州 u O    

斜 0 0 昂 州 d 遜 認 「 パ 荷 「 ぐ レ 0    

劉 芋 d 伊 汁 ぐ レ 8 d 春 ぺ 昂 溺 弾 椀 帥 「 一 甫 砂 弾 圧 ヰ 狩 化 「 パ ♯ 藤 0 0 昂 ＜ か ぐ レ 州 d 識 曽 J    

パ 荷 「 ぐ レ 0    

袖 幕 中 村 化 荘 遜 詰 碧 ♯ 丑 ¢ 昂 普 か d 串 朝 符 帥 「 柚 沖 か 0    

袖 幕 単 存 知 沐 自 室 岳 昂 溺 望 の 昂 溺 什 狩 J パ 訪 戸  蔀 湖 軸 碧 蔀 鵡 ヰ か 沖 d 8 ∽ 昂 頭 首 ＜    

樟 ． い ソ け 〓 ・ ． 〔 一 匡 －
1
一 「 、 ○ 】 八 － リ
   

ラ 憎 【 欄 脾 8 彗 遍 和 良 適 【 Ⅱ 普 か 符 「 パ 荷 「 ぐ レ 0   

㊥ カ u ヾ u  （ ∽ A 苓 ）   

㊥ u □ q Ⅷ ト  （ 〓 ？ 苓 ）   

【 ∽ N    



A ） 詩 粥 藤 － 西 仰 u Ⅷ Ⅵ （ 憾 仰 蔀 加 ）    

㊤ 柵 遜  （ N 一 苓 ）   

【 仙 蹄 軸 由 】    

湖 遍 望 訓 ぐ レ 0  蔀 轟 軸 恥 芯 8 蔵 蕎 和 渕 帽 ヰ か ○   

－ 0 0 昂 宍 零 8 構 如 芋 紗 望 訓 （ 堂 遍 d 仲 村 ぐ √   

【 出 蹄 抽 由 】    

臣 謁 相 和 d ♂ 叫 化 ♂ 碧 海 ≠ 符 蚕 か 蹄 化 ノ  仙 丹 ♂ 望 淳 親 藩 代 目 符 ぐ レ か 普 吟 普 か 蹄 ぐ レ 日 付    

望 討 か 0  珊 ケ 「 パ 堂 遍 d 叫 か 汁 u 聯 営 葉 芽 桝 哺 滞 「 パ 河 「 ぐ √    

叫 化 ♂ 符 辻 － 7 桝 罫 津 ヰ か 8 禅 的 き 津 ㌢  誤 初 口 ＞ き 功 罪 溺 州 d 掌 d 障 ㌢ d ぐ レ 神 目 什    

望 討 J 津 0  幽 鋸 d 献 葦 桝 「 パ 苅 「 ぐ レ 0   

【 仙 河 曲 由 】    

放 せ じ 望 蹄 ぐ レ 拝 啓 一 旬 抽 ヰ 鴨 川 d 認 耳 か 什 訪 蒔 望 ヰ （ 0  劉 茸 d 汁 ぐ レ 8 d 浮 抄 d 叫 か 什    

汁 ぐ レ
0    

劉 芋 d 汁 ぐ レ 8 d 一 軒 Ⅲ 8 放 せ じ 和 正 「 パ 拓 「 ぐ レ 0    

頑 健 蹄 ♂ 8 d 汁 ぐ レ 8 d 放 せ じ 桝 赫 ＞ 「 パ 茄 「 ぐ レ 0  訪 蒔 望 ヰ （ 普 か 什 叫 化 ♂ 望 苛 叫 津 碧    

か 璃 一 国 J パ ぐ レ か 蔀 継 軸 ♂ 戦 ぐ レ 0    

放 せ じ せ 励 沖 村 化 望 渦 旨 咄 き パ ぐ レ か 竜 一 袖 幕 単 蹄 化 荘 顎 聯 8 勘 脹 禅 宗 難 牙 d 抄 ス か き    

か 汁 U 一 帯 「 パ 苅 「 ぐ レ 0   

【 仙 蹄 軸 由 】    

適 酔 鮮 碧 並 沖 パ ぐ レ か 8 符 鵠 師 望 栄 ぐ レ 0  誤 細 桝 歳 せ 「 パ 茄 「 ぐ √    

恥 （ 8 市 城 遠 望 堂 遍 d 叫 か 汁 u 符 ノ  蘇 雑 せ 封 Ⅵ ヾ り 桝 劫 淋 咄 ヰ パ 苅 「 ぐ √    

直 8 棚 橋 8 蒲 湘 翌 春 甘 か 州 d 蒋 河 d ♂ 寄 叫 轟 d ♂ 耐 ぇ 蹄 ぐ √  耐 ぇ か 亜 温 和 適 せ 「 パ 茄    

「 ぐ レ
0    

薄 河 碧 南 沖 村 ぐ レ 憎 薄 ♂ 討 か 望 一 冊 牙 離 農 托 耳 d 荘 叫 化 ♂ 望 伊 仙 パ 「 州 U Y O 如 避 芽 単 8    

避 溺 杓 耳 d ♂ 茹 敵 弾 海 神 か 汁 U 一 口 「 パ 茄 「 ぐ √   

㊥ 嘲 吉 葉 洋 哺 崩  （ 一 ？ 苓 ）   

㊥ 計 せ ∪ 8 糾 帯 （ N 】 辛 ）   

㊤ 新 郎 （ 畠 苓 ）   

ー ∽ ∽    



【 帥 狩 軸 由 】    

苛 倒 せ 蔀 淋 軸 妙 ノ 8 嘲 営 ノ  哺 席 尚 碑 鵜 淋 狩 化 ノ  蔀 継 軸 8 沖 苗 望 汁 仰 ぐ レ 0    

砂 型 狩 化 8 倒 淋 苛 鵜 8 沖 苗 望 汁 仰 ぐ √   

【 出 狩 軸 由 】    

傭 薄 丑 符 傭 仙 蔀 叫 望 討 か 什 汁 ぐ √    

憎 同 丑 符 浮 難 顧 適 伽 u り l ≠ 望 狩 ぐ レ 0 南 亜 稲 荷 、 “ 刃 蹄 化 d 祢 計 確 か 日 付 望 d 値 域 ノ  葦 泄    

什 「 パ 堂 遜 「 符 （ ぐ レ 0    

印 加 望 ぐ レ J 苑 ぐ レ d ノ  憎 同 掌 8 落 果 薄 元 帥 u Ⅷ u R ＞ さ パ ぐ レ か ○  跡 傭 兵 丑 d 柚 耳 ＞ さ か    

さ か 灘 蔀 弾 牌 沖 パ 苅 「 ぐ √    

彗 遍 「 ヰ ヰ ぐ レ 発 8 遍 置 狩 化 符 轟 鎚 禅 宗 J パ 苅 「 ぐ √   

㊥ 新 郎 郎 轟 （ N 山 寺 ）   

㊥ 堂 遜 晶 面  （ 一 千 寄 ）   

㊤ 堂 遜 茸 浄 傭 崩  （ 一 † 苓 ）   

㊥ 宗 純 加 白 知 恵  （ ∽ N 苓 ）   

㊥ 諒 郎 （ N 山 苓 ）   

苛 僻 加 狩 化 8 く 〕 丁 卦 荘 汁 相 打 （ 柑 し P 筏 碧 ′  蔀 貼 付 化 8 ＞ － 7 風 前 9 化 （ 落 潮 和 渕 睡   

ヰ か ○   

適 伽 弾 符 塑 「 パ 蔀 糧 墓 碑 帥 ぐ √ 蔀 叫 普 代 耳 d 狩 （ ′  淳 諸 藩 － 四 駆 u Ⅷ Ⅵ 8 劫 淋 ♂ 隋 昏 パ   

苅 「 ぐ レ 0   

蔀 難 望 封 （ ノ  蟄 親 房 狩 化 符 、 P 語 ♂ 討 か い  期 抽 8 義 昏 禅 話 せ 「 パ 苅 「 ぐ レ ○   

堂 遍 昂 溺 鱒 鱒 帥 「 パ 苅 「 フ   

詩 難 落 花 耳 d 蹄 （ 盤 8 跡 控 昂 溺 硝 伊 韻 普 J パ 荷 「 ぐ レ 0   

袖 幕 伊 達 溺 伊 蔀 継 軸 荘 染 渡 「 パ ぐ レ か 8 d 一 盤 ↓ 昂 普 か 細 キ ン さ パ 河 「 ぐ √   

塑 浄 弾 ∽ 稲 梓 粕 d 什 琵 印 ヰ ヰ ノ  の 稲 梓 帥 d 空 値 卜 馬 パ 詳 「 ぐ √   

二 「 ∴ こ 一 ≧ い ご 土 ニ ー 転 け 誉 ご f 二 二 「 ∩ 恒 汁 ∴ 汁 ・ し ＼ け 、 ナ 一 芸 ヤ ㌧ ト 「 ． ． n f ニ 三 「 ＼ け 丁 ハ   

剥 爛 鼎 d 伊 堂 遍 d 砕 か 汁 u ノ  蔀 縄 8 謝 淋 せ 苛 僻 加 8 溺 8 ＞ 弾 弾 適 せ 「 パ 荷 「 ぐ √   

ー ∽ A    



∽ ） 落 果 藤 諦 祁 口 茸 ヰ か ゆ 碗 芸 紆 ＝ － 刈    

㊤ Ⅵ □ q Ⅷ ト  （ 器 苓 ）   

㊥ 柵 、 P ・ 柵 砂 （ 念 苓 ）   

叫 化 伊 8 柑 炒 和 郎 沖 か 付 保 G 転 沖 望 d 仰 か 日 付 望 － 餅 柁 望 ノ 襟 「 ぐ レ 博 胡 伊 戦 ぐ √ 淋 国 ↓   

薄 ノ  灘 白 話 ＜ 抽 d 8 互 伸 筋 ぐ レ 狩 化 望 餅 か 什 堂 遜 「 せ ヰ ぐ レ 0   

㌔ 亡 二 ヰ ト ． け 一 三 仁 王 三 い ナ こ 二 ． ∵ ． 、 ． 、 ハ ミ 、 〔 一 】 、 ∵ け ≠ ∴ 〕 ‥ e ′ ． け 〓 、 〔 〓 、 ツ 「 ト ト － け ≠ 一 r … ご 】 、 「 ・ 苦 し   

洋 梨 顧 荘 薄 敵 対 化 d 叫 化 伊 代 耳 d 顧 ㌢ d ぐ レ か 日 付 伊 戦 ぐ レ 8 d ノ 薄 F 山 8 照 お 狩 化 割 掛 軸 塑   

舗 和 郎 沖 パ 再 「 ぐ √   

ざ ＼ こ ∵ け ． 三 ． t ▲ － 小 二 「 〔 ミ i 障 り 、 、 付 」 ≡ ． 、 ． 、 ハ ∵ ミ 、 〔 一 j 甲 り 仲 川 ． け － ナ 、 し ぃ 二 ・ － ヾ － 亭 、 ‥ 「 － 二 千 ナ 良 ・ 達 1   

． バ ヾ ・ ＼ 」 ∴ ⊥ ㌧ ヤ ー ∴ 冊 ＞ ． ご バ ． 」 L  r こ － ・ ヾ ・ ． け 「 バ ． j 障 、 r J 言 症 「 ハ 一   

苛 8 捏 ぐ レ 叫 什 「 普 衛 苑 狩 ぐ レ 8 d ノ  汁 ＞ 竜 一 」 － 慨 － 什 対 ロ 淋 正 樹 q 弾 港 沖 パ 荷 「 ぐ √   

せ 亜 鼎 茫 零 符 狩 か 什 嘲 宮 「 狩 ＜ 沖 か 0  鞘 轡 牙 勒 弾 謝 淋 「 パ 荷 「 ぐ レ 0   

憎 苅 8 萌 相 識 弾 溺 詩 「 パ 蒔 遍 d 仰 か 什 汁 ぐ レ 0 萌 苅 ㊥ 弟 苅 狩 化 弾 苛 僻 d 仰 か 汁 ＞ 払 巧 ぐ レ か 什   

汁 ぐ レ
0   

ー ∽ ひ    



横浜市子育て支援に関するニーズ調査（未就学児童保護者）  

単純集計結果   



問2 一番下の子の年齢（∩＝2042）  問1年齢（∩＝4866）  

0歳   481（  9．9％）   

1歳   664（ 13，6％）   

2歳   855（ 17．6？i）   

3歳   795（ 16．3％）   

4歳   786（ 16．Z†i）   

5歳   754（ 15．5％）   

6歳   506（ 10．卵i）   

無回答   25（  D．5†i）   

合計   4866（100．0†l）   

0歳   59D（ 28．9％）   

1歳   5D5（ 24．7％）   

38丁（ 19．0％）   

268（ 13．1†i）   

i岳   195（  9．5％）   

5歳   91（  4．5％）   

6鼓   1（  0．0％）   

無回答   5（  0．2％）   

合計   2042（100．0％）   

間2 兄弟の有無（∩＝4866）  問3 アンケートの回答者（∩＝4866）  

いる   3226（ 66．3，i）   

いない   1630イ  33．5†i）   

哀由答   10（  0．2％）   

合計   4t主88（100．0％）   

父親   365（  7．5％）   

母親   4479（ 92．0％）   

きょうだい   1（  0，0％）   

祖父   1（  0．0％）   

祖母   5（  0．1，も）   

その他   3（  0．1，i）   

無回答   12（  

合計   4866（100．0％）   

聞4 同居・退居の状況（複数回答）（∩＝4866）  間2 兄弟の人数（∩＝3226）  

1人きょうだい   14（  0．4％）   

2人きょうだい   2484（ 77．0％）   

3人きょうだい   625（ 19．4％）   

4人きょうだい   87（  2．乃）   

5人きょうだい   7（ 些些   

6人きょうだい   3（  0．1％）   

7人きょうだい   0（  0．0％）   

8人きょうだい   1（  0．肌）   

無回答   5（  0．2％）   

合計   3226（100．0％）   

父母同居   4282（ 88．0％）   

父同居（ひとり親家庭）   13（  0．3％）   

母同居（ひとり親家庭）   108（  2．2％）   

祖父同居   272（  5．6％）   

祖母同居   406（  8．3％）   

祖父近居   1319（ 27．1％）   

祖母近居   1492（ 30．7％）   

その他   129（  2．7％）   

無回答   96（  2．0％）   

回答件数   4粥6（ 1．67）   

問5 お子さんの身の回りの世話をしている人（∩＝4866）  問2 宛名のお子さんは何番目か（∩＝3226）  

主に父親   21（  0．4％）   

主に母親   4703（   

主に祖父母   43（  0．9％）   

その他   56（ 1．2％）   

▲＝＝＝ ロ ≡   43（  0．9％）   

合計   4866（100．0％）  

1番目   999（ 31．0％）   

2番目   1784（ 55．3％）   

…… ≡   379（ 11．7％）   

4番目   50（ 1．5％）   

5番目   2（  0．1％）   

・≦≒ ＝   1（  0．肌）   

7番目   1（  0．0†G）   

無回答   10（  0．3％）   

合計   3226（100．0％）   
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間8 世帯年収（∩＝4866）  間8 居住地区（∩＝4888）  

～200万円   10g（  2．2％）   
200・－300万円   232（  4．8％）   

300・｝400万円   579（ 11．g％）   

400・〉500万円   了42（ 15．2†り   

500～700万円   1508（ 31．0，i）   

700・－1000万円   1126（ 23．1，i）   

1000万円以上   497（ 10．2％）   

無回答   73（ 1．5％）   

合計   4866（100．0％）   

青葉区   433（  8．9，も）   

旭区   275（  5．7％）   

泉区   222（  4．6％）   

磯子区   193（ 4．く坦   

神奈川区   298（ 阜埋   

金沢区   267（」担坦   

港南区   255（  5．2，i）   

港北区   449（  9．2％）   

栄区   鋤   
瀬谷区   195（  4．0％）   

区   345（  7．1％）   

鶴見区   344（  7．1％）   

戸塚区   436（  9．帆）   

中区   146（  3．0％）   

西区   111（  2．3％）   

保土ヶ谷区   245（  5．0％）   

緑区   266（  5．5）i）   

南区   200（  4．1％）   

無回答   9（  0．2†i）   

合計   4866（100．0％）   

間9 父親が平日に子どもと過ごす時間（∩＝4758）  

0時間   546（ 11．5％）   

1時間   1852（ 38．9％）   

2時間   1020（ 21．4％）   

3時間   626（ 18．2％）   

4時間   312（  6．6％）   

5時間   122（  2．6％）   

6時間以上   76（ 1．6％）   

無回答   204（  4．3％）   

合計   4758（100．0％）   

問7 父親の年齢（∩＝4758）  問9 母親が平日に子どもと過ごす時間（∩＝4853）  

20歳未満   0（  0．0％）   

20歳以上25歳末満  37（  0．8％）   

25歳以上30歳未満   361（  7．6％）   

30歳以上35歳末満   1364（ 28．7†i）   

35歳以上40歳未満   1787（ 37．6％）   

40歳以上45歳未満   904（ 19．0％）   

45歳以上   276（  5．8％）   

無回答   29（  0．6％）   

合計   4758（100．0％）   

3時間以下   211（  4．3％）   

4時間   306（  6．3％）   

5時間   366（  7，5％）   

6時間   307（  6．3％）   

7時間   476（  9．8％）   

8時間   581（ 12．的）   

9時間   304（  6．3％）   

10時間   234（  4．的）   

11時間   78（ 1．即も〉   

12時間   516（ 10．6，も）   

13時間   402（  8．3％）   

14時間   58Z（ 12．0％）   

15時間   251（  5．2％）   

16時間以上   173（  3．即i）   

無回答   66（ 1．4％）   

合計   4853（1【）D．0％）  

間7 母親の年齢（∩＝4853）  

20歳未満   2（  0，0，も）   

20歳以上25歳未満   78（ 1．6，も）   

25歳以上30歳未満   598（ 12．3％）   

30歳以上35歳未満   1776（ 36．飢）   

35歳以上40歳未満   1805（ 37．2†i）   

40歳以上45歳未満   516（ 10．6％）   

45歳以上   59（ 1．2？も～   

無回答   19（  0．4†i）   

合計   4853（1DO．0％）   
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間10 子どもは朝食を毎日食べるか（∩＝4866）  間川（1）父親の就労の状況（∩＝4758）  

毎日食べている   4324（ 88．9％）   

週4～6日は食べている   155（  3．2％）   

食べる日は週3日以下   33（  0．7％）   

ほとんど食べていない   40（  0．8％）   

離乳前   307（  6．3％）   

無回答   7（  0．1，i）   

合計   4866（100．0％）   

就労している（フルタイム；育休・介護休業中は含まない）   4554（ 95．7％）   

就労している（フルタイムだが育休・介護休業中）   5（  0．1％）   

就労している（パートタイム、アルバイト等）   28（  0．6％）   

以前は就労していたが、現在は就労していない   46（ 1．0％）   

これまでに就労したことがない   5（  0．1％）   

無回答   120（  2．5％）   

合計   4758（100．8％）   

問11子どもは毎日同じくらいの時間に寝るか（∩＝4866）  問1現1）「就労している（フルタイム：育休・介護休業中は含まない）」と答えた人の1週あたりの就労時間（。＝4554）  

毎日同じくらいの時刻に寝ている   3411（ 70．1，も）   

週4～6日は同じくらいの時刻に寝ている   1258（ 25．9？i）   

あまり同じくらいの時刻には寝ていない   161（  3．3†i）   

ほとんど同じくらいの時刻には寝ていない   32（  0．7†i）   

無回答   4（  0．1％）   

合計   4888（100．0†i）   

40時間未満   602（ 13．2％）   

40時間以上50時間未満   1002（ 22．0％）   

50時間以上80時間未満   1135（ 24．9％）   

60時間以上70時間未満   887（ 19．5兎）   

70時間以上   658（ 14．4％）   

無回答   270（  5．9％）   

合計   4554（100．0％）   

間14（1〉「就労している（フルタイム：育休・介護休業中は含まない）」と答えた人の帰宅時間（∩＝4554）  間12子育てに対する支え（複数回答）（∩＝4866）  

祖父母等の親族による子育てに対する支えが日常的にある   1152（ 23．7％）   

祖父母等の親族による子育てに対する支えが困ったときだけある   1445（ 29．7％）   

日常的に祖父母等の親族に預かってもらえる   436（  9．0％）   

緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族に預かってもらえる   2307（ 47．4？り   

日常的に子どもを預lナられる友人・知人・隣人がいる   339（  7．肌）   

緊急時もしくは用事の際には子どもを預lナられる友人・知人・隣人がいる   1445（ 29．7，‘）   

いずれもない   719（ 14．8％）   

無回答   14（  0．3％）   

回答件数   4866（ 1．61）   

0時から6時   301（  6．6％）   

8時から12時   115（  2．5％）   

12時から18時   190（  4．2％）   

18時から20時   751（ 16．5％）   

20暗から22時   1623（ 35．6％）   

22時から24時   1451（ 31．9％）   

無回答   123（  2．7％）   

合計   4554（100．0％）   

間14（1）「就労している（フルタイム；育休・介護休業中は含まない）」と答えた人の通勤時間（∩＝4554）  間13 近所の人との付き合い方（∩＝4866）  

困ったとき相談したり、助け合ったりする   852（ 17．5％）   

気のあった人と親しくしている   1403（ 28．8％）   

たまに立ち話ぐらいはする   1166（ 24．0％）   

会えばあいさつぐらいはする   1263（ 26．0％）   

顔もよく知らない   111（  2．3％）   

無回答   71（ 1．5％）   

合計   4866（100．0％）   

30分未満   574（ 】2．6％）   

30分以上1時間未満   1日3（ 25．1％）   

1時間以上1時間30分未満   1691（ 37．1％）   

1時間30分以上2時間未満   662（ 14．5％）   

2時間以上2時間30分未満   111（  2．4％）   

2時間30分以上3時間未満   4（  0．1％）   

3時間以上   17（  0．4％）   

無回答   352（  7．7％）   

合計 4554（100．0％）  
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問14（1）「就労している（パートタイム、アルバイト等）」と答えた人の1週あたりの就労日数（∩＝28）  問14（2）母親の就労の状況（∩＝4853）  

2日   2（  丁．1％）   

3日   1（  3．6％）   

4日   1（  3．6％）   

5日   10（ 35．7％）   

6日   10（ 35．7％）   

無回答   4（ 14．3†i）   

合計   28（100．0％）   

就労している（フルタイム：育休・介護休業中は含まない）   693（ 14．3％）   

就労している（フルタイムだが育休・介護休業中）   235（  4．8％）   

就労している（パートタイム、アルバイト等）   645（ 13．3％）   

以前は就労していたが、現在は就労していない   2丁5丁（ 56．8％）   

これまでに就労したことがない   290（  6．0％〉   

無回答   233（  4．8％）   

合計   4853（100．0％）   

間14（2）「就労している（フルタイム；育休・介護休業中は含まない）」と答えた人の1週あたりの就労時間（n＝693）  問14（1）「就労している（パートタイム、アル／くイト等）」と答えた人の1日あたりの就労時間（n＝28）  

4時間以下   4（ 14．3％）   

5時間   2（  丁．1％）   

6時間   2（  7．1％）   

7時間   3（ 10．7％）   

8時間以上   15（ 53．8％）   

無回答   2（  7．1％）   

合計   28（100．肌）   

40時間未満   281（ 40．5％）   

40時間以上50時間未満   337（ 48．6％）   

50時間以上60時間未満   44（  6．3％）   

60時間以上70時間未満   13（ 1．9％）   

70時間以上   3（  0．4％）   

無回答   15（  2．2％）   

合計   693（100．0％）   

間14（2）「就労している（フルタイム；育休・介護休業中は含まない）」と答えた人の帰宅時間（∩＝693）  間14（1）「就労している（パートタイム、アル／くイト等）」と答えた人の通勤時間（n＝28）  

30分未満   5（ 17．9％）   

30分以上1時間未満   8（ 28．6†i）   

1時間以上1時間30分未満   9（ 32．1，も）   

1時間80分以上2時間未満   2（  丁．1†i）   

2時間以上2時間30分未満   1（  3．6†i）   

2時間80分以上3時間未満   0（  0．0，i）   

3時間以上   1（  3．6†i）   

無回答   2（  7．1％）   

合計   28（100．0％）   

0時から6時   4（  0．6％）   

6時から12時   代（  2．3％）   

12時から18時   85（ 12．3％）   

18暗から20時   490（ 70．7％）   

20時から22時   68（  9．5％）   

22時から24時   10（ 1．4％）   

無回答   22（  3．2％）   

合計   693（100．0％）   

間14（1）「就労している（パートタイム、アル／くイト等）」と答えた人の転換希望（∩＝28）  間14（2）「就労している（フルタイム：育休・介護休業中は含まない）」と答えた人の通勤時間（n＝693）  

希望がある   13（ 46．4†G）   

希望があるが予定はない   5（ 1丁．9％）   

希望はない   9（ 32．1％）   

無回答   1（  3．6％）   

合計   28（100．肌）   

30分未満  135（ 19．5％）   

30分以上1時間未満  281（ 33．8％）   

1時間以上1時間30分乗  221（ 31．9％）   

1時間30分以上2時間未  49（  7．1％）   

2時間以上2時間30分未満  丁（ 1．0％）   

2時間30分以上3時間未満  1（  0．1ウi）   

3時間以上  1（  0．1％）   

無回答  48（  6．9％）   

合計  693（100．0％）  
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問14（2〉「就労している（パートタイム、アル′くイト等）」と答えた人の1週あたりの就労日数（∩＝845）  問14－1就労希望（∩＝3255）  

1日   43（  6．7†i）   

2日   80（ 1乞4，も）   

3日   115（ 17．8％）   

4日   171（ 26．5％）   

5日   156（ 24．2％）   

6日   18（  2．8％）   

7日   5（  0．8％）   

無回答   57（  8．8％）   

合計   645（100．0％）   

ある   2248（ 69．1†i）   
ない   971（ 29．8％）   

無回答   36（ 1．1％）   

合計   3255（100．0％）   

間14（2〉「就労している（パートタイム、アル／くイト等）」と答えた人の1日あたりの就労時間（∩＝845）  問14－2 就労希望の形態（∩＝2248）  

1時間   5（  0．鍋〉   

篇＝＝＝   42（  6．5，l）   

3時間   63（  9．8†i〉   

閲   138（ 21．4％〉   

云時間   121（ 1臥8％）   

6時間   10Z（ 15．8†i）   

7時間   75（ 11．即も）   

8時間以上   63（  9．8，l〉   

無回答   36（  5．即i）   

合計   645（100．0％）   

フルタイムによる就労   289（ 12．0％）   

パートタイム、アル／くイト等による就労   1958（ 87．1％）   

無回答   21（  0．9％）   

合計   2248（100．0％）   

問14－Z 就労を希望する日数（∩＝柑58）  問14（2）「就労している（パートタイム、アル／くイト等）」と答えた人の通勤時間（∩＝845）  

1日   5（  0．3％）   

2日   124（  6．3％）   

3日   g26（ 47．3†り   

562（ 28．7％）   

5日   258（ 13．29i）   

6日   4（  0．2％）   

7El   1（  0．1％）   

無回答   78（  4．0％）   

合計   1958（100．0％）   

30分未満   302（ 46．8％）   

30分以上1時間未満   174（ 27．0％）   

1時間以上1時間30分未満   57（  8．8％）   

1時間30分以上2時間未満   12（ 1．9％）   

2時間以上2時間30分未満   1（  0．2％）   

2時間30分以上3時間未満   0（  0．0，も）   

3時間以上   6（  0．9％）   

無回答   93（ 14．哨）   

合計   645（100．0％）   

問14－2 就労を希望する時間数（∩＝1958）  間14（2）「就労している（パートタイム、アル／くイト等）」と答えた人の転換希望（∩＝645）  

希望がある   95（ 14．7†i）   

希望があるが予定はない   232（ 36．0％）   

希望はない   28丁（ 44．5％）   

無回答   31（  4．8％）   

合計   845（100．肌）   

1時間   0（  0．0％）   

2時間   6（  0．3％）   

3時間   153（  7．肌〉   

4時間   741（ 37．8％）   

5時間   881（ 34．8†i〉   

6時間   244（ 12，5％）   

7時間   40（  2．0！り   

8時間以上   39（  2．0，i）   

■：：：日 芸   54（  乙8％）   

合計   1958（10D，0％）  
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間16 理想とする家庭生活（∩＝4866）  間川一3 就労希望がありながら働いていない理由（∩＝2248）  

保育サービス（※1ページ参照）が利用できないから、就労できない   383（ 17．肌）   

働きながら子育てできる制度や職場の理解がないなど、適当な仕事がない   692（ 30．8％）   

家族の考え方（親族の理解が得られない）等就労する環境が整っていない   295（．13．‖も）   

自分の知識、能力にあう仕事がない   36（ 1．6％）   

その他   784（ 34．9†ら）   

無回答   58（  2．即i）   

合計   2248（100．肌）   

仕事に専念している   23（  0．5％）   

どちらかといえば仕事を優先させている   85（ 1．7％）   

仕事と家事・育児に同等に取り組んでいる   2040（ 41．9射   

どちらかといえば家事・育児を優先させている   1607（ 33．0％）   

家事・育児に専念している   1087（ 22．3％）   

無回答   24（  0．5％）   

合計   4866（100．0％）   

問17 子育てと仕事の両立に必要なこと（複数回筈）（∩＝4866）  間14－4 就労時期の希望（∩＝2Z48）  

すぐにでも、もしくは1年以内に希望がある   55g（ 24．9％）   

1年より先で、子どもがある種皮大きくなったら就労したい   1661（ 73．9％）   

無回答   28（ 1．2％）   

合計   2248（100．0％）   

育児休業や短時間勤務、在宅勤務など職場の制度の充実   3012（ 61．g％）   

職場の理解と協力   3486（ Tl．6％）   

子育て後に再就職できる制度の充実   10g：】（ 22．5％）   

配偶者の理解と協力   Z920（ 80．0％）   

親族の理解と協力   73D（ 15．肌）   

行政や地域による子育て支援の充実   2016（ 41．4％）   

特にない   16（  0．3％）   

その他   83（ 1．7％）   

無回答   63（ 1．3％）   

回答件数   4866（  2．76）   

間14－5 子どもが何歳になったら就労したいか（∩＝1661）  間18 子育て生活の満足度（∩＝4866）  

3歳未満   45（  2．7％）   

3歳以上6歳未満   668（ 40．2％）   

6歳以上12歳未満   900（ 54．2†i）   

12歳以上18歳未満   37（  2．2†i）   

18歳以上22歳未満   3（  0．2％）   

無回答   8（  0．59も）   

合計   1661（100．0％）   

満足している   1612（ 33．1？も）   

どちらかといえば満足している 、   2168（ 44．6％）   

どちらともいえない   604（ 12．4％）   

どちらかといえば満足していない   282（  5．8％）   

満足していない   183（  3．8％）   

無回答   17（  0．3％）   

合計   4866（100．0％）   

間19 子育ての楽しさと大変さどちらを感じるか（∩＝4866）  閉15 家庭生活の現状（n＝4866〉  

楽しさを感じることが多い   1135（ 23．3％）   

どちらかといえば楽しさを感じることが多い   1264（ Z6．肌）   

楽しさと大変さを同等に感じる   1782（ 36．6％）   

どちらかといえば大変さを感じることが多い   511（ 10．5，も）   

大変さを感じることが多い   164（  3．朋i）   

無回答   10（  0．2％）   

合計   4866（100．0％）  

仕事に専念している   5g（ 1．2，i）   

どちらかといえば仕事を優先させている   323（  6．6，i）   

仕事と家事・育児に同等に取り組んでいる   808（ 16．6％）   

どちらかといえば家事・育児を優先させている   569（ 11，丁，も）   

家事・育児に専念している   3090（ 83．5，i）   

無回答   17（  D．3％）   

合計   4866（1DD．肌）   
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間23 子育ての悩み（複数回答）（n＝4866）  間20 子育てをしていてよかった点（複数回苓）（n＝4866）  

子どもを持つ喜びが実感できたこと   2g69（ 61．0％）   

子どもの成長   3804（ 78．2％）   

子育てを通じて自分も成長できたこと   2000（ 41．1％）   

配偶者との関係がよくなったこと   84（ 1．7％）   

家族間の会話が増えたこと   304（  6．2％）   

家庭が明るくなったこと   945（ 1臥4，i）   

子育てを通じ友人が増えたこと   1468（ 30．2†i）   

自分の親への感謝の念が生まれたこと   1912（ 39．3％）   

その他   76（ 1．6％）   

特にない   12（  0．2†i）   

無回答   28（  0．5，も）   

回答件数   4866（  2．79）   

子どもの食生活   1557（ 32．0％）   

子どもとの過ごし方・遊び方   1697（ 34．9％）   

子どもの健康   1693（ 34．8％）   

子どもの発育   1086（ 22．3％）   

夫婦の関係   553（ 11．4％）   

親族との関係   304（  6．2％）   

近所とのつきあい   607（ 1乙5％）   

親同士のつきあい   888（ 18．2％）   

自分の健康   948（ 柑．5％）   

家族の健康   814（ 16．7％）   

社会との関わりが少ないこと   778（ 16．0％）   

その他   364（  7．5％）   

特にない   683（ 14．0％）   

無回答   23（  0．5％）   

回答件数   4866（  2．47）   

間21子育てをしていて地域社会から見守られていると感じるか（∩＝4888）  

そう感じる   274（  5．6％）   

どちらかといえばそう感じる   1341（ 27．6％）   

どちらともいえない   1581（ 32．5％）   

どちらかといえばそう感じない   836（ 17．2％）   

そう感じない   815（ 16．7％）   

無回答   19（  0．4％）   

合計   4866（100．0％）   

間24 子育てに不安を感じたり自身がもてなくなることがあるか（現在〉（n＝4866）  間22 子育てで負担に思うこと（複数回苔）（∩＝4886）  

子育てによる身体の疲れが大きい   1669⊥些坦   

子育てによる精神の疲れが大きい   1488（ 30．6，も）   

子育てで出費がかさむ   2402（ 49．4％）   

子どもから目が離せないので気が休まらない   1080（ 22．2％）   

子どもと過ごす時間が十分持てない   641（ 13．2％）   

仕事が十釧こ出来ない   590（ 12．1，も）   

夫婦で菜しむ時間がない   628（ 12．9射   

自分の自由な時間が持てない   2524（ 51．9％）   

特にない   234（  4．8％）   

その他   143（  2．9，も）   

無回答   20（  0．4％）   

回答件数   4866（  2．35）   

よくある   5g9（ 12．3†も）   

時々ある   2582（ 58．1％）   

ほとんどない   1246（ 25．8％）   

ない   421（  8．つ愕）   

無回答   18（ 0．4   

合計   4866（100．0％）   

間24 子育てに不安を感じたり自身がもてなくなることがあるか（妊娠中）（n＝4866〉  

よくあった   753（ 15．5％）   

時々あった   1744（ 35．8％）   

ほとんどなかった   1632（ 33．5％）   

なかった   679（ 14．0％）   

無回答   58（ 1．2％）   

合計   4866（10D．0％）  
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間27 理想の子どもの人数（n＝4866）  間24 子育てに不安を感じたり自身がもてなくなることがあるか（出産後）（n＝4866）  

1人   43（  0．9％）   

2人   1TT5（ 36．5％）   

3人   2640（ 54．3％）   

4人   255（  5．2％）   

5人   76（ 1．8％）   

その他   65（ 1．3％）   

無回答   12（  0．2％）   

合計   4866（100．0％）   

よくあった   1529（ 31．4†り   

時々あった   1879（ 88．6％）   

ほとんどなかった   998（ 20．5％）   

なかった   381（  7．8％）   

無回答   79（ 1．6％）   

合計   4866（1DD．0％）   

問25 妊娠中、出産後に必要なサポート（複数個答）（n＝4866）  問27 持つ予定の子どもの人数（∩＝4866）  

母親の健康面の相談   1377（ 28．3％）   

赤ちやんの育児相談   2549（ 52．4％）   

助産師・保健師等の家庭訪問   1024（ 21．0％）   

家事や赤ちゃんの沐浴などのヘルパー   966（ 19．9，も）   

子育て中の人同士の交流   2569（ 52．8％）   

子育て経験者から気軽に話を聞ける場や機会   1441（ 29．6％）   

父親向けの育児講座など   707（ 14．5，‘）   

行政による子育て情報の提供   1148（ 28．6％）   

その他   2丁8（  5．7％）   

無回答   70（ 1．4％）   

回答件数  4866（  2．49）   

1人   553（ 11．4％）   

2人   3085（ 63．4％）   

3人   1002（ 20．6％）   

4人   116（  2．4％）   

5人   20（  0．4％）   

その他   56（ 1．2％）   

無回答   34（  0．7％）   

合計   4866（180．0？り   

間26 子育てを楽しく安全に行うために必要なサポート（複数回答）（∩＝4866）  間27－1理想の子どもの人数より予定の人数が少ない長大の理由（∩＝2546）  

子育てや教育にお金がかかりすぎるから   1170（ 46．0％）   

家が狭いから   23（  0．9％）   

自分の仕事（勤めや家業）に差し支えるから   54（  2，1％）   

子どもがのびのび育つ社会環境ではないから   37（ 1．5％）   

自分や夫婦の生活を大切にしたいから   26（ 1．0％）   

高年齢で生むのはいやだから   115（  4．59i）   

これ以上、育児の心理的、肉体的負担に耐えられないから   136（  5．3％）   

健康上の理由から   71（ 2   

欲しいけどできないから   77（  

配偶者の家事・育児への協力が得られないから   48（ 1．9％）   

配偶者が望まないから   53（  2．1％〉   

定年退職までに、一番末の子が成人して欲しいから   30（ 1．2％）   

その他   70（  2．7％）   

無回答   636（ 25．0％）   

合計   2546（100．0％）  

子育てについての講座   437（  9．0％）   

子どもを遊ばせる場や機会の提供   3609（ 74．2％）   

子どもの発育や幼児教育のプログラムの提供   841（ 17．3％）   

子どもの病気や障害についての相談   907（ 18．6ウi）   

親の不安や悩みの相談   1326（ 27．3％）   

子育て中の親同士の仲間づくり   1669（ 糾．3％）   

親のリフレッシュの塙や機会の提供   2655（ 54．6，も）   

父親向けの育児講座など   306（  6．3％）   

行政による子育て情報の提供   526（ 10．鍋）   

特にない   65（ 1．3，も）   

その他   33（  0．7，‘）   

無回答   42（  0．9％）   

回答件数   4866（  2．55）   
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問29 子育てを気軽に相談できる人（複数回答）（∩＝4866）  問27－1理想の子どもの人数より予定の人数が少ない理由（複数回答）（∩＝2514）  

子育てや教育にお金がかかりすぎるから   801（ 31．9†i）   

家が狭いから   741（ 29．5％）   

自分の仕事（勤めや家業）に差し支えるから   332（ 13．2†i）   

子どもがのびのび育つ社会環境ではないから   472（ 18．8，も）   

自分や夫婦の生活を大切にしたいから   157（  6．2，ら）   

高年齢で生むのはいやだから   459（ 18．3†i）   

これ以上、育児の心理的、肉体的負担に耐えられないから   492（ 19．6％）   

健康上の理由から   172（  6．8，ら）   

欲しいけどできないから   111（  4．4％）   

配偶者の家事・育児への協力が得られないから   275（ 10．9如   

配偶者が望まないから   151（  8．0，も）   

定年退職までに、一番未の子が成人して欲しいから   197（ 」運坦   

その他   187（旦些   

無回答   257（ 10．2†i）   

回答件数   2514（ 1▲91）   

配偶者   3丁59（ 了7．3％）   

祖父母   3179（ 65．3％）   

近所の人   726（ 14．9％）   

3521（ 72．4％）   

医師・看護師   234（  4．8％）   

保健師・助産師   115（  2．4％）   

保育所・幼稚園の先生   1116（ 22．9％）   

子育て支援の場や施設のスタッフ   274（  5．6％）   
電話相談   64（ 1．3ウ‘）   

インターネット   269（  5．5％）   

その他   267（  5．5％）   
特にいない   70（ 1．4％）   

無回答   12（  0．2％）   

回答件数   4866（  2．80）   

問30 子どもへの接し方の有無（複数回答）（∩＝4888）  間28 子育て情報の入手先（複数回答）（∩＝4866）  

市や区の広報紙   2758（ 5（∋．7，り   

子育てガイドブックや暮らしのガイド   1282（ 28，3％）   

子育てに関するチラシやパンフレット   1057（ 21．7，i）   

地域の情報紙   1025（ 21．1射   

地域子育て支援の場や施設   1083（ 22．3％）   

子育てサークルなどの地域グループ   618（ 12．7，も）   

知人・友人   32Z5（ 66．39i）   

窓口・電話   62（ 1．3％）   

市のホームページ   529（ 10．9％）   

インターネット（市のホームページ以外）   1亘萱旦し旦1些   

その他   297（  6．1％）   

無回答   47（ 1．0％）   

回答件数   4866（  乙78）   

子どもを叩いたり、つねったりする   2174（ 44．7％）   

食事を与えない、お風呂へ入れないなど世話をしない   17（  0．3％）   

何度でもできるまでやらせるなど厳しくしつける   558（ 11．5，り   

言葉による脅しや子どもからの働きかけの無視   1239（ 25．5†i）   

1～4のような接し方をすることはない   1758（ 36．1％）   

その他   211（  4．3†ら〉   

無回答   132（  乙7，b）   

回答件数   4866（ 1．25）   

間31虐待しているかもと思うときの有無（∩＝4866）  

よくある   64（ 1．3％）   

ときどきある   1147（ 23．6％）   

ほとんどない   1641（ 33．7％）   

ない   1977（ 40．6％）   

無回答   37（  0．8％）   

合計   4866（100．0％）  
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間31－1虐待していると思うときの状況（複数回答）（∩＝1216）  間33－1妊娠中に妊婦健康検査を受診しなかった理由（複数回答）（∩＝53）  

子育てに不安がある   318（ 26．2，i）   

子育てによる身体や精神の疲れが大きい   870（ 71．5†i）   

配偶者の協力が十分でない   399（ 32．8％）   

夫婦や家族との関係に悩みがある   182（ 15．0％）   

経済的に困っている   157（ 12．9％）   

子どもから目が離せない、辛がかかりすぎる   4【）6（ 33．鴎）   

まかのことに時間が取れない   358（ 29．4，i）   

相談したり手伝ってくれる人がいない   176（ 14．5†8）   

その他   159（ T3．1†i）   

無回答   1（  0．1，も）   

回答件数   1216（  2．49）   

仕事が忙しかった   12（ 22．8％）   

家事や育児で忙しかった   4（  7．5％）   

施設が遠かった   2（  3．8％）   

待ち時間が長かった   5（  9，4％）   

料金が高かった   25（ 47．2％）   

順調だと自信があった   3（  5．7％）   

きょうだい児を連れて行くのが大変だった   8（ 15．1％）   

その他   16（ 30．2％）   

無回答   1（ 1．9％）   

回答件数   53（ 1．43）   

間32 希望する出産施設で出産できたか（∩＝4866）  問34 子どもの病気や発育を相談できる医療機関の有無（∩＝4866）  

希望に合った出産施設で出産できた   4417（ 90．8％）   

希望とちがった出産施設で出産した   428（  8．8％）   

無回答   21（  0．4％）   

合計   4866（100．0％）   

ある   4351（ 89．4％）   

ない   500（ 10．3％）   

無回答   15（  0．3％）   

合計   4866（100．0％）   

間35 休日や夜間に受診できる診療機関の認知状況（∩＝4866）  間32－1希望する出産施設で出産できなかった理由（∩＝428）  

分娩予約がいっぱいだった   136⊥旦！二塁坦   

分娩を取り扱っていなかった   67（ 15．7％）   

里帰り出産を受け付けていなかった   10（  2．3，i）   

年齢や体調を理由に断られた   27（  6．3％〉   

その他   182（ 42．5，も）   

未回答   6（ 1．4％）   

合計   428（100．0％）   

知っている   4411（ 90，6％）   

知らない   436（  9．0％）   

無回答   19（  0，4％）   

合計   4866（100．0％）   

間36 休日、夜間の急病やケガヘの対応（∩＝4866）  間33 妊娠中に妊婦健康検査を受診したか（∩＝4866）  

休日急患診療所・夜間急病センターを受診する   2700（ 55．5％）   

できるだけ大きな病院を受診する   84（ 1．7％）   

小児科専門医のいる医療機関を探して受診する   349（  7．2％）   

どこでもいいから一刻も早く医療機関に連れて行く   76（ 1．6％）   

受診しないで－日（一晩）様子をみる（必要に応じて翌日、普段利用している医横磯関を受診する）   1587（ 32．6％）   

無回答   70（ 1．4％）   

合計   4866（100．0％）  

定期的に受診した   4622（ 95．0，ら）   

だいたい受診した   165（  3．4，も）   

あまり受診しなかった   38（  0．8％）   

一度も受診しなかった   15（  0．3†ら）   

無回答   26（  0．5％）   

合計   4866（100．0％）   
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問38－1保育サービスの1週間あたりの利用日致（∩＝2781）  間36－1受診しない理由（n＝1587）  

受診する程度ではないと判断できることが多いため   1163（ 73．3％）   

小児救急電話相談などを利用し、応急処置や市販薬などで、家庭内で対応できるから   251（ 15．鍋）   

むやみに救急医療機関を受診することはよくないと広報等で聞いているから   79（  5．0†i）   

受診する際の待ち時間が長いから   68（  4．3％）   

休日や夜間に受診すると費用が高くなり支払が困難だから   12（  0．肪）   

無回答   14（  0．9†i）   

合計   1587（100．0†i）   

1日   1C16（  3．8％）   

2日   50（ †．8％）   

31（ 1．1％）   

4日   78（  2．8％）   

5日   2268（ 81．6％）   

日   113（  4．川）   

一日   1（  0．0％）   

無回答   134（  4．8％）   

合計   2781（100．0％）   

問37 子どもの事故予防について（複数回答）（∩＝4866）  問38－1保育サービスの1日あたりの利用時間数（∩＝2781）  

窒息しないよう、乳児はうつぶせ寝にせず、口や鼻をふさぐ危険のあるやわらかいものを近くに置かないようにしている   1926（ 39．6％）   

何でもロに入れるので、薬、タ／くコ、電池、洗剤などは手の届かないところに保管している   3048（ 62．6％）   

洗濯機、風呂場、トイレ等で溺れないよう、簡単に入れない、のぞけない等の対策をしている   1317（ 27．1％）   

転落しないよう、ベッドや窓、階段等に柵を取りつけている   1510（ 31．0％）   

やけどしないよう、熱い鍋や飲み物に辛が届かないようにしている   3766（ 77．4†i）   

衰由答   428（  8．鍋）   

回答件数   4866（  2．47）   

1時間   6（  0．2†ら）   

2時間以上4時間未満   96（  3．5％）   

4時間以上6時間未満   1051（ 3丁．8％）   

8時間以上8時間未満   553（ 19．g％）   

8時間以上10時間未満   450（ 16．2，i）   

10時間以上   533（   

無回答   92（  3．3％）   

合計   2781（100．0％）   

問38－2 保育サービスを利用している理由（n＝278り  間38 利用している保育サービス（桟敷回答）（∩＝4866〉  

現在就労している   1045（ 37．6％）   

就労予定がある／求職中である   31（ 1．1％）   

家族・親族などを介護しなければならない   10（  0．4％）   

病気や障害がある   aO（ 1．1％）   

学生である   2（  0．1％）   

1～5までの事情はないが子どもの成長や仲間づくり、教育のため   1333（ 47．9％）   

自分の時間を持ちたい   78（  2．的）   

その他   112（  4．肌）   

未回答   140（  5．0％）   

合計   2781（100．0％）   

幼稚園〔通常の就園時間（4時間程度）〕   1575（ 32．爛）   

幼稚園預かり保育   387（  8．0％）   

認可保育所（国が定める基準に適合した施設で横浜市の認可を受けたもの）   872（ 17．9％）   

横浜保育室（認可は受けていないが、一定の基準を満たした施設を横浜市が認定したもの）   16¢（  3．4％）   

家庭保育福祉員（いわゆる保育ママ）   5（  0．1，i）   

事業所内保育施設（企業が従業員用に運営する施設）   29（  0．即ら）   

認定こども園（保育園と幼稚園が一体化した施設）【幼稚園と同程度の4時間程度の利用】   9（  D．2，i）   

認定こども国【保育園と同程度の8時間程度の利用】   20（  D．4†i）   

その他の保育施設   121（  2．5％）   
ベビーシッター   34（   

横浜子育てサポートシステム（地域の会員相互の預けあいサービス）   69（ 1．4％）   

特に利用していない   2017（ 41．5％）   

23（  0．5％）   

回答件数   4866（ 1．09）   間38－3 保育サービスを利用していない理由（∩＝1972）  

子どもの母親か父親が就労していないなどの理由で必要がない   1100（ 55二8％）   

子どもの祖父母や親戚の人がみている   61（  3，1†i）   

近所の人や父母の友人・知人がみている   0・（   

預けたいが、保育サービスに空きがない   108（  5．4％）   

預lナたいが、経済的な理由でサービスを利用できない   72（   

預lナたいが、場所や延長・夜間等の時間帯の条件が整わない   20（ 1．0％）   

預けたいが、サービスの質など、納得できるサービスがない   14（  0．7，も）   

子どもがまだ小さいため一→（歳くらいになったら預けようと考えている）   487（ 24．7％）   

享石高   11Z（  5．7％）   

無回答   0（  0，肌）   

合計   1972（100，D％）  
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間3g－1選択した保育サービスの平均利用日致（複数回答）（∩＝2467）  間38－3 子どもが何歳になったら保育サービスを利用したいか（∩＝487）  

幼稚園〔通常の就園時間（4時間程度）〕   5日   

幼稚園預かり保育   4日   

認可保育所（国が定める基準に適合した施設で横浜市の認可を受けたもの）   5日   

横浜保育室（認可は受けていないが、一定の基準を満たした施設を横浜市が認定したもの）   4日   

家庭保育福祉員（いわゆる保育ママ）   4日   

事業所内保育施設（企業が従業員用に運営する施設）   5日   

認定こども園（保育園と幼稚園が一体化した施設）【幼稚園と同程度の4時間程度の利用】   4日   

認定こども園【保育園と同程度の8時間程度の利用】   5日   

その他の保育施設   4日   

延長保育   4日   
ベビーシッター   3 日   

回答件数   2467   

1歳   80（ 16．4，i）   

29（  6，【偶〉   

3歳   186（ 38．2％）   

4歳  113（ Z3．些   

5歳   9（ 1．8％）   

無回答   70（ 14．4％）   

合計   487（100．肌）   

間39 利用を増やしたい保育サービス（複数回答）（∩＝4866）  問39－1選択した保育サービスの平均利用時閤（複数回答）（∩＝246丁）  

幼稚園〔通常の就園時間（4時間程度）〕   1284（ 26．4％）   

幼稚園預かり保育   1182（ 24．3，b）   

認可保育所（国が定める基準に適合した施設で横浜市の認可を受けたもの）   10：）5（ 21．3％）   

横浜保育室（認可は受けていないが、一定の基準を満たした施設を横浜市が認定したもの）   216（  4．4†i）   

家庭保育福祉員（いわゆる保育ママ）   67（ 1．4†i）   

事業所内保育施設（企業が従業員用に運営する施設）   237（  4．9，も）   

認定こども圃（保育園と幼稚園が一体化した施設）【幼稚園と同程度の4時間程度の利用】   191（  3．9†i）   

認定こども園【保育園と同程度の8時間程度の利用】   382（  7．9†ら）   

その他の保育施設   83（ 1．3，も）   

延長保育   481（  g．9，i）   
ベビーシッター   122（  2．5，i）   

横浜子育てサポートシステム（地域の会員相互の預けあいサービス）   1丁6（  3．6，も）   

一時保育（私用など理由を問わずに保育所などで一時的に子どもを預かるサービス）   976（ 20．1†i）   

病児・病後児保育（子どもの病気時の保育）   725（ 14．9％）   

特にない   1130（ 23．2†i）   

無回答   356（  7．3％）   

回答件数   4866（ 1．77）   

幼稚園〔通常の就園時間（4時間程度）〕   6時間   

幼稚園預かり保育   5時間   

認可保育所（国が定める基準に適合した施設で横浜市の訟可を受けたもの）   9時間   

横浜保育室（認可は受けていないが、一定の基準を満たした施設を横浜市が認定したもの）   8暗面   

家庭保育福祉員（いわゆる保育ママ）   7時間   

事業所内保育施設（企業が従業員用た運営する施設）   9時間   

認定こども園（保育園と幼稚園が一体化した施設）【幼稚園と同程度の4時間程度の利用】   7時間   

認定こども園【保育園と同程度の8時間程度の利用】   8時間   

その他の保育施設   7時間   

延長保育   5時間   
ベビーシッター   5暗面   

回答件数   2467   

問39－1選択した保育サービスの平均開始時間（複数回答）（∩＝2467）  

幼稚園〔通常の就園時間（4時間孝呈度）〕   9時   

幼稚園預かり保育   11時   

認可保育所（国が定める基準に適合した施設で横浜市の認可を受けたもの）   8時   

横浜保育室（認可は受けていないが、一定の基準を満たした施設を横浜市が認定したもの）   8時   

家庭保育福祉員（いわゆる保育ママ）   10時   

事業所内保育施設（企業が従業月用に運営する施設）   8時   

認定こども圃（保育園と幼稚園が一体化した施設）【幼稚園と同種虔の4時間程度の利用】   8時   

認定こども園【保育園と同程度の8時間程度の利用】   8時   

その他の保育施設   9時   

延長保育   11時   
ベビーシッター   11時   

回答件数   2467   

間39－1選択した保育サービスの平均終了時閤（複数回筈）（∩＝2467）  間39－1選択した保育サービスの番号（複数回筈）（∩＝Z467〉  

幼稚園〔通常の就園時間（4時間程度）〕   14時   

幼稚園預かり保育   16時   

認可保育所（園が定める基準に適合した施設で横浜市の認可を受けたもの）   17時   

横浜保育室（認可は受けていないが、一定の基準を満たした施設を横浜市が認定したもの）   16時   

家庭保育福祉員（いわゆる保育ママ）   16時   

事業所内保育施設（企業が従業員用に運営する施設）   16時   

認定こども園（保育園と幼稚園が一体化した施設）【幼稚園と同程度の4時間程度の利用】   14時   

認定こども園【保育園と同程度の8時間程度の利用】   17時   

その他の保育施設   16時   

延長保育   16時   
ベビーシッター   15時   

回答件数   2467  

幼稚園〔通常の就園時間（4時間程度）〕   1076（ 43．6％）   

幼稚園預かり保育   929（ 37．7†i）   

認可保育所（国が定める基準に適合した施設で横浜市の認可を受けたもの）   826（ 38．5射   

横浜保育室（認可は受けていないが、一定の基準を満たした施設を横浜市が認定したもの）   1柑（  4，即り   

家庭保育福祉員（いわゆる保育ママ）   45（ †，鍋）   

事業所内保育施設（企業が従業員用に運営する施設）   156（  8．3†i）   

認定こども園（保育園と幼稚園が一体化した施設）【幼稚園と同程度の4時間程度の利用】   1（〉1（  4，1，り   

認定こども園【保育園と同程度の8時間程度の利用】   Z43（  9．g％）   

その他の保育施設   31（ 1．3％）   

延長保育   291（ 11．8†i）   
ベビーシッター   81（  3．3％）   

回答件数   Z467   
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間41就学後、放課後の居場所として望むこと（複数回答）（∩＝1267）  問39－2 保育サービスを利用したい理由（n＝2792）  

現在就労している   356（ 12．8％）   

就労予定がある／求職中である   227（  8．1％）   

現在就労しているが、もっと日数や時間を増やしたい   149（  5．3％）   

就労予定はないが、子どもの成長や仲間づくり、教育のために預けたい   363（ 13．0％）   

そのうち就労したいと考えている   1102（ 39．5％）   

家族・親族などを介護しなければならない   17（  0．6％）   

病気や障害がある   ‖（  0．4％）   

学生である／就学したい   8（  0．3％）   

自分の時間を持ちたい   253（  9．1％）   

その他   98（  3．5†i）   

無回答   208（  7．4％）   

合計   2792（100．0％）   

学習のサポート   176（ 13．9％）   

社会性・協調性の育成   148（ 11．7％）   

創造性の育成   20（ 1．8％）   

国際力の育成   9（  0．7％）   

地域との交流   34（  2．7％）   

安心して過ごせる場所の確保   561（ 4ヰ．39も）   

活発に遊んだリスボーッのできる場の確保   374（ 29．5％）   

その他   6（  0．5％）   

無回答   540（ 42．6％）   

回答件数   1267（ 1．47）   

問39－3 保育サービスを希望しながら現在利用していない理由（n＝2792）  問42 一時保育の認知（∩＝4866）  

子どもの母親か父親が就労していないなどの理由ですぐには必要がない   1290（ 46．2，i）   

子どもの祖父母や親戚の人がみているなどの理由で、すぐには必要がない   79（  2．8％）   

近所の人や父母の友人・知人がみているなどの理由で、すぐには必要がない   12（  0．4％）   

利用したいが、保育サービスに空きがない   286（ 10．2％）   

利用したいが」経済的な理由でサービスを利用できない   171（  6．1％）   

利用したいが、場所や延長・夜間等の時間帯の条件が整わない   177（  6．3％）   

利用したいが、サービスの質など、納得できるサービスがない   48（ 1．7％）   

その他   262（  9．4％）   

無回答   467（ 16．7％）   

合計   2792（100．0％）   

知っている   3520（ 72．3％）   

知らない   1221（ 25．1％）   

無回答   125（  2．6％）   

合計   4866（100．0％）   

間40 就学後、子どもが過ごす場所（複数回答）（n＝1267）  間42 一時保育の利用（∩＝4866）  

ある   599（ 12．3％）   

ない   3965（ 81．5％）   

無回答   302（  6．2％）   

合計   4866（100．0％）  

自分の家   522（ 41．2†i）   

友達の家   40（  3．2†i）   

学校   7（  0．6％）   

公園・広場   146（ 11．5，ら）   

地区センターや図書館   0（  0．0％）   

塾や習い事   89（  7．0％）   

放課後キッズクラブ   47（  3．7％）   

はまっ子ふれあいスクール   286（ 22．6％）   

放課後児童クラブ（学童保育）   74（  5．8％）   

祖父母の家   33（  2．6，も）   

その他   9（  0．7，i）   

無回答   544（ 42．9％）   

回答件数   1267（ 1．42）   
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間42－2 一時保育の利用回数（∩＝431）  問42－1一時保育を利用した理由（複数回杏）（n＝599）  

1回   gO（ 20．9％）   

2回以上5回未満   195（ 45．2％）   

5回以上10回未満   57（ 13．2％）   

10回以上15回未満   55（ 12．8％〉   

15回以上20回未満   6（ 1．4，i〉   

20回以上   21（  4．9％）   

無回答   7（ 1．6％）   

合計   431（100．0％）   

美容院・ショッピング・レジャーに行くため   gO（ 15，q％）   

友人・知人と会うため   43（  7．2，も）   

自分の勉強のため   35（  5，8％）   

ボランティアや地域活動のため   1（ 0．2坦   

家事をしたいため   51（ 唾   
自分の通院や入院のため   147（ 24．5％）   

きょうだい児の用事のため   149（ 24．9†i）   

冠婚葬祭や家族の用事のため   41し」昼型   

仕事のため   18旦し旦鞋！坦   

子どもに集団生活を体験させたいため   114（ 19．0％）   

自分の時間を持ちたいため   107（ 1丁．9，i）   

休息のため   20（  3．3％）   

その他   67（ 11．2％）   

8（ 1．3％）   

回答件数   599（ 1．76）   

問42－2 一時保育の1回あたりの利用時間（∩＝599）  

4時間未満   185（ 30．9％）   

4時間～6時間   186（ 31．1％）   

6時間～8時間   164（ 27．4？も）   

8時間～12時間   33（  5．5％）   

12時間以上   3（  0．5％）   

無回答   28（  4．7％）   

合計   599（100．0％）   

間42－3 一時保育を利用しない理由（複数回答）（∩＝2884）  間42－2 一時保育の利用頻度（∩＝59g）  

子どもを預ける必要がない   1424（ 49．4％）   

家族や知人などに子どもを預lナることができる   7gl（ Z7．4％）   

子どもを預けることに対して家族や周囲の理解が得られない   46（ 1．6，0   

子どもを預lナることに抵抗がある   375（   

利用のしくみが使いづらい   437（ 15．2％）   

料金が高い   547（ 19．肌）   

子どもがなじめるか心配   375（ 13．肌）   

その他   489（ 1丁．肌）   

無回答   88（  3．1％）   

回答件数   2884（ 1．59）   

定期的に利用した   153（ 25．5％）   

単発で利用した   431（ 72．0％）   

無回答   15（  2．5％）   

合計   599（100．0％）   

間43 一時保育を利用していない場合の利用希望と頻度（∩＝4866）  問42－2 一時保育の月間利用日致（∩＝153）  

定期的に利用したい   738（ 15．2％）   

定期的には利用しない   833（ 17．1％）   

利用したいと思わない   1322（ 27．2％）   

わからない   1622（ 33．3％）   

無回答   351（  7．2％）   

合計   4866（100．0％）  

2日未満   11（  7．2Ii）   

2日以上3日未満   18（ 11．8，り   

3日以上4日未満   10（ 6．5坦   

48以上8日未満   46（ 3q二1坦   

8日以上15日未満   53（ 34．6％）   

15日以上30日未満   14（  9．2，も）   

無回答   1（  0．7％）   

合計   153（100．0％）   
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問44－1横浜市子育てサポートシステムの利用目的（n＝155）  問43 一時保育の利用を希望する月間の利用日致（∩＝1571）  

1日   401（ 25．5，り   

2日以上3日未満   294（ 18．7％）   

3日以上4日未満   140（  8．9％）   

4日以上8日未満   351（ 22．3，i）   

8日以上15日未満   164（ 10．4％）   

15日以上30日未満   60（  3．8％）   

無回答   161（ 10．2％）   

合計   1571（100．0％）   

主たる保育サービスとして利用している   20（ 12．9％）   

保育施設等の利用で足りない時間を補う目的で利用している（朝・夕等）   27（ 17．4％）   

保育施設等の送り迎えに利用している   18（ 11．6％）   

きょうだい児の病気・ケガ等の緊急時に利用している   27（ 17．4％）   

祖父母や近所の人・友人等に預かつてもらえないときに利用している   37（ 23．9％）   

冠婚葬祭等や買い物等の親の外出の際に利用している   16（ 10．3％）   

保育施設等の送り迎えに利用している   5（  3、2？i）   

その他   48（ 29．7％）   

無回答   2（ 1．3％）   

回答件数   155（ 1．28）   

問44－2 横浜市子育てサポートシステムの月間利用日数（∩＝155）  間43 一時保育の希望する1回あたりの利用時間（∩＝1914）  

4時間未満   656（ 34．3％）   

4時間～6時間   809（ 42．3％）   

6時間～8時間   343（ 17．9†i）   

8時間～12時間   98（  5．1，ら）   

1Z時間以上   8（  0．4，も）   

合計   1914（100．0†り   

1日   44（ 28．4％）   

2日以上8日未満   9（  5．8％）   

3日以上4日未満   8（  5．2％）   
4日以上8日未満   19（ 12．3％）   

8日以上15日未満   5（  3．2％）   
15日以上30日未満   8（  5，2，も）   

無回答   62（ 40．鍋）   

合計   155（100．0†i）   

間44 横浜市子育てサポートシステムの認知（∩＝4866）  間44－2横浜市子育てサポートシステムの1回あたりの利用時間（∩＝155）  

知っている   2439（ 5Cl．1％）   

知らない   2400（ 49．3†i）   

無回答   27（  0．6％）   

合計   4866（100．0†i）   

1時間   23（ 1ヰ．8％）   

2時間以上4時間未満   57（ 36．肌）   

ヰ時間以上6時間未満   30（ 19．4％）   

6時間以上8時間未満   3（ 1．9％）   

8時間以上10時間未満   3（ 1．9†i）   

10時間以上   3（ 1．9％）   

無回答   36（ 23．2％）   

合計   155（100．0％）   

聞44－3 横浜市子育てサポートシステムを利用しない理由（複数個筈）（∩＝2253）  間44 横浜市子育てサポートシステムの利用（∩＝4866）  

ある   155（  3．2％）   

ない   4275（ 87．9，も）   

無回答   436（  9．09i）   

合計   4866（10Cl．肌）   

子どもを預ける必要がない   979（ 43．5％）   

家族や知人などに子どもを預けることができる   625（ 27．7％）   

子どもを預けることに対して家族や周囲の理解が得られない   46（  2．0％）   

子どもを預lナることに抵抗がある   443（ 19．7％〉   

利用のしくみが使いづらい   5＄3（ 25．9％）   

料金が高い   343（ 15．2％）   

子どもがなじめるか心配   376（ 16．7％）   

その他   238（ 10．6％）   

無回答   13（  0．桔）   

回答件数   2253（ 1．62）  
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聞46 地域子育て支援拠点の1週あたりの利用回数（n＝457）  間45 横浜市子育てサポートシステムの利用を希望する月間の利用日致（∩＝4866）  

1回   248（ 54．3％）   

2回   35（  7．7％）   

3巨】   11（  2．4％）   

4回   2（  0．哨）   

5回   2（  0．4†i）   

6回   1（  0．2†i）   

無回答   158（ 34．6％）   

合計   457（100．0？も）   

1日   398（  8．2†i）   

2日以上3日未満   306（  6．3％）   

3日以上4日未満   127（  2．6†i〉   

4日以上8日未満   312（  6．4％）   

8日以上15日未満   107（  Z．2†i）   

15日以上30日未満   70（ 1些   

無回答   3546（ 72．9％）   

合計   4866（100．肌）   

間46 親と子のつどいの広場の認知（∩＝4866〉  間45 横浜市子育てサポートシステムの1回あたりの利用希望疇間数（n＝4866）  

1時間   42（  0．9†i）   

2時間以上4時間未満   3g6（  8．1％）   

4時間以上6時間未満   5（S2（ 11．5％）   

6時間以上8時間未満   200（  4．用）   

8時間以上10時間未満   8g（ 1．8†i）   

10時間以上   23（  0．5％）   

無回答   3554（ 了3．0％）   

合計   4886（100．0％）   

知っている   1491（ 30．6％）   

知らない   3337（ 88．6％）   

無回答   38（  0．的）   

合計   4866（100．0％）   

間46親と子のつどいの広場の利用（∩＝4886）  間46 地域子育て支援拠点の認知（n＝4866〉  

知っている   2177（ 44．7％）   

知らない   2654（ 54．5％）   

無回答   35（  0．丁†i）   

合計   4粥6（100．0％）   

利用している   217（  4．5％〉   

利用していない   4139（ 85．1％〉   

無回答   510（   

合計   4866（100．0％）   

問46 親と子のつどいの広場の1週あたりの利用回数（n＝217）  間46 地域子育て支援拠点の利用（n＝4866）  

1回   123（ 56．7％）   

2回   19（  8▲8％）   

3回   7（  3．2，－）   

1（  0．5％）   

無回答   67（ 30．9％）   

合計   217（100．0，i）  

利用している   457（  9．4％）   

利用していない   4009（ 82．4，i）   

無回答   400（  臥2％）   

合計   4866（100，0†i）   
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間48 母親教室の認知（n＝4866）  間46－1現在利用していない理由（∩＝ZO77）  

はい   4373（ 89．9％）   
いいえ   409（  8．4，も）   

無回答   84（ 1．7，i）   

合計   4866（100．0％）   

施設が近くにない   401（ 19，8％）   

開催時間・日数が利用しづらい   126（  6．1，〈）   

利用方法（手続き等）がわからない   66（  3．2，G）   

自分が施設の対象者になるのかどうかわからない   27（ t違坦   

地域の施設の質に不安がある   11（ 」！二塁坦   

利用料がかかる場合がある   20（ 1．肌）   

利用する時間がない   327（ 15．7％）   

特に理由はない   516（ 24．鍋）   

その他   Z31（ 11。1％）   

無回答   352（ 16．9％）   

合計   2077（10D．0，i）   

間4丁 利用を増やしたいサービス（複数回答）（n＝4866）  間48 母親教室の利用（n＝4866）  

地域子育て支援拠点   1067（ 21．9％〉   

親と子のつどいの広場   962（ 柑．8，も）   

利用したいと思わない   218√（ 44．9％）   

無回答   1374（ 28．2％）   

回答件数   4866（ 1．15）   

まい   2900（ 59．6％）   

いいえ   1794（ 36．9％）   

無回答   172（  3．5％）   

合計   4866（100．0％）   

間48母親教室の継続利用希望（n＝4866）  間47－1地域子育て支援拠点の希望する1週間あたりの利用回数（∩＝1067）  

1匝】   772（ 72．ヰ％）   

2【司   160（ ほ0％）   

3回   54（  5．1†i）   

4回   9（  0．8，ら）   

5回   20（ 1．9％）   

6回   0（  0．0％）   

7回   4（  0．4％）   

無回答   48（  4．5†も）   

合計   1067（100．0％）   

はい   1561（ 32．1％）   

いいえ   2719（ 55．9％）   

無回答   586（ 12．0％）   

合計   4866（100．0％）   

間47－2 親と子のつどいの広場の希望する1週間あたりの利用且数（n＝962）  間48 家庭訪問の認知（n＝4866）  

はい   4248（ 87．3％）   

いいえ   527（ 1D．鍋〉   

無回答   91（ 1．9％〉   

合計   4866（1【）D．0％）  

1回   745（ 77，4％）   

2回   1ZZ（ 1Z．7％）   

3【司   37（  3．鍋）   

4回   4（  0．4？も）   

5回   6（  0．6？も）   

6回   1（  0．1％〉   

7回   Z（  0．2？l）   

無回答   45（  4，7†ら）   

合計   962（100．0†i）   
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間48 園庭開放の継続利用希望（∩＝4866）  間48 家庭訪問の利用（∩＝4866）  

はい   2705（ 55．6％）   

いいえ   1992（ 40．9％）   

無回答   169（  3．5％）   

合計   4886（100，0†i）   

はい   2898（ 59．6％）   
いいえ   1479（ 30．4％）   

無回答   489（ 10．0％）   

合計   4868（100．0％）   

間48 家庭訪問の継続利用希望（∩＝4866）  間48 市の子育て支援ホームページの認知（∩＝4868）  

はい   2680（ 55．1†ら）   

いいえ   2083（ 42．鍋）   

無回答   103（  2．1，も）   

合計   4866（100．0％）   

はい   1766（ 36．3†i）   

いいえ   2558（ 52．6％）   

無回答   542（ 11．1％）   

合計   4866（100．0％）   

間48 市の子育て支援ホームページの利用（∩＝4866）  間48 園庭開放の認知（n＝4866）  

まい   4179（ 85．9†i）   

いいえ   607（ 12．5，島）   

・＝＝＝型臣   80（ 1．6，6）   

合計   4866（100．肌）   

はい   1512（ 31．1†り   

いいえ   3063（ 62．9†ら）   

＝＝＝服   291（  6，肌）   

合計   4866（100．0％）   

間48 市の子育て支援ホームページの継続利用希望（∩＝4866）  間48 園庭開放の利用（∩＝4866〉  

はい   2018（ 41．5％）   

いいえ   267旦」」型坦   

無回答   173（  3．8％）   

合計   4866（100．肌）   

はい   2964（ 60．9％）   

いいえ   1366（ 28．1％）   

無回答   538（ 11．0％）   

合計   48（S8（100．0％）  
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間4から家族構成による分類  間49 横浜市は子育てしやすいか（∩＝4866）  

母子家庭   108（  2．2†り   

父子家庭   13（  0．3％）   

その他   4745（ 97．5，i）   

：こ＝【ヨ≡   0（  0．帆）   

合計   4866（10D．0†i）   

そう感じる   289（  5，9，G）   

どちらかといえばそう感じる   1443（ 29．7％）   

どちらともいえない   1398（ 28．7担   

どちらかといえばそう感じない   682（ 14，0，i）   

そう感じない   840（ 17．3†i）   

わからない   184（  8．8％）   

：：：tヨ 芸   3D（  0．6％）   

合計   4866（100。0，i）   

間14から父親、母親の就労状況による分類  間5D 横浜市で子育てをしていて気になること（複数回答）（n＝4866）  

歩道や信号がないなど、子どもが安全に通れる道路がないこと   1378（ 28．3％）   

交通機関や建物、道路について段差や放置自転車が多いことなど、ベビーカーでの移動に不自由なこと   1920（ 39．5？G）   

授乳やオムツ替え、休憩場所など子ども連れでの外出に対する配慮がないこと   682（14．   

安心して子どもを遊ばせられる場所がないこと   1534（ 31．5，i）   

いざというときに子どもを預かってくれる人がいないこと   807（ 16．6％）   

子育て経験者が先輩ママと知り合えないこと   68（ 1．4％）   

親自身が友だちをつくれる場や機会がないこと   245（  5．0％）   

周囲の人が子ども連れを温かい日でみてくれないこと   420（  8．6％）   

公共施設や公共機関に子ども連れに対しての理解があまりないこと   720（ 14．8％）   

暗い通りや見通しのきかないところが多く、子どもが犯罪の被害にあわないか心配なこと   1595（ 32．8％）   

その他   785（ 16．1％）   

特にない   247（  5．1％）   

無回答   271（  5．6％）   

回答件数   4866（  2．19）   

共働き（両方がフルタイム）   861（ 17，7％）   

共働き（片方がパートタイム）   587（ 12．1％）   

片働き（専業主婦）   2992（ 61．5％）   

その他   428（  8．8％）   

無回答   0（  0．0％）   

合計   48（；6（100．0％）   

間12から子育てへの支援状況による分類  

日常的に支援あり   1457（ 29．g％）   

緊急時に支援あり   2684（ 55．2，り   

支援なし   711（ 14．6，も）   

その他   14（  0．3，i）   

合計   4888（100．0％）   

間4・間12・間14の父親、母親の就労状況による分類  

間51かがやけ横浜子どもプランの認知（∩＝4866）  

母子家庭   108（  2．2％）   

父子家庭   13（  0．3％）   

フルタイム支援多   491（ 10．1％）   

フルタイム支援少   216（  4．4％）   

フルタイム支接無   151（  3．1％）   

パートタイム支援多   336（  6．9％）   

パートタイム支援少   183（  3．8％）   

パートタイム支援無   67（ 1．4％）   

専業主婦支援多  1623（ 33．4％）   

専業主婦支援少   909（ 18．7％）   

専菓主婦支援無   448（  9．2％）   

無回答   321（  6．6％）   

合計   4866（100．0％）  

知っている   55（ 1．1％）   

聞いたことはある   423（  臥7†i）   

知らない   4346（ 8臥3，も）   

無回答   舵（  0．9†i）   

合計   4866（100．0，i〉   
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問2 一番下の子の年齢（∩＝2960）  問1学年（∩＝4047）  

小学1年生   696（ 17．2％）   

小学2年生   677（ 18．7％）   

小学3年生   694（ 17．1％）   

小学4年生   669（ 16．5％）   

小学5年生   666（ 16．5％）   

小学6年生   640（ 15．8％）   

無回答   5（  0．Mi）   

合計   4047（100．0％）   

0歳以上2歳以下   228（  7．了％）   

3歳以上4歳以下   347（ 11．7％）   

5歳以上6歳以下   486（ 16．4％）   

7歳以上8歳以下   634（ 21．4％）   

9歳以上10歳以下   437（ 14．8％）   

11歳以上   217（  7．3％）   

無回答   611（ 20．6％）   

合計   2g60（100．0％）   

間3 アンケートの回答者く∩＝4047）  問2 兄弟の有無（∩＝4047）  

いる   2960（ 73．1％）   

いない   692（ 17．1，も）   

無回答   395（  9．8％）   

合計   4047（100．0％）   

父親   400（  9．9％）   

母親   3619（ 89．4％）   

きょうだい   1（  0．0！i）   

祖父   1（  0．0％）   

埋母   11（  0．3％）   

その他   3（  0．1％）   

無回答   12（  0．3％）   

合計   4047（100．0％）   

間4 同居・近居の状況（複数回答）（∩＝4047）  問2 兄弟の人数（∩＝2960）  

1人   9（」些   

2人   2165（ 丁3．1†i）   

3人   哩L些二塁些   

4人   92（  3．1％）   

5人以上   16（  D．5％）   

無回答   3（  0．1％）   

合計   2960（100．0％）   

父母同居   3448（ 85．2％）   

父同居（ひとり親家庭）   30（  0．7†i）   

母同居（ひとり親家庭）   243（  6．0％）   

祖父同居   340（  8．4％）   

祖母同居   513（ 1乙7％）   

祖父近居   838（ ZD．7％）   

祖母近居   1020（ 25．2％）   

その他   177（  4．4％）   

無回答   73（ 1．8％）   

回答件数   4047（ 1．65）   

問5 子どもの身の回りの世話をする人（∩＝4047）  問2 宛名のお子さんは何章員か（∩＝2960）  

三主 ≡   1340（ 45．3％）   

Z番目   1295（ 43．8％）   

3番目   297（ 10．0％〉   

4番目   22（  0．7％）   

5番目以上   3（  0．1％）   

無回答   3（  0．1％）   

合計   2g60（100．0％）  

主に父親   34（  0．8％）   

主に母親   3873（ 95．了％）   

主に祖父母   79（  2．0％）   

その他   30（  0．7％）   

無回答   31（  0．8％）   

合計   4047（100．0％）   

157   



間8 世帯年収（∩＝4047）  間6 居住地区（∩＝4047）  

青葉区   354（  8．7％）   

旭区   285（  7．0％）   

泉区   177（  4．4％）   

磯子区   176（  4．3，‘）   

神奈川区   202（  5．0％）   

金沢区   242（  6．0％）   

港南区   246（  6．1％）   

港北区   362（  8．9％）   

栄区   138（  3．4％）   

瀬谷区   144（  3．6％）   

都筑区   329（  8．1†i）   

268（  6．鍋）   

戸塚区   335（  8．3％）   

中区   ‖2（2．8％）   

西区   73（ 1．8％）   

保土ヶ谷区   205（  5．1％）   

緑区   224（  5．5％）   

南区   171（  4．2％）   

無回答   4（  0．1％）   

合計   4047（100．0％）   

－200万円   152（  3．8％）   
200～300万円   151（  3．7％）   

300～400万円   280（  6．9％）   

400′－500万円   445（ 11．0％）   

500～700万円   1076（ 26．6％）   

700～1．000万円   1152（ 28．5％）   

1．000万円以上   688（ 17．0？も）   

無回答   103（  2．5％）   

合計   4047（1DO．0％）   

間g 子どもに自分の部屋があるか（∩＝4047）  

自分だけの部屋がある   1263（ 31．2％）   

きょうだいといっしよの部屋がある   1707（ 42．2％）   

自分の部屋はない   962（ 23．8％）   

その他   108（  2．7％）   

無回答   7（  0．2％）   

合計   4047（100．0％）   

間10 子どもの1ケ月のおこづかい（∩＝4047）  間7 父親の年齢（∩＝4033）  

なし   1707（ 42．2％）   

500円まで   882（ 21．8％）   

1．000円まで   538（ 13．3％）   

1，500円まで   81（  2．0％）   

2，000円まで   50（ 1．2％）   

2，000円以上   41（ 1．0％）   

必要なときに漉す   739（ 18．3％）   

無回答   9（  0．2％）   

合計   4047（100．0％）   

20歳以上25歳末満   2（  0．0％）   

25歳以上30歳未満   0（  0．0％）   

30歳末満   28（  0．7％）   

30歳以上35歳未満   213（  5．3％）   

35歳以上40歳未満   1029（ 25．5％）   

40歳以上45歳未満   1437（ 35．6％）   

45歳以上   1056（ 26．2％）   

無回答   268（  6．6％）   

合計   4033（100．0％）   

間11子どもは朝食を食べるか（∩＝4047）  間7 母親の年齢（∩＝4033）  

毎日食べている   3869（ 95．6％）   

週4－6日は食べている   108（  2．丁％）   

食べる巳は週3日以下   39（ 1．0％）   

ほとんど食べていない   28（  0．6％）   

無回答   5（  0．1％）   

合計   4047（100．0％）   

20歳以上25歳未満   1（  0．0％）   

25歳以上30歳未満   1（  0．0％）   

30歳未満   32（  0．8％）   

30歳以上35歳未満   415（ 10．3％）   

35歳以上40歳未満   1616（ 40．1％）   

40歳以上45歳未満   1443（ 35．8％）   

45歳以上   483（ 12．0％）   

無回答   42（ 1．0％）   

合計   4033（100．0％）  
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間12 子どもが朝食を食べる相手（∩＝4047）  間15 子どもとの会話は足りているか（n＝404丁）  

家族みんなで食べる   813（ 20．1％）   

家族の誰かと食べる   2817（ 69．即i）   

ひとりで食べる   386（  9．5％）   

友達と食べる   1（  0，0，i）   

そのほかの人と食べる   14（  0．3％）   

無回答   16（  0．4％）   

合計   4047 く 10t〉．0％）   

足りている   1163（ Z8．7％）   
ほぼ足りている  1丁．4％） 2323（   

足りていない   550（ 1き．6％）   

無回答   11（  0．3†i）   

合計   4047（100．0％）   

問13 子どもが晩御偲を食べる柏手（∩＝4047〉  間16 日頃、子どもを預かってもらえる人の有無（複数回答）（∩＝40：け）  

家族みんなで食べる   1433（ 35．4％）   

家族の誰かと食べる   2543（ 62．8％）   

少とりで食べる   19（ 」担塑   

友達と食べる   12（  0，3％）   

そのほかの人と食べる   27（ 

無回答   13（  0．3†も）   

合計   404丁（100，0％）   

日常的に祖父母等の親族に預かってもらえる  898（ 22．2，i）   
緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族に預かってもらえる   1844（ 45．7％）   

日常的l；至どもを預lナられる友人・知人・隣人がいる   4約（ 12．1†i）   

緊急時もしくは用事の際には子どもを預けられる友人・知人・傭人がいる   1841（ 45血）   
いずれもない   481（ 11．9％）   

包答件数   403丁（ 1＿38）   

間17 放課後の保護者の就労状況（∩＝404丁）  間14 子どもが起きている間に、父親が子どもと過ごす時間（∩＝4035）  

0時間   52く】（ 13．0％）   

l時間   1523（ 37．7†ら）   

2時間   714（ け7％）   

3時間   502（12．些   

4時間   266（  6，6％）   

5時間以上   149（  3．7％）   

無回答   358（  8．馴i）   

合計   4035（100．飢）   

保護者のいずれもが、就労している（フルタイムリもートアル′くイトを含む）担k些課後、昼蔓草がいない状況である   1171（ 28．9％）   

保護睾里り竺坦、は放課後、家庭にいるが、家業のため忙しい   12t‡（  3．2％〉   

保護者のいずれかは放課後、就労しておらず、家庭にいる   2495（ 61．丁％）   

他   72（ 1．8％）   

無回答   181（  4．5％）   

合計   4047（100．0％）   

間1トイ放課倭保護者が家庭にいないl遇あたりの日放（∩＝1299）  間14 子どもが起きている間に、母親が子どもと過ごす時間（∩＝4039）  

2時間以下   129（  3．2％）   

】・≡＝＝   

23：‡（  5．8％）   

一＝岩＝＝T   47Z（ 11．7％）   

5時間   丁92（ 19．6％）   

6時間   951（ 23．5％）   

7時間   765（ 18．9％）   

8時間   445（ 11．0％）   

粥（  乙4，i）   

10時間以上   88（  2．1％）   

無回答   73（ 1．8％）   

合計   4039（100．0，i）  

十日   33（  2．5，も）   

114（  8．8％）   

白日   196（ 15．1％）   

4日   174（   

5日   591（ 45．5も）   

116（  8．9％）   

7日   13（ 1．0％）   

無回答   62（  4．8†i）   

合計   1299（100．0％）   
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間17－イ 土曜日の就労の有無（n＝1299）  間17－3 保護者が帰宅するまで子どもが過ごす場所（複数回答）（∩＝1289）  

あり   489 く  37．6ち）   

なし   727（ 56．0％）   

無回答   83（  6．4％）   

合計   1299（100．0％）   

自分の家   289（ 22．4％）   

友達の家  51（ 4仇）   

学校  9（ 07％）   

公園・広場  66（ 51％）   
地区センターや国士舘  
塾や習い事  113（ 88瑚   
祖父母の家  

9（ 07％）  
33（ 26％）   

盲高地   6（  0．5†も）   

放課後キッズクラブ   17（ 1．3％）   
はまっ子ふれあいスクール   79（  6．1％）   

放課後児童クラブ（学童保育）   49（3．8％）  
853（66．2％）  無回答   
回答件数   1289（ 1．22）   

問17一トア 保護者がいないときに子どもの世話をする人の有無く∩＝1299）  

いる   308（ 23．7†b）   

いない   968（ 7ん5†i）   

無回答   23（ 1．8％）   

合計   1299（1【）0．0％）   

間17－4 保護者が帰宅するまで子どもは何をしているか（複数回答）（∩±1225）  間17－トイ 保護者がいないときに子どもを世話する人の続柄（∩＝308）  

外で遊ぶ   166（ 13．6％）   

スポーツをする   17（ 1．4％）   

塾撃をする   90（  7．3％）   

塾や習い事をする   120（  9．8％）   

読書をする   」旦L⊥」．3％）   」」   
マンガや雑誌を読む   34（2．8％）  

ゲーム（テレビ・携帯型）をする   115（  9．4，i）   

テレビやビデオを見る   121（ ■9．9％）   

昼型手伝いをする   11く   0．g％）   

特段何もせずくつろぐ   16（ 1．3％）   

その他   9（  0．7％）   

無回答   855（ 69．肌）   

回答件数   1225（ 1．28）   

祖父   29（  9．4％）   

祖母   203（ 65．9％）   

皇空坦 一一一一 31（ 10．1％）   

無回答   45（ 14．6％）   

合計   308（100．眺）   

間17－2 保護者の帰宅時間（∩＝1299）  

6時から13時・  31（  2．4％）   

13暗からほ時   19（ 1．5％）   

15時から17時   280（ 17．7†ら）   

17暗から19時   617（ 47．5％）   

1g時以降   337（ 25．9％）   

無回答   42（  3．2％）   

合計   1299（100．0％〉  
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問柑（り「就労している（パートタイム、アル′くイト等）」と答えた人のl週あたりの就労日数（∩＝29）  問18（1）父親の就労の状況（∩＝3804〉  

1日   

2日   1（  3．4％）   
3日   

4日   

6日   

ヱ卓   
無回答   
合計   29（100．0％）   

就労している（フルタイム：育休・介護休業中は含まない）   3517（ 92．5％）   

就労している（フルタイムだが育休・介護休業中）   6（  0．2％）   
就労している（パ1トタイム、アルバイト等）   29（  0．8％）   

以前は就労していたが、現在は就労していない   80（  2．1，i）   

これまでに就労したことがない   28（  0．循）   

衰面答   144（  3．8％）   

合計   3804（100，肌）   

間18（1）＿「就労している（フルタイムだが育休・介護休業中）」と答えた人の1遇あたりの就労時間（∩＝3517）  間18（1）「就労している（パートタイム、7ル／くイト等）」と答えた人の1日あたりの就労時間（∩＝2g）  

40時間未満   ・434（ 12．3％）   

40時間以上50時間未満   8ユ0（ 23．6％）   

5D時間以上80時間未満   855（ 24．3％）   

6（）時間以上70時間未満   、692（ 19．7†i）   

70時間以上   448（ 12．7％）   

無回答   258（  7．3％）   

合計   3517（100．0％）   

l時間   0（  0，鍋）   

2時間   1（  3．4％）   

3時間   2（  6．9％）   

4時間   6（ 20，7％）   

5時間   2（6．9％）  

6時間   3（10．3％）  

7時間   3（ 10，3％）   

8時間以上   5（ 17．2％）   

無答   7（ 24．1％）   

合計   29（100，0％）   

開18（1）「就労している（フルタイムだが育休・介護休業中）」と答えた人の帰宅時間（∩＝3517）  間18（1）ー就労している（′トートタイム、アル′くイト等）」と答えた人の通勤時聞（∩＝29）  

D時から6時   71（  2．0％）   

6暗から12時   82（  2．8％）   

12時から18時   96（  2．7％）   

18時から20時   584（ 16．6％）   

20時から2Z時   1237（ 35．2％）   

之2暗から24時   1177（ 33＿5％）   

：：：耶二   270（  7．7％）   

合計   3517（100．0％）   

30分乗満   17（ 58，6％）   

30分以上1時間未満   8（ 27．6％）   

1時間以上1時間30分未満   1（  3．4％）   

1時間30分以上2時間未満   1く  3．硝）   

2時間以上2時間30分未満   1（  3．4％）   

無回答   1（  3．4％）   

合計   29（1D【〉．0％）   

問18（1）「就労している（フルタイムだが育休・介護休業中）」と答えた人の通勤時聞（∩＝3517）  周18（1）「就労している（パートタイム、アルバイト等）」と答えた人の転換希望（∩＝29）  

30分未満   367（ 10．4％）   

30分以上1時間未満   761（ 21．6％）   

1時間以上1時間30分未満   1349（ 38．椚i）   

1時間30分以上2時間未満   堕し（ 川．6，も）   

2時間以上2時間30分未満   85（  2，4％）   

2時間30分以上3時間未満   8（  0．2％）   

3時間以上   4（  0．1，b）   

無回答  428（ 12，2％）   
合計   3517（100．0％）  

希望がある   11（ 37．9％）   

希望があるが予定はない   6（ 20．7％）   

希望はない   10（ 34．5％）   

無恒）答   2（  69い   
合計   29（10（〉．0％）   
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間18（2）母親の就労の状況（∩＝4017）  間柑（2）「就労している（パートタイム、アノし／くイト等）」と答えた人の1週あたりの就労日数（n＝1447〉  

就労している（フルタイム：育休・介護休業中は含まない）   582（ 14．5％）   

就労している（フルタイムだが育休・介護休業中）   18（  0．4％）   

就労している（パートタイム、アル／くイト等）   1447（ ■36．0†i）   

以前は就労していたが、現在は就労していない   1249（ 3T．1％〉   

これまでに就労したことがない   451（11．2曳）   

無回答   270（  6，7％）   

合計   4017（10D．q％）   

36（  2．5％）  

170（ 11．7†i）  

3日   

4日   

5日   

6日   375（ 25．9％）    38G（ 26．3％）    336（ 23．2％）    43（  3．0％）   
78   7（  0．5％）   

無回答   100（  6，9％）   

合計   1447（100．0％）   

間18（2）「就労している（フルタイム；育休・介護休業中は含まない）」と答えた人の1週あたりの就労時間（∩＝582）  間柑（2）ー就労している（パートタイム、アルバイト等）」と答えた人の1日あたりの就労時間（n＝1447）  

40時間未満   星型（ 肌5％）   

40時間以上50時間未満 ′   299（ 5t二些   
50時間以上60時間未満   4g（  8．4％）   

80時間以上70時間未満   16（  2．7†乙）   

70時間以上   6（ 1．0％）   

無回答   11（1．   

合計   582（100．0％）   

1時間   

2時間   10（  D．7％）    53（  3．7％）   
3時間   

4時間   364（ 25．2％）   

5庭閤   345（  

6時間   226（ 15．6％）   
7時間   106（ 

8時間以上   97（  6．7％）   

無回答   89（  6．2％）   

合計   1447（100．0％）   

間18（2）「就労している（パートタイム、アルバイト等）」と答えた人の通勤時間（∩＝1447）  聞柑（2〉「就労している（フルタイム：育休・介護休業中は含まない）」と答えた人の帰宅時間（n＝582）  

0暗から6時   4（ 0．7％）   

6時から12時   19（  3．8％）   

12時から18時   81（ ほ9机   

18時から20時   850（ 弧1塑   

20時から22時   90（ 15．5％）   

22時から24時   16（  2．7％）   

無回答   22（  3．8％）   

合計   582（100．0％）   

3q分未獲   851（ 58．8％）   

30分以上1時間未満   352（ 24．3％）   

1時間以上l時間30全奉遷   87（  6．0％）   

拠墜堅塁象， 、 ＿－－－  7（ 些萱坦   

2時間以上2時間30分乗満   2 く  0．1％）   

2時間30分以上3時間未満   0（  0．0％）   

3時間以上   8（  0．6％）   

無回答   140（  9．7％）   

合計   1447（100．0ウi）   

間柑（2）「就労している（パートタイム、アルバイト等）Jと答えた人の転換希望（∩＝†447）  間18（2）「就労している（フルタイム：育休・介護休業中は含まない）」と答えた人の通勤時間（∩＝582）  

30分未満   149（ 25．6％）   

30分以上1時間未満   193（ 33．Z％）   

1時間以上†時間30分未満   148 し25．1％）   

1時間30分以上2時間車重   30（ 阜星型   

2時間以上2時間80分未満   1（ 0．2，i）   

2時間30分以上3時間未満   0（  0，0％）   
3時間以上   3（  D．5Ii）   

無回答   60（ 10．3％）   

合計   582（100．0％）  

希望がある   140（  9．7％）   

希望があるが予定堤堅い   447（ 30．9，i）   

希望はない   7g9（ 55．2％）   

無回答   引（  4．2％）   

合計   1447（100．0％）   
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間19－2 就労希望がありながら働いていない理由（∩＝1285）  間19就労希望の有無（∩＝1957）  

ある   1285（ 65．7％）   

ない   672（ 34．3％）   

D（‘ 0．0％）   

合計   1957（100，0％）   

放課後児童クラブなどのサービスが利用できないから、就労できない   19（ 1．5％）   

働きながら子育てできる制度や職場の理解がないなど、適当な仕事がない   323（ 25．1％）   

家族の考え方（親族の理解が得られない）等就労する環境が整っていない   184（ 14．3％）   

自分の知識、能力にあう仕事がない   110（  8．6％）   

その他   508（ 39．5‰）   

森回答   141（ 11．0％）   

合計   1285（180．0％）   

問1g－1希望する就労形態（n＝1285）  間19－3 就労時期の希望（∩＝1285）  

フルタイムによる就労   104（  8．1％）   

パートタイム、アルバイト等による就労   1134（ 88．2％）   

哀由答   47（  3．7，i）   

合計   1285（1D8．0†i）   

すぐにでも、もしくは1年以内に希望がある   502（ 39．1％）   

1年より先で、子どもがある程度大きくなったら就労したい   752（ 58．5％）   

ゴ＝＝ロ≡   31（  2．4％）   

合計   1285（100．0％）   

間19－4 子どもが何歳になったら就労したいか（∩＝752）  間19－I就労を希望する1週あたりの日放（∩＝1134）  

1日   1（  0．1％）   

2日   101（  8．g，も）   

3日   632（ 55．7％）   

4日   250（ 22．0†i）   

5日   108（  9．5％）   

6日   3（  0．3％）   

無回答   39（  3．4％）   

合計   1134（100．0，も）   

3歳未満   4（  0．5％）   

3歳以上6歳未満   80（ 10．6射   

6歳以上12歳未満   417（ 55．5†i）   

12歳以上18歳未満   226（ 30   

無回答   25（  

合計   752（100．0％）   

間20 家庭生活の現状（∩＝4047）  間19－1就労を希望する1回あたりの時間数（∩＝1134）  

1時間   0（  0．0％）   

2時間   2（  

3時間   89（・丁．8％）   

4時間   382（ 33．7％）   

≡ ＝＝＝   4g5（ 43．7％）   

6時間   103（  9．1％）   

7時間   19（ 1．7†l）   

8時間以上   13（ 1．1，i）   

無回答   31（  2．7％）   

合計   1134（100．0％）  

仕事に専念している   70（ 1．7％）   

どちらかといえば仕事を優先させている   421（ 10．4，i）   

仕事と家事・育児に同等に取り組んでいる   969（ 23．9％）   

どちらかといえば家事・育児を優先させている   949（   
家事・育児に専念している   1587（ 39．2％）   

無回答   51（ 1．3％）   
合計   4047（100．0，G）   
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間25 近所の人とのつき合い方（∩＝4047）  間21理想とする家庭生活（∩＝4047）  

どちらかといえば仕事を優先させている   130（  3．2％）   

仕事と家事・育児に同等に取り組んでいる   1丁46（ 43．1％）   

どちらかといえば家事・育児を優先させている   1415（ 35．0％）   

家事・育児に専念している   68Z（ 16．9，ら）   

無回答   49（ 1．2，も）   

合計   4047（100．0％）   

困ったとき相談したり、助け合ったりする   670（ 16．6％）   

気のあった人と親しくしている 川場（ 35．眺）   
たまに立ち話ぐらいはする   1006（ 24．9†i）   
会えばあいさつぐらいはする   875（ 21．6％）   
臨もよく知らない   54（ 1．3％）   
無回答   24（  0．8％）   

合計   4047（100．0％）   

問22 子育て生活の満足度（n＝4047）  問26 子育てをしていてよかったこと（複数回答）（∩＝4046）  

満足している   1112（ 27．5，l）   

どちらかといえば満足している   1691（ 41．8†i）   

どちらともいえない   616（ 15．2％）   

どちらかといえば満足していない   39（）（  9．6％）   

満足していない   218（  5．4％）   

無回答   20（  0．5％）   

合計   4047（10D．帆）   

子どもを持つ喜びが実感できたこと   2018（ 49．9％）   

子どもの成長   2983（ 73．7％）   

子育てを通じて自分も成長できたこと   2020（ 49月％）   

配偶者との関係がよくなったこと   59（ 1．5，も〉   

家族間の会話が増えたこと   415（ 10．3％〉   

家庭が明るくなったこと   671（ 16．6％）   

子育てを通じ友人が増えたこと   1654（ 40－9％）   

自分の親への感謝の念が生まれたこと   1331（ 32．9％）   

その他   32（  0．8％）   

特にない   26ト  0．6％〉   

無回答   38（  0．9％）   

回答件数   4046（  2．78）   

問23 子育ての楽しさと大変さどちらを感じるか（n＝4047）  問27 理想の子どもの人数（n＝4047）  

楽しさを感じることが多い   794（ 19．8％）   

どちらかといえば楽しさを感じることが多い   1104（ 27．3†ら）   

楽しさと大変さを同等に感じる   1555L旦型塑   

どちらかといえば大変さを感じることが多い   453（ 11．2％）   

大変さを感じることが多い   128．（  3．2％）   

無回答   13（  0．3†i）   

合計   4047（100．0％）   

1人   1t）3（  2．5％）   

2人   1613（ 39．9％）   

3人   1935（ 47．8，も）   

4人   248（  6．1％）   

5人   4¢（ 1．1％）   

その他   76（ 1．9％）   

無回答   26（  0．6％）   

合計   4047（100．0％）   

間24 子育てをしていて地域社会から見守られていると感じるか（n＝4047〉  問27 持つ予定の子どもの人数（n＝4047）  

そう感じる   378（」萱坦坦   

どちらかといえばそう感じる   1355（ 33．5％）   

どちらともいえない   1235（ 30．5％）   
どちらかといえばそう感じない   618（ 15．3％）   

そう感じない   440（ 10．9％）   

無回答   21（  0，5†i）   

合計   ■4047（100．0％）  

1人   580（ 14．3％）   

2人   24Z4（ 59．9％）   

3人   799（ 19．7†ら）   

4人   115（  2．8％）   

5人   27（ 0   

盲古池   51（  

無回答   51（ 1．3％）   

合計   4047（100．0％）   
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間27－1理想の子どもの人数より予定の人数が少ない最大の理由（n＝1943）  間28 子どもへの接し方の有無（複数回答）（n＝4047）  

子育てや教育にお金がかかりすぎるから   797（ 41．0％）   

家が狭いから   13（  0．7％）   

自分の仕事（勤めや家業）に差し支えるから   50（  2．6％）   

子どもがのびのび育つ社会環境ではないから   4年（  2．3％）   

自分や夫婦の生活を大切にしたいから   14（  0．7％）   

高年齢で生むのはいやだから   131（  6．7％）   

これ以上、育児のIb理的、肉体的負担に耐えられないから   85（ 4．4†i）   

健康上の理由から   77（  4．0％）   

欲しいけどできないから   97（  5．0％）   

配偶者の家事・育児への協力が得られないから   46（  2．4，i）   

配偶者が望まないから   32（ 1．8％）   

定年退職までに、一番末の子が成人して欲しいから   17（  0．g，も）   

65（  3．3，i）   

無回答   475（ 24．4％）   

合計   1943（100．0％）   

子どもを叩し＼たり、つねったりする   1468（ 36．3％）   

食事を与えない、お風呂へ入れないなど世話をしない   27（  0．7％）   

何度でもできるまでやらせるなど厳しくしつける   673（ 16．6％）   

言葉による脅しや子どもからの働きかけの無視   911（ 22．5％）   

1－4のような接し方をすることはない   1613（ 39．9％）   

その他   194（  4．肌）   

無回答   132（  3．3％）   

回答件数   4047（ 1．24〉   

間29 虐待しているかもと思うときの有無（n＝4047）  

よくある   30（  0。7％）   

ときどきある   670（1盲面   
ほとんどない   1509（   

ない   1770（ 43．7％）   

哀面答   88（ 1．7％）   

合計   4047（100．0％）   

問27－1理想の子どもの人数より予定の人数が少ない理由（複数回答）（n＝1943）  間29－1虐待していると思うときの状況（複数回答）（∩＝700）  

子育てや教育にお金がかかりすぎるから   1413（ 72．7％）   

家が狭いから   480（ 24．7％）   

自分の仕事（勤めや家業）に差し支えるから   2馴（ 15．0％〉   

子どもがのびのび育つ社会環境ではないから   465（ 23，9射   

自分や夫婦の生活を大切にしたいから   135（  6．9％）   

高年齢で生むのはいやだから   591（ 30．4†i）   

これ以上、育児の心理的、肉体的負担に耐えられないから   443（呈を寧坦   

健康上の理由から   263（ 13．5％）   

欲しいけどできないから   231（ 11．9％）   

配偶者の家事一育児への協力が得られないから   278（ 14．3％）   

配偶者が望まないから   158（  8．1％）   

定年退職までに、一番未の子が成人して欲しいから   187（  凱6，i）   

その他   169（  臥7ウ‘）   

無回答   21（ 1．1％）   

回答件数   1943（  2．64）  

子育てに不安がある   230（ 32．9，ら）   

子育てによる身体や精神の疲れが大きい   420（ 60．0％）   

配偶者の協力が十分でない   208（ 29．7％）   

夫婦や家族との関係に悩みがある   113（1   

経済的に因っている   107（ 15．3％）   

子どもから目が離せない、辛がかかりすぎる   164（ 23．4％）   

ほかのことに時間が取れない   171（ 24．4％）   

相談したり手伝ってくれる人がいない   104（ 14．9％）   

その他   97（ 13．9％）   

無回答   16（  

回答件数   700（  2．33）   

間30 子どもの病気や発育を相談できる医療機関の有無（∩＝4047）  

ある   3286（ 81．2†ら）   

ない   726（ 17，9％）   

無回答   35（ 0   

合計   4047（100．0％）   
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間34 子どもの携帯電話・PHSの所有状況（∩＝4047）  間31休日や夜間に受診できる診療機関の認知状況（∩＝4047）  

知っている   3656（ gO．3％）   

知らない   361（  8．9，も）   

無回答   30（  0．7％）   

合計   4047（10（〕．0，も）   

はい   1059（ 26．2％）   

いいえ   2978（ 73．6％）   

無回答   10（  0．2％）   

合計   4047（1DO．0†」）   

間35 子どもが携帯電話・PHSを持った時期（∩＝1059）  間32 休日、夜間の急病やケガヘの対応（∩＝4047）  

休日急患診療所・夜間急病センターを受診する   2388（ 5乱0，も）   

できるだけ大きな病院を受診する   58（」旦   

小児科専門医のいる医療機関を探して受診する   226（  5．6％）   

どこでもいいから一刻も早く医療機関に連れて行く   81（  2．0％）   

受診しないで一日（一晩）様子をみる（必要に応じて翌日、普段利用している医療機関を受診する）   1253（ 31．0，も）   

・＝＝＝型三   41（ 1．0姉   

合計   4047（100．0％）   

小学校入学まえ   26（  2。5％）   

1年生   252（ 23．朗占）   

示生   140（   

3年生   190（ 17．9％）   

4年生   240（ 22．7％）   

5年生   155（ 14．8％）   

6年生   53（  5．0％）   

無回答   3（  0．3％）   

合計   1059（100，0％）   

問36 子どもの携帯電話やPHSの利用料金を支払っている人（∩＝105g）  間32－1 受診しない理由（∩＝1253）  

夢する程度ではないと判断できることが多いため   982（ 78．4％）  

、どを利用し、応急処置や市販薬などで、家庭内で対応できるから   172（ 137，ら）   

む  やみに救急医療機関を受診することはよくないと広報等で聞いているから   33（  2．8％）   

受  診する際の待ち時間が長いから   38（  3．D％）   

休  日や夜間に受診すると費用が高くなり支払が困難だから   11（ ！担坦   

無回答  17（ 1．4％）   

合計  1253（100．0％）   

お子さん自身（お小遣い・貯金など）   1（  q．1％）   

家族   1036（ 97．8？b）   

一定親まで家族   11（ 1．0，も）   

その他   8（  0．8％）   

無回答   3（  0．3％）   

合計   1059（100．0％）   

間37子どもは携帯電話を持つ前後で変化があったか（複数回答）（∩＝1064）  問33 インターネットの利用状況（∩＝4047）  

使っている   1998（ 49．4，i）   

使っていない   2039（阜！担坦   

無回答   10（  0．2％）   

合計   4047（100．0％）  

家族との会話（電話やメールではなく直接に話をすること）が増えた   55（  5．2％）   

メールなども含めて、家族とのコミュニケーションの回数が増えた   168（ 15．8％）   

家族との会話（電話やメールではなく直接に話をすること）が減った   4（   

友だちとの会話（電話やメールではなく直接に話をすること）が増えた   38（  3．6％）   

メールなども含めて、友だちとのコミュニケーションの回数が増えた   181（ 17．0％）   

友だちとの会話（電話やメールではなく直接に話をすること）が減った   9（  0．8％）   

メール友だちが増えた   90（  8．5％）   

夜寝るのが遅くなった   28（  2．6％）   

特に生活に変化がない   刀8（ 73．1％）   

その他   45（  4．2％）   

無回答   6（  0．6％）   

回答件数   106ヰ（ 1．3Z）   
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間38 インターネット、携帯電話の使用方法に関するルールの有無（複数回答）（n＝1059）  間40－2 放課後に保護者が家庭にいない場合で、事業を利用しない理由（複数回答）（∩＝567）  

携帯電話での通話やメールについてのルールがある   745（ 70．3％）   

インターネットについてのルールがある   304（ 28．7％）   

パソコンでインターネットのフィルタリングを使用している   157（ 14，8％）   

携帯電話でインターネットのフィルタノングを使用している   475（ 44，9％）   

128（ 12．1％）   

回答件数   1059（ 1．71）   

近くに使いたい事業がないから   4（  0．7％）   

活動内容が充実していないから   3（  0．5％）   

学校の延長のようだから   1（  0．2†i）   

魅力を感じないから   8（ 1．4％）   

登録制で気軽に参加できないから   5（ 0．9   

利用料がかかるから   2（  0．4％）   

開所時間が短いから   4（   

他に放課後の居場所があるから   22（  3．9％）   

放課後の短時間ならば子どもだけでも大丈夫だと思うから   Z7（  4．8％）   

利用したことがあるが、子どもが行きたがらないから   55（  9．7％）   

家で家族と過ごしたいから   （1．2％）   
お迎えが難しいから   1（ 0．2％   

その他   16（  2．8，i）   

無回答   468（ 82．5％）   

回答件数   56丁（ 1．10）   

問39 子どもの通っている学校での事業の有無（複数回答）（∩＝4047）  

放課後キッズクラブ   612（ 15．1，i）   

はまっ子ふれあいスクール   3266（ 80．7％）   

放課後児童クラブ（学童保育）   1785（ 44．1％）   

わからない   112（  2．8％）   

無回答   100（  2．5％）   

回答件数   4047（ 1．45）   

間40 利用している幸美（複数回答）（∩＝4047）  問41放課後キッズクラブの1週間あたりの利用日散（∩＝276）  

放課後キッズクラブ   276（  6．8％）   

はまっ子ふれあいスクール 1416（ 35，0，G）   

放課後児童クラブ（学童保育）   189（ 4．7坦   

いずれも利用していない   2135（ 5Z．8％）   

・＝＝＝昭   80（  2．D％）   

回答件数   4047（ 1．01）   

1日   118（ 42．8％）   

2日   44（ 15．9％）   

3日   19（  6．9％）   

4日   14（  5．Mi）   

5日   21（  7，6％）   

6日   2（ 0   

答   58（ 2l．0％）   

合計   276（10〔l．0％）   

問41放課後キッズクラブの土曜の利用有無（∩＝276）  間40－1放課後に保護者が家庭にいる場合で、事業を利用していない理由（複数回答）（∩＝2134）  

活動内容が充実していないから   20（  0．9†i）   

学校の延長のようだから   3（  0．1，i）   

魅力を感じないから   40（ 1．9％）   

登録制で気軽に参加できないから   57（  2．7％）   

利用したことがあるが、子どもが行きたがらないから   準星し旦担坦   
他に放課後の居場所があるから   250（ 11．7％）   

塾や習い事で利用する時間がないから   332（ 15．6％）   

家で家族と過ごしたいから   174（ 8．2坦   

その他   161（  7．5％）   

無回答   1113（ 52．2％）   

回答件数  2134（ 1．Z6）  

ある   44（ 15．9％）   

ない   172（  

森回答   60（   

合計   276（100．0％）   
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聞42 放課後キッズクラブの平日の平日の利用時問（n＝276）  間45 放課後キッズクラブに参加して子どもに変化があったか（複数回筈）（n＝267）  

13時以前   0（  0－0％）   

13時－15時   1（  0．4％）   

15時～17時   167（ 60．5％〉   

17時～19時   糾（ 30．4％）   

19時以降   9（  3．3％）   

哀面答   15（  5．4†i）   

合計   276（100．0†占）   

友達が増えた   101（ 37．8％）   

学校へ行くのが楽しくなった   26（  9．7％）   

ゲーム（テレビ・携帯型）で遊ぶことが少なくなった   18（  6．7％）   

地域の大人の人とあいさつをするようになった   6（  2，2％）   

地域の行事に参加するようになった   12（ 4．   

家でゴロゴロと過ごすことがなくなった   19（  7．¶‘）   

お家の人と「キッズ」のことを話したり、一緒に参加するようになった   32（12．D   

変わらない   115（ 43．1％）   

わからない   12（  4▲5†i）   

その他   3（ 1．1％）   

回答件数   267（ 1．29）   

間42 放課後キッズクラブの土曜の利用時間（∩＝44）  間46 放課後キッズクラブを午後5時以降の利用（n＝276）  

13時以前   12（ 27．3％）   

13時…15時   4（  9．1％）   

15時－17時   7（ 15．9％）   

17時～19時   12（ 27．3％）   

19時以降 1（  2．3†i）   

無回答   8（ 18．2？i）   

合計   44（100．0％）   

利用している   柑（  6．5，i）   

利用していない。また今後の利用予定もない   230（ 83．3％）   

今は利用していないが、今後は利用したい   19（ 盲盲嘉   

無回答   9（   

合計   276（100．0％）   

問43 放課後キッズクラブに参加している理由（複数回筈）（∩＝257）  間47 放課後キッズクラブの月額（∩＝37）  

近所に遊ぶ場所がないから   11（  4．3†i）   

友だちと遊ばせたいから   86（ 33．5，i）   

学年の違う友だちができるから   5（ 1．9％）   

活動内容が充実しているから   36（ 14．0％）   

学年の違う友だちと遊べるから   4（ 1．6％）   

安全に放課後を過ごせるから   71（ 27．6％）   

就労などで保護者が家庭にいないから   Z3（  8．9，i）   

利用料が安価だから   1（  D．4？も）   

近くに放課後児童クラブ（学童保育）がないから   0（  0．鍋）   

その他   20（  7．8％）   

回答件数   257（ 1．00）   

高い   4（ 10．8％）   

やや高い   10（ 27．0％）   

13（ 35．1％）   

やや低い   2（  5．4†も）   

低い   j（ 8．1，i）   

わからない   1（ 2   

無回答   4（  

合計   37（100．0％）   

間47 放課後キッズクラブの希望月額（∩＝37）  間44 放課後キッズクラブの満足度（n＝276）  

満足   124（ 44．9？も）   

やや満足   78（ 28．3％）   

55（ 19．9％）   

やや不満   9（  3，3，i）   

不満   4（ ユ些   

無回答   6（  2．2％）   

合計   276（100．0％）  

1000円未満   0（  0．0％）   

1000円以上2000円未満   1（  2．7％）   

2000円以上3000円未満   1（  2．7％）   

3000円以上4000円未満   8（ 21．6％）   

400D円以上5000円未満   2（  5．4％）   

5000円以上   2（  5．4％）   

無回答   23（ 62．2％）   

合計   37（100．0％）   
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間49 はまっ子ふれあいスクールの1週あたりの日数（n＝1416）  閤47 放課後キッズクラブの1回あたり利用料（∩＝37）  

1日   598（ 42．2％）   

2日   221く 15．6％）   

3日   1日（  8．1％）   

日   （ 4．5％）   

5日   65（  4．6？も）   

6日   5（  0．4％）   

無回答   349（ 24．6％）   

合計   1416（100．0％）   

高い   9（ 24．3％）   

やや高い   19（ 51．4†G）   

普通   6（   

やや低い   0（  0．0％）   

低い   0（  0．0％）   

わからない   1（  2．7†i）   

東国答   2（  5．4％）   

合計   37（100．0％）   

間47 放課後キッズクラブの希望の一回あたり利用料（∩＝37）  間49 はまっ子ふれあいスクールの土曜の利用（∩＝1416）  

200円未満   2（  5．4†り   

200円以上400円未満   4（ 10．8％）   

400円以上600円未満   19（ 51．4？も）   

無回答   12（ 32．4，も）   

合計   37（100．0％）   

ある   89（  6．3％）   
ない   1220（ 86   

無回答   107（  7．6％）   

合計   1416（100．0％）   

間50 はまっ子ふれあいスクールの平日の利用時聞（∩＝1416）  問48 放課後キッズクラブに今後望むこと（複数回苔）（∩＝232）  

プログラムの充実   102（ 44．0％）   

スタッフの体制の充実   78（ 33．6％）   

ボランティアの協力拡大   り（  7．3％）   

施設の充実   50（ 21．6％）   

保護者との連携強化   22（  9．5％）   

学校との連携強化   54（ 23．3％）   

地域との連携強化   17（  7．3，も）   

保護者の負担軽減   12（  5．2％）   

実施時間の延長   14（   

児童の安全確保   105（ 45．3％）   

おやつの充実   6（  2．6％）   

たより等の充実   ヱし些坦   
その他   21（  9．1％）   

回答件数   232（  2．18）  

13時以前   0（  0．0％）   

13時－15時   5（  0．4，i）   

15時～17時   771（ 54．4％）   

17時－19時   392（ 27．   

19時以降   3（  0．2％）   

無直答   245（1   

合計   1416（10D．0％）   

問50 はまっ子ふれあいスクールの土曜の利用時聞（∩＝89）  

13時以前   32（ 36．0％）   

13時～15時   7（  7．9％）   

15時～17時   15（ 16．9％）   

17時～19時   10（ 11．2％）   

柑時以降   0（  0，0％）   

無回答   25（ 28．1％）   

合計   89（100．0％）   
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問55－①放課後児童クラブの1週あたりの日数（∩＝189）  間51はまっ子ふれあいスクールに参加している理由（複数回答〉（n＝1335）  

近所に遊ぶ場所がないから   54（  4．肌）   

友達と遊ばせたいから   501（ 315％）   

学年の違う友達ができるから   45（   

活動内容が充実しているから   88（  6．6％）   

学年の違う友だちと遊べるから   7し⊥」担坦   

安全に放課後を過ごせるから   882（ 51．1％）   

就労などで保護者が家庭にいないから   395（ 29．6％）   

利用料が安価だから   94（  7．0％）   

近くに放課後児童クラブ（学童保育）がないから   9（  0．7†i）   

その他   241（ 柑．1   

回奮件数   1335（ 1．63）   

1日   6（  3．2％）   

10（  5．3％）   

3日   14（  7．4％）   

8   29（ 15．3％）   

5日   108（ 57．1％）   

6日   17（  9．0％）   

無回答   5 

合計   189（100．0％）   

間55－①放課後児童クラブの土曜の利用（∩＝189）  間52 はまっ子ふれあいスクールの満足度（∩＝1416）  

満足   511（ 36．1偶）   

やや満足   344（ 24．3，も）   

普通   420（ 29．7，l）   

やや不満   84（  5．9％）   

不満   28（  2．0％）   

・＝＝＝口 ＝   29（  

合計   1416（1∝）．0％）   

ある   33（ 17，5％）   
ない   145（ 76．7％）   

無回答   11（  5．8％〉   

合計   189（100．0％）   

間55－②放課後児童クラブを利用している理由く∩＝T8g）  問53 はまつ子ふれあいスクールに参加して子どもは変わったか（複数回答）（n＝1383）  

友達が増えた   546（ 39．5％）   

学校へ行くのが楽しくなった   142（ 10．3％）   

ゲーム（テレビ・携帯型）で遊ぶことが少なくなった   81（  5．9％）   

地域の大人の人と挨拶をするようになった   34（  2．5％）   

地域の行事に参加するようになった   35（  2．5％）   

家でゴロゴロと過ごすことがなくなった   84（  6．1％）   

お家の人と「はまっ子」のことを話したり、一緒に参加するようになった   125（  9．D％）   

変わらない   571（ 41．3†i）   

わからない ■   105（  7．即i）   

その他   55（  4．0％）   

回答件数   1383（ 1．29）   

現在就労している   175（ 92．6％）   

就労予定がある／求職中である   3（ 1．6％）   

家族■親族などを介護しなければならない   0（  0．0％）   

病気や障害がある   2（ 1．1％）   

学生である   0（  0．0％）   

その他   3（ 1．8％）   

無回答   6（  3．2†i）   

合計   189（100．0％）   

問56 放課後児童クラブの平日の利用時間（∩＝189）  間54 はまっ子ふれあいスクールに今後望むこと（複数回管）（∩＝1327）  

プログラムの充実   536（ 40．4坦   

スタッフの体制の充実   336（ 25．3％）   

ボランティアの協力拡大   69（  5．2†i）   

施設の充実   371（ 28．0，も）   

保護者との連携強化   113（  8．5†i）   

学校との連携強化   257（ 19．4，i）   

地域との連携強化   78（  5．9，i）   

保護者の負担軽減   27（  2．0％）   

実施時間の延長   189（ 14．2％）   

児童の安全確保   489（ 36．9％）   

放課後キッズクラブヘの移行   99（  7．5，i）   

その他   142（ 10．7％）   

回答件数   1327（  2．04）  

13時以前   1（  0．5％）   

13時～15時   0（  0爪）   
15時－17時   5（  2．6％）   

17時－19時   123（ 65．1％）   

19時以降   31（ 16．4％）   

無回答   29（ 15．3％）   

合計   189（100．0％）   
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間60 利用を増やしたい施策（複数回答）（∩＝39TT〉  間56 放課後児童クラブの土曜の利用時聞（n＝33）  

13時以前   1（  3．0％）   

13時－15時   2（  6．1％）   

15時～17時   6（ ほ2％）   

17時～19時   19（ 57．阜坦   

19時以降   2（  6．1，i）   

衰面査   3（  9．1，i）   

合計   33（100．0％）   

放課後キッズクラブ   110（  2．8％）   
はまっ子ふれあいスクール   221（  5．6％）   

放課後児童クラブ   62（ 1．8％）   

特に利用を増やしたいものはない、または利用予定はない   2597（ 65，3‰   

無回答   1032（ 25．   

回答件数   3977（ l．01）   

間60 放課後キッズクラブの利用を希望する1過当たりの日数（n＝110）  間57 放課後児童クラブの満足度（∩＝189）  

満足   75（ 39．7％）   

やや満足   52（ 27．5，ら）   

普通   33（ 17．5†i）   

やや不満   16（  8．5％）   

不満   9（  4，8％）   

無回答   4（  2．1％）   

合計   189（100．0†i）   

1日   20（ 18．2†i）   

Z日   27（ 24。5％）   

21（ 19．1％）   

4日   4（  3．6％）   

5日   17（ 15．5％）   

6日   5（  4．5％）   

無回答   16（ 14．5％）   

合計   110（100．0％）   

聞60 放課後キッズクラブの土曜の利用希望（n＝83）  問58 放課後児童クラブに参加して子どもは変わったか（複数回苓）（n＝179）  

友達が増えた   136（ 76．0％）   

学校へ行くのが楽しくなった   17（  9．5％）   

ゲーム（テレビ・携帯型）で遊ぶことが少なくなった   8（  4．5％）   

地域の大人の人と挨拶をするようになった   8（  4．5？も）   

地域の行事に参加するようになった   10（ 5．6射   

家でゴロゴロと過ごすことがなくなった   7（  3．9ウi）   

お家の人と「放課後児童クラブ（学童保育）」のことを話したり、一緒に参加するようになった   90（ 50．3％）   

変わらない   12（」をZ型   

わからない   6（  3．4％）   

その他   12（  6．7％）   

回答件数   179（ 1．71）   

ある  28（ 33．7％）   

ない   55（ 66．3％）   

無回答   0（  0．0％）   

合計   83（100．0％）   

間60 はまつ子ふれあいスクールの利用を希望する1過当たりの日数（∩＝221）  間59 放課後児童クラブに今後望むこと（複数回筈）（∩＝1丁8）  

過ごし方の充実   37（ 20．8，i）   

指導員の体制の充実   84（ 47．2†i）   

ボランティアの協力拡大   7（  3．9％）   

施設の充実   99（ 55．6％）   

保護者との連携強化   旦⊥」り坦   
学校との連携酎ヒ   27（ 15．2％）   

地域との連携強化   10 く  5．6％）   

保護者の負担軽減   104（ 58．4，も）   

実施時間の延長   40（ 22．5％）   

児童の安全   33（ 1乱5？も）   

おやつの充実   4（  2．2†i）   

その他   19（ 10．7％）   

回答件数   178（  2．66〉  

1日   72（ 3乙6％）   

2日   52（ 23．5％）   

●         ●   

4日   8（  2．7％）   

5日  Zl（  9．5％）   

6日   5（  2．3％）   

7日   2（  0．9％）   

無回答   13（  5．9％）   

合計   221（100．0％）   
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間63 プレイパークの認知（n＝4047）  問60 はまっ子ふれあいスクールの土曜の利用希望（n＝185〉  

ある   45（ 24．3％）   

ない   140（ 75．7％）   

無回答   0（  0，0％）   

合計   185（†00．鍋）   

はい   756（ 18．7％）   
いいえ   3090（ 76．4％）   

無回答   201（  5，0％）   

合計   4047（10D．0†ら）   

問63－1プレイパークを知った理由（複数回筈）（n＝756）  間60 放課後児童クラブの利用を希望する1週当たりの日数（n＝62）  

1日   1（ 1．6％）   

i日   3（  4．8％〉   

3日   6（  9．7？i）   

4日   Z（  3．2％）   

5日   旦旦し」狸些   
6日   5（  8．1％）   

7日   1（ 1．6％）   

無回答   8（ 12．9％）   

合計   62（100．0％）   

学校   75（  9．9％）   

友人・知人   192（ Z5．   

テレビ   37（  

ちらし   191（ 25．3％）   

公園の看板   72（  9．5％）   

市・区の広報紙   218（ 28．8％）   

自治会町内会   23（  3．0％）   

放課後キッズクラブ   2（  0．3％）   

はまっ子ふれあいスクール   4（  0．5％）   

放課後児童クラブ（学童保育）   9（ 1．2％）   

その他   48（  6．3％）   

無回答   17（  2．2％）   

回答件数   756（ 1．17）   

間60 放課後児童クラブの土曜の利用希望（n＝46）  

ある   15（ 32．6％）   

ない   31（ 67．4％）   

無回答   0（  0，0％）   

合計   46（180．肌〉   

間63－2 プレイパークの利用（n＝756）  間61放課後施策は何時まで必要か（h＝4047）  

午後4時まで   79（  2．肌）   

午後5暗まで   1046（ 25．8％）   

午後6暗まで   1326（旦を室坦   

午後7時まで   840（ 20．8％）   

午後8暗まで   226（  5．6％）   

午後8時以降まで   76（ 1．9％）   

無回答   454（ 11．2％）   

合計   4D47（10D、0％）  

はい   263（ 34．8％）   

いいえ   481（ 63．鍋）   

わからない   6（  0．8％）   

哀面答   6（ 0．8   

合計   756（100．0％）   
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間63－3 プレイパークの1月の利用日致（∩＝263）  間63－7 プレイパークを利用したことがない理由（複数回答）（∩＝526）  

2日未満   7（  2．7％）   

2日以上   13（  4．9％）   

わからない   99（ 37．6％）   

無回答   144（ 54．8，ら）   

合計   263（100．0％）   

公国まで遠いから   334（ 63．5％）   

友達が参加していないから   64（ 12．2，も〉   

他に自由に遊ぷ場所があるから   112（ 21．3％）   

つまらなそうだから   了（ 1．3％）   
その他   106（ 2   

回答件数   526（ 1．18）   

問63－8プレイパークに並びにいく距離く∩＝334）  聞63－4プレイパークを利用している理由（複数回答）（n＝256）  

楽しそうだから   98（ 38．3，も）   

友達に誘われたから   89（ 34．8†i）   

家の近くだから   2g（ 11．3†i）   

たまたま公園でやっていたから   58（ 22．7％）   

外遊びをさせたいから   54（ 21．1％）   

その他   28（ 10．9％）   

回答件数   256（ 1．39）   

小学校区内   227（ 68．0％）   

お住まいの区内   49（ 14．7％）   

近隣区内   37（ 11．1％）   

その他   9（  2．7％）   

無回答   12（  3．6％）   

合計   334（100．0％）   

間63－5 プレイパークの満足度（∩＝259）  問63－8プレイパークに遊びに行く距離（徒歩）（∩＝334）  

満足   117（ 45．2†ら）   

やや満足   65（ Z5，1，i）   

普通   63（ Z4．3％）   

やや不満   8（  3．1％）   

不満   6（  2．3％）   

合計   259（100．0％）   

5分未満   0（  0．0％）   

5分以上10分未満   19（  

10分以上20分未満   147（ 44．0％）   

20分以上30分未満   67（ 20．1％）   

30分以上40分乗満   19（  5．了％）   

40分以上   5（ 1．5†i）   

無回答   77（ 23．1％）   

合計   334（100．0％）   

問63－8プレイ／く－クに遊びに行く距離（自転車）（∩＝334）  間63－6 プレイパークを利用して子どもは変わったか（複数回答）（∩＝259）  

友達が増えた   20（  7．7，も）   

ゲーム（テレビ・携帯型）で遊ぶことが少なくなった   8（  3．1％）   

地域の大人の人と挨拶をするようになった   4（ 1．5％）   

家でゴロゴロと過ごすことがなくなった   7（  2．7，も）   

お家の人と「プレイパーク」のことを話したり、一緒に参加するようになった   35（ 13．5％）   

大きなケガを回避する力が向上した   6（  

変わらない   127（ 49．0％）   

わからない   58（ 22．4％）   

iの他   23（  8．9％）   

回答件数   259（ 1．11）  

5分未満   8（  0．g，も）   

5分以上10分未満   61（18．   

10分以上20分未満   114（ 34．1％）   

20分以上30分・未満   15（   

30分以上40分未満   8，（  2．4％）   

40分以上   4（ 1．2％）   

無回答   1Z9（ 3乱6％）   

合計   334（10D．0％）   
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問63－9 プレイパークに今後望むこと（複数回答）（∩＝1362）  間67 習い事を始めたきっかけ（∩＝3529）  

プログラム内容の充実   245（ 18．0％）   

プレイリーダーの充実   105（  7．7％）   

児童の安全   428（ 31．4％）   

広報の充実   326（ 23，9％）   

実施日致・時間の充実   195（ 14．3％）   

地域との連携   83（  6．1％）   

ボランティアの協力拡大   39（  2．9％）   

実施か所の拡大   631（ 46．3％）   

その他   117（  8．6％）   

回答件数   1362（ 1．59）   

子どもからやりたいと言われたから   1962（ 55．6％）   

お友達に誘われて   7（  0．2％）   

保護者が選択   1356（ 38，4％）   

その他   70（  2．0†i）   

無回答   134（  3．8％）   

合計   3529（10D．0％〉   

間67－1習い事を保護者が選択した理由（∩＝1356）  間64 子どもの習い事の状況（∩＝4047）  

はい   3529（ 87．2，も）   

いいえ   497（ 12．3†i）   

東国答   21（  0．5％）   

合計   4047（100．0％）   

子どもの知識の向上   453（ 33．4，i）   

子どもの体力向上   288（ 21．2％）   

いろいろな体験をさせたい   433（ 31．9％）   

放課後の居場所として   24（ 1．8％）   

その他   70（  5．2％）   

無回答   88（  6．5％）   

合計   1356（100．0％）   

間65 習い事の種類（複数回答）（∩＝3529）  間68 横浜子育てサポートシステムの認知（∩＝4047）  

塾   1299（ 36．8％）   

音楽   1003（ 28，4†も）   

スポーツやダンス、武道   2453（ 69．5†も）   

英会話などの語学   672（19．0坦   

615（ 17．鴎）   

無回答   3（  0．1％）   

回答件数   352g（ 1．71）   

知ってる   1483（ 36．6％）   

知らない   2482（ 6†．8％）   

無回答   82（  2．0％）   

合計   4047（100．0％）   

間68 横浜子育てサポートシステムの利用（∩＝4047）  間66 習い事の1週あたりの回数（∩＝3529）  

1日   780（ 呈を1坦   

983（旦担坦   

日   846（ 24．0％）   

4日   507（14．4％）   

5日   281（  8．0％）   

6日   84（  2．4％）   

7日   25（  0．7％）   

無回答   23（  0．7，も）   

合計   3529（100．肌）  

利用している   30（  0．7，i）   

利用していない   2075（ 51．3％）   

無回答   1942（ 48．0％）   

合計   4047（100．0％）   
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間68－3 横浜子育てサポートシステムの希望するI回あたりの利用時間（∩＝92）  間68－1横浜子育てサポートシステムの利用目的（複数回層）（∩＝30）  

主たる保育サービスとして利用している   5（ 16．7％）   

放課後児童施策等の送り迎えに利用している   8（ 26．7％）   

放課後児童施策等の利用で足りない時間を補う目的で利用している（朝・夕等）   4（   

子どもの病気・ケガ等の緊急時に利用している   5（ 16．7†i）   

祖父母や近所の人・友人等に預かってもらえないときに利用している   8（ 26．7％）   

冠婚葬祭等や買い物等の親の外出の際に利用している   3（ 10．0†i）   

4（ 13．3％）   

無回答   3（ 10．0％）   

回答件数   30（ 1，33）   

2時間未満   21（ 22．8％）   

2時間以上4時間未満   62（ 67．4％）   

4時間以上6時間未満   6 く  6．5％）   

8時間以上8時間未満   1（ 1．1％）   

8時間以上10時間未満   2（  2．2％）   

合計   92（100．0％）   

間68－2 枝浜子育てサポートシステムの月間利用日致（∩＝30）  間4から家族構成による分類（∩＝404刀  

1日   5（ 16，丁％）   

2日   2（  6．7％）   

3日以上10日未満   7（ 23．3％）   

10日以上20日未満   3（ 10．鍋）   

20Ⅰ］以上   3（ 10．0％）   

無回答   10（ 3   

合計   30（1（】0．0％）   

母子家庭   121（  3．0，も）   

父子家庭   13（  0．3†i）   

その他   3913（ 96．7％）   

無回答   0（  0．0％）   

合計   4047（100．0％）   

問68－2 横浜子育てサポートシステムのl回あたりの利用時間（∩＝30）  問18から父親、母親の就労状況による分類（∩＝404丁）  

2時間未満   4（ ほ3％）   

2時間以上4時間未満   12（ 40．0，i）   

4時間以上6時間未満   4し」旦旦塑   

6時間以上8時間未満   2（  6．7†i）   

8（ 26．7†i）   

合計   30（100．D†i）   

共働き（両方がフルタイム）   442（ 10．9％）   

共働き（片方がパートタイム）  317（ 32．5％）   

片働き（専業主婦）   1703（ 42．1％）   

その他   585（ 14．5％）   

合計   4047（ 柑0．0％）   

間1摘、ら子育てへの支援状況による分類（∩＝4047）  間68－3 横浜子育てサポートシステムの希望する月間利用時聞（∩＝8丁）  

5時間未満   31（ 35．6％）   

5時間以上10時間未満   24（ 27，6％）   

10時間以上15時間未満   14（ 16．1％）   

15時間以上20時間未満   2（ 2   

20時間以上   16（ 18．4，も）   

合計   87（100．0％）  

日常的に支援あり   1218（ 30．0％）   

緊急時に支援あり   2355（ 58．2％）   

支援なし   469（ 11．6％）   

その他   10（  0．2％）   

合計   4047（100．0，i）   
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間4・間16・間18の父親、母親の就労状況による分短（∩＝3462）  

フルタイム支援多   164（  4．7％）   

フルタイム支援少   217（  6．3％）   

フルタイム支援無   61（ 1．8％）   

パートタイム支援多   373（ 10．8％）   

パートタイム支援少   821（ 23．7％）   

パートタイム支援無   123（  3．6％）   

専業主婦支援多   471（ 13．6％〉   

専業主婦支援少   1019（ 29．4，i）   

専業主婦支援無   213（  6．2％）   

合計   3462（100．0％）   

176   



小学生基本調査  

単純集計結果   



間3 兄弟が4人以上の場合の人数（∩＝22）  間1学年（∩＝4057）  

小学1年生   698（ 17．29i）   

小学2年生   68旦し」旦旦塑   

小学3年生   695（ 17．1％）   

小学4年生   668 く 16．5％）   

小学5年生   667（ 16，4％）   

小学6年生   640（ 15月％）   

無回答   6（  0，¶も）   

合計   4057（100．0†i）   

間4 おうちの人と話す内容（複数回答）（∩＝4057）  間1性別（∩＝4057）  

男   2027（ 50．0％）   

女   2014（ 49．6％）   

無回答   16（  0．4，i）   

合計   4057（100．0射   

学校などであったできごと   3351（ 82．6†i）   

家族のこと   513（ 12．6％）   

友だちのこと   2621（ 64．6   

夢や将来のこと   365（ 9   

遊びや趣味のこと   1418（ 35．0％）   

勉強・成績のこと   1004（ 24．禍）   

テレビなどで話題になっていること   1052（ 25．9％）   

盲あ他   114（  2．8％）   

無回答   137（  3．4％）   

回答件数   4057（  2．61）   

開5 よく話すおうちの人（複数回苔）（∩＝4057）  問2 いっしょに住んでいる人（複数回苓）（∩＝4057）  

お父さん   3741（ 92．2％）   

お母さん   4006（ 98，7％）   

おじいさん   398（  9．8％）   

おばあさん   578（ 14．2％）   

きょうだい   3Z74（ 80．7％）   

その他   99（  2．4％）   

無回答   9（  0．2†G）   

回答件数   4057（  2．98）   

お父さん   1106（ 27．3％）   

お母さん   3668（ 90．4％〉   

おじいさん   44（ 1．1％）   

おばあさん   1gl（  4．7％）   

きょうだい   1855（ 45．7％）   

その他   27（  0．7％）   

無回答   77（ 1．9，も）   

回答件数   4057（ 1．72）   

閉6 おうちの人との会話に対する満足度（∩＝4057）  間3 兄弟の人数（∩＝4057）  

ひとり   692（ 17．1％）   

ふたり   2394（ 59．0％）   

771（ 19．0％）   

4人  152（  3．7，も）   

その他   22（  0．5，‘）   

無回答   26（  0．6！も）   

合計   4057（100．0％）   

たくさん話ができている   2564（ 63．2％）   

もっと話をしたい   867（ 21．4％）   

あまり言古をしたくない   112（  2．8％）   

わからない   484（ 11．9％）   

無回答   30（  0．7†i）   

合計   4057（100．0％）  
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間10悩みの内容（複数回答）（∩＝931）  間7 家の手伝いをするか（∩＝4057）  

はい   310d（ 76．6％）   

いいえ   916（ 2乙6％）   

無回答   33（ 0．8％）   

合計   405了（100．0％）   

学校のこと   234（ 25．1％）   

友だちのこと   396（ 42．5％）   

家族のこと   60（  6．4†ら）   

自分のこと   158（ 17．0％）   

その他   63（  6．8％）   

無回答   36（  3．9†i）   

回答件数   931（ 1．D2）   

間11悩みを相談する相手（複数回答）（∩＝4057）  間8 学校は楽しいか（∩＝4D57）  

まい   2683（ 66．1％）   

いいえ   126（  3．1％）   

ふつう   1203（ 29．7叫   

無回答   45（ 1．1％）   

合計   io57（100．0†b）   

おうちの人   3093（ 76．2％）   

きょうだい   563（ 13．9％）   

友だち   1405（ 34．6％）   

学校の先生   980（ 24．2％）   

家族や先生以外の大人   1ZD（  3．0％）   

電話やインターネットの相談   8（  0．2％）   

特にだれにも相談はしない   402（ b．9瑚   

わからない   264（  6．5％）   

扁回答   0（  0．0％）   

回答件数   4057（ 1．68）   

間12 将来の夢（∩＝4D57）  間9 平日の就寝時聞（∩＝4D57）  

8時ごろ   221（  5．4％）   

9時ごろ   1675（ 朋．3％）   

10時ごろ   1557（ 3   

11時ごろ   463（ 1l．4％）   

12時ごろ   79し」二9塑   

12時すぎ   34し」些坦   

無回答   28（  0．7％）   

合計   4057（100．0％）   

ある   28引（ 70．0％）   

ない   347（  8．6％）   
わからない   820（ 20．2％）   

無回答   49（ 1．2％）   

合計   4D57 く 100．0％）   

間13 あいさつをする近所の大人の有無（∩＝4057）  間10 悩みごとや因っていることの有無（∩＝4057）  

ある   931（」型些   

ない   3052（ 75．2％）   

無回答   74（ 1．8％）   

合計   4057（100．0†i）   

いる   37柑（ 91．7％）   

元い   338（  8．3％）   

無回奄   0（  0．0％）   

合計   4057（100．0％）  
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間17 携帯電話の利用目的（複数回答）（∩＝4057）  ．問13 あいさつをする近所の大人の人数（∩＝3719）  

舌をする   1042（ 25．7％）  

をする・   486（ 12．0％）   

ゲームをしたり、音楽をきく  253（  6．2％）   

インターネットをする  16（  0．4％）   

写真をとる  576（14．2†i）   

定期券やお財布携帯として使う  4（  0．1％）   

見知らぬ人とメールや通話をする  2（  0．0％）   

他  52（ 1．3，も）   

携帯電話を持っていない  2467（ 60．8％）   

無回答  453（11．Z％   

回答件数  4057（ 1．32）   

1人   97（  2．6，も）   

2人以上5人未満   954（ 25．7†ら）   

5人以上10人未満   1243（ 33．4，も）   

10人以上15人未満   907（ 24．溝）   

15人以上20人未満   180（  4．8†i）   

20人以上   338（」を1型   

無回答   0（  0．0％）   

合計   3719（100．0％）   

問14 子ども会、地域の行事への参加状況（∩＝4057）  問18 家族とのメール回数（∩＝4057）  

はい   28Z7（ 69．7％）   

いいえ   1208（ 29．8％）   

無回答   22（  0．5％）   

合計   4057（100．0％）   

4回以下   773（ 19．1％）   
5′〉9回   l17（  2．9％）   

10～20回   9（  0．2？も）   

20【司以上   3（  0．1％）   
しない   1567（ 38．6％）   

無回答   1588（ 39   

合計   4057（ 川0．0％）   

閤18 友だちとのメール回数（∩＝4057）  間15 インターネットを利用する場所（∩＝4057〉  

自分の部屋   週   
自分の家   1954（ 48．2％）   

友だちの家   12（ 0．3％）   

学校   358（  8．8†i）   

どこでも（携帯電話）   29（  0．7％）   

その他   67（ 1．7，も）   

使わない   1447（ 35．7％）   

無回答   110（   

合計   4057（100．0％）   

4回以下   359（  8．8％）   

5－9回   120（  3．D％）   

10～20回   47（ 1．2†i）   
20回以上   18（  0．4％）   

しない   1710（ 42．1％）   

無回答   1803（ 44．4％）   

合計   4057（100．0％）   

問18 その他とのメール回数（∩＝4057）  間16 学校以外でのインターネットの利用目的（複数回答）（∩＝4057）  

勉強のことを調べる   1380（ 34．0％）   

進路のことを調べる   52（ 」二旦坦   

趣味や並びについて調べる   1427（旦些坦   

買い物をする   73し」二寧坦   

通信ゲームをする   60L⊥」些   

音楽やゲームをダウンロードする   302（  7．4％）   

ホームページをつくる   24（  0．馴i）   

チャットに参加する   33（  0．8％）   

ブログや掲示板を読んだり、書き込んだりする   93（  2．3，も）   

その他   323（  8，0％）   

学校以外では使わない   942（ 23．2†i）   

無回答   526（ 13．0，i）   

回答件数   4057（ 1．42）   

4回以下   69（ 1．7％）   

5～9回   8（  0．2％）   

10′－20回   2（  0．0％）   

20回以上   0（  0．0％）   
亡ない   2463（ 60．7％）   

無回答   1515（ 37．3％）   

合計   4057（100．0％）  
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問19 放課後に過ごす場所（複数回答）（∩＝4057）  問20 土曜にすること（複数回苔）（∩＝4057）  

自分の家   3000（ 73．9％〉   

友達の家   1419（ 率些坦   

事由   399（  9．8％）   

公園・広場   1677（ 41．3％〉   

地区センターや図書館   22g「 5．6％）   

塾や習い事   2108（ 52．0，6）   

放課後キッズクラブ   123（  3．0％）   

はまっ子ふれあいスクール   563（ 13．9％）   

放課後児童クラブ（学童保育）   180（  4．4，i）   

その他   94（  2．3％）   

無回答   145（  3．6％）   

回答件数   4057（  2．45）   

外で遊ぷ  1634（ 40．3％）   

勉強をする  1255（ 30．9％）   

読書をする  418（ 10，3％）   

マンガや雑誌を喜売む  579（  

ゲーム（テレビ・携帯型）をする  1524（ 37．6％）   

特別何もせずくつろぐ  392（  9．7％）   

テレビやビデオを見る  1542（ 38．0％）   

家の手｛云いをする  418（ 10．3％）   

スポーツをする  700（ 17．3％）   

塾や習い事に行く  842 20朋）   

その他  368（  9．1％）   

無回答  282（  7．0％）  

件数   4057（  2．45）   
間19 土曜に過ごす場所（複数回答）（∩＝4057）  

自分の家   3444（ 84．g，l）   

友達の家   515（ 12．7％）   

学校   176（  4．3％）   

公園・広場   1549（ 38．2％）   

地区センターや図書館   368（  9．1％）   

塾や習い事   1193（ 29．4％）   

放課後キッズクラブ   34（  0．8％）   

はまっ子ふれあいスクール   38（  0．9％）   

放課後児童クラブ（学童保育）   25（  0．6％）   

その他   661（ 16．3％）   

無回答   99（  2．4†l）   

回答件数   4057（  2．0【））   

間20 放課後にすること（複数回答）（n＝4057）  間21放課後を過ごす相手（複数回答）（∩＝4057〉  

外で遊ぷ   22了7（ 56．1％）   

勉強をする   1506（ 37．1％）   

読書をする   378（  9．3％）   

マンガや雑誌を読む   498（ 12．3％）   

ゲーム（テレビ・携帯型）をする   1387（ 34．2％）   

特別何もせずくつろぐ   209（  5．2％）   

テレビやビデオを見る   1181（ 29．1，i）   

家の手伝いをする   230（  5．7％）   

スポーツをする   436（ 10．7，も）   

塾や習い事に行く   1788（ 44．哩   

その他   162（ 生！些   

無回答   301（  7．硝）   

回答件数   4057（  2．55）   

同じ学年の友たち   2371（ 58，4％）   

年上の友だち   255（  6．3％）   

年下の友だち   215（  5．3，も）   

きょうだい   1248（ 30．8％）   

親   1531（ 37．7％）   

おじいさん、おばあさん   154（  3．8％）   

ひとりでいる   231（ 5   

その他   75（ 1．8％）   

無回答   64∈）（ 16．0％）   

回答件数   4057（ 1．66）   

問21土曜を過ごす相手（複数回答）（∩＝4057）  

同じ学年の友たち   877（ 21．6％）   

年上の友だち   196（ 4．   

年下の友だち   159（  

きょうだい   1887（ 46．5％）   

東   2623（ 64．7†i）   

おじいさん、おばあさん   255（  6．3％）   

ひとりでいる   ‖1（  2．7％）   

その他   130（  3．2％）   

無回答   559（ 13．8％）   

回答件数   4057（ 1．68）  
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間25 午後5時以降を過ごす相手（複数回答）（∩＝303）  間22 午後5時以降に保護者が在宅か（∩＝4057）  

いる   3363（ 82．9％）   

いない   530（ 13．1，6）   

無回答   164（  4．0，‘）   

合計   4057（10D．鍋）   

同じ学年の友だち   100（ 33．0％）   

年上の友だち   7（  2．3％）   

年下の友だち   10（  3．3％）   

きょうだい   177（ 58．4％）   

親   52（17．2％）   
おじいさん、おばあさん   50（ 16．5％）   

ひとりでいる   129（ 42．6％）   

その他  15（  5．0％）   

無回答   23（  7．6％）   

回答件数   303（ 1．86）   

間23 午後5時以降の利用状況（複数回答）（∩＝530）  問28 放課後キッズクラブに参加している理由（複数回答）（∩＝115）  

放課後キッズクラブ   12（  2．3％）   

はまっ子ふれあいスクール   53（ 1（】．0％）   

放課後児童クラブ（学童保育）   120（ 22．6％）   

どれも利用していない   324（ 61．1％）   

無回答   35（  6．6％）   

回答件数   530（ 1．03）   

友だちと遊べるから   65（ 56．5％）   

友だちができるから   10（  8．7，b）   

学年の違う友だちと遊べるから   12（ 10．4％）   

友だちにさそわれたから   4（  3．5†i）   

家にいるより楽しいから   18（ 15．7％）   

家にだれもいないから   31（ 2ラ右前   

楽しそうだと思ったから   22く  

おうちの人にいわれたから   30（ 26．1％）   

その他   10（  8．7％）   

回答件数   115（ 1．76）   

開27 放課後キッズクラブは楽しいか（∩＝123）  間24 午後5時以降にすること（複数回答）（∩＝321）  

外で遊ぶ   57（1ラ．8％）   

スポーツをする   13（  4．0％）   

勉強をする   87（ 27．1％）   

塾や習い事に行く   126（ 39．3塑   

読書をする   11（  3．硝）   

マンガや雑誌を喜売む   15（  4．7％）   

ゲーム（テレビ・携帯型）をする   85（ 26．5†i）   

テレビやビデオを見る   113（ 85．2％）   

家の手伝いをする   33（ 10．3％）   

特別何もせずくつろぐ   14（  4．4％）   

その他   14（  4．4†i）   

無回答   31（  9．7†ら）   

回答件数   321（ 1．87）   

とても楽しい   58（ 47．2％）   

楽しい   29（   

ふつう   8（  6．5，も）   

あまり楽しくない   7（  5．7％）   

楽しくない   1（  0．8％）   

わからない   1（  0．8％）   

無回套   19（ 15．4％）   

合計   123（100，0％）   

間27－1放課後キッズクラブで菓しい遊び（複数回筈）（∩＝179）  

折り紙やエ作   42（ 23．5％）   

外遊び   82（ 45．8％）   
ゲーム   22（ 12．3％）   

自然体験や野外活動   9（  5．0％）   

音楽   3（ 1．7％）   
読書   17（  

手芸   l（面   
季節のイベント   38（ 21．2％）   

ドッジボールやバドミントンなどのスポーツ   82（ 34．6†i）   

予習復習・宿題など   3（  1N   

お菓子づくり   21（ 11．7％）   

その他   15（  8．4％）   

回答件数   179（ 1．76）  
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間29－1放課後キッズクラブに午後5時以降参加しての感想（∩＝15）  間2ト2 放課後キッズクラブが楽しい理由（複数回答）（∩＝176）  

友達とみんなで遊ペるから   124（ 70．5％）   

新しい友だちができるから   27（ 15．3†i）   

他の学年の友達と遊べるから   担⊥」旦些   
普段できない遊びや活動ができるから   55（ 31．3％）   

自分の好きな遊びができるから   44（ 25．0％）   

大人のひとがいろいろなことを敢えてくれるから   7（  4．0％）   

一人だとできない遊びができるから   19（ 10．8％）   

おうちの人が迎えに来るまで安心して遁ぺるから   16（  9．Mi）   

その他   4（  2．3％）   

回答件数   176（ 1．81）   

スタッフやお友達と楽しく過ごしている   5（ 33．3，i）   

おやつが楽しみ   7（ 46．7％）   

5時前の時間より人数が少なく、いろいろな遊びができる   2（ 13．3％）   

お友達が帰ってしまうのでさみしい   0（  0，0％）   
つまらない   0（ 0．   

その他   0（  0．0，も）   

無回答   1（  6．7％）   

合計   15（1DD．0％）   

間27－3 放課後キッズクラブが楽しくない理由（複数回答）（∩＝1声）  間31はまっ子ふれあいスクールに参加している理由（複数回答）（∩＝548）  

遊ぷ友達がいないから   3（ 20．0％）   

自分のやりたいことができないから   8（ 53．3％）   

おもしろい遊びや活動がないから   5（ 33．3％！   
イベントが少ないから   D（  0．0，も）   

学校のつづきみたいだから   4（ 26．7，i）   

友だちとけんかをしたことがあるから   2（ 13．3％）   

大人のいない場所で遊びたいから   2（ 13．3†i）   

その他   2（ 13．3％）   

回答件数   15（ 1．73）   

友だちと遊べるから   381（ 70．2％）   

友だちができるから   46（  8．5％）   
学年の違う友だちと遊べるから   61（ 11，2％）   
友だちにさそわれたから   3D（  5．5％）   

家にいるより楽しいから   87（ 16。0％〉   

家にだれもいないから 112（ 2D．6％）   

楽しそうだと思ったから   76（ 14．0％）   

おうちの人にいわれたから   167（ 30．8％）   

その他   28（  5．2％）   

回答件数   543（ 1．82）   

問28 放課後キッズクラブに参加して変わったこと（複数回答）（∩＝11Z）  問32 はまっ子ふれあいスクールに参加して楽しいか（∩＝563）  

友達がふえた   65（ 58．肌）   

学校へ行くのが楽しくなった   32（ 28．6％）   

ゲーム（テレビ・携帯型）で遊ぶことが少なくなった   7（   

地域の大人の人とあいさつをするようになった   2（ 1．由〉   

地域の行事に参加するようになった   3（  2．7％）   

家でごろごろ過ごすことがなくなった   」リ旦担   
おうちの人とキッズのことを話したり、いっしょに参加するようになった   15（ 134，も）   

変わらない   33（ 29．5？も）   

その他   1（  0．9，i）   

回答件数   112（ 1．49）   

とても楽しい   256（ 45．5％）   

楽しい   170（ 30．2％）   

ふつう   67（ 11．9％）   

あまり楽しくない   14（  2．5％）   

美しくない   3（  0．5％）   

わからない   2（  0．4％）   

無回答   51（  9．1†i）   

合計   563（100．0％）   

間32－1はまっ子ふれあいスクールで楽しい遊び（複数回答）（∩＝418）  間29 放課後キッズクラブに午後5時以降参加しているか（∩＝123）  

はい   15（ 12．2％）   

いいえ   89（ 72．4％）   

哀回答   19（ 15．4％）   

合計   123（100．0％）   

折り紙やエ作   川8（ 25．8％）   

外遊び   257（ 61．5％）   

ゲーム   63（ 15．1％）   

自然体験や野外活動   4（ 1．0†i）   

音楽   3（  0．7％）   

読書   57（13高i   
手芸   15（  

季節のイベント   48（ 11．0％）   
ドッジボールや／くドミントンなどのスポーツ   138（ 33．0％〉   

予習復習・宿題など   12（  2．9％）   

お菓子づくり   5（ 1．2％）   

その他   46（ 11．0％）   

回答件数   418（ 1．80）  
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問35－1放課後児童クラブで楽しい遊び（複数回答）（∩＝136）  問32－2 はまっ子ふれあいスクールが菓しい理由（複数回答）（n＝4柑）  

折り紙やエ作   24（ 17．6％）   

通び   89（ 65．4？i）   
ゲーム   11（  8．1％）   

自然体験や野外活動   12（  8．8％）   

音楽   1（  0．7％）   

読書   14（ 10．3％）   

手芸   6（  4．4覧）   

季節のイベント   21（1   
ドッジボールやバドミントンなどのスポーツ   54（ 39．7％）   

予習復習・宿題など   0（  0．0％）   

お菓子づくり   8（  5．9％）   

その他   16（ 11．8％）   

回答件数   136（ 1．88）   

友達とみんなで遊べるから   329（ 78．5％）   

新しい友だちができるから   60し」些些   

他の学年の友達と遊べるから   些⊥」昼些   
ふだんできない遊びや活動ができるから   8g（ 21．2％）   

自分の好きな遊びができるから   108（ 25．8†ら）   

大人のひとがいろいろなことを教えてくれるから   11（  2．6，i）   

一人だとできない遊びができるから   49（ 11．7†i）   

おうちの人が迎えに来るまで安心して遊べるから   引（  9．8？も）   

その他   4（ 1．0％）   

回答件数   419（ 1．80）   

間32－3 はまっ子ふれあいスクールが楽しくない理由（複数回答）（n＝17）  

遊ぶ友達がいないから   8（ 47．1％）   

自分のやりたいことができないから   4（ 23．5％）   

おもしろい遊びや活動がないから   4（ 23．5％）   

イベントが少ないから   3（17．6坦   

学校のつづきみたいだから   1（  5＿9，i）   

友だちとけんかをしたことがあるから   1（  5．9％）   

大人のいない場所で遊びたいから   2（ 11．8，も）   

その他   1（  5．9％）   

回答件数 17（・1．41）   

間35－2 放課後児童クラブが楽しい理由（複数回答）（∩＝135）  聞33 はまっ子ふれあいスクールに参加して変わったこと（複数回答）（n＝498）  

友達とみんなで遊べるから   83（ 61．5％）   

新しい友だちができるから   24（ 17．8％）   

他の学年の友達と遊べるから   44（ 3乙6％）   

普段できない遊びや活動ができるから   30（ 22．2％）   

自分の好きな遊びができるから   20（ 14．8％）   

大人のひとがいろいろなことを教えてくれるから   9（  6．7％）   

一人だとできない遊びができるから   25（ 18．5％）   

おうちの人が迎えに来るまで安心して遊べるから   13（  9．6％〉   

その他   5（ 3．   

回答件数   135（ 1．87）   

友達がふえた   309（ 62些   

学校へ行くのが楽しくなった   158（ 31．丁％）   

ゲーム（テレビ・携帯型）で遊ぶことが少なくなった   48（  

地域の大人の人とあいさつをするようになった   20（   

地域の行事に参加するようになった   9（ 1．8，i）   

家でごろごろ過ごすことがなくなった   48（  9．6†i）   

おうちの人とはまっ子のことを話したり、いっしよに参加するようになった   週   
変わらない   97（ 19．5†i）   

その他   8（ 1．6†i）   

回答件数   498（ 1．47）   

間35－3放課後児童クラブが楽しくない理由（複数回苔）（∩＝14）  間35 放課後児童クラブに参加して楽しいか（∩＝180）  

とても楽しい   77（ 42．8％）   

楽しい   65（ 36．1％）   

ふつう   14（  7．鍋）   

あまり楽しくない   13（  7．2†i）   

楽しくない   1（  0．6†i）   

わからない   l（  0．6％）   

無回答   9（  5．0†も）   

合計   180（100．肌）   

遊ぶ友達がいないから   2（ 14．3％）   

自分のやりたいことができないから   10（ 71．4％）   

おもしろい遊びや活動がないから   4（ 28．即i）   
イベントが少ないから   0（  0．0？も）   

友だちとけんかをしたことがあるから   4（ 28．即も）   

その他   2（ Mヽ）   

回答件数   14（ 1．57）  
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問36 放課後児童クラブに参加して変わったこと（複数回答）（n＝159〉  問39 プレイーパークの参加有無（∩＝360）  

友達がふえた   127（ 79．9％）   

学校へ行くのが楽しくなった   25（ 15．7％）   

ゲーム（テレビ・携帯型）で遊ぶことが少なくなった   13（  8．2％）   

地域の大人の人とあいさつをするようになった   6（  3．8％）   

地域の行事に参加するようになった   9（  5．7％）   

家でごろごろ過ごすことがなくなった   12（  7．5†6）   

おうちの人と放課後児童クラブ（学童保育）のことを話したり、いっしよに参加するようになった   48（ 30．2，i）   

変わらない   18（ 11．3％）   

その他   3（ 1．9％）   

回答件数   159（ 1．84）   

はい   217（ 60．3％）   
いいえ   138（ 38．3％）   

回答   5（ 1．4％）   

合計   360（100．0％）   

問38 プレイーパークの認知（∩＝4057）  問39－1プレイーパークに参加した理由（複数回答）（∩＝217）  

まい   360（  8．9†i）   

いいえ   3285（ 81．0†i）   

無回答   412（ 10．2％）   

合計   4057（100．0％）   

楽しそうだから   96（ 44．2％）   

家の近くだから   22（ 10．1％）   

外で遊びたいから   25（ 11．5％）   

たまたま公園でやっていたから   4（〉（ 18，4％）   

友だちにさそわれたから   66（ 30．4ウも）   

おうちの人にすすめられたから   43（ 19．8％）   

その他   11（  5．1％）   

無回答   5（  2．3％）   

回答件数   217（ 1．42）   

問39－2 プレイーパークに参加して自分を守る力がついたか（n＝217）  間38－1プレイーパークを知った理由（複数回答）（n＝360）  

学校   76（ 21．1坦   

友だち   108（ 30．0，i）   

テレビ   4（ 1．1％）   

パンフレットやチラシ   86（盲云扁   

公園の看板   43（ 11．9％）   

市・区の広報紙   28（  7．8％）   

町内会の回覧板・掲示板   14（  3．9％）   

放課後キッズクラブ   5（ 1．4†i）   

はまっ子ふれあいスクール   3（  0．8％）   

放課後児童クラブ（学童保育）   6（ 1．7％）   

その他   65（ 18．1％）   

無回答   14（  3．9％）   

回答件数   360（ 1．26）   

はい   92（ 42．4％）   

いいえ   117（ 53．9％）   

無回答   8（  3．7％）   

合計   217（100．0％）   

問39－3 プレイーパークに参加して楽しいか（n＝217）  

とても楽しい   106（ 48．8％）   

楽しい   6了（ 30．9％）   

ふつう   32（ 14．7％）   

あまり巣しくない   2（  0．9％）   

楽しくない   0（  0．0％）   
わからない   7（  3．2†も）   

無回答   3（ 1．4，島）   

合計   217（100．0％）  
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問39－4 プレイーパークに参加して楽しい遊び（複数回答）（n＝173）  保護者の居住区（n＝4057）  

どろんこ遊び   7（  4．0％）   

秘密基地遊び   旦⊥」牡些   
水遊び   42（ 24．3％）   

木登り   36（ 20．8％）   

野外炊飯   14（  8．1％）   

火を使った遊び   33（ 19．用）   

プレイリーダーとの遊び   18（ 10．4％〉   

自然を利用した遊び（落ち集、竹とんぼなど）   47（ 27．2坦   

その他   26（1些坦   

面   8（  4．6％）   

回答件数   173（ l。55）   

青葉区   353（  8．7％）   

旭区   285（  7．0％）   

区   †77（  4．4％）   

磯子区   176（  4．3％）   

神奈川区   201（  5．0％）   

金沢区   242（  6．0％）   

港南区   246（  6．1％）   

港北区   360（ 8．9％）   

栄区   138（  3．4％）   

瀬谷区   144（  3，5％）   

都筑区   329（  8．1％）   

●         ● 一・   

区   334（   

中区   112（  2．8％）   

西区   72（ 1．8％）   

保土ヶ谷区   205（  5．1％）   

緑区   224（  5．5％）   

南区   1Tl（  4．2％）   

無回答   21（  0．5％）   

合計   4057（100．0％）   

問3g－5 プレイーパークが楽しくない理由（複数回筈）（n＝2）  

遊びの内容がつまらないから   0（  0．0％）   

友達ができなかったから   1（ 50．0％）   

おもいっきり外遊びができなかったから   1（ 50．0％）   

自由に遊べなかったから   0（ 0．q坦   

友だちとけんかをしたことがあるから   0（  0．0†i）   

けがや虫さされがいやだから   1（ 50．肌）   

その他   0（   

衰回答   0（  0．0％）   

回答件数   2（ 1．50）   

間41学校以外での勉強時間くn＝4057）  保護者の就労状況（∩＝405丁）  

30分未満   527（ 18．0，も）   

30分以上1時間未満   1847（ 3軍塑   

1時間分以上1時間30分未満   1064（ 些塑   

1時間30分以上2時間未満   358（  8．8，i）   

2時間以上2時間∽分未満   238（  5．9？も）   

2時間30分以上3時間未満   90（  2．2％）   

3時間以上   318（  了．8％）   

無回答   115（  乙8％）   

合計   4057（100．0％）   

保護者のいずれもが、就労している（フルタイムリベートアル／くイトを含む）ため、放課後、保護者がいない状況である   1168（ 28．8％）   

保護者のいずれかは放課後、家庭にいるが、家業のため忙しい   127（  3．¶i）   

保護者のいずれかは放課後、就労しておらず、家庭にいる   2492（ 61．4％）   

その他   72（ 1．8％）   

無回答   198（ 4．g％   

合計   4057（100．0％）  

間42 勉強する場所（複数回筈）（n＝4057）  

自分の家   3823（ 94．2鴇）   

塾   1162（ 28．6†i）   

友だちの家   171（  4．2％）   

おじいさん・おばあさんの家   120（  3．0％）   

放課後キッズクラブ   41（ 1．0％）   

はまっ子ふれあいスクール   18丁（  4．6％）   

放課後児童クラブ（学童保育）   111（  2．7％）   

図書館・地区センター   48（ 1．2坦   

その他   52（ 1．3％）   

＝＝＝口 ≡   89（  2．2，i）   

回答件数   4057（ 1．43）   
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横浜市子育て支援に関するニーズ調査 

【調査ご協力のお願い】 

 

横浜市では、平成 17 年４月に子育て環境の整備を進めるための行動計画として『かが

やけ横浜子どもプラン』（平成 17 年度～21 年度)を策定し、推進しています。この計画は、

地域で子育て家庭を支え、子育ての意義や喜びを地域全体で共有できる仕組みづくりを進

めることで、少しでも「少子化の流れ」を変え、次代を担う子どもたちが健やかに生まれ

育つ「まち」よこはまを創っていくことを目指しています。 

この計画は、次世代育成支援対策推進法に基づき、21 年度に後期計画（平成 22 年度～

26 年度)を策定することとしており、このたび、子育て家庭の意識や支援ニーズ、サービ

スの利用状況等を把握し、後期計画策定のための基礎資料を得ることを目的として、調査

を実施することにいたしました。 

今回の調査は、横浜市が無作為に抽出した６歳未満のお子さんをお持ちの 10,000 世帯に

ご協力をお願いするものです。ご回答いただいた内容は、すべて統計的に処理され、調査の

目的以外に使用することは一切ありません。 

ご多忙のことと存じますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますようお願

い申し上げます。 

なお、行動計画については、下記ホームページでご覧いただけます。 

URL：http://www.city.yokohama.jp/me/kodomo/action/plan/kodomoplan.html 

平成２０年１１月 

                            横 浜 市 

 

 
１． アンケートには、お子さんの保護者の方が記入してください。無記名ですの

で、氏名・住所の記入の必要はありません。 
 

２． ご回答いただいた内容は、個人が特定されたり、回答内容が他に漏れたり、

統計上の目的以外に使用することは一切ありません。 
 

３． お答えは、あてはまる回答の数字を○で囲む場合と、マスの中に数字を記入す

る場合があります。「その他」にあてはまるときは、「その他」の数字に○

を付け、（     ）がある場合は具体的な内容を記入してください。 
 

４． 質問番号順にお答えください。質問の中には、一部の方だけにおたずねす

るものがありますので、ことわり書きや矢印に従って回答してください。 
 

５． この調査は、ご回答いただくのにおおむね 20 分程度かかります。ご多忙の

ことと存じますが、ご協力をお願いいたします。 
 

 

ご記入いただきましたアンケートは、お手数ですが、同封の返信用封筒に入れて、 

１２月５日(金)までにご投函ください（切手を貼る必要はありません）。 

回答いただく上でご不明な点、調査に関するお問合せは、下記までお願いいたします。    
  
 

横浜市こども青少年局 企画調整課 担当 大友、渋谷 

電話 ０４５－６７１－４２８１、FAX ０４５－６６３－８０６１        

【ご記入にあたってのお願い】

調査番号①



 

（＊）この調査でいう「保育サービス」とは、定期的に利用しているサービスで、次のような 

ものをいいます。 

（＊）詳しくは、同封の「横浜市の子育て支援サービス・保育サービスの概要」をご覧くださ 

い。 

 

用 語 説   明 

幼稚園 多くは満 3 歳から就学前まで、通常 1 日 4 時間の幼児教育を行って

いる 

幼稚園預かり保

育 

幼稚園で、通常の就園時間を延長して預かるサービス 

認可保育所 国が定める基準に適合した施設で、横浜市の認可を受けた保育施設

横浜保育室 横浜市の認可は受けていないが、一定の基準を満たした施設を横浜

市が認定した保育施設 

家庭保育福祉員 いわゆる保育ママなどと呼ばれ、保育者の家庭等で子どもを預かる

サービス 

事業所内保育施

設 

企業や病院が、会社、工場、病院などの中に設置している、従業員

の子どものための保育施設 

認定子ども園 

 

保育所と幼稚園が一体化した施設。幼稚園と同程度の４時間程度の

利用と、保育所と同程度の 8 時間程度の利用がある 

※ 2006 年より本格実施された施設で、就学前の子どもに幼児教

育・保育を提供し、地域における子育て支援などの機能も備える

施設 

その他の保育施

設 

認可外の保育施設等 

例えば地域の共同保育所、ベビーホテル、駅や商業施設の保育施設

など 

ベビーシッター 自宅などに出向いて、保護者が不在の間子どもの世話をする 

横浜子育てサポ

ートシステム 

地域住民による会員相互の子どもの預かりサービスで、学校行事や

冠婚葬祭、仕事などの事情での一時保育や、買い物や習い事などの

リフレッシュ目的、保育園・幼稚園への送迎等に利用できる 

 

 

 

 

 

 

 



封筒のあて名のお子さんの生年月をお伺いします。

平成 年 月　生まれ

　１．いる　　→ 人きょうだいの　　　　　番目 一番下の子の年齢　　　　　　　歳

　２．いない

アンケートにお答えいただく方はどなたですか。（１つに○）
　※続柄はあて名のお子さんから見た関係です。

　１．父親 　　　　４．祖父

　５．祖母 　６．その他

　１．父母同居 　４．祖父同居

　５．祖母同居 ６．祖父近居 　　　　 ７．祖母近居 　８．その他

　１．主に父親 　 ２．主に母親 　　３．主に祖父母 ４．その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

お住まいの地区はどこですか。（１つに○）

　１．青葉区 　　　２．旭区 　　３．泉区 　４．磯子区

　５．神奈川区 　　　６．金沢区 　　７．港南区 　８．港北区

　９．栄区 　　１０．瀬谷区 　１１．都筑区 １２．鶴見区

 １３．戸塚区 　　１４．中区 　１５．西区 １６. 保土ヶ谷区

 １７．緑区 　　１８．南区

父親 歳 母親 歳

世帯の年収をお伺いします。（１つに○）

　１．～200万円 ２．200～300万円 ３．300～400万円 　　４．400～500万円

　５．500～700万円 ６.　700～1,000万円 ７．1,000万円以上

１.  封筒のあて名のお子さんとご家族の状況についてお伺いします。

あて名のお子さんにきょうだいはいますか。（１つに○）　いる場合、何人きょうだいの何番目か、
一番下の子の年齢（平成20年４月１日現在の年齢）をあわせてご記入ください。

　２．母親 　３．きょうだい

問３

問2

問1

問５ 日ごろ、あて名のお子さんの身の回りの世話などを主にしている方はどなたですか。（１つに○）
※続柄はあて名のお子さんから見た関係です。

問４ あて名のお子さんとの同居・近居（徒歩や車、電車などで概ね30分以内程度に行き来できる範囲）の
状況についてお伺いします。（あてはまるものすべてに○）
　※続柄はあて名のお子さんから見た関係です。
　※父親または母親が単身赴任の場合は、「8.その他」に○をつけてください。

２．父同居(ひとり親家庭) ３．母同居(ひとり親家庭)

問６

問7

問8

父親、母親の年齢（平成20年４月１日現在の年齢）をお伺いします。
　※ひとり親家庭の場合は養育する親のみ記入してください。
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【父親】およそ　　　　　　　　時間 【母親】およそ　　　　　　　　　時間

　１．毎日食べている

　２．週４～６日は食べている

　３．食べる日は週３日以下

　４．ほとんど食べていない

　５．離乳前

　１．毎日同じくらいの時刻に寝ている

　２．週４～６日は同じくらいの時刻に寝ている

　３．あまり同じくらいの時刻には寝ていない

　４．ほとんど同じくらいの時刻には寝ていない

　１．祖父母等の親族による子育てに対する支えが日常的にある

　２．祖父母等の親族による子育てに対する支えが困ったときだけある

　３．日常的に祖父母等の親族に預かってもらえる

　４．緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族に預かってもらえる

　５．日常的に子どもを預けられる友人・知人・隣人がいる

　６．緊急時もしくは用事の際には子どもを預けられる友人・知人・隣人がいる

　７．いずれもない

　１．困ったとき相談したり、助け合ったりする

  ２．気のあった人と親しくしている

　３．たまに立ち話ぐらいはする

  ４．会えばあいさつぐらいはする

　５．顔もよく知らない

問１３

問１１

問１０

普段、近所の人とどのようなつきあい方をしていますか。（１つに○）

日ごろ、子育てに対する支え（育児を手伝ってくれることなど）がありますか。（あてはまるものす
べてに○）

問1２

平日、子どもが起きている間に、子どもと一緒に過ごす時間は何時間くらいですか。

あて名のお子さんは、毎日同じくらいの時刻に寝ていますか。（１つに○）

あて名のお子さんは、毎日朝食を食べていますか。（１つに○）

問９
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（１）父親　【母子家庭の場合は記載不要です】

ア）就労の状況（１つに○）         イ）就労時間など

      （１．に○をつけた方のみ）

（問14-1へ）      （３．に○をつけた方のみ）

（2）母親　【父子家庭の場合は記載不要です】

ア）就労の状況（１つに○）         イ）就労時間など

      （１．に○をつけた方のみ）

（問14-1へ）      （３．に○をつけた方のみ）

　1.　就労している
　（フルタイム；育休・介護休業中は含まない）

　4.　以前は就労していたが、　現在は就労
       していない

　3.　就労している
　（パートタイム、アルバイト等）

　1.　就労している
　（フルタイム；育休・介護休業中は含まない）

２. あて名のお子さんの親御さんの就労状況についてお伺いします。

　5.　これまでに就労したことがない

　2.　就労している
　（フルタイムだが育休・介護休業中）

問1４ 現在の就労状況の詳細について（自営業、家族従事者含む）お伺いします。
併せて、〔　　　〕に数字の記入をお願いします。
　※就労時間に応じて、フルタイムもしくはパートタイム･アルバイト等を選択してください。

　2.　就労している
　（フルタイムだが育休・介護休業中）

　5.　これまでに就労したことがない

　4.　以前は就労していたが、　現在は就労
       していない

　3.　就労している
　（パートタイム、アルバイト等）

①１週あたりの平均の就労時間・働いている日
   の平均的な帰宅時間についてお伺いします。
 
  ⇒1週あたり〔　　    　〕時間
  ⇒帰宅時間　午前・午後 〔　  　　　〕時

②通勤時間についてお伺いします。
 
 ⇒片道〔　　    　〕時間〔　　　  　〕分

①就労時間についてお伺いします。
　　⇒　1週あたり〔　  　  　〕日、　1日あたり〔  　 　 　〕時間
　
②通勤時間についてお伺いします。
  ⇒  片道〔　  　  　〕時間〔　　  　　〕分

③フルタイムへの転換希望がありますか。(1つに○)
　⇒　１．希望がある　        ２．希望があるが予定はない　        ３．希望はない

①１週あたりの平均の就労時間・働いている日
   の平均的な帰宅時間についてお伺いします。
 
  ⇒1週あたり〔　　    　〕時間
  ⇒帰宅時間　午前・午後 〔　  　　　〕時

②通勤時間についてお伺いします。
 
 ⇒片道〔　　    　〕時間〔　　　  　〕分

①就労時間についてお伺いします。
　　⇒　1週あたり〔　  　  　〕日、　1日あたり〔  　 　 　〕時間
　
②通勤時間についてお伺いします。
  ⇒  片道〔　  　  　〕時間〔　　  　　〕分

③フルタイムへの転換希望がありますか。(1つに○)
　⇒　１．希望がある　        ２．希望があるが予定はない　        ３．希望はない
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問14-1 就労希望はありますか。（１つに○）

　１．ある 　２．ない  （→　問１5へ）　

問14-2

  １．フルタイムによる就労

　２．パートタイム、アルバイト等による就労　　⇒　1週あたり〔　　　　〕日・1日あたり〔　　　　〕時間）

問14-3

　　１．保育サービス（※表紙裏面を参照）が利用できないから、就労できない

　　２．働きながら子育てできる制度や職場の理解がないなど、適当な仕事がない

　　３．家族の考え方(親族の理解が得られない）等就労する環境が整っていない

　　４．自分の知識、能力にあう仕事がない

　　５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問14-4

　１．すぐにでも、もしくは１年以内に希望がある　　（→　問15へ）

　２．１年より先で、子どもがある程度大きくなったら就労したい

問14-5

　　　　　　　　歳になったとき

　１．仕事に専念している ２．どちらかといえば仕事を優先させている

　５．家事・育児に専念している

　１．仕事に専念している ２．どちらかといえば仕事を優先させている

　５．家事・育児に専念している

  ３．仕事と家事・育児に同等に
　　　取り組んでいる

問14-5は、問14－4で「１年より先で、子どもがある程度大きくなったら就労したい」を選ばれた
方にお伺いします。

あて名のお子さんも含めて一番小さい子が何歳になったときに就労を希望されますか。

仕事や家事・育児などの家庭生活について、あなたの理想とする状況に近いものはどれですか。（1
つに○）

仕事や家事・育児などの家庭生活について、あなたの現在の状況に近いものはどれですか。（１つに
○）

４．どちらかといえば家事･育児を優先させている

就労希望の形態はどのようなものですか。（１つに○）　※パートタイム、アルバイトを希
望の方は1週あたり日数及び1日あたりの時間も記入してください。

就労希望がありながら現在働いていない理由は何ですか。（もっとも近い番号１つに○）

就労の時期について、どのような希望がありますか。（もっとも近い番号１つに○）

問16

問15

４．どちらかといえば家事･育児を優先させている
  ３．仕事と家事・育児に同等に
　　　取り組んでいる

問１4-2～問14-4は、問14-1で「1.ある」を選ばれた方にお伺いします。

問14-1は、問５の「お子さんの身の回りの世話を主にしている方」でかつ、問1４で「4.　以前は就労して
いたが、現在は就労していない」または「5.これまでに就労したことがない」を選ばれた方にお伺いします。
該当しない方は、問15へお進みください。

ここからは、すべての方にお伺いします。
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　５．親族の理解と協力 ６．行政や地域による子育て支援の充実

　７．特にない ８．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　１．満足している ２．どちらかといえば満足している

　３．どちらともいえない ４．どちらかといえば満足していない

　５．満足していない

　１．楽しさを感じることが多い

　３．楽しさと大変さを同等に感じる

　５．大変さを感じることが多い

　１．子どもを持つ喜びが実感できたこと ２．子どもの成長

　３．子育てを通じて自分も成長できたこと ４．配偶者との関係がよくなったこと

　５．家族間の会話が増えたこと ６．家庭が明るくなったこと

　７．子育てを通じ友人が増えたこと ８．自分の親への感謝の念が生まれたこと

　９．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 10．特にない

　１．そう感じる ２．どちらかといえばそう感じる

　３．どちらともいえない ４．どちらかといえばそう感じない

　５．そう感じない

　１．子育てによる身体の疲れが大きい ２．子育てによる精神の疲れが大きい

　３．子育てで出費がかさむ ４．子どもから目が離せないので気が休まらない

　５．子どもと過ごす時間が十分持てない ６．仕事が十分に出来ない

　７．夫婦で楽しむ時間がない ８．自分の自由な時間が持てない

　９．特にない 10．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　１．子どもの食生活　 　２．子どもとの過ごし方・遊び方 　３．子どもの健康

　４．子どもの発育 　５．夫婦の関係 　６．親族との関係

　７．近所とのつきあい 　８．親同士のつきあい 　９．自分の健康

１０．家族の健康 １１．社会との関わりが少ないこと

１２．その他（ 　 ）

子育てをしていて、楽しさと大変さのどちらを感じることが多いですか。（１つに○）

　1．育児休業や短時間勤務、在宅勤務など
　　  職場の制度の充実

１３．特にない

あなたは、子どもを育てている現在の生活に満足していますか。（１つに○）

４．配偶者の理解と協力

２．どちらかといえば楽しさを感じることが多い

子育てをしていて感じている悩みはありますか。（あてはまるものすべてに○）

問22

問23

問17

子育てをしてよかったこと、うれしかったことは何ですか。（３つまでに○）

子育てをしていて、地域社会から見守られている、支えられていると感じますか。（１つに○）

子育てしながら仕事をするうえで、必要なことはどのようなことだと思いますか（３つまでに○）

　３．子育て後に再就職できる制度の充実

子育てで負担に思うことは何ですか。（３つまでに○）

３．　子育てについての考え方等についてお伺いします。

４．どちらかといえば大変さを感じることが多い

問18

問19

問２1

２．職場の理解と協力

問20
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現在 １．よくある ２．時々ある ３．ほとんどない ４．ない

妊娠中 １．よくあった ２．時々あった ３．ほとんどなかった ４．なかった

　１．母親の健康面の相談 ２．赤ちゃんの育児相談

　３．助産師･保健師等の家庭訪問 ４．家事や赤ちゃんの沐浴などのヘルパー

　５．子育て中の人同士の交流 ６．子育て経験者から気軽に話を聞ける場や機会

　７．父親向けの育児講座など ８．行政による子育て情報の提供

　９．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　１．子育てについての講座 　２．子どもを遊ばせる場や機会の提供

　４．子どもの病気や障害についての相談

　６．子育て中の親同士の仲間づくり

　８．父親向けの育児講座など

１０．特にない

　１．　１人 ２．　２人 ３．　３人 ４．　４人

　５．　５人 ６．　その他

　１．　１人 ２．　２人 ３．　３人 ４．　４人

　５．　５人 ６．　その他

問27-1

１３．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

子育てについて、不安を感じたり自信が持てなくなることがありますか。（それぞれ１つに○）

３．ほとんどなかった

日常の子育てを楽しく、安心して行なうために必要なサポートとはどのようなものだと思いますか。
（３つまでに○）

　　６．高年齢で生むのはいやだから

　　３．子どもの発育や幼児教育のプログラムの提供

　　８．健康上の理由から

　１０．配偶者の家事･育児への協力が得られない
　　　　から

　１２．定年退職までに、一番末の子が成人して
　　　　欲しいから

問27-1は、問27で「理想的な子どもの人数」より「持つつもりの子どもの人数」が少なく回答し
た方にお伺いします。

１１．配偶者が望まないから

　３．自分の仕事（勤めや家業）に差し支えるから

　９．欲しいけどできないから

問26

問24

問27

　　５．親の不安や悩みの相談

４．なかった

問25

　１１．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　７．親のリフレッシュの場や機会の提供

　　９．行政による子育て情報の提供

妊娠中や出産後に重要なサポートとはどのようなものだと思いますか。（３つまでに○）

　　２．家が狭いから

　　４．子どもがのびのび育つ社会環境ではない
　　　　から

　１．子育てや教育にお金がかかりすぎるから

理想的な子どもの人数より、持つつもりの子どもの人数が少ないのはどうしてですか。（あ
てはまるものすべてに○、最大の理由には◎）

　５．自分や夫婦の生活を大切にしたいから

　７．これ以上、育児の心理的、肉体的負担に
　　　耐えられないから

２．時々あった

あなたにとって理想的と考える子どもの人数は何人ですか。また、あなたは実際に何人の子どもを持
つつもりですか。（それぞれ１つに○）

持つつもりの子
どもの人数

理想的な子ども
の人数

出産後、
半年くら
いの間

１．よくあった
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　１．市や区の広報紙 　２．子育てガイドブックや暮らしのガイド

　３．子育てに関するチラシやパンフレット 　４．地域の情報紙

　６．子育てサークルなどの地域グループ

　７．知人・友人 　８．窓口・電話

　９．市のホームページ １０．インターネット（市のホームページ以外）

　１．配偶者 　２．祖父母 　　３．近所の人

　４．友人 　５．医師・看護師 　　６．保健師・助産師

　７．保育所・幼稚園の先生 　　９．電話相談

１０．インターネット １１．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　） 　１２．特にいない

　３．何度でもできるまでやらせるなど厳しくしつける

　５．１～４のような接し方をすることはない

　６．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　１．よくある 　２．ときどきある ３．ほとんどない ４．ない

問31-1

　１．子育てに不安がある ２．子育てによる身体や精神の疲れが大きい

　３．配偶者の協力が十分でない ４．夫婦や家族との関係に悩みがある

　５．経済的に困っている ６．子どもから目が離せない、手がかかりすぎる

　７．ほかのことに時間が取れない ８．相談したり手伝ってくれる人がいない

　９．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　１．希望に合った出産施設で出産できた ２．希望とちがった出産施設で出産した

問32-1

　１．分娩予約がいっぱいだった 　２．分娩を取り扱っていなかった

　３．里帰り出産を受け付けていなかった 　４．年齢や体調を理由に断られた

　５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

自分は子どもを虐待しているかもしれないと思うときがありますか。（１つに○）

　４．言葉による脅しや子どもからの働きかけの無視

問32 あて名のお子さんを出産したときに、希望する出産施設で出産できましたか。

４．　妊娠、出産、子育てについてお伺いします。

問３0

１１．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

希望に合った出産施設で出産できなかった理由は何ですか。（１つに○）

問29

問31

すべての方にお尋ねします。

問28 子育てに関する情報を、どこから入手していますか。（あてはまるものすべてに○）

　２．食事を与えない、お風呂へ入れないなど世話をしない

　１．子どもを叩いたり、つねったりする

子どもに次のような接し方をすることがありますか。（あてはまるものすべてに○）

子育てについて、気軽に相談できる人はだれですか。（あてはまるものすべてに○）

虐待しているかもしれないと思ったとき、ご自分はどのような状況でしたか。（あてはまる
ものすべてに○）

　８．子育て支援の場や施設のスタッフ

　５．地域子育て支援の場や施設
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　１．定期的に受診した ２．だいたい受診した

　３．あまり受診しなかった ４．一度も受診しなかった

問33-1

　１．仕事が忙しかった ２．家事や育児で忙しかった ３．施設が遠かった

　４．待ち時間が長かった ５．料金が高かった ６．順調だと自信があった

　７．きょうだい児を連れて行くのが大変だった ８．その他（　 　　　       　　       　　）

　１．ある ２．ない

　１．知っている ２．知らない

　１．休日急患診療所・夜間急病センターを受診する

　２．できるだけ大きな病院を受診する

　３．小児科専門医のいる医療機関を探して受診する

　４．どこでもいいから一刻も早く医療機関に連れて行く

問36-1

　１．受診する程度ではないと判断できることが多いため

　２．小児救急電話相談などを利用し、応急処置や市販薬などで、家庭内で対応できるから

　３．むやみに救急医療機関を受診することはよくないと広報等で聞いているから

　４．受診する際の待ち時間が長いから

　５．休日や夜間に受診すると費用が高くなり支払が困難だから

　１．窒息しないよう、乳児はうつぶせ寝にせず、口や鼻をふさぐ危険のあるやわらかいものを

　　　近くに置かないようにしている

　２．何でも口に入れるので、薬、タバコ、電池、洗剤などは手の届かないところに保管している

　３．洗濯機、風呂場、トイレ等で溺れないよう、簡単に入れない、のぞけない等の対策をしている

　４．転落しないよう、ベッドや窓、階段等に柵を取りつけている

　５．やけどしないよう、熱い鍋や飲み物に手が届かないようにしている

受診しないで一日（一晩）様子をみる主な理由は何ですか。（１つに○）

問37 お子さんの事故予防について、気をつけていることはありますか。（あてはまるものすべてに○）

妊娠中、妊婦健康診査を受診しましたか。（1つに○）問33

問３6

問34

問35

妊婦健康診査を受診しなかった理由はなんですか。（２つまでに○）

あて名のお子さんの病気や発育について相談できる医療機関がありますか。（１つに○）

　５．受診しないで一日（一晩）様子をみる
　　（必要に応じて翌日、普段利用している医療機関を受診する）

休日や夜間にお子さんが病気になったときに受診できる医療機関を知っていますか。（１つに○）

お子さんが休日・夜間に急病やケガになった場合（救急車を呼ぶほどではない場合）、どのように対
応することが多いですか。（１つに○）
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　１．幼稚園〔通常の就園時間（４時間程度）〕

　２．幼稚園預かり保育

　３．認可保育所（国が定める基準に適合した施設で横浜市の認可を受けたもの）

　４．横浜保育室（認可は受けていないが、一定の基準を満たした施設を横浜市が認定したもの）

　５．家庭保育福祉員（いわゆる保育ママ）

　６．事業所内保育施設（企業が従業員用に運営する施設）

　７．認定こども園（保育園と幼稚園が一体化した施設）【幼稚園と同程度の４時間程度の利用】

　８．認定こども園【保育園と同程度の８時間程度の利用】

　９．その他の保育施設

１０．ベビーシッター

１１．横浜子育てサポートシステム（地域の会員相互の預けあいサービス）

１２．特に利用していない　（→問38-3へ）

問38-1

　１週あたり 　日　　　 　　※9:00～18:00（例）のように24時間制でご記入ください。

　１日あたり 　時間 （　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　）

問38-2 利用されている理由についてお伺いします。（主な理由１つに○）

　お子さんの身の回りの世話を主にしている方が

２．就労予定がある／求職中である

　５．学生である

問38-3

　１．（子どもの母親か父親が就労していないなどの理由で）必要がない

　２．子どもの祖父母や親戚の人がみている

　３．近所の人や父母の友人・知人がみている

　４．預けたいが、保育サービスに空きがない

　５．預けたいが、経済的な理由でサービスを利用できない

　６．預けたいが、場所や延長・夜間等の時間帯の条件が整わない

　７．預けたいが、サービスの質など、納得できるサービスがない

　８．子どもがまだ小さいため　　　　　　→（　      　歳くらいになったら預けようと考えている）

　９．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

あて名のお子さんは、現在、どのような保育サービス（※表紙裏面を参照）や施設を利用しています
か。不定期に利用されるものも含めてお答えください。（利用しているものすべてに○）

問38

５.  保育サービスの利用についてお伺いします。

　７．自分の時間を持ちたい

保育サービスを利用していない理由は何ですか。（主な理由１つに○）

８．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１週あたり何日、１日あたり何時間（何時から何時まで）保育サービス（延長保育なども
含めます）を利用していますか。
※複数のサービスを利用している場合は、その合計時間をご記入ください。

６．１～５までの事情はないが子どもの成長や
　　仲間づくり、教育のため

問38-３は、問38で「１２.　特に利用していない　」を選ばれた方にお伺いします。

　１．現在就労している

　３．家族・親族などを介護しなければならない ４．病気や障害がある

問38-１及び問38-２は、問38で「１.」～「９.」の選択肢を選んだ方にお伺いします。

　　　　： 　　　　：
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【日中の定期的保育】

　１．幼稚園〔通常の就園時間（４時間程度）〕

　２．幼稚園預かり保育

　３．認可保育所（国が定める基準に適合した施設で横浜市の認可を受けたもの）

　４．横浜保育室（認可は受けていないが、一定の基準を満たした施設を横浜市が認定したもの）

　５．家庭保育福祉員（いわゆる保育ママ）

　６．事業所内保育施設（企業が従業員用に運営する施設）

　７．認定こども園（保育園と幼稚園が一体化した施設）【幼稚園と同程度の4時間程度の利用】

　８．認定こども園【保育園と同程度の８時間程度の利用】

　９．その他の保育施設

１０．延長保育

１１．ベビーシッター

１２．横浜子育てサポートシステム（地域の会員相互の預けあいサービス）

【その他】

１３．一時保育（私用など理由を問わずに保育所などで一時的に子どもを預かるサービス）

１４．病児・病後児保育（子どもの病気時の保育）

１５．特にない

問39-1

問39-2

　お子さんの身の回りの世話を主にしている方が

　１．現在就労している

６．家族・親族などを介護しなければならない

　７．病気や障害がある ８．学生である／就学したい

　９．自分の時間を持ちたい １０．その他（　　　　　　　　　　　　　　）

すべての方に、保育サービスの利用希望についてお伺いします。

1週あたりの日数

あて名のお子さんに関して、現在利用しているサービスの中で、利用日数・回数や利用時間が足りて
いないと思う保育サービス、あるいは、現在は利用していないが、できれば利用したいサービスはど
れですか。現在就労していないが、今後就労希望のある方は、就労した場合を想定してお答えくださ
い。（あてはまるものすべてに○）

日 計　　　　　　 時間

計　　　　　　 時間 （　　　　      　　 ～ 　　　　　　　　まで）

（　　　　      　　 ～ 　　　　　　　　まで）

問３9-１～問３9-３は、問３9で「１.」～「１１.」の選択肢を選んだ方にお伺いします。選択され
たサービスそれぞれについてお答えください。

日

日

今後の利用希望についてお伺いします。１週あたり何日、１日あたり何時間（何時から何時
まで）保育サービス(延長保育なども含めます）を希望しますか。

計　　　　　　 時間 （　　　　      　　 ～ 　　　　　　　　まで）日

一日あたりの時間
※9:00～18:00（例）のように24時間制でご記入ください

　５．そのうち就労したいと考えている

サービスを利用したいと考えている理由はどのようなことですか。（最も近いもの1つに○）

　３．現在就労しているが、もっと日数や
　　　時間を増やしたい

2．就労予定がある／求職中である

問３9

選択した保育
サービスの番号

（　　　　      　　 ～ 　　　　　　　　まで）

４．就労予定はないが、子どもの成長や
　　仲間づくり、教育のために預けたい

計　　　　　　 時間 　 　： 　 　：

　 　： 　 　：

　 　： 　 　：

　 　： 　 　：
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問39-3

　１．（子どもの母親か父親が就労していないなどの理由で）すぐには必要がない

　２．子どもの祖父母や親戚の人がみているなどの理由で、すぐには必要がない

　３．近所の人や父母の友人・知人がみているなどの理由で、すぐには必要がない

　４．利用したいが、保育サービスに空きがない

　５．利用したいが、経済的な理由でサービスを利用できない

　６．利用したいが、場所や延長・夜間等の時間帯の条件が整わない

　７．利用したいが、サービスの質など、納得できるサービスがない

　８．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　１．自分の家 　　２．友達の家 ３．学校

　４．公園･広場 　　５．地区センターや図書館 ６．塾や習い事

　７．放課後キッズクラブ 　　８．はまっ子ふれあいスクール

１０．祖父母の家 　１１．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１．学習のサポート  ２．社会性･協調性の育成 　　　３．創造性の育成

４．国際力の育成  ５．地域との交流 　　　６．安心して過ごせる場所の確保

７．活発に遊んだりスポーツのできる場の確保 　    ８．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

【知っていますか】 １．　知っている ２．知らない

【利用したことがありますか】 １．　ある ２．　ない

問42-1

　１．美容院・ショッピング・レジャーに行くため 　２．友人･知人と会うため

　３．自分の勉強のため 　４．ボランティアや地域活動のため

　５．家事をしたいため 　６．自分の通院や入院のため

　７．きょうだい児の用事のため 　８．冠婚葬祭や家族の用事のため

　９．仕事のため １０．子どもに集団生活を体験させたいため

１１．自分の時間を持ちたいため １２．休息のため

１３．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問41

認可保育所や横浜保育室で実施している一時保育を知っていますか。　また、利用したことがありま
すか。（それぞれ１つに○）

放課後の居場所として望むことは何ですか（２つまでに○）

６．来年度就学予定（平成21年４月入学）の児童を持つ保護者の方にお伺いします。

あて名のお子さんは、放課後をどこで過ごすことになりますか。（多いもの２つまでに○）
　※放課後キッズクラブ、はまっ子ふれあいスクール、放課後児童クラブ（学童保育）については、
　　同封の「横浜市の子育て支援サービス・保育サービスの概要」を参照してください。

問40

一時保育を利用した理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○）

問42-1及び問42-2は、問42【利用したことがありますか】で「１.ある」を選んだ方にお伺いし
ます。

７．あて名のお子さんの一時保育のことについてお伺いします。

問42-3へ

問42

９．放課後児童クラブ（学童保育）

保育サービスの利用を希望しながら、現在利用していない（希望どおりには利用していな
い）理由は何ですか。（主な理由１つに○）
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問42-2

【利用の頻度】 　１．定期的に利用した　 　２．単発で利用した

【いままでに　　　　　回くらい】

【1回あたりの利用時間】

　１．4時間未満 ２．４時間～6時間 ３．6時間～8時間

　４．８時間～12時間 ５．12時間以上

問42-3

　１．子どもを預ける必要がない

４．子どもを預けることに抵抗がある

　５．利用のしくみが使いづらい ６．料金が高い

　７．子どもがなじめるか心配 ８．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【利用の頻度】 　１．定期的に利用したい 　　　　　【　月に　　　　　　日くらい】

　２．定期的には利用しない

　３．利用したいと思わない

　４．わからない

【1回あたりの利用時間】

　１．4時間未満 ２．４時間～6時間 ３．6時間～8時間

　４．８時間～12時間 ５．12時間以上

【知っていますか】 １．　知っている ２．知らない

【利用したことがありますか】 １．　ある ２．　ない

問44-1 どのような目的で利用していますか。（あてはまるものすべてに○）

　１．主たる保育サービスとして利用している

　２．保育施設等の利用で足りない時間を補う目的で利用している（朝・夕等）

  ３．保育施設等の送り迎えに利用している

　４．きょうだい児の病気・ケガ等の緊急時に利用している

　５．祖父母や近所の人・友人等に預かってもらえないときに利用している

　６．冠婚葬祭等や買い物等の親の外出の際に利用している

  ７．保育施設等の送り迎えに利用している

　８．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問43は、すべての方にお伺いします。

横浜子育てサポートシステムを知っていますか。また、利用したことがありますか。（それぞれ１つ
に○）

８．横浜子育てサポートシステムの利用についてお伺いします。

問43

問44

問44-1及び問44-2は、問44【利用したことがありますか】で「１．ある」を選んだ方にお伺いし
ます。

一時保育について、現在利用しているが利用日数・回数や利用時間を増やしたいと思いますか。ある
いは、現在は利用していないが、できれば利用したいと思いますか。（それぞれ１つに○）　また、
利用の希望がある方は、現在の利用時間も含めて枠内に数字をご記入ください。

　３．子どもを預けることに対して家族や
　　　　周囲の理解が得られない

一時保育を利用しない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○）

　　　　　【　月に　　　　　　日くらい】

問42-3は、問42【知っていますか】で「１．知っている」を選び、かつ【利用したことがありま
すか】で「２．ない」を選んだ方にお伺いします。

一時保育をどのように利用しましたか。（それぞれ１つに○）

２．家族や知人などに子どもを預けることがで
　　きる

問44-3へ
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問44-2 どれくらいの頻度で利用していますか。枠内に数字をご記入ください。

月に 日くらい 　　　　時間程度

問44-3

　

４．子どもを預けることに抵抗がある

　５．利用のしくみが使いづらい ６．料金が高い

　７．子どもがなじめるか心配 ８．その他（　　　　　　　　　　　　　　）

月に 日くらい １回あたり　　　　　　　　　　時間程度

　【知っていますか】 １．　知っている

２．　知らない

　【利用していますか】 １．　利用している　→　１週あたり　〔　　　　　〕回

２．　利用していない

　【知っていますか】 １．　知っている

２．　知らない

　【利用していますか】 １．　利用している　→　１週あたり　〔　　　　　〕回

２．　利用していない

問45は、すべての方にお伺いします。

親と子のつどいの広場（市内25か所）

２．家族や知人などに子どもを預けることができる　１．子どもを預ける必要がない

　　 ３．子どもを預けることに対して家族や
　　　　 周囲の理解が得られない

地域子育て支援拠点（市内９か所）

９．地域子育て支援拠点事業についてお伺いします。

横浜子育てサポートシステムについて、現在利用しているが利用日数・回数や利用時間を増やしたい
と思いますか。あるいは、現在は利用していないが、できれば利用したいと思いますか。希望がある
方は、現在の利用時間も含めて枠内に数字をご記入ください。

問45

問44-3は、問44【知っていますか】で「１．知っている」を選び、かつ【利用したことがありますか】
で「２．ない」を選んだ方にお伺いします。

１回あたり

地域子育て支援拠点事業（親子が集まって過ごしたり、相談をしたり、情報提供を受けたりする場）
を知っていますか。また、あて名のお子さんは、現在、地域子育て支援拠点事業を利用しています
か。（それぞれ１つに○） また、利用している方は、おおよその利用回数（頻度）をご記入くださ
い。※同封の「横浜市の子育て支援サービス・保育サービスの概要」をご参照ください。

問46

横浜子育てサポートシステムを利用しない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○）
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問46-1

　１．施設が近くにない 　　　２．開催時間・日数が利用しづらい

　３．利用方法（手続き等）がわからない 　　　４．自分が施設の対象者になるのかどうかわからない

　５．地域の施設の質に不安がある 　　　６．利用料がかかる場合がある

　７．利用する時間がない 　　　８．特に理由はない

　９．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　１．地域子育て支援拠点　　→ 　１週あたり　〔　　　　　　〕回

　２．親と子のつどいの広場 　→ 　１週あたり　〔　　　　　　〕回

　３．利用したいと思わない

　Ｃ　今後利用したい
　　　引き続き利用したい

１．はい　２．いいえ

１．はい　２．いいえ

１．はい　２．いいえ

１．はい　２．いいえ

　１．そう感じる ２．どちらかといえばそう感じる

　３．どちらともいえない ４．どちらかといえばそう感じない

　５．そう感じない ６．わからない

問46-1は、問46【知っていますか】で「１．知っている」を選んで、かつ【利用していますか】
で「２．利用していない」を選んだ方にお伺いします。

問49 横浜市は、子育てしやすいまちだと感じますか。（１つに○）

助産師･保健師等の家庭訪問 １．はい　２．いいえ

現在利用していない理由はどのようなことですか。（もっともあてはまるもの１つに○）

１０．その他の子育て支援サービスについてお伺いします。

問47は、すべての方にお伺いします。

１．はい　２．いいえ保育所や幼稚園の園庭開放

市の子育て支援ホームページ １．はい　２．いいえ１．はい　２．いいえ

１．はい　２．いいえ

１１．子育てを取り巻く環境についてお伺いします。

１．はい　２．いいえ

母親教室（両親教室） １．はい　２．いいえ

Ａ　知っている

問47 地域子育て支援拠点事業について、現在利用しているが利用日数・回数や利用時間を増やしたいと思
いますか。あるいは、現在は利用していないが、できれば利用したいと思いますか。（あてはまるも
のすべてに○）希望がある方は、現在の利用時間も含めて枠内に数字をご記入ください。

１．はい　２．いいえ

Ｂ　これまでに利用
　　したことがある

問48 下記のサービスを知っていたり、これまでに利用したことはありますか。また、今後、利用したいと
思いますか。サービスごとに、Ａ～Ｃのそれぞれについて、お答えください。（それぞれ１つに○）
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　３．授乳やオムツ替え、休憩場所など子ども連れでの外出に対する配慮がないこと

　４．安心して子どもを遊ばせられる場所がないこと

　５．いざというときに子どもを預かってくれる人がいないこと

　６．子育て経験者が先輩ママと知り合えないこと

　８．周囲の人が子ども連れを温かい目でみてくれないこと

　９．公共施設や公共機関に子ども連れに対しての理解があまりないこと

　11．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　12．特にない

　１．知っている ２．　聞いたことはある ３．知らない

　アンケートは、同封の返信用封筒に入れて、1２月５日（金）までに投函して
ください（切手を貼る必要はありません）。
　
　皆さまのご意見は、平成21年度に策定する『かがやけ横浜子どもプラン』後
期計画に反映させてまいります。また調査結果については、後日こども青少年局
ホームページ「ヨコハマはぴねすぽっと」で公表予定です。
http://www.city.yokohama.jp/me/kodomo

問52

　１．歩道や信号がないなど、子どもが安全に通れる道路がないこと

質問は以上です。ご協力ありがとうございました。

最後に、安心して子どもを産み、健やかに育てていくための行政の施策や、社会の制度のあり方など
について、特に望むことやご意見がありましたら、自由に記入してください。

　10．暗い通りや見通しのきかないところが多く、子どもが犯罪の被害にあわないか心配なこと

　７．親自身が友だちをつくれる場や機会がないこと

　２．交通機関や建物、道路について段差や放置自転車が多いことなど、
　　　ベビーカーでの移動に不自由なこと

横浜市では、平成17年に、子育てしやすい「まち」よこはまの実現をめざし、子育て支援を進めるた
めの基本計画『かがやけ横浜子どもプラン』を策定しました。このプランについて知っていますか。
（１つに○）

問50 横浜市で子育てを行なっていて、気になること、困ることは何ですか。（３つまでに○）

問51
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横浜市の子育て支援サービス・保育サービスの概要 
 

名 称 内  容  ※数字は平成20年４月のもの 問合せ 

幼稚園 多くは満３歳から就学前までを対象に幼児教育を行なっています。市

内には２９２園あり、すべて私立幼稚園です。 

入園料・保育料について、世帯の所得状況に応じて、幼稚園を通じて

保護者に補助金を交付し、経済的負担の軽減を図っています。 

こども青少年局 
幼児教育課 
電話671-2085 

幼稚園預かり 

保育 

 幼稚園の正規の教育時間の前後に、保育を必要とする在園児を預かり

ます。市内６５園で実施しています。 

■ 開設時間 月～金 ７時３０分～１８時３０分 

土    ７時３０分～１５時３０分 

■ 利用料  月額９，０００円（上限） 

こども青少年局 
幼児教育課 
電話671-2085 

認可保育所 保護者が働いていたり、病気などのために家庭で保育できないお子さ

んを、保護者に代わって保育する施設です。市内に402 か所あります。 

保育料は世帯の所得とお子さんの年齢によって決められています。 

■ 利用料  月額０ ～ ６２，５００円 

こども青少年局 
保育運営課 
電話671-2399 

横浜保育室 認可保育所ではありませんが、横浜市が独自に設けた基準を満たして

おり、市が認定し、運営に対して助成を行なっている施設です。０～２

歳のお子さんを対象としています。市内に128 か所あります。 

■ 利用料  月額５８，１００円（上限） 

こども青少年局 
保育運営課 
電話671-2399 

家庭保育福祉員 保護者が就労などで日中家庭で保育できない０～２歳のお子さんを

対象として、市が認定した家庭保育福祉員が自宅で家庭的な雰囲気の

中、少人数の保育を行なっています。市内に３９人います。 

■ 利用料  認可保育所に準じて決められています。 

こども青少年局 
保育運営課 
電話671-2399 

一時保育 パート勤務や病気、冠婚葬祭などにより一時的に家庭で保育できない

場合や、保護者のリフレッシュなどのためにお子さんをお預かりしま

す。市内198 か所で実施しています。 

■ 利用料  施設にお問い合わせください。 

こども青少年局 
保育運営課 
電話671-2399 

横浜子育てサポ

ートシステム 

地域住民による会員相互の子どもの預かりサービスで、預かってほし

い人と、預かれる人それぞれが会員登録し、条件の合う近隣の方を紹介

します。学校行事や冠婚葬祭、仕事などの事情での一時保育や、買い物

や習い事などのリフレッシュ目的、保育園・幼稚園への送迎等に利用で

きます。小学校６年生までを対象としています。 

■ 利用料  １時間８００ ～ ９００円 

横浜市社会福祉

協議会 
電話201-2062 

地域子育て支援 

拠点 

 子どもと一緒に遊び、くつろいで過ごせる場所です。ちょっとした育

児の相談ができ、子育ての情報も集まっています。 

■ 利用無料 ※登録が必要です。 

■ 施設名 ※市内に９か所あり、今後各区１か所整備予定です。 

 

神奈川区「かなーちえ」（東神奈川） 中区「のんびりんこ」（真砂町） 

金沢区「とことこ」（能見台東） 

港南区「はっち」（日野） 

保土ヶ谷区「こっころⅠ」（川辺

町）、「こっころⅡ」（星川） 

港北区「どろっぷ」（大倉山） 緑区「いっぽ」（十日市場町） 

都筑区「Popola」（中川中央） 南区「はぐはぐの樹」（南太田） 

あ 

親と子の 

つどいの広場 

子育て中の親子同士が気軽につどい、交流する場です。商店街の空き

店舗やマンションの一室などで、市民団体（ＮＰＯ法人等）が運営して

います。施設によって会費等が必要な場合があります。 

こども青少年局 
地域子育て支援

課 
電話671-2705 



 
幼稚園 

はまっ子広場 

 幼稚園の園庭や園舎で、幼稚園児や地域の子どもが友だちや保護者と

ともに安全に楽しく遊んで過ごすことができます。子育て中の親同士の

交流の場にもなっています。育児講座や親子教室を開催している園もあ

ります。 

保育所 

子育てひろば 

 保育所の施設や人材を活用し地域の子育て支援に取り組んでいます。

地域で子育てをしている保護者や子ども達が楽しく過ごせるように、園

庭を開放したり、育児講座や交流保育などを実施しています。 

こども青少年局 
地域子育て支援

課 
電話671-2705 

母親(両親)教室 初産の方が、妊娠・出産・子育てについての基礎知識を学びます。同

じころに赤ちゃんが生まれるお母さん、お父さんが集まるので、同じ地

域の人との出会いの場、友だちをつくる機会ともなっています。 

こども青少年局 
こども家庭課 
電話671-2452 

産後支援ヘルパ

ーの派遣 

生後６か月（多胎は１年）までの家庭に、横浜市と契約した事業者か

らヘルパーを派遣し、家事や育児を援助します。 

 ■利用料  １，６１０円／回（減免措置あり） 

 ■回数等  １回２時間以内、１日２回以内 

       延べ２０回（多胎４０回）以内 

こども青少年局

こども家庭課 
電話671-2455 

助産師・保健師に

よる家庭訪問 

主に初めての赤ちゃん及びそのお母さんを対象に、育児に関する様々

な相談及び産後の回復促進を目的として、助産師などによる母子訪問指

導を実施しています。母子健康手帳に添付されている出生連絡票を提出し

てください。 

こども青少年局

こども家庭課 
電話671-2455 

横浜市小児救急

電話相談 

 

電話201-1174 

（いいナース） 

 お子さんの急な病気などでお困りのときに、家庭での見守り方やすぐ

に医療機関にかかる必要があるかなど、適切な対処方法を看護師がアド

バイスします。 

■ 対応時間 月～金 １８時～深夜０時／土 １３時～深夜０時 

       日   ９時～深夜０時 

※ 電話がつながりにくいときは、かながわ小児救急ダイヤルもご利用ください。

電話 ＃8000 または722-8000  対応時間 毎日18 時から22 時 

電話201-1174 
（いいナース） 
 

放課後 

キッズクラブ 

 全ての子どもたちを対象に、小学校施設を活用して「遊びの場」と「生

活の場」を兼ね備えた安全で快適な放課後の居場所を提供しています。 

■ 開設時間 月～金 授業終了後～１９：００ 

       土・長期休業中 ８：３０～１９：００ 

■ 利用料  ～１７：００までは無料 

        １７：００以降は月額５，０００円／１回８００円 

こども青少年局 
放課後児童育成

課 
電話671-4068 

はまっ子ふれあ

いスクール 

放課後、通い慣れている小学校施設等を活用して、安全で健やかな放

課後の居場所づくりを行い、年齢の異なる子ども同士の遊びや交流を通

じて、子どもたちの創造性、自主性、社会性などを養うことを目的とし

て実施しています。 

■ 開設時間 月～金 授業終了後～１８：００ 

       土・長期休業中 ９：００～１８：００ 

  ※充実型はいずれも１９：００まで 

■ 利用無料  

※充実型は１７：００以降は月額５，０００円／１回８００円 

こども青少年局 
放課後児童育成

課 
電話671-4152 

放課後児童 

クラブ 

昼間保護者がいない家庭等の子どもたちが、安全で豊かな放課後を過

ごすために、地域の理解と協力のもと実施しています。小学１～３年生

までの、留守家庭児童が対象です。 

■ 開設時間 月～金 一日５時間以上、１８：００まで 

       土・長期休業中 ９：００～１８：００ 

  ※開設日・時間は施設によって異なります。 

■ 利用料  施設にお問合せください。  

こども青少年局 
放課後児童育成

課 
電話671-4068 

ヨコハマはぴね

すぽっと 

 横浜市こども青少年局のホームページで、子ども・青少年の総合ポー

タルサイトです。子ども・青少年に関する支援施策など幅広い情報を提

供しています。 http://www.city.yokohama.jp/me/kodomo/ 

こども青少年局 
総務課 
電話671-4264 



 

 

横浜市子育て支援に関するニーズ調査 

及び、小学生基本調査 

【調査ご協力のお願い】 

 

横浜市では、平成 17 年４月に子育て環境の整備を進めるための行動計画として

『かがやけ横浜子どもプラン』（平成 17 年度～21 年度)を策定し、推進しています。

この計画は、地域で子育て家庭を支え、子育ての意義や喜びを地域全体で共有でき

る仕組みづくりを進めることで、少しでも「少子化の流れ」を変え、次代を担う子

どもたちが健やかに生まれ育つ「まち」よこはまを創っていくことを目指していま

す。 

この計画は、次世代育成支援対策推進法に基づき、21 年度に後期計画（平成 22

年度～26 年度)を策定することとしており、このたび、子どもや子育て家庭の意識、

支援ニーズやサービスの利用状況等を把握し、後期計画策定のための基礎資料を得

ることを目的として、調査を実施することにいたしました。 

今回の調査は、横浜市が無作為に抽出した小学生のお子さん 10,000 人と、そのご

家庭にご協力をお願いするものです。ご回答いただいた内容は、すべて統計的に処

理され、調査の目的以外に使用することは一切ありません。 

ご多忙のことと存じますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいます

ようお願い申し上げます。 

なお、行動計画については、下記ホームページでご覧いただけます。 

URL：http://www.city.yokohama.jp/me/kodomo/action/plan/kodomoplan.html 

 

平成２０年１１月 

                            横 浜 市 

 

 

ご記入いただきましたアンケートは、お手数ですが、「子育て支援に関するニー

ズ調査」と「小学生基本調査」の２種類を一緒に、同封の返信用封筒に入れて、 

1２月５日(金)までにご投函ください（切手を貼る必要はありません）。 

回答いただく上でご不明な点、調査に関するお問合せは、下記までお願いいたし

ます。     
  
 

横浜市こども青少年局 企画調整課 担当 大友、渋谷 

電話 ０４５－６７１－４２８１、FAX ０４５－６６３－８０６１       

ご記入にあたっては、次ページの「ご記入にあたってのお願い」をお読みください。 

調査番号②



 

 

 

 

 

１． アンケートには、お子さんの保護者の方にお答えいただく「子育て支
援に関するニーズ調査」と、お子さんご本人にお答えいただく「小学
生基本調査」の２種類があります。 ※無記名ですので、氏名・住所
の記入の必要はありません。 

 
２． ご回答いただいた内容は、個人が特定されたり、回答内容が他に漏れ

たり、統計上の目的以外に使用することは一切ありません。 
 
３． お子さんが「小学生基本調査」にお答えいただくにあたっては、保護

者の方がお手伝いいただきますよう、ご協力をお願い申し上げます。 
 

４． お答えは、あてはまる回答の数字を○で囲む場合と、マスの中に数字を
記入する場合があります。「その他」にあてはまるときは、「その他」
の数字に○を付け、（     ）がある場合は具体的な内容を記入
してください。 

 
５． 質問番号順にお答えください。質問の中には、一部の方だけにおたず

ねするものがありますので、ことわり書きや矢印に従って回答してくだ
さい。 

 
６． この調査は、ご回答いただくのに保護者の方にお答えいただくものはお

おむね 20 分程度、お子さんご本人にお答えいただくものも概ね 20 分程度
かかります。ご多忙のことと存じますが、ご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

【ご記入にあたってのお願い】



封筒のあて名のお子さんの生年月と学年をお伺いします。

平成 年 月　生まれ 小学校 年生

　１．いる　　→ 人きょうだいの　　        　　　番目 一番下の子の年齢　　　  　　歳

　２．いない

　１．父親 　　　　４．祖父

　５．祖母 　６．その他

　１．父母同居 　４．祖父同居

　５．祖母同居 ６．祖父近居 　　　　 ７．祖母近居 　８．その他

　１．主に父親 　 ２．主に母親 　　３．主に祖父母 ４．その他（　　　　　　　　　　　　）

お住まいの地区はどこですか。（１つに○）

　１．青葉区 　　　２．旭区 　　３．泉区 　４．磯子区

　５．神奈川区 　　　６．金沢区 　　７．港南区 　８．港北区

　９．栄区 　　１０．瀬谷区 　１１．都筑区 １２．鶴見区

 １３．戸塚区 　　１４．中区 　１５．西区 １６. 保土ヶ谷区

 １７．緑区 　　１８．南区

父親 歳 母親 歳

世帯の年収をお伺いします。（１つに○）

　１．～200万円 ２．200～300万円 ３．300～400万円 　　４．400～500万円

　５．500～700万円 ６.　700～1,000万円 ７．1,000万円以上

父親、母親の年齢（平成20年４月１日現在の年齢）をお伺いします。
　※ひとり親家庭の場合は養育する親のみ記入してください。

日ごろ、あて名のお子さんの身の回りの世話などを主にしている方はどなたですか。（１つに○）
※続柄はあて名のお子さんから見た関係です。

問６

　２．母親

３．母同居(ひとり親家庭)

あて名のお子さんにきょうだいはいますか。（１つに○）　いる場合、何人きょうだいの何番目
か、一番下の子の年齢（平成20年４月１日現在の年齢）をあわせてご記入ください。

問４ あて名のお子さんとの同居・近居（徒歩や車、電車などで概ね30分以内程度に行き来できる範
囲）の状況についてお伺いします。（あてはまるものすべてに○）
　※続柄はあて名のお子さんから見た関係です。
　※父親または母親が単身赴任の場合は、「8.その他」に○をつけてください。

２．父同居(ひとり親家庭)

問３

問7

　３．きょうだい

問1

問2

問8

問５

１.  封筒のあて名のお子さんとご家族の状況についてお伺いします。

アンケートにお答えいただく方はどなたですか。（１つに○）
　※続柄はあて名のお子さんから見た関係です。
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お子さんは、自分の部屋がありますか。（１つに○）

１.　自分だけの部屋がある ２.　きょうだいといっしょの部屋がある

３．自分の部屋はない ４．その他

お子さんの１か月のおこづかいはいくらですか。（１つに○）

１.　なし ２．500円まで

３．1,000円まで ４．1,500円まで

５．2,000円まで ６．2,000円以上

７．必要なときに渡す

お子さんは、朝ご飯を食べますか。（１つに○）

１．毎日食べている ２．週４～６日は食べている ３．食べる日は週３日以下

４．ほとんど食べていない

お子さんは、朝ごはんを誰と食べることが多いですか。（１つに○）

１.　家族みんなで食べる ２.　家族の誰かと食べる ３.　ひとりで食べる

４.　友達と食べる ５.　そのほかの人と食べる（　誰と：　　               　　　）

お子さんは、夜ごはんを誰と食べることが多いですか。（１つに○）

１．家族みんなで食べる ２．家族の誰かと食べる ３．ひとりで食べる

４．友達と食べる ５.　そのほかの人と食べる（　誰と：　               　　　　）

【父親】およそ　　　　　　　　時間 【母親】およそ　　　　　　　　　時間

　１．足りている ２．ほぼ足りている ３．足りていない

　１．日常的に祖父母等の親族に預かってもらえる

　２．緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族に預かってもらえる

　３．日常的に子どもを預けられる友人・知人・隣人がいる

　４．緊急時もしくは用事の際には子どもを預けられる友人・知人・隣人がいる

　５．いずれもない

問１４ 平日、子どもが起きている間に、子どもと一緒に過ごす時間は何時間くらいですか。

問９

問１３

問１５

日頃、お子さんを預かってもらえる人はいますか。（あてはまるものすべてに○）問１６

問１１

問１２

問１０

子どもとの会話が足りていると思いますか。（１つに○）
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お子さんの放課後の時間における保護者の状況をお伺いします。

ア）就労の状況（１つに○） イ）就労時間など

（アで「１」「２」に○をつけた方のみ）

　⇒【 1週あたり　〔　　          　〕日 】

　⇒　土曜日の就労は　【　 あり ・ 　なし  】

　４．その他　（　　　                 　　　　　　　　）

問17-1

イ）いらっしゃる方の続柄（１つに○）

　１．いる 　１．祖父 ２．祖母

　２．いない 　３．その他（　　　　　 　　　　　　　　　　　）

問17-2

　　午前　・　午後 時ごろ

問17-3 保護者が帰宅するまでの時間、お子さんはどこで過ごしていますか。（２つまで○）

　１．自分の家 ２．友達の家 ３．学校

　４．公園･広場 ５．地区センターや図書館 ６．塾や習い事

　７．祖父母の家 ８．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　９．放課後キッズクラブ 　10．はまっ子ふれあいスクール

　　11．放課後児童クラブ(学童保育)

問17-4

  １．外で遊ぶ   ２．スポーツをする   ３．勉強をする

  ４.　塾や習い事をする   ５．読書をする   ６．マンガや雑誌を読む

  ７．ゲーム（テレビ･携帯型）をする   ８．テレビやビデオを見る

  ９．家の手伝いをする  10．特段何もせずくつろぐ

１１．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ア）子どもの世話をする人が家に
　　いるか　（１つに○）

先に帰宅する保護者の帰宅時間、もしくは保護者が先に家業から手が離れる時間は何時
ごろですか。

問1７-1から1７-4は、問1７で「１.　保護者のいずれもが、就労しているため、放課後、保護
者がいない状況である」または「２.保護者のいずれかは放課後、家庭にいるが、家業のため忙し
い」を選ばれた方にお伺いします。

保護者が放課後、家庭にいない、または
家業で忙しい状況の日数について
お伺いします

問17-3で「１．」～「９．」の選択肢を選んだ方にお伺いします。

問1７

　１．保護者のいずれもが、就労している（フルタ
      イム・パート・アルバイトを含む）　ため、放課
      後、保護者がいない状況である

　２．保護者のいずれかは放課後、家庭にいる
       が、家業のため忙しい

　３．保護者のいずれかは放課後、就労してお
       らず、家庭にいる　（ →問18へ）

保護者が家にいないとき、または家業で忙しいとき、子どもの世話をする人が家にい
ますか。

保護者が帰宅するまでの時間、お子さんは何をして過ごしていますか。（２つまで○）
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（１）父親　【母子家庭の場合は記載不要です】

ア）就労の状況（１つに○）         イ）就労時間など

      （１．に○をつけた方のみ）

（問19へ）      （３．に○をつけた方のみ）

（2）母親　【父子家庭の場合は記載不要です】

ア）就労の状況（１つに○） イ）就労時間など

（１．に○をつけた方のみ）

（問19へ） （３．に○をつけた方のみ）

問1８

　4.　以前は就労していたが、　現在は就労
       していない

　4.　以前は就労していたが、　現在は就労
       していない

　1.　就労している
　（フルタイム；育休・介護休業中は含まない）

　5.　これまでに就労したことがない

　2.　就労している
　（フルタイムだが育休・介護休業中）

　3.　就労している
　（パートタイム、アルバイト等）

　1.　就労している
　（フルタイム；育休・介護休業中は含まない）

　2.　就労している
　（フルタイムだが育休・介護休業中）

　3.　就労している
　（パートタイム、アルバイト等）

２. あて名のお子さんの親御さんの就労状況についてお伺いします。

現在の就労状況の詳細について（自営業、家族従事者含む）お伺いします。
併せて、〔　　　〕に数字の記入をお願いします。
　※就労時間に応じて、フルタイムもしくはパートタイム･アルバイト等を選択してください。

　5.　これまでに就労したことがない

①１週あたりの平均の就労時間・働いている日
   の平均的な帰宅時間についてお伺いします。
 
  ⇒1週あたり〔　　    　〕時間
  ⇒帰宅時間　午前・午後 〔　  　　　〕時

②通勤時間についてお伺いします。
 
 ⇒片道〔　　    　〕時間〔　　　  　〕分

①就労時間についてお伺いします。
　　⇒　1週あたり〔　  　  　〕日、　1日あたり〔  　 　 　〕時間
　
②通勤時間についてお伺いします。
  ⇒  片道〔　  　  　〕時間〔　　  　　〕分

③フルタイムへの転換希望がありますか。(1つに○)
　⇒　１．希望がある　        ２．希望があるが予定はない　        ３．希望はない

①１週あたりの平均の就労時間・働いている日
   の平均的な帰宅時間についてお伺いします。
 
  ⇒1週あたり〔　　    　〕時間
  ⇒帰宅時間　午前・午後 〔　  　　　〕時

②通勤時間についてお伺いします。
 
 ⇒片道〔　　    　〕時間〔　　　  　〕分

①就労時間についてお伺いします。
　　⇒　1週あたり〔　  　  　〕日、　1日あたり〔  　 　 　〕時間
　
②通勤時間についてお伺いします。
  ⇒  片道〔　  　  　〕時間〔　　  　　〕分

③フルタイムへの転換希望がありますか。(1つに○)
　⇒　１．希望がある　        ２．希望があるが予定はない　        ３．希望はない

4／16



　１．ある

　２．ない

  １．フルタイムによる就労

問19-2

　１．放課後児童クラブなどのサービスが利用できないから、就労できない

　２．働きながら子育てできる制度や職場の理解がないなど、適当な仕事がない

　３．家族の考え方(親族の理解が得られない）等就労する環境が整っていない

　４．自分の知識、能力にあう仕事がない

　５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問19-3

　１．すぐにでも、もしくは１年以内に希望がある

　２．１年より先で、子どもがある程度大きくなったら就労したい

問19-4

　歳になったとき

　１．仕事に専念している ２．どちらかといえば仕事を優先させている

　３．仕事と家事・育児に同等に取り組んでいる ４．どちらかといえば家事･育児を優先させている

　５．家事・育児に専念している

仕事や家事・育児などの家庭生活について、あなたの現在の状況に近いものはどれですか。
（近い答えの番号１つに○）

ここからは、すべての方にお伺いします。

問２０

就労希望はありますか。（１つだけ○）

　２．パートタイム、アルバイト等による就労　　⇒　1週あたり〔　　　　〕日・1日あたり〔　　　　〕時間

あて名のお子さんも含めて一番小さい子が何歳になったときに就労を希望されますか。

（→　問20へ）

就労希望がありながら現在働いていない理由は何ですか。（もっとも近い答えの番号
１つに○）

問１９-４は、問1９-３で「2.１年より先で、子どもがある程度大きくなったら就労したい」を
選ばれた方にお伺いします。

問1９-1から問1９-３は、問1９で「１．ある」を選ばれた方にお伺いします。

希望する形態はどのようなものですか。（１つに○）　※パートタイム、アルバイトを
希望の方は1週あたり日数及び1日あたり時間も記入してください。

問19-1

問1９は、問5の「お子さんの身の回りの世話を主にしている方」で、問1８で「4.　以前は就労していたが、現
在は就労していない」または「5.これまでに就労したことがない」を選ばれた方にお伺いします。
該当しない方は、問２０へお進みください。

問1９

 （→　問20へ）　

就労の時期について、どのような希望がありますか。（もっとも近い答えの番号１つに
○）
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　１．仕事に専念している ２．どちらかといえば仕事を優先させている

　３．仕事と家事・育児に同等に取り組んでいる ４．どちらかといえば家事･育児を優先させている

　５．家事・育児に専念している

　１．満足している ２．どちらかといえば満足している

　３．どちらともいえない ４．どちらかといえば満足していない

　５．満足していない

　１．楽しさを感じることが多い

　３．楽しさと大変さを同等に感じる

　５．大変さを感じることが多い

　１．そう感じる ２．どちらかといえばそう感じる

　３．どちらともいえない ４．どちらかといえばそう感じない

　５．そう感じない

　１．困ったとき相談したり、助け合ったりする ２．気のあった人と親しくしている

　３．たまに立ち話ぐらいはする ４．会えばあいさつぐらいはする

　５．顔もよく知らない

　１．子どもを持つ喜びが実感できたこと ２．子どもの成長

　３．子育てを通じて自分も成長できたこと ４．配偶者との関係がよくなったこと

　５．家族間の会話が増えたこと ６．家庭が明るくなったこと

　７．子育てを通じ友人が増えたこと ８．自分の親への感謝の念が生まれたこと

　９．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 　10．特にない

　１．　１人 ２．　２人 ３．　３人 ４．　４人

　５．　５人 ６．　その他

　１．　１人 ２．　２人 ３．　３人 ４．　４人

　５．　５人 ６．　その他

２．どちらかといえば楽しさを感じることが多い

問２２

３．　子育てについての考え方等についてお伺いします。

仕事や家事・育児などの家庭生活について、あなたの理想とする状況に近いのはどれですか。（近
い答えの番号１つに○）

問２１

普段、近所の人とどのようなつきあい方をしていますか。（１つに○）

問2６ 子育てをしてよかったこと、うれしかったことは何ですか。（３つまで○）

問２５

子育てをしていて、地域社会から見守られている、支えられていると感じますか。（１つに
○）

問２４

理想的な子ども
の人数

持つつもりの子
どもの人数

４．どちらかといえば大変さを感じることが多い

問２３ 子育てをしていて、楽しさと大変さのどちらを感じることが多いですか。（１つに○）

あなたは、子どもを育てている現在の生活に満足していますか。（１つに○）

あなたにとって理想的と考える子どもの人数は何人ですか。また、あなたは実際に何人の子どもを
持つつもりですか。（それぞれ１つに○）

問2７
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問27-1

１３．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　３．何度でもできるまでやらせるなど厳しくしつける

　６．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　１．よくある 　２．ときどきある ３．ほとんどない ４．ない

問29-1

　１．子育てに不安がある ２．子育てによる身体や精神の疲れが大きい

　３．配偶者の協力が十分でない ４．夫婦や家族との関係に悩みがある

　５．経済的に困っている

　７．ほかのことに時間が取れない ８．相談したり手伝ってくれる人がいない

　９．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　１．ある ２．ない

　１．知っている ２．知らない

虐待しているかもしれないと思ったとき、ご自分はどのような状況でしたか。（あては
まるものすべてに○）

問３１

６．子どもから目が離せない、手がかかりす
     ぎる

問２９ 自分は子どもを虐待しているかもしれないと思うときがありますか。（１つに○）

　１．子どもを叩いたり、つねったりする

ここからは、すべての方にお伺いします。

問２８ 子どもに次のような接し方をすることがありますか。（あてはまるものすべてに○）

　２．食事を与えない、お風呂へ入れないなど世話をしない

　５．１～４のような接し方をすることはない

　４．言葉による脅しや子どもからの働きかけの無視

　１０．配偶者の家事･育児への協力が得ら
　　　  れないから　９．欲しいけどできないから

　５．自分や夫婦の生活を大切にしたいから

１１．配偶者が望まないから
　１２．定年退職までに、一番末の子が成人
　　　　して欲しいから

　３．自分の仕事（勤めや家業）に差し支えるから
　　４．子どもがのびのび育つ社会環境では
　　　　ないから

　　６．高年齢で生むのはいやだから

　７．これ以上、育児の心理的、肉体的負担に
　　　耐えられないから

　　８．健康上の理由から

理想的な子どもの人数より、持つつもりの子どもの人数が少ないのはどうしてですか。
（あてはまるものすべてに○、最大の理由には◎）

問2７-1は、問2７で「理想的な子どもの人数」より「持つつもりの子どもの人数」が少なく回
答した方にお伺いします。

問３０ あて名のお子さんの病気や発育について相談できる医療機関がありますか。（１つに○）

休日や夜間にお子さんが病気になったときに受診できる医療機関を知っていますか。（１つに
○）

　１．子育てや教育にお金がかかりすぎるから 　　２．家が狭いから
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　１．休日急患診療所・夜間急病センターを受診する

　２．できるだけ大きな病院を受診する

　３．小児科専門医のいる医療機関を探して受診する

　４．どこでもいいから一刻も早く医療機関に連れて行く

問32-1

　１．受診する程度ではないと判断できることが多いため

　２．小児救急電話相談などを利用し、応急処置や市販薬などで、家庭内で対応できるから

　３．むやみに救急医療機関を受診することはよくないと広報等で聞いているから

　４．受診する際の待ち時間が長いから

　５．休日や夜間に受診すると費用が高くなり支払が困難だから

お子さんは、学校以外でパソコンや携帯電話でインターネットを使っていますか。（１つに○）

１．使っている ２.　使っていない

お子さんは、携帯電話やPHSを持っていますか。（１つに○）

１．はい ２．いいえ　　　（　→　問39へ）

お子さんが、携帯電話やPHSを持ったのはいつからですか。（１つに○）

１．小学校入学まえ ２.　１年生　　　　 ３.　２年生　　　　 ４.　３年生　　

５.　４年生　　　　 ６.　５年生　　　　 ７.　６年生　　　　

１.　お子さん自身（お小遣い・貯金など）　 ２.　家族

４．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　

１.　家族との会話（電話やメールではなく直接に話をすること）が増えた

２．メールなども含めて、家族とのコミュニケーションの回数が増えた

３．家族との会話（電話やメールではなく直接に話をすること）が減った

４.　友だちとの会話（電話やメールではなく直接に話をすること）が増えた

５．メールなども含めて、友だちとのコミュニケーションの回数が増えた

６．友だちとの会話（電話やメールではなく直接に話をすること）が減った

７．メール友だちが増えた ８．夜寝るのが遅くなった

９．特に生活に変化がない 10.その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問32で５と答えた方に伺います。受診しないで一日（一晩）様子をみる主な理由は何で
すか。（１つに○）

問３２

問３４

問３５

問３７

４．インターネットや携帯電話について、お聞きします。

問３３

問３６

お子さんが休日・夜間に急病やケガになった場合（救急車を呼ぶほどではない場合）、どのように
対応することが多いですか。（１つに○）

お子さんは、携帯電話を持つ前後で変化がありましたか。（あてはまるものすべてに○）

お子さんの携帯電話やPHＳの使用料は誰が払っていますか。（１つに○）

３.　一定額まで家族

　５．受診しないで一日（一晩）様子をみる
　　（必要に応じて翌日、普段利用している医療機関を受診する）
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１．携帯電話での通話やメールについてのルールがある

２．インターネットについてのルールがある

３．パソコンでインターネットのフィルタリングを使用している

４．携帯電話でインターネットのフィルタリングを使用している

　１.　放課後キッズクラブ ２.　はまっ子ふれあいスクール

　３.　放課後児童クラブ（学童保育） ４.　わからない

次の事業を利用していますか。（あてはまるものすべてに○）

　１.　放課後キッズクラブ　　 （→　問41へ）

　２.　はまっ子ふれあいスクール　 （→　問49へ）

　３.　放課後児童クラブ（学童保育）　 （→　問55へ）

　４.　いずれも利用していない

問40-1

１．活動内容が充実していないから ２．学校の延長のようだから

３．魅力を感じないから ４．登録制で気軽に参加できないから

５．利用したことがあるが、子どもが行きたがらないから

６．他に放課後の居場所があるから ７．塾や習い事で利用する時間がないから

８．家で家族と過ごしたいから    ９．その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

問４０-２

１．近くに使いたい事業がないから ２．活動内容が充実していないから

３．学校の延長のようだから ４．魅力を感じないから

５．登録制で気軽に参加できないから ６．利用料がかかるから

７．開所時間が短いから ８．他に放課後の居場所があるから

１1．家で家族と過ごしたいから １２．お迎えが難しいから

１３．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問４０-2は、問４０で「４.いずれも利用していない」を選ばれた方で保護者のいずれもが就労し
ており、放課後、家庭にいない方に伺います。

これらの事業を利用しない理由は何ですか。（２つまで○）

９．放課後の短時間ならば子どもだけでも
　　大丈夫だと思うから

問３９

問３８

お子さんが通っている学校やお子さんが通える場所に次の事業がありますか。（あてはまるものす
べてに○）

問４０-1は、問４０で「４.いずれも利用していない」を選ばれた方で保護者のいずれかが放課
後、家庭にいる方に伺います。

これらの事業を利用しない理由は何ですか。（２つまで○）

　 １０．利用したことがあるが、
　　 　　子どもが行きたがらないから

インターネットの使い方や、携帯電話での通話やメールについて、家族内でルールを作っています
か。（あてはまるものすべてに○）

問４０

５．放課後の過ごし方についてお伺いします。
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　週 日くらい →　うち土曜日の利用 １．　ある

２．　ない

午後　　　　　　時 　　　　　分まで　　 → 土曜日参加している場合は 　 　　 時　　　　 分まで

　１．近所に遊ぶ場所がないから   ２．友だちと遊ばせたいから

　３．学年の違う友だちができるから   ４．活動内容が充実しているから

　５．学年の違う友だちと遊べるから   ６．安全に放課後を過ごせるから

　７．就労などで保護者が家庭にいないから   ８．利用料が安価だから

　１．満足 ２．やや満足 ３．普通

　４．やや不満 ５．不満

　１．友達が増えた  ２．学校へ行くのが楽しくなった

 ４．地域の大人の人とあいさつをするようになった

　５．地域の行事に参加するようになった  ６．家でゴロゴロと過ごすことがなくなった

　９.　わからない 10.　その他（　　　　　　　　　　　　　　）

　１．利用している ２．利用していない。また今後の利用予定もない

　３．今は利用していないが、今後は利用したい

【月額5,000円】 １．高い ２．やや高い ３．普通

４．やや低い ５．低い ６．わからない

　いくらぐらいを希望しますか　　→　　月額　（　　　　　　　　）円

【１回あたり８００円】 １．高い ２．やや高い ３．普通

４．やや低い ５．低い ６．わからない

　いくらぐらいを希望しますか　　→　　１回あたり　（　　　　　　　　）円

問４５ 「放課後キッズクラブ」に参加して、お子さんは変わりましたか。（２つまで○）

問４１

　７．お家の人と「キッズ」のことを話し
　　　たり、一緒に参加するようになった

 ８．変わらない

問４７

問４６ 「放課後キッズクラブ」を午後5時以降も利用していますか。（１つに○）

問４４

問４２ 「放課後キッズクラブ」は何時まで利用されていますか。

問４３ 「放課後キッズクラブ」に参加している理由は何ですか。（２つまで○）

６．「放課後キッズクラブ」を利用されている方にお伺いします。

「放課後キッズクラブ」を利用して、保護者の目から見て満足されていますか。（１つに○）

　3．ゲーム（テレビ・携帯型）で遊ぶことが少な
      くなった

「放課後キッズクラブ」の利用日数はどれくらいですか。また土曜日の利用はありますか。
（１つに○）

　９．近くに放課後児童クラブ（学童保育）
　　　がないから

１０．その他（　　　　　　　　　　　　　）

問46で「利用している」、または「今は利用していないが、今後は利用したい」を選択した方に
お伺いします。午後５時以降の利用料の金額について、どのように感じますか。（１つに○）　ま
たいくらぐらいを希望しますか。
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　１．プログラムの充実 　　  　２．スタッフの体制の充実   ３．ボランティアの協力拡大

　４．施設の充実 　　　  ５．保護者との連携強化   ６．学校との連携強化

　７．地域との連携強化 　　  　８．保護者の負担軽減   ９．実施時間の延長

１０．児童の安全確保 　　　１１．おやつの充実 １２．たより等の充実

１３．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　週 日くらい 　　→　うち土曜日の利用 １．　ある

２．　ない

午後　　　　　時 　　　　　分まで　→ 　　　　土曜日参加している場合は 　　　　　時　　　　    分まで

　１．近所に遊ぶ場所がないから   ２．友達と遊ばせたいから

　３．学年の違う友達ができるから   ４．活動内容が充実しているから

　５．学年の違う友だちと遊べるから   ６．安全に放課後を過ごせるから

　７．就労などで保護者が家庭にいないから   ８．利用料が安価だから

　１．満足 ２．やや満足 ３．普通

　４．やや不満 ５．不満

　１．友達が増えた  ２．学校へ行くのが楽しくなった

 ４．地域の大人の人と挨拶をするようになった

　５．地域の行事に参加するようになった  ６．家でゴロゴロと過ごすことがなくなった

　９.　わからない 10.　その他（　　　　   　　　　　　　　　　）

問５３

「はまっ子ふれあいスクール」の利用日数はどれくらいですか。また土曜日の利用はありますか。
（１つに○）

　３．ゲーム（テレビ・携帯型）で遊ぶことが少な
      くなった

　９．近くに放課後児童クラブ（学童保育）
　　　がないから

７．「はまっ子ふれあいスクール」を利用されている方にお伺いします。

問４8

問５０

問５１

「はまっ子ふれあいスクール」は何時まで利用されていますか。

１０．その他（   　　　　　　　　　　　　　）

問49

「はまっ子ふれあいスクール」に参加している理由は何ですか。（２つまで○）

「はまっ子ふれあいスクール」に参加して、お子さんは変わりましたか。（２つまで○）

問５２ 「はまっ子ふれあいスクール」を利用して、保護者の目から見て満足されていますか。
（１つに○）

　７．お家の人と「はまっ子」のことを話し
　　　たり、一緒に参加するようになった

 ８．変わらない

　「放課後キッズクラブ」に今後望むことは何ですか。（3つまで○）
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　１．プログラムの充実 　　　  ２．スタッフの体制の充実 ３．ボランティアの協力拡大

　４．施設の充実 　　　  ５．保護者との連携強化 ６．学校との連携強化

　７．地域との連携強化 　　  　８．保護者の負担軽減 ９．実施時間の延長

１０．児童の安全確保 　　　１１．放課後キッズクラブへの移行

１２．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

①利用日数

　週 日くらい 　　→　うち土曜日の利用 １．　ある

２．　ない

②利用していらっしゃる理由

　お子さんの身の回りの世話を主にしている方が

　１．現在就労している

　２．就労予定がある／求職中である

　３．家族・親族などを介護しなければならない

　４．病気や障害がある

　５．学生である

午後　 　　　　時 　　　　 　分まで　　→ 土曜日参加している場合は 　 　  　時 　　　　分まで

　１．満足 ２．やや満足 ３．普通

　４．やや不満 ５．不満

　１．友達が増えた

　２．学校へ行くのが楽しくなった

　３．ゲーム（テレビ・携帯型）で遊ぶことが少なくなった

　４．地域の大人の人と挨拶をするようになった

　５．地域の行事に参加するようになった

　６．家でゴロゴロと過ごすことがなくなった

 　　７．お家の人と「放課後児童クラブ（学童保育）」のことを話したり、一緒に参加するようになった

　８．変わらない

　９.　わからない

 １０．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問５４

問５５

　６．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

「放課後児童クラブ(学童保育）」の利用日数はどれくらいですか。また土曜日の利用はあります
か。（１つに○）　次に利用していらっしゃる理由は何ですか。（１つに○）

「はまっ子ふれあいスクール」に今後望むことは何ですか。（3つまで○）

「放課後児童クラブ(学童保育）」を利用して、保護者の目から見て満足されていますか。
（１つに○）

８．「放課後児童クラブ」（学童保育）を利用されている方にお伺いします。

問５６ 「放課後児童クラブ(学童保育）」は何時まで利用されていますか。

問５７

問５８ 「放課後児童クラブ(学童保育）」に参加して、お子さんは変わりましたか。（２つまで○）
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 　１．過ごし方の充実

　 ２．指導員の体制の充実

 　３．ボランティアの協力拡大

　 ４．施設の充実

   ５．保護者との連携強化

　 ６．学校との連携強化

　 ７．地域との連携強化

   ８．保護者の負担軽減

 　９．実施時間の延長

　 １０．児童の安全

　 １１．おやつの充実

　 １２．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　１．放課後キッズクラブ 　　

　→　週　　　　　　　 日くらい

　２．はまっ子ふれあいスクール

　→　週　　　　　　　 日くらい

　３．放課後児童クラブ

　→　週　　　　　　　 日くらい

　４．特に利用を増やしたいものはない、または利用予定はない

　１．午後4時まで ２．午後5時まで ３．午後6時まで

　４．午後7時まで ５．午後8時まで ６．午後８時以降まで

問６２ 現在の放課後施策に対する問題点や今後の施策に対する希望がありましたらご記入ください。

以下の放課後児童施策について、利用日数・回数を増やしたいと思いますか。あるいは、現在は利
用していないが利用したいと思いますか。（あてはまるものすべてに○）　また、希望がある方は
現在の利用も含めた日数、土曜日の利用希望の有無をお答えください。

９.  すべての方に、今後の放課後の施策についてお伺いします

問５９

問６０

問６１

→　うち土曜日の利用　　１．ある　　　２．ない

放課後施策は、何時まで必要だとお考えですか。（１つに○）

「放課後児童クラブ(学童保育）」に今後望むことは何ですか。（3つまで○）

→　うち土曜日の利用　　１．ある　　　２．ない

→　うち土曜日の利用　　１．ある　　　２．ない
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　１．はい ２．いいえ　（→　問63-7　へ）

問63-1

　１．学校 ２．友人・知人

　３．テレビ ４．ちらし

　５．公園の看板 ６．市･区の広報紙

　７．自治会町内会 ８．放課後キッズクラブ

　９．はまっ子ふれあいスクール １０．放課後児童クラブ（学童保育）

１１．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問63-2

　１．はい

　２．いいえ　（→問63-7へ） 　　３．わからない　　（→問64へ）

問63-3

１．　　　月 　　日くらい ２．わからない

問63-4

　１．楽しそうだから ２．友達に誘われたから

　３．家の近くだから ４．たまたま公園でやっていたから

　５．外遊びをさせたいから ６．その他（　　　　　　　　　　　　）

問63-5

　１．満足 ２．やや満足 ３．普通

　４．やや不満 ５．不満

問63-6

　１．友達が増えた

　２．ゲーム（テレビ・携帯型）で遊ぶことが少なくなった

　３．地域の大人の人と挨拶をするようになった

　４．家でゴロゴロと過ごすことがなくなった

　７．変わらない

  ８.　わからない

　９.　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　→　問64へ　）

問６３

１０.  プレイパークについてお伺いします

プレイパークを何で知りましたか。

問６３-１～６３-6は、問６３で「１.はい」と答えた方にお伺いします

プレイパークを知っていますか。（１つに○）

あて名のお子さんは、プレイパークを利用したことがありますか。

　５．お家の人と「プレイパーク」のことを話したり、一緒に参加するようになった

あて名のお子さんは、プレイパークをどのくらい利用していますか。

　６．大きなケガを回避する力が向上した

お子さんがプレイパークを利用して、いかがですか。

プレイパークを利用して、お子さんは変わりましたか。（２つまで○）

お子さんがプレイパークを利用しているのはなぜですか。（２つまで○）
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問63-7

　１．公園まで遠いから ２．友達が参加していないから

　３．他に自由に遊ぶ場所があるから ４．つまらなそうだから

　５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問63-8

　１．小学校区内 ２．お住まいの区内

　３．近隣区内 ４．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

歩いて 分ぐらい 自転車で 分ぐらい

問63-9

　１．プログラム内容の充実 ２．プレイリーダーの充実

　３．児童の安全 ４．広報の充実

　５．実施日数・時間の充実 ６．地域との連携

　７．ボランティアの協力拡大 ８．実施か所の拡大

　９．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　１．はい ２．いいえ　　（→問68へ）

　１．塾 ２．音楽 ３．スポーツやダンス、武道

　４．英会話などの語学 ５．その他

週 回　

　１．子どもからやりたいと言われたから ２．お友達に誘われて

　３．保護者が選択

　４．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問67-1

　１．子どもの知識の向上 　２．子どもの体力向上 ３．いろいろな体験をさせたい

　４．放課後の居場所として 　５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

お子さんは習い事をしていますか。（１つに○）

週何回通っていますか。

お子さんが通っている習い事は何ですか。（あてはまるものすべてに○）問６５

１１.  お子さんの塾や習い事についてお伺いします。

すべての方にお伺いします。

プレイパークを利用したことがない理由ははなぜですか。（２つまで○）

問6７ 習い事を始めたきっかけは何ですか。（最もあてはまるもの１つに○）

保護者が選択した場合の理由は何ですか。（最もあてはまるもの１つに○）

プレイパークまでどのぐらいの距離だったら、遊びに行きますか。（１つに○）

プレイパークに今後、望むことは何ですか。（２つまで○）

問６４

問6６

問６３-7～６３-9は、問６３-2で「２．いいえ」を選んだ方にお伺いします。

問６３-８は、問６３-７で「１．公園まで遠いから」を選んだ方にお伺いします。

問６４で「１．はい」と答えた方にお伺いします。
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【知っていますか】 １．　知っている ２．知らない

【利用していますか】 １．　利用している （→　問68-1､2へ）

２．　利用していない （→　問68-3へ）

問68-1 どのような目的で利用していますか。（あてはまるものすべてに○）

　１．主たる保育サービスとして利用している

  ２．放課後児童施策等の送り迎えに利用している

　３．放課後児童施策等の利用で足りない時間を補う目的で利用している（朝・夕等）

　４．子どもの病気・ケガ等の緊急時に利用している

　５．祖父母や近所の人・友人等に預かってもらえないときに利用している

　６．冠婚葬祭等や買い物等の親の外出の際に利用している

　７．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問68-2 どれくらいの頻度で利用していますか。枠内に数字をご記入ください。

月に 日くらい １回あたり 　時間程度

月に 時間くらい １回あたり　　　　　　　　　　時間程度

　アンケートは、「子育て支援に関するニーズ調査」と「小学生基本調査」の
２種類を一緒に、同封の返信用封筒に入れて、1２月５日（金）までに投函し
てください（切手を貼る必要はありません）。

　皆さまのご意見は、平成21年度に策定する『かがやけ横浜子どもプラン』
後期計画に反映させてまいります。また調査結果については、後日こども青少
年局ホームページ「ヨコハマはぴねすぽっと」で公表予定です。
http://www.city.yokohama.jp/me/kodomo

質問は以上です。ご協力ありがとうございました。

問68-3

横浜子育てサポートシステムを知っていますか。また、あて名のお子さんについて、利用していま
すか。（それぞれ１つに○）

１２．　横浜子育てサポートシステムの利用についてお伺いします。

あて名のお子さんについて、現在利用しているが利用日数・回数や利用時間を増やした
いと思いますか。あるいは、現在は利用していないが、できれば利用したいと思います
か。希望がある方は、現在の利用時間も含めて枠内に数字をご記入ください。

問6８
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横浜市の子育て支援サービス・保育サービスの概要 

 

名 称 内  容  ※数字は平成20年４月のもの 問合せ 

放課後 

キッズクラブ 

 すべての子どもたちを対象に、小学校施設を活用して「遊びの場」と

「生活の場」を兼ね備えた安全で快適な放課後の居場所を提供していま

す。 

■ 開設時間 月～金 授業終了後～１９：００ 

       土・長期休業中 ８：３０～１９：００ 

■ 利用料  ～１７：００までは無料 

        １７：００以降は月額５，０００円／１回８００円 

こども青少年局 
放課後児童育成

課 
電話671-4068 

はまっ子ふれあ

いスクール 

放課後、通い慣れている小学校施設等を活用して、安全で健やかな放

課後の居場所づくりを行い、年齢の異なる子ども同士の遊びや交流を通

じて、子どもたちの創造性、自主性、社会性などを養うことを目的とし

て実施しています。 

■ 開設時間 月～金 授業終了後～１８：００ 

       土・長期休業中 ９：００～１８：００ 

  ※充実型はいずれも１９：００まで 

■ 利用料  無料  

※充実型は１７：００以降は月額５，０００円／１回８００円 

こども青少年局 
放課後児童育成

課 
電話671-4152 

放課後児童 

クラブ 

昼間保護者がいない家庭等の子どもたちが、安全で豊かな放課後を過

ごすために、地域の理解と協力のもと実施しています。小学１～３年生

までの、留守家庭児童が対象です。 

■ 開設時間 月～金 一日５時間以上、１８：００まで 

       土・長期休業中 ９：００～１８：００ 

  ※開設日・時間は施設によって異なります。 

■ 利用料  施設にお問合せください。  

こども青少年局 
放課後児童育成

課 
電話671-4068 

プレイパーク 公園等の一部を木のぼりやたき火、水遊びなどができる冒険的遊び場

として活用し、子どもの創造力・冒険心を育むプレイパーク活動を行な

っています。 

都筑区 冒険遊び場まんまるプレイパーク（鴨池公園まんまる広場） 

緑区 三保ねんじゅ坂プレイパーク（三保念珠坂公園） 

南区 みなみ遊ぼう会（弘明寺公園遊具広場） 

港南台 港南台生き生きプレイパーク（港南台中央公園） 

港北区 鯛ケ崎公園プレイパーク（鯛ケ崎公園） 

鶴見区 つるみプレイパーク（三ッ池公園） 

神奈川区 白幡の森プレイパーク（白幡西緑地） 

神奈川区 片倉うさぎ山プレイパーク（片倉うさぎ山公園） 

青葉区 冒険遊び場づくりの会（新石川公園／しらとり台第一公園） 

あ 

こども青少年局 
放課後児童育成

課 
電話671-4068 

横浜子育てサポ

ートシステム 

地域住民による会員相互の子どもの預かりサービスで、預かってほし

い人と、預かれる人それぞれが会員登録し、条件の合う近隣の方を紹介

します。学校行事や冠婚葬祭、仕事などの事情での一時保育や、買い物

や習い事などのリフレッシュ目的、保育園・幼稚園への送迎等に利用で

きます。小学校６年生までを対象としています。 

■ 利用料  １時間８００ ～ ９００円 

横浜市社会福祉

協議会 
電話201-2062 

ヨコハマはぴね

すぽっと 

 横浜市こども青少年局のホームページで、子ども・青少年の総合ポー

タルサイトです。子ども・青少年に関する支援施策など幅広い情報を提

供しています。 http://www.city.yokohama.jp/me/kodomo/ 

こども青少年局 
総務課 
電話671-4264 



あなたは何年生
なんねんせい

ですか。また、性別
せいべつ

はどちらですか。

（１）何年生
なんねんせい

ですか。

　小
しょう

学
がく

　　年生
ねんせい

（２）性別
せいべつ

はどちらですか。（１つに○）

　１．男
おとこ

２．女
おんな

いっしょに住
す

んでいる人
ひと

は誰
だれ

ですか。（あてはまる人
ひと

すべてに○）

１．お父
とう

さん ２．お母
かあ

さん ３．おじいさん

４．おばあさん ５．きょうだい ６．その他
た

きょうだいは自分
じぶん

も入
い

れて何人
なんにん

ですか。（１つに○）

１.　ひとり ２.　ふたり ３.　３人
にん

４.　４人
にん

５.　その他
た

（　　　　　　人
にん

）

１．学校
がっこう

などであったできごと ２．家族
かぞく

のこと

３．友
とも

だちのこと ４．夢
ゆめ

や将来
しょうらい

のこと

５．遊
あそ

びや趣味
しゅみ

のこと ６．勉強･成績
べんきょう・せいせき

のこと

７．テレビなどで話題
わだい

になっていること ８.　その他
た

（　　　　　　　　　　　　　）

１．お父
とう

さん ２．お母
かあ

さん ３．おじいさん

４．おばあさん ５．きょうだい ６．その他
た

（　　　　　　　　　　　　　）

１．たくさん話
はなし

ができている ２．もっと話
はなし

をしたい

３．あまり話
はな

をしたくない ４．わからない

小学生
しょうがくせい

の皆
みな

さんへ

●この調査
ちょうさ

は、あなたの毎日
まいにち

の生活
せいかつ

や放課後
ほうかご

の過
す

ごし方
かた

についてたずねるもの

  です。テストではありませんから、楽
らく

な気持
きも

ちで答
こた

えてください。

●答
こた

えは、あてはまる番号
ばんごう

に○をつけるものと、数字
すうじ

や文字
もじ

を書
か

くものがあり

  ます。

●わからないことがあったら、おうちの人
ひと

に聞
き

いてください。

問
とい

５ おうちの人
ひと

でよく話
はなし

をするのは誰
だれ

ですか。（２つまでに○）

１　あなたのことについてお聞
き

きします。

問
とい

1

問
とい

４ おうちの人
ひと

と、普段
ふだん

どのような話
はなし

をしますか。（３つまでに○）

問
とい

２

問
とい

３

問
とい

６ おうちの人
ひと

との会話
かいわ

について、どのように思
おも

いますか。（１つに○）
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家
いえ

のお手伝
てつだ

いをしますか。（１つに○）

１．はい ２．いいえ

学校
がっこう

は楽
たの

しいですか。（１つに○）

１．はい どんなことが楽
たの

しいですか（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

２．いいえ どんなことが楽
たの

しくないですか（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

３．ふつう

平日
へいじつ

は、何時
なんじ

ごろに寝
ね

ますか。（１つに○）

１．8時
じ

ごろ ２．９時
じ

ごろ ３．１０時
じ

ごろ

４．１１時
じ

ごろ ５．１２時
じ

ごろ ６．１２時
じ

すぎ

悩
なや

みごとや困
こま

っていることはありますか。（１つに○）

１．ある １．学校
がっこう

のこと ２．友
とも

だちのこと

３．家族
かぞく

のこと ４．自分
じぶん

のこと

２．ない ５．その他
た

（　　　　　　　　　　　　　　　　）

悩
なや

みがあるときや困
こま

ったときに誰
だれ

に相談
そうだん

しますか。（あてはまる人
ひと

にすべて○）

１．おうちの人
ひと

２．きょうだい ３．友
とも

だち

４．学校
がっこう

の先生
せんせい

５．家族
かぞく

や先生
せんせい

以外
いがい

の大人
おとな

６．電話
でんわ

やインターネットの相談
そうだん

７．特
とく

にだれにも相談
そうだん

はしない

８．わからない

将来
しょうらい

の夢
ゆめ

はありますか。（１つに○）

１．ある どんな夢
ゆめ

ですか

２．ない

３．わからない

近所
きんじょ

に、会
あ

ったときにあいさつをする大人
おとな

は何人
なんにん

くらいいますか。

１．　　　　　　　　　　　人
にん

くらい

２．いない

子
こ

ども会
かい

や地域
ちいき

の行事
ぎょうじ

に参加
さんか

していますか。（１つに○）

１．はい

２．いいえ

問
とい

７

問
とい

1３

問
とい

1１

問
とい

８

問
とい

1０

問
とい

1２

問
とい

９

問
とい

1４

どんなことを

悩
なや

んでいますか
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インターネットをどこで使
つか

うことが多
おお

いですか。（１つに○）

１．自分
じぶん

の部屋
へや

２．自分
じぶん

の家
いえ

３．友
とも

だちの家
いえ

４．学校
がっこう

５．どこでも（携帯
けいたい

電話
でんわ

）

６．その他
た

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

７．使
つか

わない

 １．勉強
べんきょう

のことを調
しら

べる  ２．進路
しんろ

のことを調
しら

べる

 ３．趣味
しゅみ

や遊
あそ

びについて調
しら

べる  ４．買
か

い物
もの

をする

 ５．通信
つうしん

ゲームをする  ６．音楽
おんがく

やゲームをダウンロードする

 ７．ホームページをつくる  ８．チャットに参加
さんか

する

 ９．ブログや掲示板
けいじばん

を読
よ

んだり、書
か

き込
こ

んだりする

10．その他
た

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

11．学校
がっこう

以外
いがい

では使
つか

わない

１．家族
かぞく

とメールや通話
つうわ

をする ２．友達
ともだち

とメールや通話
つうわ

をする

３．ゲームをしたり、音楽
おんがく

をきく ４．インターネットをする

５．写真
しゃしん

をとる ６．定期券
ていきけん

やお財布
さいふ

携帯
けいたい

として使
つか

う

７．見知
みし

らぬ人
ひと

とメールや通話
つうわ

をする

８．その他
た

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

９．携帯
けいたい

電話
でんわ

を持
も

っていない

【家族
かぞく

】 １.　４回
かい

以下
いか

２.　５～９回
かい

３.　10～20回
かい

４.　20回
かい

以上
いじょう

５.　しない

【友
とも

だち】 １.　４回
かい

以下
いか

２.　５～９回
かい

３.　10～20回
かい

４.　20回
かい

以上
いじょう

５.　しない

【その他
た

】 １.　４回
かい

以下
いか

２.　５～９回
かい

３.　10～20回
かい

４.　20回以上 ５.　しない

だれと （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問
とい

1６ 学校
がっこう

以外
いがい

でインターネットを使
つか

う場合
ばあい

、どのような目的
もくてき

で使
つか

うことが多
おお

いですか。

（３つまでに○）

２　インターネットや携帯
けいたい

電話
でんわ

について、お聞
き

きします。

問
とい

1５

問
とい

１8 携帯
けいたい

やインターネットで一日
いちにち

にメールをする回数
かいすう

はどのぐらいですか。

（１つに○）

携帯
けいたい

電話
でんわ

を持
も

っている場合
ばあい

、どのような目的
もくてき

で使
つか

うことが多
おお

いですか。

（3つまで○）

問
とい

1７
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放課後
ほうかご

や土曜日
どようび

はどこで過
す

ごすことが多
おお

いですか。（３つまでに○）

放課後
ほうかご

土曜日
どようび

○ ○

○

○

○

○

放課後
ほうかご

や土曜日
どようび

は何
なに

をして過
す

ごすことが多
おお

いですか。（３つまでに○）

放課後
ほうかご

土曜日
どようび

○

○

○

○

○

○

放課後
ほうかご

や土曜日
どようび

は誰
だれ

と過
す

ごすことが多
おお

いですか。（２つまでに○）

放課後
ほうかご

土曜日
どようび

○

○

○ ○

問
とい

2０

学校
がっこう

自分
じぶん

の家
いえ

友達
ともだち

の家
いえ

ゲーム（テレビ・携帯
けいたい

型
がた

）をする

記入
きにゅう

例
れい

塾
じゅく

や習
なら

い事
ごと

マンガや雑誌
ざっし

を読
よ

む

その他
た

（　　　　　　　　　　）

スポーツをする

回答
かいとう

欄
らん

外
そと

で遊
あそ

ぶ

問
とい

1９

公園
こうえん

・広場
ひろば

地区
ちく

センターや図書館
としょかん

回答
かいとう

欄
らん

記入
きにゅう

例
れい

３　放課後
ほうかご

や土曜日
どようび

の過
す

ごし方
かた

について、お聞
き

きします。

塾
じゅく

や習
なら

い事
ごと

に行
い

く

問
とい

2１

勉強
べんきょう

をする

テレビやビデオを見
み

る

家
いえ

の手伝
てつだ

いをする

特別
とくべつ

何
なに

もせずくつろぐ

読書
どくしょ

をする

放課後
ほうかご

キッズクラブ

年下
としした

の友
とも

だち

きょうだい

その他
た

（

ひとりでいる

おじいさん、おばあさん

はまっ子
こ

ふれあいスクール

放課後児童
ほうかごじどう

クラブ（学童保育
がくどうほいく

）

その他
た

（　　　　　　　　　　）

記入
きにゅう

例
れい

回答
かいとう

欄
らん

同
おな

じ学年
がくねん

の友
とも

たち

年上
としうえ

の友
とも

だち

親
おや

ほうかご

放課後
どようび

土曜日

ほうかご

放課後
どようび

土曜日

ほうかご

放課後
どようび

土曜日
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夕方
ゆうがた

5時
じ

以降
いこう

、おうちの人
ひと

が自宅
じたく

にいますか。（１つに○）

１．いる

　２．いない

１．放課後
ほうかご

キッズクラブ →問
とい

26へ

２．はまっ子
こ

ふれあいスクール →問
とい

31へ

３．放課後
ほうかご

児童
じどう

クラブ(学童
がくどう

保育
ほいく

) →問
とい

35へ

４．どれも利用
りよう

していない

午後
ごご

５時以降
じいこう

は、何
なに

をして過
す

ごすことが多
おお

いですか。（２つまでに○）

１．外
そと

で遊
あそ

ぶ ２．スポーツをする

３. 勉強
べんきょう

をする ４．塾
じゅく

や習
なら

い事
ごと

に行
い

く

５．読書
どくしょ

をする ６．マンガや雑誌
ざっし

を読
よ

む

７. ゲーム(テレビ・携帯型
けいたいがた

）をする ８．テレビやビデオを見
み

る

９．家
いえ

の手伝
てつだ

いをする １０．特別
とくべつ

何
なに

もせずくつろぐ

１１.その他
た

(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

１．同
おな

じ学年
がくねん

の友
とも

だち 　２．年上
としうえ

の友
とも

だち ３．年下
としした

の友
とも

だち

４．きょうだい ６．おじいさん、おばあさん

７．ひとりでいる 　８．その他
た

（ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１．友
とも

だちと遊
あそ

べるから ２．友
とも

だちができるから

３．学年
がくねん

の違
ちが

う友
とも

だちと遊
あそ

べるから ４．友
とも

だちにさそわれたから

５．家
いえ

にいるより楽
たの

しいから ６．家
いえ

にだれもいないから

７. 楽
たの

しそうだと思
おも

ったから ８．おうちの人
ひと

にいわれたから

９．その他
た

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

どれも利用
りよう

していない人
ひと

は（→問
とい

３８へ）

問
とい

２5

問
とい

２3で、「４．どれも利用
りよう

していない」と答
こた

えた人
ひと

にお聞
き

きします。

４　「放課後
ほうかご

キッズクラブ」に参加
さんか

している人
ひと

だけ答
こた

えてださい。

問
とい

22

午後
ごご

5時以降
じいこう

に、次
つぎ

の場所
ばしょ

を利用
りよう

していますか。（あてはまるものすべてに○）問
とい

２3

「放課後
ほうかご

キッズクラブ」に参加
さんか

しているのはなぜですか。（２つまでに○）

放課後
ほうかご

キッズクラブを利用
りよう

している人
ひと

は（→問
とい

２６へ）

はまっ子
こ

ふれあいスクールを利用
りよう

している人
ひと

は（→問
とい

３１へ）

放課後
ほうかご

児童
じどう

クラブ(学童
がくどう

保育
ほいく

）を利用
りよう

している人
ひと

は（→問
とい

３５へ）

　５．親
おや

問
とい

２3から問
とい

２５は、夕方
ゆうがた

５時
じ

以降
いこう

、おうちの人
ひと

がお仕事
しごと

などでおうちにいない人
ひと

だけ答
こた

えてください。

問
とい

２4

問
とい

２６

午後
ごご

５時以降
じいこう

は、誰
だれ

と過
す

ごしていますか。（２つまでに○）
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　1.　とても楽
たの

しい ２.　楽
たの

しい ３.　ふつう

　４.　あまり楽
たの

しくない ５.　楽
たの

しくない ６.　わからない

問
とい

27-1

 1.　折
お

り紙
がみ

や工作
こうさく

 ２.　外
そと

遊
あそ

び  ３.　ゲーム

問
とい

27-3へ  ４.　自然
しぜん

体験
たいけん

や野外
やがい

活動
かつどう

 ５.　音楽
おんがく

 ６.　読書
どくしょ

 ７.　手芸
しゅげい

 ８.　季節
きせつ

のイベント

 ９.　ドッジボールやバドミントンなどのスポーツ 10．予習
よしゅう

復習
ふくしゅう

・宿題
しゅくだい

など

11.　お菓子
かし

づくり 12.その他
た

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問
とい

27-2

１． 友達
ともだち

とみんなで遊
あそ

べるから ２．新
あたら

しい友
とも

だちができるから

４．普段
ふだん

できない遊
あそ

びや活動
かつどう

ができるから

９.　その他
た

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問
とい

27-3

1.　遊
あそ

ぶ友達
ともだち

がいないから ２.　自分
じぶん

のやりたいことができないから

４． イベントが少
すく

ないから

５.　学校
がっこう

のつづきみたいだから ６． 友
とも

だちとけんかをしたことがあるから

７.　大人
おとな

のいない場所
ばしょ

で遊
あそ

びたいから ８．その他
た

（　　　　　　　　　　　　）

１．友達
ともだち

がふえた ２．学校
がっこう

へ行
い

くのが楽
たの

しくなった

６．家
いえ

でごろごろ過
す

ごすことがなくなった

７．おうちの人
ひと

とキッズのことを話
はな

したり、いっしょに参加
さんか

するようになった

８．変
か

わらない ９．その他
た

（　　　　　　　　　　　）

５．地域
ちいき

の行事
ぎょうじ

に参加
さんか

するようになった

「放課後
ほうかご

キッズクラブ」で楽
たの

しいと思
おも

う遊
あそ

びや活動
かつどう

は何
なに

ですか。

（２つまでに○）

問
とい

２７

問
とい

28

６．大人
おとな

のひとがいろいろなことを

　　教
おし

えてくれるから

問
とい

２7-1と問
とい

２7-2は、問
とい

２７で「１.とても楽
たの

しい」「２.楽
たの

しい」と答
こた

えた人
ひと

にお聞
き

きします。

「放課後
ほうかご

キッズクラブ」に参加
さんか

してかわったことがありましたか。（２つまでに○）

問
とい

27-3は、問
とい

２７で「４.あまり楽
たの

しくない」「５.楽
たの

しくない」と答
こた

えた人
ひと

にお聞
き

きします。

８．おうちの人
ひと

が迎
むか

えに来
く

るまで

　　安心
あんしん

して遊
あそ

べるから

７.　一人
ひとり

だとできない遊
あそ

びがで

　　 きるから

５.　自分
じぶん

の好
す

きな遊
あそ

びができる

      から

３.　他
ほか

の学年
がくねん

の友達
ともだち

と遊
あそ

べるか

      ら

「放課後
ほうかご

キッズクラブ」が楽
たの

しくないと思
おも

うのはなぜですか。（２つまでに○）

「放課後
ほうかご

キッズクラブ」が楽
たの

しいと思
おも

うのはなぜですか。（２つまでに○）

４．地域
ちいき

の大人
おとな

の人
ひと

とあいさつをする

　　ようになった

ここからは、「放課後
ほうかご

キッズクラブ」に参加
さんか

したことのある、すべての人
ひと

にお聞
き

きします。

３． おもしろい遊
あそ

びや活動
かつどう

がな

　　 いから

３．ゲーム（テレビ・携帯型
けいたいがた

）で遊
あそ

ぶこと

    が少
すく

なくなった

参加
さんか

していて楽
たの

しいですか。
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　１.　はい

　２.　いいえ （→問
とい

　30　へ）

問
とい

29-1

　１.　スタッフやお友達
ともだち

と楽
たの

しく過
す

ごしている

　２.　おやつが楽しみ

　３.　5時前
じまえ

の時間
じかん

より人数
にんずう

が少
すく

なく、いろいろな遊
あそ

びができる

　４.　お友達
ともだち

が帰
かえ

ってしまうのでさみしい

　５.　つまらない

　６.　その他
た

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

今後
こんご

、「放課後
ほうかご

キッズクラブ」でどのように過
す

ごしたいと思
おも

いますか。

1.　友
とも

だちと遊
あそ

べるから

２．友だちができるから

３．学年
がくねん

の違
ちが

う友
とも

だちと遊
あそ

べるから

４．友だちにさそわれたから

５．家
いえ

にいるより楽
たの

しいから

６．家にだれもいないから

７.　楽
たの

しそうだと思
おも

ったから

８．おうちの人にいわれたから

９．その他
た

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

５　「はまっ子
こ

ふれあいスクール」に参加
さんか

している人
ひと

だけ答
こた

えてださい。

問
とい

３1

午後
ごご

5時以降
じいこう

「放課後
ほうかご

キッズクラブ」に参加
さんか

してどうですか。（１つに○）

問
とい

３0

問
とい

29 午後
ごご

5時
じ

以降
いこう

に参加
さんか

していますか。（１つに○）

問
とい

３０は、「放課後
ほうかご

キッズクラブ」に参加
さんか

したことのある、すべての人
ひと

にお聞
き

きします。

参加
さんか

しているのはなぜですか。（２つまでに○）

問
とい

29-1は、問
とい

29で「１.はい」と答
こた

えた人
ひと

にお聞
き

きします。
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　1.　とても楽
たの

しい ２.　楽
たの

しい ３.　ふつう

　４.　あまり楽
たの

しくない ５.　楽
たの

しくない ６.　わからない

問
とい

32-1

 1.　折
お

り紙
がみ

や工作
こうさく

 ２.　外
そと

遊
あそ

び  ３.　ゲーム

 ４.　自然
しぜん

体験
たいけん

や野外
やがい

活動
かつどう

 ５.　音楽
おんがく

 ６.　読書
どくしょ

 ７.　手芸
しゅげい

 ８.　季節
きせつ

のイベント

 ９.　ドッジボールやバドミントンなどのスポーツ 10．予習
よしゅう

復習
ふくしゅう

・宿題
しゅくだい

など

11.　お菓子
かし

づくり 12.その他
た

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問
とい

32-2

１． 友達
ともだち

とみんなで遊
あそ

べるから ２． 新
あたら

しい友
とも

だちができるから

４． ふだんできない遊
あそ

びや活動
かつどう

ができるから

９.　その他
た

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問32-3

1.　 遊
あそ

ぶ友達
ともだち

がいないから ２.　自分
じぶん

のやりたいことができないから

４.　イベントが少
すく

ないから

５.　学校
がっこう

のつづきみたいだから ６． 友
とも

だちとけんかをしたことがあるから

７.　大人
おとな

のいない場所
ばしょ

で遊
あそ

びたいから

８．その他
た

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

３.　他
ほか

の学年
がくねん

の友達
ともだち

と

　　 遊
あそ

べるから

６． 大人
おとな

のひとがいろいろなことを

　　 教
おし

えてくれるから

参加
さんか

していて楽
たの

しいですか。

７.　一人
ひとり

だとできない遊
あそ

びがで

　　 きるから

「はまっ子
こ

ふれあいスクール」が楽
たの

しいと思
おも

うのはなぜですか。（２つまで

○）

問
とい

３2

問
とい

３2-1、問
とい

３2-2は、問
とい

３2で「１．とても楽
たの

しい」「２．楽
たの

しい」と答
こた

えた人
ひと

にお聞
き

きします。

３． おもしろい遊
あそ

びや活動
かつどう

が

　　 ないから

「はまっ子
こ

ふれあいスクール」で楽
たの

しいと思
おも

う遊
あそ

びや活動
かつどう

は何
なん

ですか。（２

つまでに○）

問
とい

３2-3は、問
とい

３2で「４．あまり楽
たの

しくない」「５．楽
たの

しくない」と答
こた

えた人
ひと

にお聞
き

きします。

「はまっ子
こ

ふれあいスクール」が楽
たの

しくないと思
おも

うのはなぜですか。（２つ

までに○）

８． おうちの人
ひと

が迎
むか

えに来
く

るまで

　　 安心
あんしん

して遊
あそ

べるから

５.　自分
じぶん

の好
す

きな遊
あそ

びが

　　 できるから
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１．友達
ともだち

がふえた ２．学校
がっこう

へ行
い

くのが楽
たの

しくなった

６．家
いえ

でごろごろ過
す

ごすことがなくなった

７．おうちの人
ひと

とはまっ子
こ

のことを話
はな

したり、いっしょに参加
さんか

するようになった

８．変
か

わらない ９．その他
た

（　　　　　　　　　　　）

今後
こんご

、「はまっ子
こ

ふれあいスクール」でどのように過
す

ごしたいと思
おも

いますか

　1.　とても楽
たの

しい ２.　楽
たの

しい ３.　ふつう

　４.　あまり楽
たの

しくない ５.　楽
たの

しくない ６.　わからない

問
とい

35-1

問
とい

35-3へ  1.　折
お

り紙
がみ

や工作
こうさく

 ２.　外
そと

遊
あそ

び  ３.　ゲーム

 ４.　自然
しぜん

体験
たいけん

や野外
やがい

活動
かつどう

 ５.　音楽
おんがく

 ６.　読書
どくしょ

 ７.　手芸
しゅげい

 ８.　季節
きせつ

のイベント

 ９.　ドッジボールやバドミントンなどのスポーツ 10．予習
よしゅう

復習
ふくしゅう

・宿題
しゅくだい

など

11.　お菓子
かし

づくり 12. その他
た

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問
とい

35-2

１． 友達
ともだち

とみんなで遊
あそ

べるから ２． 新
あたら

しい友
とも

だちができるから

４． 普段
ふだん

できない遊
あそ

びや活動
かつどう

ができるから

９.　その他
た

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

６　「放課後
ほうかご

児童
じどう

クラブ（学童
がくどう

保育
ほいく

）」に参加
さんか

している人
ひと

だけ答
こた

えてださい。

３．ゲーム（テレビ・携帯型）で遊
あそ

ぶこと

    が少
すく

なくなった

４．地域
ちいき

の大人
おとな

の人
ひと

とあいさつをする

　　ようになった

５．地域
ちいき

の行事
ぎょうじ

に参加
さんか

するようになった

問
とい

33
「はまっ子

こ

ふれあいスクール」に参加
さんか

してかわったことがありましたか。

（２つまでに○）

８． おうちの人
ひと

が迎
むか

えに来
く

るまで

　　 安心
 あんしん

して遊
あそ

べるから

５.　自分
じぶん

の好
す

きな遊
あそ

びができる

      から

３.　他
ほか

の学年
がくねん

の友達
ともだち

と遊
あそ

べるか

      ら

「放課後児童
ほうかごじどう

クラブ（学童保育
がくどうほいく

）」で楽
たの

しいと思
おも

う遊
あそ

びや活動
かつどう

は何
なに

ですか。

（２つまでに○）

「放課後
ほうかご

児童
じどう

クラブ（学童
がくどう

保育
ほいく

）」が楽
たの

しいと思
おも

うのはなぜですか。（２

つまでに○）

６． 大人
おとな

のひとがいろいろなことを

　　 教
おし

えてくれるから

問
とい

35-1と問
とい

35-2は、問
とい

35で「１.とても楽
たの

しい」「２.楽
たの

しい」と答
こた

えた人
ひと

にお聞
き

きします。

参加
さんか

していて楽
たの

しいですか。（１つに○）問
とい

35

問
とい

34

７.　一人
ひとり

だとできない遊
あそ

びがで

　　 きるから

ここからは、「はまっ子
こ

ふれあいスクール」に参加
さんか

したことのある、すべての人
ひと

にお聞
き

きします。
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問
とい

35-3

１.　遊
あそ

ぶ友達
ともだち

がいないから ２.　自分
じぶん

のやりたいことができないから

４.　イベントが少
すく

ないから

6． その他（　　　　　　　　　　　　）

１．友達
ともだち

がふえた ２．学校
がっこう

へ行
い

くのが楽
たの

しくなった

６．家
いえ

でごろごろ過
す

ごすことがなくなった

８．変
か

わらない ９．その他
た

（　　　　　　　　　　　）

　１.　はい ２． いいえ （→問
とい

　41　へ）

問
とい

38-1

1.　学校
がっこう

２．友
とも

だち ３．テレビ

４．パンフレットやチラシ ５．公園
こうえん

の看板
かんばん

６．市
し

・区
く

の広報紙
こうほうし

７．町内
ちょうない

会
かい

の回覧板
かいらんばん

・掲示板
けいじばん

８．放課後
ほうかご

キッズクラブ ９．はまっ子
こ

ふれあいスクール

　10．放課後
ほうかご

児童
じどう

クラブ（学童
がくどう

保育
ほいく

） 　11．その他
た

（　　　　　　　　　　　）

３． おもしろい遊
あそ

びや活動
かつどう

がな

      いから

問
とい

37

「放課後
ほうかご

児童
じどう

クラブ（学童
がくどう

保育
ほいく

）」に参加
さんか

してかわったことがありましたか。（２つ

まで○）

７　プレイパークについてお聞
き

きします。

５．地域
ちいき

の行事
ぎょうじ

に参加
さんか

するようになった

問
とい

36

３．ゲーム（テレビ・携帯型）で遊
あそ

ぶこと

    が少
すく

なくなった

４．地域
ちいき

の大人
おとな

の人
ひと

とあいさつをする

　　ようになった

７．おうちの人
ひと

と放課後
ほうかご

児童
じどう

クラブ（学童
がくどう

保育
ほいく

）のことを話
はな

したり、いっしょに参加
さんか

するようになった

ここからは、「放課後
ほうかご

児童
じどう

クラブ（学童
がくどう

保育
ほいく

）」に参加
さんか

したことのある、すべての人
ひと

にお聞
き

きします。

プレイパークを知
し

っていますか。（１つに○）

今後
こんご

、「放課後
ほうかご

児童
じどう

クラブ（学童
がくどう

保育
ほいく

）」でどのように過
す

ごしたいと思
おも

いますか。

問
とい

38

問
とい

35-3は、問
とい

35で「４.あまり楽
たの

しくない」「５.楽
たの

しくない」と答
こた

えた人
ひと

にお聞
き

きします。

５． 友
とも

だちとけんかをしたことが

　　 あるから

「放課後児童
ほうかごじどう

クラブ（学童保育
がくどうほいく

）」が楽
たの

しくないと思
おも

うのはなぜですか。

（２つまで○）

プレイパークを何
なに

で知
し

りましたか。（２つまで○）
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　１.　はい ２． いいえ （問
とい

　41　へ）

問
とい

39-1

1.　楽
たの

しそうだから ２．家
いえ

の近
ちか

くだから ３．外
そと

で遊
あそ

びたいから

４.　たまたま公園
こうえん

でやっていたから ５.　友
とも

だちにさそわれたから

６.　おうちの人
ひと

にすすめられたから ７.その他
た

(                                )

問
とい

39-2 プレイパークに参加
さんか

して、大
おお

きなケガから自分
じぶん

を守
まも

る力
ちから

がついたと思
おも

いま

すか。（１つに○）

　１.　はい ２． いいえ

問
とい

39-3

　1.　とても楽
たの

しい ２.　楽
たの

しい ３.　ふつう

　４.　あまり楽
たの

しくない ５.　楽
たの

しくない ６.　わからない

問
とい

39-4

問
とい

39-5へ １．どろんこ遊
あそ

び ２．秘密
ひみつ

基地
きち

遊
あそ

び ３．水遊
みずあそ

び

４．木登
きのぼ

り ５．野外
やがい

炊飯
すいはん

６．火
ひ

を使
つか

った遊
あそ

び

７．プレイリーダーとの遊
あそ

び

８．自然
しぜん

を利用
りよう

した遊
あそ

び（落
お

ち葉
ば

、竹
たけ

とんぼなど）

９.　その他
た

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問
とい

39-5

1.　遊
あそ

びの内容
ないよう

がつまらないから 　２.　友達
ともだち

ができなかったから

　４.　自由
じゆう

に遊
あそ

べなかったから

   6． けがや虫
むし

さされがいやだから

７． その他
た

（ 　 　　　　　　　　）

３.　おもいっきり外
そと

遊
あそ

びができ

　　 なかったから

「プレイパーク」が楽
たの

しくないと思
おも

うのはなぜですか。（２つまでに○）

問
とい

39-5は、問
とい

39-3で「４.あまり楽
たの

しくない」「５.楽
たの

しくない」と答
こた

えた人
ひと

にお聞
き

きします。

プレイパークに参加
さんか

したのはなぜですか。（２つまでに○）

参加
さんか

していて楽
たの

しいですか。

「プレイパーク」に参加
さんか

して楽
たの

しかった遊
あそ

びは何
なに

ですか。（２つまでに○）

問
とい

39 プレイパークに参加
さんか

したことがありますか。（１つに○）

５． 友
とも

だちとけんかをしたことがあるから

問
とい

39-4は、問
とい

39-3で「１.とても楽
たの

しい」「２.楽
たの

しい」と答
こた

えた人
ひと

にお聞
き

きしま

す。
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今後
こんご

、「プレイパーク」でどのように過
す

ごしたいと思
おも

いますか

時間
じかん

　　　　　　分
ふん

ぐらい

 １．自分
じぶん

の家
いえ

　 ２．塾
じゅく

３．友
とも

だちの家
いえ

 ４．おじいさん・おばあさんの家
いえ

６．放課後
ほうかご

キッズクラブ

 ７．はまっ子
こ

ふれあいスクール ８．放課後
ほうかご

児童
じどう

クラブ（学童
がくどう

保育
ほいく

）

 ９．図書館
としょかん

・地区
ちく

センター 10．その他（　　　　　　　　　　　　　）

放課後
ほうかご

、どんなことをやってみたいですか問
とい

４3

８  勉強
べんきょう

について、お聞
き

きします

問
とい

４1

９  放課後
ほうかご

について、お聞
き

きします

どこで勉強
べんきょう

していますか。（２つまでに○）

学校
がっこう

以外
いがい

でどのぐらいの時間
じかん

勉強
べんきょう

しますか。

　アンケートは、おうちの人
ひと

のアンケートと一緒
いっしょ

に、同封
どうふう

の返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

に入
い

れ

て、1２月５日（金
きん

）までにポストに投函
とうかん

してください（切手
きって

を貼
は

る必要
ひつよう

はあり

ません）。

質問
しつもん

は終
お

わりです。ありがとうございました。

問
とい

４2

問
とい

４0
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次世代育成支援行動計画（後期計画）策定に係るニーズ調査 

「子育て支援に関するニーズ調査」報告書 

（未就学児保護者・小学生保護者・小学生本人） 
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